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　ぶっ飛ばしておいて何だけど……勇者（偽）って、あんな感じだったっけ？

　何と言えば良いのか、もっと違う印象で覚えていたような気がする。

　何となく思った疑問だったのだが、俺が何を考えているのかをアリアが敏感に察知して、教えてくれたのが、勇者（偽）はアリアの興味を引くために髪色を変えたり、装備を変えたりと、色々とやっていたらしい。

　どうりで前に見た印象と違う訳だと思ったが、まぁ既に終わった事だし、別に良いかと直すぐに忘れた。

　今問題なのは、シロの言葉を信じるなら邪神が復活するという事である。

　大体一か月後に完全復活するみたいな事を言っていたけど、噓を吐ついたとは思えない。

　それに、もし事実だった時の事を考えれば、迎え撃つ準備と警戒はしておいた方が得策だろう。

　この大陸全体が危険になるので、どうにかして他の人達にも呼びかけたいが、その辺りはルソナ国王様に相談してみる事にした。

　少々面倒だけど、俺が最高速度で大陸中を回れば間に合うだろうし。

　だけど、その前にまずは、ルソナ国王様に光教会の教皇と勇者（偽）を突きだすか。

　とりあえず、事態に付いていけずに呆ぼう然ぜんとしていた教皇を縛り上げ、生きているか良くわからない勇者（偽）をどうやって運ぶかを考えていると、バタバタと音を立てて数十人の兵士が現れる。

　最初は敵かと身構えたが、誤解は直ぐに解けた。

　現れた兵士は、イスコア王国の侯爵であるハンドネさんの私兵であり、俺達が光教会へと向かった後に、私的に応援を寄よ越こしたと教えて貰ったので、後で感謝しておこうと思う。

　応援に来てくれたハンドネさんの私兵達に教皇と勇者（偽）を渡して、彼等と共に王城へと向かい、俺達が帰ってくるのを待っていたようなので、謁えつ見けんの間でルソナ国王様へ光教会内で起こった事と、約一か月後、邪神が復活する事を報告した。

　教皇と勇者（偽）に関しては、これからの裁定次第だが、一生地下牢か死刑になる事が確実で、ギルドカード偽造の件も闇に葬られるそうだ。

　まぁ、世に出ても困るし、その方が良いだろう。

　ただ問題なのは、邪神復活の方である。

　俺としては、直感でしかないが復活すると確信しているのだが、それを他の人にどう伝えれば良いのか悩む。

　しかし、それを補う存在が現れた。

「人の王よ。邪神の復活は間違いなく、それを避ける事はもう出来ません。邪神が復活すると同時に、その影響で大陸中に膨大な数の魔物が現れますので、そちらの対処をお願いします。邪神の方は、もちろん私も協力しますが、ワズさんにお任せしますので。……そのようにお願いします」

　役に立っている事が嬉しいのか、神オーラ全開の満面の笑みを浮かべている、光女神様だ。

「光女神様の仰おおせのままに」

　平伏しているルソナ国王様が答える。

　神オーラが全開であるため、ルソナ国王様の他にもこの場に居る全員が平伏している中、光女神様の隣で唯一立っている俺は、自信満々の光女神様をどこか冷めた目で見ていた。

　というか、さらっと俺に邪神を押し付けたな。

　まるで、どこかの執事のようなやり方だ。

　……元々やるつもりだったので、今回は何も言わないけど。

　そんな感じで話が纏まとまり、光女神様は俺のギルドカードの中へと消えていったのだが、邪神復活の話は他の国にも伝えなければならない。

　ルソナ国王様は、出来れば各王家と有力者達を集めて、協力体制を築く会議を設けたいそうなのだが、それが難しかった。

　邪神復活は約一か月後なので、全員を集めようと思うのなら確実に時間が足らない。

　光女神様達はこれから邪神戦に向けて力を溜ため込むため、余分な力は使えないと思う。

　そうなると、ここはやはり俺か？　と考えていると、カガネが手を挙げた。

　なんでも、『転移』という移動魔法が使えるそうで、それなら集める人達の準備も含め二、三日で連れて来る事が出来るらしい。

　また、候補として挙がる人選は、基本俺も知っている人達というか……奥さん達の関係者ばかりだったので、自然と任せる事になった。

　会議の場は、ここイスコア王国の王城である。

　最初は俺もカガネに付いて行こうと思ったのだが、そういえばという感じでグレイブさんとの約束を思い出す。

　連絡が取れない奥さん達に会えたら、現状を伝えて欲しいという内容である。

　一応詳細は聞いていたのだが、その連絡が取れない奥さん達の中の一人が、イスコア近海で活動している、海賊を潰す海賊をやっているらしいので、その人に会いに行く事にした。

　そして、カガネの方は移動した各場所で円滑に話を進めるため、奥さん達が同行する事で話が決まる。

　ルソナ国王様は、その間に迎え入れる準備を行う事になった。

　こうして、ある程度方向性は決まったところで、夜も深まり、俺達は王城を後にする。

　俺とカガネの実家で一泊するつもりだ。

　ルソナ国王様は城内に部屋を用意すると言ってくれたが、カガネの話によると実家が増改築で広くなり、奥さん達全員が泊まれるそうなので、実家へと帰る事に決めたのだ。

　久し振りに会う両親との再会に胸を躍らせながら、俺達は王城を後にした。
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「少し、よろしいでしょうか？」

　実家へ帰ろうと王城を出た時、突然声をかけられる。

　声がした方へと振り向いてみると、そこに居たのは、黄金のような長い髪に、少し幼い印象だが整った顔立ち、そして高貴な身分の人が着ていそうな仕立ての良いドレスを身に纏っている女性で、数人の騎士を連れている。

　……えっと……誰でしょう？

　首を傾かしげていると、カガネとアリアがこそっと教えてくれた。

「「ルソナ国王様の一人娘で、エリス姫様です」」

「……」

　おっと。何やら面倒そうな予感がするので、このまま回れ右して帰っちゃ駄目ですかね？

　………………駄目ですよね。

　そういえば、先程の謁見の間にも居たような気がしないでもない。

　声をかけてきた女性──エリス姫様が俺に向かって一礼する。

「初めまして、ルソナ国王の一人娘で、エリスと申します。このような不ぶ躾しつけな真ま似ねをしてしまい、誠に申し訳ございません。ですが、きちんと感謝の言葉をお伝えしたかったのです。……父とこの国を救って頂きまして、本当にありがとうございます」

「あっ、えっと……」

　どう答えれば良いのだろうか？

　突然の事で、上う手まく言葉が続かない。

　俺が困惑していると、ナミニッサがこそっと教えてくれたので、そのまま言う。

「こちらこそ、故郷であるイスコア王国を救う事が出来て良かったです。エリス姫様からの感謝の言葉、確かに受け取りしました」

　教えて貰った言葉をそのまま言って、エリス姫様に向かって一礼する。

　ありがとう、ナミニッサ。

　エリス姫様の事を教えてくれたカガネとアリアにも感謝である。

「ワズ様は救国の英雄です。父もそうですが、私も可能な限り協力致しますので、お困りの際はどんな事でも仰おつしやって下さい」

「……えっと、ありがとうございます」

「ふふ。どうやら、ワズ様は堅苦しい言葉が苦手なようですね。普段通りで構いませんよ。私もそうですが、父もそのようにして構わないと申してますので」

「そ、そうですか？　なら、そうさせて貰います。すみません。堅苦しいのは苦手で……」

　……ふぅ～。そう言って貰って助かる。

　どうも初対面の貴族や王族には構えてしまい、気が休まらないのだ。

「それでは、今回は突然呼び止めてしまい、申し訳ございませんでした。ワズ様達の事は、城の者達にも既に伝えておりますので、いつでも気軽に来て下さい。その時、ゆっくりとお話ししましょう」

「あっ、はい」

　生返事だけど、これも許してくれるようだ。

　ニコニコと笑みを浮かべたエリス姫様は、俺達に向かってもう一度一礼してから、城の中へと戻っていく。

　しかし、マーンボンド王国、獣人国、グレイブさんの国、そしてイスコア王国。

　これで大陸中の主要国家と縁を結んだ事になるな。

　俺は一人でうんうんと頷うなずいた後、皆と連れ立って実家へと向かった。
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　実家は城下町の住民区にある普通の一軒家……だったはずなんだけど、あれ？

　今、俺は実家の前に居るはずなのに、目の前にあるのは貴族が住むような広い庭付きの大きな屋敷だった。

　増改築は聞いていたけど、こんな屋敷である事は聞いていない。

　こんな大きな屋敷に住むのなんて、本当に貴族か、大きな商会の会頭くらいしか……待てよ。

　カガネへと視線を向けると、そっと逸そらされた。

　犯人はカガネで間違いないようである。

　けどまぁ、建ててしまったモノは仕方ないし、これで両親が幸せなら良いか。

　カガネなりに親孝行したと思っておこう。

「……えっと、怒ってる？」

　カガネが不安そうな表情で聞いてきたので、怒ってないと伝えるように頭を優しく撫でた。

　それで安心したのか、嬉しそうな笑みを浮かべるカガネに連れていかれて、俺は玄関前に立つ。

　奥さん達は、俺とカガネの後方に控えてくれていた。

　どうやら、久々に両親と会う俺を気遣ってくれているようで、嬉しい。

　そして、カガネが玄関の扉を開けたので、そのまま中に入って様子を窺うかがうと、家の中も外観に負けないくらい立派な造りで、至るところに高そうな調度品が置かれ、本当に貴族が住んでいる家にしか思えなかった。

　唯一違うとしたら、執事やメイドが居ないという事だろうか。

　……いや、ここに胡う散さん臭くさい執事が一人居るけど。

　そんなどこかの胡散臭い執事は、窓枠をつぅ～っとなぞって指先を確認し、ふむと頷いている。

　お前は本当に何をしたいんだ？

　しかし、胡散臭い執事の検査は大丈夫だったようなのだが、こんなに広い屋敷の掃除なんかどうしているのかと考えていると、偶たまにカガネの商会の人達がお手伝いに来ていると、カガネがこそっと教えてくれた。

　だが今は、そんな人達は居らず、代わりに両親が玄関の掃除をやっている。

　ちなみに、父親は俺、母親はカガネを更に老けさせたような容姿で、今はカガネのおかげか身み形なりの良い服装をしていた。

　そんな両親は楽しそうに会話をしながら清掃作業をしていて、その仲なか睦むつまじい様子を見る事が出来てほっとしていると、バチッと視線が合う。

　少しの間見つめ合った後、俺は素直に謝った。

「突然家を飛び出してごめんなさい」

　俺としては、勝手に飛び出した訳だし、さすがに怒られると思っていたのだが、両親は駆け足で俺へと抱き着き、泣きながら叫ぶ。

「寧むしろ、私達の方が悪かったぁっ！　いくらカガネが可愛かったとしても、ワズだって私達の子供である事に変わりはないのにっ！　……私達は親として恥ずかしいっ！　全力で殴ってくれっ！　その程度で許されるとは思わないが、そうでもしてくれないと自分を許せないっ！」

「ごめんなさいっ！　本当にごめんなさいっ！　失格よね！　母親失格よねっ！」

　ええええええええええっ！

　いやいや、さすがにそんな事しないから。

　俺が全力で殴ったらこの星ごと無くなるから。

　というか、両親に対して怒っている訳ではないし、寧ろ勝手に飛び出したのは俺であって、謝るのはこっちだと思っているので、俺が困惑していると、カガネが両親を引きはがしてにっこりと微笑んだ。

「こらこら～、お兄ちゃんが困っているでしょ？」

　すると、両親はカガネに向かって即座に土下座した。

「「誠に申し訳ございませんでしたっ！」」

　そこに、俺が知る両親の姿は微み塵じんも無い。

　……カガネよ。一体何をした？
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　さすがにこのまま話を進めるという訳にもいかず、俺は両親を立たせ、カガネの案内で奥さん達と共にリビングへと連れて行く。

　……実家が変わり過ぎて、俺には案内出来ませんでした。

　頻しきりに謝る両親を宥なだめながら、リビングで一旦落ち着いて貰う。

　こういう時こそ執事の出番である！　と、フロイドに頼んで両親に紅茶を淹いれて貰い、その間に俺はカガネの案内で自分の部屋へと向かった。

　向かうまでの間に、両親の異変をカガネに問い詰めると舌をぺろりと出して、当初、俺が居なくなったのは両親にも問題があると考えてしまい、色々教育したと告げられる。

　はぁ～……。

　俺は溜息を吐き、これ以上そんな事はしないようにと、カガネに念を押すのと同時に、何やら両親に対して申し訳ない気持ちを抱く。

　後で、カガネも連れて謝っておこうと思う。

　そうこうしている間に着いた俺の部屋は、多少広くなった事以外何も変わっておらず、家具の位置関係など飛び出した時のままだ。

　定期的に掃除しているのか、埃ほこりも無く、ベッドからは陽ひの匂いがした。

　どうやら、カガネの希望でそのままが維持されたようで、掃除をしていたのは両親である。

　後で両親には、謝罪の言葉と共にありがとうと感謝の言葉も伝えよう。

　確認し終わった俺は、そろそろ両親が落ち着いたかな？　と、部屋を後にする。

　そして、リビングへと戻ると、両親は落ち着きを取り戻していて、いつも通りの姿にほっとした。

　ソファーに座る両親を囲むようにして、奥さん達もソファーに座っていたので、俺も両親の対面にあるソファーへと腰を下ろす。

　フロイドは執事らしく、俺の後方で立っていた。

　……何か落ち着かない。

「それでワズ。カガネと会えた事はわかったし、こうして顔を見せてくれた事は大変嬉しいのだが、他の方々は一体どなた様なのだろうか？」

「こんなに綺麗な人達ばかり。……アリアちゃんの事はもちろんわかるけど、こうして会うまでに助けて頂いた冒険者の方達か何かでしょうか？」

　両親の問いに俺はくすりと笑い、奥さん達の事を紹介する。

「父さん、母さん。ここに居るのは、全員俺のお嫁さんだよ。……それと、一応執事も」

　俺の言葉に奥さん達は緊張した表情を見せる。

　ただ、フロイドだけはどこか誇らしげだ。

　いやいや、フロイドさんよ。

　俺は執事としか紹介してないんだよ？　俺の執事とは一言も言っていないんだからさ。

　そこのところ、きちんと理解しておくように。

　……多分、無理だけど。

　溜息を吐きつつ、両親の方へと視線を向けると、口を開けてポカーンとしていた。

　えっとぉ……あっ！　まだ受け止めきれていないのかな。

　しかし、こちらの動きは止まらず、奥さん達が立ち上がってそれぞれ挨拶をする。

「キュイ！　キュイ！」

「は、はじめまして！　私の名はサローナと言います！　えっと、エルフで、ワズさんの奥さんの一人です！」

「タタと申します。私もワズ様の奥さんの一人です。どうぞ、宜しくお願い致します」

「ナミニッサ・マーンボンドと申します。ワズ様の奥さんとしては成り立てですが、宜しくお願い致します」

「ナレリナ・マーンボンドと言います。武骨者だが、ワズの奥さんとして相応ふさわしくありたいと思う。宜しくお願いする」

「キャシーです。こうしてワズさんのご両親にお会いできて嬉しいです。宜しくお願いします」

「……ハオスイ。宜しく」

「お兄ちゃんの妹！　カガネ！　この度、お兄ちゃんの奥さんになりました！」

「マオリーンです。獣人ですが、これから宜しくお願いします。気軽にマオと呼んで下さい」

「お久し振りです。アリアです。私もワズの奥さんの一人になりました。これからも宜しくお願いします」

「私の名はフロイド。ワズ様の執」

　フロイドを力技で押さえ込む。

　皆が自分を軽く紹介する間、両親は口を開けたままである。

　これは、まだまだ時間がかかるかもしれないと思ったのだが、両親が俺へと視線を向けてきた。

「あ……えぇと……。ワズ。色々聞きたい事はあるのだが、とりあえず、まずはその小龍は？」

　父さんが、ハオスイに抱かれているメアルを指差す。

「あぁ、この子の名前はメアル。俺の奥さん」

「あっ！　うん！　そう……」

　父さんが目頭を押さえる。

　多分、色々飲み込んでいるのだろう。

　カガネ曰いわく、俺を追い出したという呵か責しやくからか、全てを受け入れようとしているのかもしれない。

　その間に、母さんが尋ねてきた。

「ワズ。私の耳がおかしくないのなら、今、この方達がマーンボンドと名乗っていたと思うのだけれど、それって東の大国の名前のような……」

「うん。それで合っているよ。ナミニッサとナレリナは、マーンボンドの王女様だから。あっ、ちなみにマオは獣人国の王族で、ハオスイは正真正銘の勇者だから」

「……姫様に……王族に……勇者様……聖女様……私の息子が大金星……きゅう～」

　母さんが気絶した。

　ただ、どことなく勝者の笑みを浮かべていて幸せそうである。

　ふと視線をずらすと、父さんも目頭を押さえたまま気絶していた。

　どうやら、両親共、一気に受け止めきれる許容量を超えてしまったようである。

　こうなったら、時間をかけてゆっくり受け止めて貰おう。

　その後は、皆に手伝って貰って両親を寝室へと運んで寝かせ、俺達もそのまま就寝する。

　奥さん達はカガネの部屋で眠り、メアルも今日はそちらへと行った。

　俺も自分の部屋で寝るつもりだったのだが……何故かフロイドも一緒である。

　……うぅん。まぁ、目を離すと何をするかわからない奴だし、不安だけど安心というか……いや、やっぱり不安だな。

　とりあえず、両親には俺が無事だった事と、奥さん達の事が伝わっていれば良いと思う。








第二章　フロイドの正体……必要性を感じません






　自分の部屋のベッドで横になり、そろそろ眠りそうという時に、床に布団を敷いて寝ているフロイドから声がかかる。

「ワズ様、起きていますか？」

「………………」

　何やら面倒そうな事を言いそうなので、無視しておこう。

「実はですね、私の事について教えておきたいのです」

「………………」

　このまま寝た振りをしていれば、フロイドも諦あきらめて寝るだろうし。

「邪神と戦おうとしているワズ様には、お伝えしておくべきだと判断致しました」

「………………」

　というか、いい加減眠いから、すんなり寝させてくれませんかね。

「………………」

「………………」

「………………男二人の夜ですね」

「気持ち悪い事言うなっ！　というか、続きを言えよ！　そこで区切るなよ！　危険を感じて眠れないだろっ！」

「やはり起きておられましたか。何となくではありますが、そのような気がしておりました」

「……ちっ」

　しまった。罠だった。

　俺が寝た振りしていると察知して、反応しそうな言葉に切り替えたという事か。

　まんまとフロイドの策に乗ってしまって悔しくはあるが、一度反応してしまった以上、仕方ないから話を聞くしかない。

　眠い事に変わりはないし、手短に終わらせよう。

　俺はベッドから上半身を起こして、フロイドに続きを促す。

「……で？　俺に伝えておく事って何だよ？」

　フロイドもまた上半身を起こしていたが、その視線は天井へと向き、どこか遠くを見ていた。

「驚かれるかもしれませんが……まずはこれから伝えなければなりません。実は、執事をする前の私は……『創造神』だったのです」

　そう言って、フロイドがいつものような似非えせ執事スマイルを俺に向ける。

　どこか儚はかなげに見えるその様子に、俺はきっぱりと告げた。

「……ん。わかった。それじゃあ、明日も早いし寝るぞ」

「いやいやいやいや、え？　いやいや、ワズ様。きちんと情報が伝わっていますか？」

　フロイドが掛け布団を跳ね飛ばし、焦ったように俺へと近付く。

「え？　きちんと伝わっているから。だから、フロイドは『創造神』って事だろ？」

「はい。その通りですが……何でしょう？　このどこかやりきれない感じは」

「お前がそれを言うか。……もう良いか？　そろそろ本当に眠いんだけど」

　それじゃ、おやすみと片手を挙げて終わらせようとするが、フロイドがそれで逃がしてくれる訳もない。

「なるほど。さすが我が主あるじ。神を従えていようが気になさらないという事ですね」

　そう言って、フロイドがうんうんと頷いて勝手に解釈する。

　……立ち直りが早いな、こいつ。

　もう少し時間をかけて立ち直ってくれれば、俺は眠る事が出来ていたのに。

「気にならないとかいうよりも、まずはお前だからという部分が強い。そもそも、俺の神パンチを止めている段階で、普通の存在ではないと思っていたし」

　まぁ、たとえそれが無くても、こいつが普通であるとは思っていない。

「なるほど。きっかけは既にあったという訳ですか」

　フロイドは、どこか納得するように頷いた。

　その間に、俺はベッドに腰掛け、完全に聞く体勢へと変える。

　多分、聞き終わらないと寝させてくれないような気がしたのだ。

　何だかんだとフロイドとも結構長く一緒に居るので、こいつの取りそうな行動がわかるようになってきた。……全然嬉しくないけど。

「それで、まずはって事は、他にもあるんだろ？」

　そこからのフロイドは神妙な顔つきを見せながら、俺に伝えたいという事を全て語る。

　それは、既に過去の出来事。

　神々と数あま多たの龍や種族が協力し、邪神を封印する話だった。

　今から数百年前、この世界にある神が生まれる。

　それが邪神。

　どのような神であるかはわかっているが、基本的に神に名は無いので、只の邪神。

「あれ？　ならお前は？　フロイドって名があるけど？」

「この名は、執事として生きていくと誓った日に、自ら名付けました」

　そして、邪神はその名の通り邪悪な存在であり、他の神々を圧倒するような巨大な力で魔物を次々生み出し、世界を破壊しようとしていた。

　しかし、その行いを是とせず、阻む神も存在している、

　それが、フロイド……この世界を創ったとされる創造神と、その創造神から生み出されたと言われる五柱の女神。

　光女神、大地母神、戦女神、海女神、空女神である。

「え？　あの女神様って、お前から生まれたの？　ちょっと引くけど納得も出来るような」

「ははは。そのような事、ある訳ないではございませんか。そう言われているというだけで、実際は自然発生というか、呼称がその存在を表し、その力が大きく示される場所で誕生したのです」

「ふ～ん」

　その神達は、様々な種族と数多の龍の力を借り、邪神と生み出された魔物達へと挑む。

　戦いは、互いの生存を懸けたモノへと変わったが、その結果は今の世界が証明している。

　邪神側が負けたのだ。

　ただ、邪神は滅んだ訳ではなかった。

　自分達では圧倒的な力を持つ邪神を倒す事が出来ないとわかった神達は、創造神としての力の大半を失ってまで造り出した七つの封印で邪神の力を封じ、五柱の女神様は自分の身を使用して造り出した五つの封印で邪神の肉体を封じる。

　その結果、邪神は目覚める事のない眠りへとついたはずだったのだが……。

「シロの言葉を信じるなら、その封印が全て解けたという訳か」

「はい。まず間違いないかと。今はまだ本調子ではないのでしょうが、邪神の脈動を感じる事が出来ます。完全に復活するのは、あの者が言っていたように約一か月後だと思われます」

「……そっか」

　俺はそう呟つぶやき、腕を組んで考える。

「……そもそも、どうしてその封印が解けたんだ？　神であるフロイド達がその身と力を犠牲にしているんだよな？　普通に考えれば、かなり強固な封印なんだし、それが解けるなんて思えないんだけど」

「そうですね。確かに私達は邪神の力と肉体を封じる事が出来ました。しかし、精神までは封じる事が出来なかったのです。そして、その精神によって導かれたのが」

「シロか」

「はい。恐らく、彼かの者を自分の尖せん兵ぺいとして使い、封印を解かせるために動かしたのでしょう。一気に封印を解く事が出来ないと判断した邪神は、少しずつ封印を解く方を選びました。その手段が、自分の血肉を元とした二種類の玉」

「シロが色んな人に渡していた赤玉と黒玉か」

　ピンときたので、少し大きな声を上げてしまった。

　フロイドが満足そうに頷いているので、どうやら正解のようである。

　しかし、そうなると別の疑問もあった。

「でも、封印は七つと五つだよな？　これまでの事を思い出すと数が合わないような」

「これは推測ですが、赤玉と黒玉の力がきちんと発動しないと封印は解かれないのではないかと。黒玉の方は魔物を発生、もしくは呼び寄せるモノのようなので、そこまで発動は難しくないでしょうが、問題は赤玉の方。恐らく、これには人の欲の中で大罪と言われている感情を利用しているために、封印の数よりも多くの数が必要だったのです。人の感情は不確かな部分が多いですからね」

「大罪？　何それ？」

「おや？　知りませんか？　『暴食』、『嫉妬』、『色欲』、『傲慢』、『怠惰』、『憤怒』、『強欲』の七つです。その感情が発露して赤玉がきちんと発動すれば封印が解かれ、その赤玉を飲んだ者は『魔王』へと変化し、もし発動しなければ『魔人』としてこの世に混乱を招いていたのです」

「なるほど。さすが創造神というべきか、そういう事も知っているんだな」

　確かに、赤玉は七つの封印を、黒玉は五つの封印を解く鍵になっているというのはわかった。

　それを裏付けるように、女神様達が施した封印は、黒玉を使用した後に順次解けているようで、発動した後に俺のギルドカード内に増えていったのだ。

　……でも、それでもやっぱり数が合わない。

「そうなると、光女神様の封印はいつ解けたんだ？　黒玉の方だって一個足りないような」

「よくよく考えればわかりますよ。ヒントは約四年前」

　……約四年前？　それは確か、アリアが聖女と認定され、魔王討伐の旅に……。

「そうか。あの時の魔王は、シロから赤玉と黒玉を渡された者だった訳か。それで、光女神様の封印が解けたという訳か」

「その通りでございます。その時の魔王は『暴食』。貧困で食べる物に困っていた龍人だったようですね」

「確かに、それなら数が合うな。……あれ？　けどさ、封印が解けて女神様達は解放されているようだけど、お前の方はどうなんだ？　封印が解ける度に力は戻っていないのか？」

「残念ながら、失ったモノはもう元には戻らないようです」

　そう言うフロイドの表情は、既に吹っ切れているのか、特に変化は見られない。

　今ですらそこそこ面倒なのに、これで世界を自由に出来る力が戻るとなると……やっぱり、世界のためにはこのままの方が良いな。

「……色々わかったけど、それで邪神と戦う時、お前はどうするんだ？」

「もちろん、創造神として、執事として、ワズ様と共に参ります。ただ、力の大半を失っている私では、余りお役には立てないと思われますので、ワズ様に任せる事になるかと」

「まぁ、それは別に構わない。邪神が居ると、皆と安心して暮らせないし」

　俺が邪神と戦おうとしている理由なんて、結局はそれである。

　邪神が居ると、奥さん達と幸せに暮らせないんだから、さっさとご退場願おう。

「ですが、お気を付け下さい。邪神の力は、もしかすればワズ様よりも上かもしれませんので」

「……まぁ、何とかするさ」

　実際、何とかしなければ終わりなのだから、俺も今回は本気でいくつもりだ。

「というかさ、今思ったんだけど、邪神が完全復活するのは約一か月後なんだろ？　なら、完全復活する前に倒しに行けば良いんじゃないの？　お前なら封印されている場所も知っているんだろ？」

「確かに封印した場所を覚えてはおりますが、大人しくその場に居るとは思えません。私は眠る必要はありませんので、この後確認しに行ってみますが、期待はされない方が良いでしょう」

「そっか。なら、別に良いや。シロの感じだと、事前にここへ来るようにとか言ってきそうだし」

　まぁ、どうせ約一か月後には否いや応おう無なしにも相対するのだ。

　それまでの間に、こちらも出来る限りの事をしておこう。

「それじゃ、これで話は終わりかな？　もう寝て良い？」

「いえ、もう一つ言っておきたい事がございます」

　そう言って、フロイドは真剣な表情を俺へと向けてくる。

　えぇ～、もう寝たいんだけど。目ま蓋ぶたがかなり重いよ。

「……もう一つって何？」

「では失礼ながら。……どうして普段通りの対応なのでしょうか？　私の正体を明かしたのですよ？　ここは普通なら、『噓だろ？　フロイドが創造神！　神様だったのか！　何で今まで黙っていたんだよ！　俺はお前の主人じゃなかったのかよ！　俺とお前の仲だろ？　水臭いじゃないか』と、照れ臭そうに鼻を搔くところだったのでは？」

「……お前のそういうところに文句は言いたい」

　俺の声色を正確に真似る所なんか、芸が細かい。

　とりあえず、もう相手をするのが面倒だったので、そのままフロイドを放置して本当に眠った。








第三章　先に来るなんて……やはり別格だという事か？






　翌朝目覚めた俺は上半身を起こし、部屋の中を窺う。

　フロイドが寝ていたであろう布団は綺麗に畳まれており、その姿は無かった。

　恐らく、昨日の夜に言っていたように、邪神の封印場所の確認に行っているのだろう。

　とりあえず、昨日の話は皆にも伝えておいた方が良いかな。

　フロイドが戻って来たら、確認しておこうと思う。

　そして俺は、ベッドから下りようと体を動か──ふにん。

　………………ふにん？

　何やら手に柔らかい感触が。

「うぅん……むにゃ」

　おっと。何やら少女の声が耳に届いた。

　……ふっ。ここで動揺する程、俺は愚かではない。

　旅は人を成長させる。

　俺もそれだけ成長したという事だ。

　はいはい。どうせこの流れはアレでしょ？　女神様の誰かのご登場なんでしょ？

　わかる。わかっている。

　最近は、勝手にギルドカードから飛び出してきているし、今回も光女神様、大地母神様、戦女神様、海女神様の内の誰か、もしくは封印が解ける度に女神様が追加されているので、最後の一柱である空女神様という事か。

　……全く。俺も学習したものだ。

　大人になるって、こういう事なのかな。

　心に余裕を持って、俺は女神様を触っているであろう手の方へと視線を向ける。

　そこに居たのは、空のように青い短い髪に、眠っているため瞳は閉じられているが、顔立ちは非常に整っている少女だった。

　外見だけで年齢を推測すれば、ソシエルちゃんと同じくらいだと思える程に幼い。

　身に纏っているのが花柄のパジャマというのも、幼さに拍車をかけていた。
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　そんな少女が俯うつむいて寝ているため、俺の手は背中部分に触れているというのが、唯一の救いなのかもしれない。

　ほっと安堵すると共に……自然と汗が流れる。

　この状況を正しく認識すれば、間違いなくアウトだ。

　そう、間違いなくアウトである。

　これでは、人じん狼ろうのゼアルの事を悪く言えないし、責める事が出来ない。

　俺は少女を起こさないように、そっと手を離す。

「うぅん……」

　体の違和感に気付いたのか、少女の目がゆっくりと開かれる。

　瞳は、髪と同じく空のように青かった。

　そして、少女はゆっくりと目を閉じ……寝息を立てる。

「Ｚｚｚ」

「寝るんかいっ！」

　思わず突っ込んでしまった。

　その突っ込みに反応して、少女が再び目を開け、眠そうに目を擦こすりながら上体を起こす。

　俺を視界に捉えた少女が、ゆっくりと頭を下げた。

「……空女神。これから末永く宜しく」

　空女神様だったようだ。

　なので、俺も挨拶をする。

「あぁ、どうも、ワズです。えっと、末永くというのは？」

「……そのままの意味。働く気はないから養って」

　おっと。いやいや、これは中々の問題発言ですよ。

　いきなり会った者に対して養ってなんて、そうそう言える事ではない。

　どうしてこう、光女神様達は色々問題が多いのだろうか。

　……いや、戦女神様だけはまともだったな。

　女神様達の中で、唯一の良心と言っても良い……じゃなくて、今は空女神様である。

「えっと、養うとはどういう事でしょうか？」

「……そのままの意味。ワズは馬鹿なの？」

　ぐぬぬ。まさか、こんな少女にいきなり馬鹿呼ばわりされるとは思わなかった。

　いや、確かに自分を賢いとは思わないが、馬鹿ではないと思う。

　……馬鹿じゃないよね？

　……いかんいかん。俺はもう大人なんだ。

　ここは大人な対応を心掛けなければ。

「いや、いきなり養えと言われても困るのですが」

「……問題無い。三食おやつ付きで寝させて貰うだけで良い」

　それは問題だらけのような気がします。

「動く……働かないのですか？」

「……どうして？　私は神。つまり、何をするのも自由。だから寝る。それだけ。……寝るのが仕事？」

　そんな仕事は無い。

　しかし、これは困った。

　一体どうすれば良いのだ。

　俺が腕を組んで困っていると、空女神様がこてんと首を傾げる。

「……寝ちゃ駄目なの？」

「駄目というか……こう……。うぅ～ん。……たとえばですけど、空女神様が動く時ってどういう時なんでしょうか？」

　そう尋ねると、空女神様の目がくわっと開かれる。

「私を動かしたいというのであれば、ゲームを用意して！」

「ゲ、ゲーム？」

「そう！　テレビゲームでも携帯ゲームでも良いけど、私の嗜し好こうはボードゲーム！　国産でも外国産でも気にしないけど、多人数で顔をつき合わせないと出来ないのが好み。そういう意味では、ＴＲＰＧも楽しい！」

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　うん。言っている言葉が何を表しているのか、さっぱりわからない。

　テレビゲーム？　携帯ゲーム？　ボードゲーム？　ＴＲＰＧ？　何それ？

　そもそも、空女神様の様子がおかしい。

　先程までは眠そうな目をしていたのに、今は思いっ切り目を開いてキラキラと輝かせている。

　ムフ～ムフ～と興奮していて、熱気がここまで届きそうだ。

　わからないと言うのは簡単だけど、見た目が少女なだけに無下にもしにくいし、本当に困った。

　……カガネならわかりそうだけど、会わせるのは危険な感じがするし。

　こういう時、フロイドが居れば相手をさせ……おや？

　まさかとは思うが、アイツ……空女神様が来る事がわかっていたんじゃないだろうな？

　そして、邪神の封印場所の様子を見に行くという名目で、この場を後にした。

　……う～む。ありえる。アイツならありえる。

　寧ろ、俺に面倒臭い事を押し付けるためなら、絶対に行う所業だ。

　それでも創造神かと言いたい。……待てよ。

　そうか！　神様か！　神様なら他にも居るじゃないか。

　光女神様達に助けて貰おう。

　空女神様とは知らない仲ではないだろうし、きっと良い案を授けてくれるに決まっている。

　俺は空女神様に一旦断りを入れ、ギルドカードを確認した。





「海女神は命の危機を感じている」

「戦女神は命の危機を感じている」

「大地母神は命の危機を感じている」

「光女神は命の危機を感じている」

　……ヤバい！　ボードゲームのコマが一個足りない。






「……コマが足りない？」

　書かれている言葉の意味がわからなくて、ついついぼそっと声に出してしまった。

　それに過剰に反応したのは空女神様である。

　いつの間にか、俺が見ているギルドカードを覗のぞき込み、表示されている文面を凝視していた。

「えっと……空女神様？」

「……わかった。寝るのは後。……ワズとお話しするのもまた今度にする」

　そう言って、空女神様の姿が光り輝く球体へと変わり、ギルドカードへと吸い込まれるように消えた。

　……あれ？　もしかしてだけど……俺、言ってはいけない事を言ってしまったのかな？

　そう考えている内にギルドカードの文面が変わる。





「空女神は怒り狂っている」

　……私のボードゲームを勝手に使い、その上コマを無くすなんて……。

　……神罰を執行する。







「海女神は即座に防衛措置を取る」

　犯人は光女神です！







「戦女神は噓が吐けない」

　ごめん。……多分、光女神が呼び出させた時に無くしたと思うんだ。







「大地母神は悲しんでいる振りをする」

　……達者でね。光女神。

　……アナタの事、忘れないから。







「光女神は一蓮托生だと訴える」

　ちょっ！　皆さん、いきなり掌てのひらを返してズルいですよ！

　そもそも、私が無くしたかどうかも怪しいのに！

　犯人がわからない以上、ここは全員で責任を取るべきだと、私は提案します！






　……俺は、ギルドカードからそっと目を逸らした。








第四章　港町へ行こう
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　着替え終わり、ギルドカードを懐に仕舞った頃に、フロイドは帰ってきた。

　何でもないように、邪神の姿は封印場所に無く、やはり約一か月後に現れるだろうとだけ告げ、朝食の支度をしますのでと去ろうとしたので襟首を摑つかむ。

「……逃げたな？」

「何の事でございましょう？」

「空女神様の事だよ」

「おぉ。彼女も復活したのですね。どうでしたか？　中々可愛らしい少女であったでしょう？」

「……うん。だから、逃げたな？」

　再度追及すると、フロイドはどこか遠くを見るように目を細める。

「……ワズ様。いかに創造神といえども、苦手なモノは存在しているのです。……彼女、寝てばっかりで私の言葉なんか聞いてくれないんですよね。……女神達の中では最も強い力を持っているだけに、今の私では敵いません。……正直、関わりたくないんですよね」

　おぉ。あのフロイドが苦手にしているのか、空女神様。

　しかぁし！　だからといって、俺も得意という訳ではない。

　というか、そこまで仲良くなる前に居なくなったというか。

　養って発言には驚いたけど、特に悪い子には思えなかったな。

　何となくだけど、仲良くなれそうな気はする。

「まぁ、良いか。それで、邪神の姿がなかったのはわかったけど、今の居場所はわからないのか？」

「一応探りは入れてみましたが、やはり力が落ちているため、感知する事は出来ませんでした」

「そっか。じゃあ、やっぱり待ちになるか。……そういえば、お前の事は皆に教えても良いのか？」

「そうですね。やはり、色々波風が立つかもしれませんし、出来ればワズ様の奥様達だけに止とどめて頂けると助かります」

「わかった。なら、皆には後で伝えておくよ」

　まぁ、皆なら大丈夫だろう。

　その後は、フロイドと共に部屋を出て、食堂へと向かった。




　皆と両親は既に起きていて、共に朝食の支度をしていてくれたので、そのまま食事も共にする。

　両親も一晩経たってある程度は受け入れてくれたようで、皆との仲は悪くない。

　ただ、母さんは一気に娘が増えて嬉しそうだったのだが、父さんは王族であるナミニッサ、ナレリナ、マオと話す時だけは、まだ少し緊張するような素振りが見えた。

　まぁ、この辺りはこれから共に過ごす時間も増えるだろうし、きっと解決するだろう。

　しかし、両親にはまだ話していない事がある。

　俺の力と光女神様達……それと邪神と戦う事だ。

　一気に伝えても混乱するだけなので、この場ではある程度……俺にはカガネ以上の強さがある事と、これからやらなければならない事があるとだけ伝えておいた。

　けれど、やはり親子なのか、俺の表情から何かしらの覚悟を感じたのだろう。

「……帰ってくるよな？」

　父さんが真剣な表情で問うてくる。

　母さんも心配そうに俺を見ていた。

　だから、俺は両親を安心させるように笑みを浮かべて答える。

「当たり前だろ。ちゃんと帰ってくるさ。……それに、父さんと母さんには孫も見せたいしね」

　思いは皆一緒なのか、奥さん達も両親を安心させるように、笑みを浮かべたり、力強く頷いたりした。

　それでも、両親が感じている不安の全てを取り除く事は出来ないだろうが、邪神を倒せなければ世界が終わりなのである。

　両親に孫を見せるという未来のためにも、俺は気合を入れ直した。




　食事が済み、俺と奥さん達は、俺の部屋に集まった。

　朝食の後片付けは、両親がやっておくというので任せておく。

　皆は手伝おうとしてくれたのだが、大事な話があるという事で遠慮して貰った。

　フロイドの事を教えるのと、これからの事を相談する予定である。

　そして、まずはフロイドが創造神である事を教える事にした。

「……実は、フロイドが創造神だったんだ」

「キュイ？　キュイ！　キュイ！」

「そうか。それでワズさん。これからの事なんだが、エルフの里の長も参加して良いのだろうか？」

「そうだったのですね。構わないのでは？　私もレーガンさんとギャレットさんをお呼びするつもりですし」

「そうでしたか。なら、お父様達もお呼びした方が良いですよね？　ワズ様にも会いたいでしょうし」

「へぇ～、そうなんだ。では、兄上も連れて来よう。息抜きは必要だろうしな」

「神様だったのですね。後は大きな町の領主には話を通しておいた方が良いですよね」

「……ふ～ん。人選は皆に任せる。……だけど、温泉街のセレナさんもお願い。グレイブと会いたいだろうし」

「創造神だったのかぁ～。あっ、お兄ちゃんを捜す時に大陸中を回っているから、どこでも行けるよ～。連れて来たい人全員連れて来ちゃえば良いんじゃない？」

「色々出来る人とは思っていたが、まさかだな。……ところで、獣人国も良いんだよな？　なら、国王である伯父上はもちろんだが、父も良いだろうか？」

「どうでも良いわ。それより、良いんじゃない？　集めたい人集めて、交流を深めるのは大切よ。大陸全体が危ないんだから、協力して事に当たらないと」

　皆、もう少しフロイドに構ってあげようか。

　フロイドが創造神だったって結構大事だと思うのだが、奥さん達は普通に受け流して、これから誰を連れて来るのかに忙しそうだ。

　いやいや、確かにそれも大事だけど……かなり大事だとは思うけど、もう少し構ってあげて。

　メアルに至っては、何を言っているのかわからないし。

　多分、ラグニール達も呼んでというような事を言っているんだと思う。

　それは後でハオスイに通訳を頼み、カガネに伝えておこう。

　ただ、今奥さん達に見て欲しいのは、フロイドである。

　奥さん達が構わなかった事が堪こたえたのか、フロイドは壁に頭を付けて項うな垂だれていた。

　明らかに落ち込んでいる。

　いやまぁ、これまでの行いを考えてみれば、自業自得と言っても良いだろう。

　けれど、その身に背負う哀愁が涙を誘うのだ。

　……これからは、少しだけ優しくしてやろうかなって思ってしまう。

　まぁ、そう思うのは今だけなんだけど。

　とりあえず、奥さん達はこれからカガネの魔法で各地を巡るという忙しさなので、優先するのはそちらの方だ。

　そして、少しの間相談して、マーンボンド王家、獣人国の王家、グレイブさん一家は確実だが、カガネの負担にならない程度で、各町の有力者も可能な限り連れて来る事で話は纏まった。

　もちろん、外せない用件はあるだろうし、無理強いはしない。

　ただ、今はグレイブさんの国に居るルーラも出来れば連れて来て欲しいとお願いしておいた。

　ルーラの母親であるケーラさんは、仕事で来られるかはわからないが、父親であるレーガンさんはルーラに会いたいだろうと思うからだ。

　まぁ、可能であればだが。

　話が纏まれば、行動は速かった。

　邪神完全復活までの時間が限られているので、奥さん達は急いで支度を整え、俺も見送りのために一緒に家を出る。

　今回、メアルは奥さん達に同行させた。

　人数もこちらより多いし、その分色々と入り用だと思ったからだ。

　時空間魔法が、きっと役に立つだろう。

　それに、今の奥さん達の強さは、鍛えた俺が一番良くわかっている。

　今の奥さん達をどうにか出来る存在は、俺や邪神なんかを除けばそうそう居ないだろう。

　そもそも、ハオスイとカガネだけで過剰戦力なのだから、俺も安心して見送る事が出来た。

　屋敷の庭へと行くと、俺の前にはカガネを中心にして奥さん達が揃っている。

　そこで俺は笑みを浮かべて一声かけた。

「それじゃ、気を付けて……という感じでもないし、待っているからね」

『はい！』「……任せて」「キュイッ！」

　奥さん達も、応えるように笑みを浮かべて返事をする。

　そして、カガネが魔法を発動させる。

「『転移』」

　その言葉と同時に、奥さん達の足元に巨大な魔方陣が出現し、一瞬光ったかと思うと、その場に奥さん達の姿は無かった。

　少しの間だけ、その場でその光景を眺めた後、俺は後方を振り返る。

「じゃ、行くぞ。……って、いつまで落ち込んでいるんだよ」

　俺の視界に映ったのは、四つん這いの恰かつ好こうで項垂れ、涙を流しているフロイドだった。

「……ワズ様。……奥方様達にとって、私って何なのでしょう」

　相当落ち込んでいるようである。

　ただ、その手に目薬を持っていなければ、なお良かっただろう。

　目薬を隠す気が見えない辺りが、やはりフロイドだなと思った。

　俺は溜息を吐いてから答える。

「只の胡散臭い執事だろ。さっ、行くぞ。……付いてこないなら置いていくからな」

「かしこまりました、ワズ様。このフロイド、ワズ様の執事として、天国だろうが地獄だろうがどこまでも常にお供させて頂きます。そう、この世界を創ったとされる創造神に誓って」

　自分で自分に誓っただけだよな、それ。

　というか、別に引き止めるつもりは一切無いのだが、多分その言葉通り、こいつは創造神としてではなく、胡散臭い執事として俺と行動を共にするのだろう。

　その事を、まぁ別に良いかと思ってしまう辺り、結構毒されてしまったなと思った。

　まぁ、そんな事、絶対に言わないが。

　俺はもう一度溜息を吐き、屋敷へと戻って両親と一時の別れの挨拶を交わしてから、フロイドを伴って王都イスコアを出た。
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　王都イスコアを出て向かうのは、ここから一番近い港町であるモタンペだ。

　そこへと向かうのは、港町に行けば海賊に対して何かしらの情報があると思ったからである。

　ただ、奥さん達が王都イスコアに戻ってくる前までに帰るつもりなので、無ければ次は海賊のアジトでも襲おうかと考えていた。

　なので、余り時間をかけていられないために、俺はこれまで以上の速度を出して港町モタンペへと向かう。フロイドも、余裕で俺に付いてきていた。

　普通であれば、王都イスコアから港町モタンペまでは徒歩であれば三日程かかるのだが、俺とフロイドの場合はものの数時間で着くだろう。

　港町モタンペは、この辺り一帯の海鮮食材を一手に担っていて、商売も船を使って他の地域と交易しているため、かなり大きな町だ。

　だからこそ、海賊に狙われているのだろう。

　そのため、イスコア王国の重要拠点の一つでもあるこの町は高い壁に囲まれ、巡回や治安維持にも王城の兵士が訓練として配属され、海上訓練も行われているらしいのだが、それでも海上では海賊の方がまだ上手なのか、それとも隠れるのが上手いのか、目立った成果は挙げられていない。

　……という事を、走りながら手帳を見ているフロイドから教えられた。

　いつの間に調べたのかわからない。

　ちょっとその手帳見せてくれよ？　と手を伸ばした瞬間、フロイドは手帳を懐に仕舞ったので、ちょっとイラッとした。

　やはりコイツとは、色々と話し合いが必要であると再認識した時、俺達は港町モタンペへと着き、町の中へと入る門の前には数人しか居なかったため、程なくして俺達の順番となる。

「そこで止まってくれ！　町の中へ入れるための確認をするから！」

　そう声をかけてきた門兵の前まで移動する。

　いつもの流れなので、俺は懐からギルドカードを出し、確認して貰う。

　フロイドも特に問題無しと判断されたようで、俺と共に町の中へと入った。

　……性格に問題ありだと、心の中だけで思う。

　町の中を色々見て回りたいとは思うのだが、それは次に奥さん達と一緒に来た時に行うつもりなので、俺達はそのまま港へと向かった。

　既に漁を終えたのか、港にはいくつもの漁船が停泊していて、漁師の姿も至る所に見え、今動いている船は荷を載せている商船ぐらいである。

　のどかな風景に見えて心が落ち着くが、今は色んな人から話を聞かなければならない。

　俺とフロイドは、手分けして話を聞きに行く。




　暫しばらくして、フロイドと合流した後、近くにあった軽食屋に入って、互いに得た情報を合わせて分析する。

　その結果わかった事は、この近辺には複数の海賊が存在し、それらを纏める大海賊が居るらしいという事と、海賊の拠点も目星は付けられるが可能性としては低いという事と、商船が襲われる際、余りにも手際が良い事で、航海ルートを正確に知られている可能性があるという事から、この町の誰かが海賊と関わっている可能性がある事、そして目的である海賊を潰す海賊の話だが、ここ最近は見ていないという事だった。

　複数の海賊が居るのは正直言って驚いたが、目的はグレイブさんの奥さんである、海賊を潰す海賊さんなので、そこは置いておこう。

　やはり、海賊を退治する人という事で、この町では英雄のような扱いである。

　ただ、ここ最近姿を見ていないという事もあって、聞く人全員から行方を心配する声が挙がっていた。多分、海賊を追っているのだろうという希望的観測を言う人も居る。

　もしそうなら、捜すのめんどい。

　しかし、思った以上に海賊が多いようで、これではグレイブさんの奥さんを見つけたとしても、ここから離れさせるのは難しいかもしれないと思う。

　そうなると、ここら辺の海賊全てをやっつけてしまえば問題無い訳だが、そうそう上手くいくとは思えなかった。

　そうなると、海賊と通じているというこの町の誰かを捜した方が良いかもしれないが、正直誰がどうとかわからないし、それなら大海賊の方を捜す方が性に合っている。

　しかし、これは本当に困った。

　どこからどう手を付ければ良いのか、さっぱりわからない。

　なので、ちょっとフロイドに相談。

「なぁ、フロイド。例えば、創造神の力を使ってどうにか居場所がわからないか？」

「それは無理でございます。力を失った私の身としては、もはや執事として生きる力しか残っていませんので。……くっ。お力になれず、申し訳ございません。執事として、主であるワズ様の願いを叶える事こそが、我が喜びであるというのに」

　何やらフロイドが悔しそうな表情を浮かべるが、俺の心には何の波も立たない。

　うん。だってそれ、噓だろ？

　前に言っていたじゃないか。自分のやりたいようにやる執事だって。

　……まぁ、良いか。基本放置で。

　ただ、そうなると、俺の神格化は戦闘特化のようだし、特定の誰かを捜せるかなぁ？

　俺がそう考えていると、フロイドがいつもの胡散臭い笑みで話しかけてきた。

「ですが知識は授けられます。良いですか？　神の名称はその力を示している場合が多いのです。そして、今お捜しの方が居る場所は？」

「え？　海の上の可能性が高い……あっ！　そうか！」

　海女神様に聞けば良いのか。








第五章　これで一通り顔合わせは済んだ









　グレイブさんの奥さんがどこに居るかを探るため、フロイドの助言で海女神様に聞けば良い事に気付く。

　なので、俺は早速ギルドカードを確認した。





「空女神は荒ぶっている」

　……まだ許されると思わない方が良い。

　……誰が正座を解いて良いと言った？

　……正座したまま、コマを捜すの。







「海女神は逃げ出したい」

　あ、足がピリピリする。

　それもこれも光女神がコマをどこかに無くしたせいね。







「戦女神は全てを諦めた」

　文句言ってないで、早く見つけよう？

　それが最善で最速の解決方法なんだからさ。







「大地母神は受け入れられない」

　くっ。……私に鞭むちを打って良いのは、ワズ様だけだというのに。

　……それもこれも、全て光女神さんのせいです。







「光女神は責任逃れしたい」

　ちょっと、皆さん！　散々私のせいだって言っていますけど、そもそも、ワズさんが急に呼び出さなければ、こんな事にはならなかったんですから！

　今回の責任の全ては、ワズさんにあると私は思います。






　あっ、光女神様が俺を売った。

　というか、この五柱の女神様達が邪神を封じたとか信じられないんだけど。

　戦女神様の事は信じる事が出来るけど、他の女神様達に関しては少し疑っている部分もある。

　けれど、今はそんな話をしている時ではない。

「おや？　どうかしましたか？」

　早速フロイドが、何かを嗅ぎ付けてきたかのように問うてくる。

　相変わらず胡散臭い笑みだが、こいつわかっていて聞いているんだろうなぁ……。

　だから俺も無難に答えておく。

「……今は難しそうだな。答えてくれるような状況ではない」

「そうでしたか。では、呼びましょう」

「……呼ぶ？」

「はい。光女神様を呼んだ時のように、ワズ様の力を使ってこちらへと顕現させれば良いのです」

「あぁ、なるほど。その手があったな」

　しかし、今、このギルドカード内の状況で呼び出しても良いものだろうか？

　更なる責任を押し付けられそうだ。

　けれど、海女神様を呼ぶ手段しか思い付かないので、仕方ないか。

　ただ、このままここで顕現させる訳にはいかない。

　なので、俺とフロイドは港町モタンペを一度出て、近くの浜辺へと向かった。

　誰も居ない事を確認してから、神格化してギルドカードに力を流す。

　すると、ギルドカードが光り輝き、俺の目の前に光の柱が現れ、程なくして中から正座をしている女性が現れた。

　海のような深い青色の髪を腰の辺りまで伸ばし、目は開いているのかどうかわからない程の糸目なのだが、誰しもが振り返りそうな程整った顔立ちをしている。

　その身に纏うのは、黒色に近い深い蒼あお色いろのドレスで、見事に着こなしていた。

「あ、あれ？　ここは一体？」

　その女性が周囲を確認し、俺に視線を合わせた。

　少しの間見つめ合った後、女性が「……助かった？」と呟き、安心したような表情を浮かべてゆっくりと立ち上がる。

　ただ、足が痺しびれているのか、時折痺れが治まるのを確認しながらだけど。

　そして、完全に立ち上がった後、女性が俺に向かってゆっくりと一礼する。

「初めまして……海女神と申します」

　どうやら、俺が呼び出したと理解してくれたようである。

「これはどうも。えっと、知っていると思いますが、ワズです」

　俺も海女神様に合わせるように一礼して答えた。

　ただ、この場にはもう一人居る。

「どうも、お久し振りですね。海女神様」

　フロイドである。

　海女神様もそこでフロイドが居る事に気付いたのか、少し驚いたような表情を見せた。

　けれど、それは直ぐに訝いぶかしげなモノへと変わる。

「……どうしてここに創造神様が居るのでしょうか？」

「それはですね、ここに居るワズ様の執事をしているのですよ。ちなみに、今は創造神ではなく、フロイドと名乗っていますので」

「ほぅ～……」

　海女神様が感心するような声を上げるが、俺へと向ける視線はどこか憐れんでいた。

「……ワズも大変ね。苦労が絶えないでしょ？」

　その言葉に、俺は泣きそうになった。

　まさかここで、そんな言葉を受ける事になるとは……。

「わかってくれますか……海女神様」

「それはもう。……私達も、この創造神様の身勝手な振る舞いに、どれだけ振り回された事か」

　俺と海女神様は揃って溜息を吐く。

　しかし、そんな事は知らないとばかりにフロイドが声をかけてくる。

「ははは。このフロイド、身勝手な行いをした覚えなど一切ございません。それに、私の行いは全て主人であるワズ様のために行っている事。つまり、私が取る行動の責任は全てワズ様にあるという事ですね」

　ねぇよ！　そんな責任！

　しかし、フロイドの言葉は止まらない。

「それに、それを言うのであれば、私も創造神として動いていた時は、海女神様の短気には手を焼いた覚えがございますが？」

「……短気？」

　海女神様がビクッと身構える。

　その言葉で思い出すのは、闇女神が言っていた言葉。

「……確か、闇女神が海女神様の心は小池のように狭いって」

　俺としては思い出した事を確認するために呟いただけだったのだが、海女神様はその呟きを聞き逃す事はなく、暗い笑みを浮かべる。

　美人の暗い笑みは、ちょっと怖いな。

「そうですか。……闇女神がそんな事を言いましたか。……ですが、それは間違いです」

「え？」

「私の心は海のように広いのです。なので、そのような物言いをした闇女神も許しましょう。えぇえぇ、全くもって事実無根である訳ですから、とりあえず、一発しばく事でチャラとします。……そう、私は海女神なのですよ。そんな私の心が狭い訳ありません。寧ろ、その名が示すように大海のように広く、逆にそのような物言いをする闇女神の方が狭いのではないでしょうか？　きっとそうです。なんて悲しい事実なのでしょう。自分の事を見つめる事が出来ない……認めたくはないという事ですね。まぁ、私の方は、そのような者に何を言われても全く全然気にしていませんけど。しかし、私の心はこの大海すら飲み干す程に大きいのですが、やはり闇女神をこのまま自由にさせておく訳にはいかないでしょう。邪神の完全復活が刻一刻と迫る中、闇女神には自分の心の狭さを理解して貰うためにも、私自らが鉄てつ槌ついを下しましょう。それはもう徹底的に下し、私の心の広さをその身に受けて貰います。ですが、心が広い私の鉄槌をその身に受ければ、心の狭い闇女神はその器の大きさの違いに絶望し、自ら命を絶つやもしれません。まぁ、それも致し方ない事かと」

　めっちゃ気にしているっ！

　自分はもの凄く心が広いと主張しているし、しかも後半は間違いなく闇女神を殺やる気満々発言をしているし。

　心が狭いと言われているのも、あながち間違ってはいないような……。

　フロイドも苦笑いを浮かべているし、これはアレだな。

　触らぬ神に祟たたりなし。

　この事にはもう触れないでおいた方が良いだろう。

　未だぶつぶつと闇女神への文句を言っている海女神様を一旦落ち着かせ、俺は呼び出した本題を尋ねる。

「えっと、海女神様の事は良くわかりましたが、実はお尋ねしたい事があるのです」

「何でしょう？　わざわざ私を呼び出したという事は、海に関する事でしょうか？」

「はい。実は……」

　そして、俺は海女神様を呼び出す事になった理由を告げる。

　話を聞き終えた海女神様は、少しの間考える素振りを見せてから答えた。

「なるほど。わかりました。教えるのは簡単ですが、その前に一つよろしいでしょうか？」

「何でしょう？」

「ワズは、邪神と戦うつもりですよね？」

「はい」

「やはり……」

　そう呟いて、海女神様は呼吸を整えるように、小さく息を吐く。

「では、その時のお願いなのですが、私達女神全員をワズの力で顕現させて欲しいのです」

　顕現させて欲しい？　どういう事だろう？

　俺が海女神様の言葉について考えていると、きちんと理由も告げてくれた。

「確かに、ワズの神格化した時の力は、私達の誰よりも上である事は間違いありません。純粋に戦闘能力だけなら、そこの出がらしのような状態ではなく、最盛期の創造神様ですら超えます。なので、邪神には必然的にワズが当たる事となるでしょう。ですが、それだけの戦闘能力でも、今の邪神を屠ほふる事は難しいのです」

「そんなに強い……今の邪神？　前なら違っていたのですか？」

「えぇ。邪神の元々の力は、そこの創造神様と同等ぐらいだったのです。ですが、私達神々と戦った際に、創造神様の力の一部を奪って、自分の力と変えました。そのために、私達は邪神を屠る事が出来なくなり、自らの力と身体を代償にして封印を施したのです。しかし、その封印も解かれ、完全に復活するとなれば……」

「誰も手が付けられないかもしれない邪神という訳ですか？」

「えぇ。……だからこそ、私達女神もその場に共に居たいのです。最悪の場合、もう一度封印を行うために」

　……なるほど。

　だからこそ、俺の力で顕現させて欲しいという訳か。

　恐らく、女神様達はそれまでの間に封印の力を溜め込んでおくつもりなのだろう。

　そういう事なら仕方ない。

　女神様達ですら危険と判断している相手なのだから、取れる手段は多い方が安心だ。

「わかりました。そうさせて頂きます」

「ありがとうございます」

　そう言って、海女神様が頭を下げる。

　寧ろ、こちらとしては助かるので、そこまで畏かしこまられると恐縮です。

　そして頭を上げた海女神様の表情は、どこか安堵したのか、見み惚とれるような笑顔だった。

　俺は咳払いをして気を取り直し、改めて本題を尋ねる。

「それで海女神様。お呼びした件ですが」

「そうでしたね。それでは、少々お待ち下さい」

　そう告げて、海女神様は体を海の方へと向けて神のオーラを発現させる。

　その神のオーラは、大きく広がるようにして海を覆い尽くし、そのまま消えた。

　海女神様がゆっくりと手を上げ、とある方向を指し示す。

「この方角の先をある程度まで進めば見えてきますが、そこに海賊達が船を寄せ集めて創った町があります。その町の名は海上町・シーランス。ワズが捜している人物は、そこに捕らえられているようです」

　なるほど。そんな町があるのか。

　しかも、捕らえられていると……道理で最近姿を見ないという話が出る訳だ。

「そこは、この近海一帯の海賊達の本拠地と言っても良い場所です。ワズが捜している人物とその仲間達以外は、全て敵と思った方が良いでしょう。そこのなんちゃって創造神様も居る事ですし、心配は無用と思いますが、どうかお気を付けて」

「ご心配ありがとうございます」

　俺は素直にお礼を告げる。

　すると、海女神様の体が淡い光に包まれた。

「そろそろギルドカード内に戻ります。では、最後に告げておきたい事があります」

　何だろう？　神様からの有難い言葉かな？

「ワズが完全に神格を得れば、私達女神全員を嫁にする権利が得られます。それでは」

　そう告げて、海女神様がギルドカード内に吸い込まれるように消えた。

　最後に何言った？　この海女神様。

　俺は急いでギルドカードを確認する。





「空女神はそう簡単に許さない」

　……コマはまだ見つかっていないし、勝手に居なくなった罰。

　……海女神に神罰決行。







「海女神は泣きたい」

　ちょっと、それは酷ひどくない？

　私はワズに呼ばれただけなのに、それで神罰って！

　大丈夫！　私もこれから捜すから！　神罰は無しの方向でお願いします！

　……ちっ。さっきまでの間に見つけておきなさいよ。







「戦女神は動けない」

　もう足が痺れて動けない。







「大地母神はピクピクしている」

　き、きつい。

　……もう足に感覚が無いわ。







「光女神は悲鳴を上げる」

　ちょっ！　空女神！　私の痺れている足を楽しそうに触らない！

　やだ！　駄目！　らめぇ～～～～～！






　……何やらそれどころではなかった。

　というか、力を溜めるんじゃなかったのかよ！

　いい加減、コマ？　を見つけろよと言いたい。

　溜息を吐く俺の肩に、フロイドがポンッと手を置く。

「女神達との婚姻、おめでとうございます」

　そう言うフロイドの表情は、どこか同情的である。

　俺は大きく溜息を吐いた。








第六章　グレイブさんの奥さんの一人を助けに行こう










１






　女神様達全員を嫁にする権利というのは一旦置いておいて、今やらなければならない事は、グレイブさんの奥さんの一人である、海賊を潰す海賊の方である。

　なので、俺とフロイドは、海女神様が指し示した方角をひたすら走った。

　もちろん、海上を。

　片足が沈みきる前に、もう片足を前に出す。後はその繰り返し。

　たったそれだけで海面を走る事が出来るのだ。

　まぁ、俺としては一度やっている事なので問題無いし、フロイドも難なく付いてきている。

　ただ、かなり急いでいるため、大きな水柱が上がっている事が問題だろうか？

　……後日、変な噂が立たなければ良いけど。

　そんな事を考えながら進み、そろそろかなぁと思っていると、海上に浮かぶ町が視界に映った。

　ある程度近付いてからわかったが、町と言っても船と船を鎖で繫ぎ合わせているだけ。

　ただ、海賊旗を掲げる何十隻もの船が、その一ヶ所に集まって出来ているので、思っているよりも大きい。

　そして、その町の中央には、何百人も乗せられそうな巨大な船が見えた。

　俺とフロイドはゆっくりと速度を緩め、滑るようにして海中へと沈むと、なるべく海面を揺らさないようにして泳いで近付く。

　あのまま突撃しても良かったのだが、グレイブさんの奥さんとその仲間達がどこに居るかわからない以上、迂う闊かつに行動して危険に晒さらす訳にはいかないと考えたからだ。

　そのまま泳いで一番近くにあった船へと辿たどり着くと、大砲の先が飛び出す穴の一つから侵入し、フロイドの魔法で濡れた服を乾かす。

　……ただ、侵入したは良いが、誰も居ませんでした。

　えっと……仮にも海賊船だよね？　この船？

　誰も居ないってどういう事？

　見張りとか良いんですかね？

　……そういえば、ここは海の上であるし、周囲には陸地も島も見当たらない。

　なるほど。ここなら誰も手が出せない訳だし、最小限の見張りを立たせておけば問題無いと思っているのかな。

　でも残念。ここには俺とフロイドが既に居ます。

　グレイブさんのためにも、必ず助け出してみせる。

　というか、もう色々面倒臭いので、今日ここに居る海賊達は根こそぎ潰そうと思う。

　ご愁傷様。

　しかし、それも相手となる海賊を見つけなければ話にならない。

　甲板へと出て様子を窺うと、中央の巨大な海賊船から大きな歓声が上がり、人が集まっているのがわかった。

　俺とフロイドは、船から船へと飛ぶようにして移動し、巨大海賊船の端へと辿り着くと、そこからこっそり様子を窺う。

　巨大海賊船の甲板には大勢の海賊が集まり、何か見世物でもあるのか、中央にぽっかりと開けた空間が出来ていた。

　その空間の中を颯さつ爽そうと歩く人物が居る。

　大きな海賊帽子を被かぶり、重量感のありそうな厚手の黒いコートを肩にかけて、腰に曲刀を提げている、くすんだ金髪の女性。

　その手には縄が握られていて、縄の先には目付きが鋭い美人女性を筆頭に、十数人の縛られている男女が居た。

　海女神様は捕らえられていると言っていたし、縛られている人達が海賊を潰す海賊なのだろう。

　そして多分、縛られている美人女性が、グレイブさんの奥さんだと思われる。

　縛られている人達が順番に並ばされ、くすんだ金髪さんが美人女性さんの顎に手を当て持ち上げた。

「ふふふ。……これまで散々邪魔されたが、女帝海賊ミレアもこうなってしまえばお終しまいだねぇ。アンタに潰された海賊達の恨み、ここで私が晴らしてあげるよ」

「ふっ。良く言うよ。海賊達の行いは自業自得。それに、アンタはそんな事を思うような女じゃないだろ」

「良くわかってるじゃないか。……そういえば、アンタは結婚してたね？　何だっけ？　旦那の名前……そうそうグレイブだったか。アンタは安心して逝きな。アンタが死んで傷心のグレイブを、私がたっぷりと可愛がってあげるよ」

「それは無理だね。アンタでどうにか出来るような男じゃないよ」

　……何だろう。

　目付きが鋭い美人女性がグレイブさんの奥さんで間違いないのは嬉しいけど、俺が体験した事ない世界が広がっている気がする。

　何というか、俺の周囲とは世界観が違うというべきか。

　そんな事を思っていると、服が引っ張られたので、そちらの方へと視線を向けると、フロイドがいつもの胡散臭い笑みで、懐から何かをそっと取り出す。

「ワズ様。これを」

　それは、いつかの時に見た白黒模様の牛を模したマスクだった。

「…………………………ていっ」

　俺はマスクを摑むと、中央の空間に向けて放り投げる。

「あぁ！　一枚しかないのにっ！」

　フロイドがマスク目掛けて飛んでいく。

　そのまま空中でキャッチし、フロイドが降り立った場所は、くすんだ金髪女性の真後ろである。

　突然の登場に驚いたのか、くすんだ金髪女性が曲刀を抜いて構える。

「誰だ！　アンタ！」

　その言葉に反応するかのように、この場に居る海賊達全員が武器を構えた。

　フロイドはそれでも動じる素振りがなく、くすんだ金髪女性に向けて一礼する。

「初めまして。私は見ての通り、只の執事でございます。この度は、主人の命に従ってそこに居る方々を助けに参りました」

「……主人の命だぁ？」

　くすんだ金髪女性が訝しげな声を上げる。

　……う～む。俺としては、海賊達はこのままフロイドに任せて、その隙にグレイブさんの奥さんを助け出したいのだが。

「はい。あちらに居られる方でございます」

　フロイドが俺を指差し、それに合わせて海賊達も一斉にこちらへと視線を向けてくる。

　……まぁ、こうなるか。

　俺は溜息を吐いて、海賊達へと視線を向ける。

「え～……とりあえず、全員潰します。抵抗しても良いけど、無駄な怪我を負いたくないなら、大人しく投降する事をお勧めします」

　俺の言葉を受けて、海賊達が一気に殺気を溢あふれさせる。

　それは、くすんだ金髪女性も同じで、青筋を立てていた。

「わざわざここまで来たんだから、どんな猛も者さかと思えば世界を知らないガキが、調子に乗っているようだね。お前達！　海の上で海賊を相手にするという事の恐ろしさを教えてやりな！」

『オオオオオォォォッ！』

　威勢の良い怒号が上がり、海賊達が口々に「ヒャッハー！」とか、「ウヘヘ……殺してやる」とか、「まずは皮を剝いで肉をそぎ落としてやる」とか、色々と物騒な事を言いながら近付いてくる。

　やれやれ。寧ろ、誰を相手にしているのかを教えてやるよ。

　一番に襲い掛かってきた海賊の頭を摑むと、そのまま無造作に投げる。

　投げられた海賊は、その射線上に居る海賊達を巻き込みながら、甲板の縁に叩きつけられて気絶した。

『………………え？』

　海賊達が目を見開き、信じられない光景を見たと一言呟く。

　そして俺は、グレイブさんの奥さんとその仲間達が居る場所に向けて、一気に突き進む。

　もちろん、その道程で邪魔な海賊達を殴り飛ばしながら。

　きちんと手加減はしているので死んではいないと思うが、殴り飛ばす場所は計算している。

　巨大海賊船の船首付近に、俺に殴り飛ばされた海賊達の山が出来上がっていく。

　フロイドもその流れに乗り、グレイブさんの奥さんと仲間達を守りつつ、近付いてきた海賊達を俺と同じように船首に向けて投げ飛ばしていた。

　程なくして、俺とフロイドが合流する。

　互いに襲い掛かってくる海賊達を殴り飛ばしながら会話を交わす。

「お疲れ様です、ワズ様」

「うん。そんな言葉は要らない。俺としては、あのままお前に任せても良かったんだけど？」

「そんな事は出来ません。主人であるワズ様の活躍の場を奪うなど、執事として出来るはずもないではありませんか」

「何故だろう。面倒事は全て押し付けますよと言っているようにしか聞こえない」

　それに対して、フロイドはいつもの胡散臭い笑みを浮かべるだけで何も答えない。

　いや、にこにこと笑っているのが返答なのだろう。

　つまり、肯定という事で。

　俺は大きく溜息を吐き、神格化した。

「『完全保護』」

　グレイブさんの奥さんと仲間達を覆うようにして結界を張る。

　これで手出しは出来ない。

　そして俺は、フロイドと視線を合わせる。

「じゃ、俺は右から」

「それでは、私は左から回ります」

　そう言って、俺とフロイドは、甲板上をそれぞれ右回りと左回りで突き進み、進路上に居る海賊達を次々と殴り飛ばしていく。

　そこから数分もかからない内に、決着が付いた。

　船首には、俺とフロイドが殴り飛ばした海賊達によって出来た山がいくつもある。

　こいつらは後で縛り上げるとして……。

　俺は『完全保護』を解いてから神格化を解き、最後に残った人物へと視線を向ける。

　くすんだ金髪女性だ。

　フロイドは、グレイブさんの奥さんと仲間達の縄を解きに行っている。

「さて、残るはアンタだけだな」

「……何なんだい、アンタは。……人の姿をしている化け物かい？」

　くすんだ金髪女性の、俺を見る目には恐怖が宿っていた。

「化け物とは失礼だなぁ。れっきとした人──あっ！」

「え？」

「ふんっ！」

　くすんだ金髪女性が、殴り飛ばされる。

　殴り飛ばしたのは、グレイブさんの奥さんだ。

「全く……仲間が人質に取られてなけりゃ、アンタなんか一発なんだよ……って、既に聞こえてないか」

　その言葉が示すように、くすんだ金髪女性は殴り飛ばされて気絶していた。

　視線をグレイブさんの奥さんへと向けると、向こうも俺を見ていて、目が合うと笑みを浮かべる。

「助かったよ、本当に。ありがとう。女帝海賊とか呼ばれているのに、情けないところを見せてしまったね」

「いえいえ、こうして助ける事が出来て、本当に良かったです。これで、グレイブさんも喜んでくれる」

　俺が胸に手を当てて、ほっと安堵していると、グレイブさんの奥さんが驚きの表情を浮かべる。

「アンタ、私の旦那の事を知っているのかい？」

「あぁ、はい。グレイブさんから、連絡の取れない奥さんに出会えたら、現状を伝えて欲しいと頼まれていまして。今回ここにこうして来たのも、そのためなんです」

「……ふ～ん」

　あぁ！　疑っていらっしゃる！

　まぁ、それもそうだ。

　いきなり現れて助けられ、自分の旦那から頼まれたと言われても、俺とは初対面なのである。

　その言葉を素直に信じる訳にはいかないのだろう……と思っていたのだが。

「あっはっはっはっ！　そうかそうか、旦那に頼まれたか！　それは苦労をかけたねぇ！」

　グレイブさんの奥さんは快活に笑った。

「……え？　信じるんですか？」

「まぁ、噓を吐いているようには思えないし。そもそも、噓だったなら、私達を助ける必要がないしね。それでも噓だったなら、私に人を見る目が無かっただけさ」

　何とも豪快な女性のようである。

「そういえば、名乗ってなかったね。ミレアだ。宜しくな」

「あっ、ワズです」

　そして、グレイブさんの奥さんの一人──ミレアさんと握手を交わした。





２






　その後、互いに自己紹介を終えた俺達は、共に海賊船の中にあった大量の縄を使って海賊達を縛り上げていく。

　人数が人数だけに大変な作業であったが、どこか楽しそう……というか、生き生きと海賊達を次々に縛り上げていくフロイドを見ている内に終わっていた。

　……何て楽しそうに人を縛るのだろう。

　ミレアさんの仲間達も最初はフロイドに感謝していたのだが、その光景を見た後は若干引いていた。

　俺はドン引きしていた。

　正直言って、フロイドの関係者と思われたくはないのだが、残念ながら、共に現れた以上逃げ場はどこにも無い。

　ミレアさんの仲間達から向けられる懐疑的な視線が辛つらいです。

　きっと、俺もフロイドと同類と思われているのだろう。

　そこに関しては、断じて否と叫びたい。

　きちんと誤解を解くために話しかけようとしたのだが、その前にミレアさんに話しかけられる。

「それで、ワズ。これからどうするつもりなんだ？」

「え？　……あぁ、そうですね。えっと、じゃあ、移動しようと思いますが、その前にミレアさん達の船はどれですか？　このままこの巨大船に居たままだと落ち着かないでしょ？」

　言ってしまえば、ここは敵船な訳だし、俺とフロイドが居れば問題無いので、自分達の船に居た方が安心すると思ったのだが、ミレアさんは少し悲しそうな笑みを浮かべた。

「そういう配慮は嬉しいが、残念ながら、私達の船は捕まった時に、奴等に沈められてしまったよ。まぁ、長く使っていたから愛着はあるが、そろそろ限界だったので丁度良い機会だと割り切っているさ。貯えもあるし、新しいのを造る予定だ」

「そうですか。なら、これだけ海賊が居るんですから、褒賞金もそれなりですよね？　それを全額渡しますから、遠慮なく使って下さい」

　俺がそう提案すると、ミレアさんがそっと首を振る。

「それはさすがに申し訳ないよ。ここに居る海賊達をやっつけたのは、ワズとフロイドなんだ。私達にだって矜きよう持じがある。受け取る事は出来ないね」

　そう言って、ミレアさんが仲間達に視線を向けると、仲間達も気にするなと頷いたり、笑みを浮かべたりしていた。

　まぁ、そう言うなら別に良いか。

　ただ、後でフロイドに頼んで、こそっと資金援助くらいはしておこう。

　ここでこうして会ったのも何かの縁だし、グレイブさん経由で渡せば良いのだ。

「わかりました。それじゃ、とりあえず港町モタンペに戻りますか」

　そして俺は、神格化してフロイドへと視線を向ける。

　俺は、『転移』の魔法を使うつもりだった。

　一応、カガネからどういう仕組みかは聞いていたので、神格化すれば使えるだろう。

　さすがに行った事も無い場所に転移は出来ないが、それは一度でも行けば出来るという訳で、このまま船ごと港町モタンペの近海に向けて『転移』を行うつもりだ。

　それでも、これだけの大きさのモノが突然現れる訳だし、転移先の場所には気を付けなければならない。

　なので、フロイドに問題無いかどうかを探って貰う。

　俺の神格化は戦闘特化であるため、ここまで距離が離れてしまうと感知出来ないので、いくら力が落ちているとはいえ、創造神でもあるフロイドならば、それぐらいなら可能だと思ったのだ。

　フロイドは俺の意思を正確に読み取り、少しの間考え込むように顎へと手を当て、問題は無いと俺に向かって頷く。

　それを確認した後、俺はミレアさんに視線を向ける。

「それじゃ、行きます」

「え？　どうやって？　この船で行くのか？」

「いいえ、こうやって……『転移』」

　俺の言葉に反応して、ここにある船全てを覆い尽くすような巨大な魔方陣が海面に出現し、一瞬光ったかと思うと、全てが港町モタンペの近海に『転移』した。

　一瞬の光で眩まぶしそうに目を閉じていたミレアさんが、ゆっくりと目を開き、周囲を確認する。

　その間に、俺は神格化を解いた。

「今の光は一体？」

「あぁ、港町モタンペの近海に『転移』しました。ほら、あそこに港が見えますよ」

　俺が指し示す方向へとミレアさんは視線を向けると、驚いた表情を浮かべて固まった。

　それは、ミレアさんの仲間達も同じである。

　全員黙って、港へと視線を向けていた。

「……ふっ。……あっはっはっはっはっ！」

　当然ミレアさんが豪快に笑い出す。

　え？　何？　どうしたの？

「ワズはあんなに強いから戦士か何かかと思っていたが、まさかこんな魔法まで使えるとは！　あっはっはっはっはっはっ！」

　何が可お笑かしいのか、ミレアさんは腹を抱えて笑っている。

　……あれ？　もしかして……やり過ぎちゃったかな？

　ミレアさんの笑いが感染するように、仲間達も笑い声を上げ、「すげ～すげ～」と言いながら、俺の肩や背中をばんばんと叩いてくる。

　何と言えば良いか……こそばゆい。

　照れ臭いというか、気持ちの良い人達だなと思った。

　そんな風に思っていると、フロイドがそっと近付いてくる。

「ワズ様。どうやら、港の方が騒がしくなっているようです」

「え？」

　そうして視線を港へと向けると、確かに騒いでいるのが見えた。

　……それもそうか。

　いきなりこれだけの船が現れたのである。

　そりゃ、驚くわな。

　さてさて、やってしまったのは俺だし、どう説明しようかと考える。

　別に俺の力の事は言っても良いけど、それで時間が取られるのは困った。

　せめて、邪神戦が終わるまでは、自分の思う通りに行動したい。

　そんな事を考えていると、ミレアさんがポンッと俺の肩に手を置く。

「どうやら、ワズは自分の力の事を秘密にしたいようだね」

「そういう訳ではないですけど、余り時間を取られたくないなと」

「そうか。なら、ここは私に任せな。上手い事言っておくよ。港町モタンペなら、ある程度顔が利くからさ」

　そういえば、ミレアさんは港町モタンペで英雄扱いされているんだったな。

　なので、俺はミレアさんの提案に頷き、任せる事にした。




　それからの話は早かった。

　俺達はこのままこの場に留とどまり、港町モタンペから人が来るのを待つ。

　港町モタンペから来たのは、王城から訓練のために派遣されていた兵士の一団で、当然のようにエマさんの事を知っていた。

　ただ、さすがに俺とフロイドの二人で海賊達全員を潰した事を信じさせるのは難しく、結局はミレアさんと仲間達の全員による功績となり、受け取った褒賞金は後で渡すと言われたが、俺としては寧ろ好都合なので、そのまま受け取らないでおこうと思う。

　突然ここに現れた事に関しては、ミレアさんもどうしようかと悩んでいたので、俺はその場にフロイドを投入した。

　そこからは、正にフロイドの独擅場である。

　フロイドがした説明は、この巨大海賊船の中に古い石があり、それに触ると光り輝いて、気付けばここに居たと伝え、その石はいつの間にか消えていたと、何とも信じ難い話であった。

　だが、そこはさすがの胡散臭い執事フロイドである。

　その石はきっと、大昔に存在していた超文明が造り出した遺物だとか、または空から降って来た隕いん石せきだとか、はたまたどこかの胡散臭い研究者が作った転移石だとかと、何やら良くわからない事を上機嫌に語り、その勢いに押された兵士達が、まぁ良いかと困惑顔で納得するまで続いた。

　……確かに、どうにかするためにフロイドを投入したのは俺だが、どこか引いた目でフロイドを見てしまうのは仕方ないだろう。

　そして、兵士達は事情説明と安全であるという報告をするために一度港へと戻り、それから港町モタンペの総力を挙げて、町にある牢屋では当然海賊達は入りきらないので臨時の牢屋を仮設したり、大量の海賊船は状態の良い物は残し、ボロボロなのは壊したりと、色々どうにかしていく。

　俺とフロイドも、ミレアさんと仲間達がそれを手伝っている以上、王都に戻る訳にはいかず、お手伝いする事にした。
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　港町モタンペで海賊達への対応をお手伝いし出してから、二日が経った。

　お手伝いの甲か斐いがあってか、一応事態は収束している。

　それまでの間に、俺とフロイドはミレアさんや仲間達とかなり仲が良くなった。

　同じ宿を利用したというのも、それに関係しているだろう。

　お手伝いが終わってから、宿の食堂で寝るまで飲んだからである。

　もちろん、俺はお酒が飲めないので果実水だ。

　ミレアさんには、俺がグレイブさんと出会った時からの事を教え、ミレアさんの仲間達からは、海賊を潰す海賊として活動している時の武勇伝を聞いたりして、互いに楽しんだ。

　そうして話している内に、ミレアさん達の今後を聞く。

　ミレアさんは、これで海賊を潰す海賊をやめ、グレイブさんの下もとへと行く事を決心し、後の事は仲間達に託した。

　仲間達の方も、これまで色々お世話になったミレアさんを快く送るようだ。

　中には涙を流す者も居たが、全員の表情は嬉しそうで、海賊を潰す海賊は今後自分達が引き継ぎ、この近海の平和を守っていくと熱く語り出し、ミレアさんも笑みを浮かべ、仲間達を優しく見ながら「頑張れよ」と告げる。

　その日は、新たな門出を祝って大いに盛り上がった。

　ちなみに、彼等の新しい船は、海賊船の廃材を再利用して造るそうだ。




　そして翌日。

　俺とフロイド、それとミレアさんの三人は、王都イスコアに向けて出発する。

　出発の直前、王都の兵士から褒賞金の受け取り書類を預かった。

　金額が金額だけに、王都でしか用意出来ないようで、その書類を王城に提出すれば貰えるそうだ。

　なので、考えていたように、受け取った後はグレイブさんを経由して、新たな海賊を潰す海賊に渡そうと思う。

『転移』で王都近くまで移動するつもりなのだが、この事を知らない兵士がこの場に居るので、ある程度進んでからである。

　目の前でそれをやってしまうと、折角うやむやにした事がばれてしまうから。

　俺達は港町モタンペを出て、自分達の姿が町から見えなくなるまで進み、周囲に誰も居ない事を確認してから『転移』した。

　王都近辺まで『転移』し、そのまま進んで王都の中へと入る。

　まず向かったのは、俺の実家である。

　無事に帰って来たと伝えておかないといけない。

　そして両親の下へと向かったのだが、両親がミレアさんの姿を確認すると、俺が新たな嫁を連れて来たと勘違いして、少し騒ぎが起こった。

　……全く、そんな訳ないのに。

　ミレアさんはグレイブさんの奥さんの一人である事を丁寧に説明すると、漸ようやく両親が落ち着いた。

　そして両親から、俺の奥さん達は少し前に戻って来ていて、今は連れて来た人達と共に王城に出向いていると言うので、俺達も王城へと向かう。

　既に話は通っているのか、すんなりと王城の中へと入る事ができ、案内されるまま向かった先は、とても広い客室だった。

　部屋の中では俺の奥さん達と共に、ルソナ国王様とエリス姫様、それに奥さん達が連れて来た人達が勢揃いしていて、互いに親睦を深めるために挨拶を交わしている。

　ミレアさんは早速グレイブさんを見つけ、喜びながら向かい、熱い抱擁を交わし出した。

　その時、グレイブさんと目が合ったので、親指を立てておく。

　後で挨拶に行かないと。

　ミレアさんも行ったし、俺とフロイドも部屋の中へと入り、俺はまず奥さん達の下へと向かう。

「皆、お疲れ様」

「ワズさんこそ無事なようでほっとしたよ。まぁ、海賊風情がワズさんをどうにか出来るとは思っていなかったけどな」

「そうですね。どちらかといえば、安全なのは私達の方でしたし、実際何の問題も起こりませんでしたしね」

「寧ろ、私達がワズ様と離れる事で懸念していた事は別にあります」

「そうだな。こればっかりはどうしようもないというか、確認をしないと気が済まないというか」

「私もそうですが、皆さん、この道中はそればっかり気にしていたんですよ」

「……必須確認」

「さぁ、お兄ちゃん！　私達の問いに正直に答えて下さい！」

「ちなみに、私達は一歩も引く気は無い。覚悟するんだな、夫殿」

「噓吐いたら許さないからな、ワズ」

「キュイ！　キュイ！」

　そう言って、全員が俺を詰問するように見てくる。

　その眼光は鋭い。

　……え？　何これ？　ここは感動の再会の場面じゃないの？

　あれを見てよ！　グレイブさんとミレアさんの熱い抱擁を見てよ！

　俺はあれをやりたいんだけど。

『さぁ、正直に答えて下さい！　離れていた間に、新たな嫁が出来ていませんか？』「……正直に答える」

　…………………………え？

　いやいやいや、え？　何でそんな事を尋ねられてんの？

　奥さん達が俺の事をどう思っているのか非常に気になるが、今はちゃんと答えないと。

　全く……そんな事は一切無いの…………………………あっ！

　そういえば、女神様達を嫁にする権利とかいう話があったけど……それは今ここでする話ではないよな。正確には完全に神格化したらだし。

　後で奥さん達とも要相談だ。

　報告、連絡、相談は大切なのだから。

　しかし、それを言葉にせず、現在考えているのが問題だった。

　何も言わずにいる姿は、まるで何か思い当たる事があるように見えるのだ。

　それがいけなかった。

　奥さん達は一斉に俺から視線を外し、フロイドへと向ける。

「フロイド……説明を」

　代表してナミニッサが問う。

　こういう時、断らない、黙らないのがフロイドだ。

「ははっ！　実は奥様方のお耳に入れておきたい事がございます。それは──」

　俺が何かを言う前に明かされる、与えられるであろう権利。

　既に口を挟む余地はなく、フロイドが奥さん達に報告している間、俺は窓から空を眺める。

　……あっ、あの雲の形、まるで魚をくわえた猫みたい。

『ワズ（さん）（様）』「……旦那様」「お兄ちゃん」「夫殿」「キュイ！」

　……正気に戻り、奥さん達へと視線を向けると、全員笑みを浮かべて俺を見ていた。

　……おっと、これは？　……どういう事かな？

　凍いてつく笑みかと思ったが、どうも違う。

　温かみがあるのだ。

　あれ？　これはもしや、俺が悪くないとわかってくれて、お咎とがめな。

「ワズ様。正座」

「はい」

　ですよね。

　俺は即座に正座した。

　フロイドが語った時点で、正しく伝わっている訳がない。

　俺は大人しく奥さん達の言葉を待つ。

「……全く。ワズさんの事だから、今この場でする話ではないと思ったのだろうが、私達としては今すぐ伝えて欲しかったな」

「だから、今正座しているのは、その罰です」

「報告、連絡、相談は大切な事なのですよ」

「ちゃんと反省しろよ、ワズ」

「これからは、何でも言って下さいね」

「……よしよし」

「あぁ！　ずるいよ、ハオスイ！　私もお兄ちゃんを撫でる！」

「そ、それなら私も良いだろうか？　撫でられるのも良いが、撫でてもみたい」

「はいはい。こういうのは順番にすれば良いのよ。ほらっ！　サローナ達もね」

「キュイ！　キュイ！」

　何故か、奥さん達が順番に俺を撫でてくる。

　なんでこんな事になったのだろうか？

　というか、あれ？　権利の話に怒っているんじゃないの？

　俺は皆に撫でられながら尋ねる。

「……まずはすみませんでした。これからは、ちゃんと伝えます。それで、えっと……皆は権利の話をどう思ったの？」

「ふふ。気にならないと言ってしまえば噓になってしまいますが、女神様達の加護があったからこそ、今こうしてワズ様は私達の目の前に居るのです。その事には非常に感謝しています。けれど、私達の思いを言う前にお聞きしたいのですが、ワズ様は女神様達の事をどう思っているのですか？」

　ナミニッサが奥さん達を代表して尋ねてきたので、俺も正直に話す。

「えっと……助けて貰ったのは事実だし、俺ももちろん感謝はしている。けれど、どう思っているかと尋ねられると……嫌いではないかな。色々騒がしいし、面倒だし、突然現れて驚かされるし、何を言い出すかわからないし……。でも、今振り返れば、賑にぎやかで楽しい時間だったなぁとも思っている」

　女神様達の事を思い浮かべながら言うと、自然と笑みが浮かんだ。

　確かに、色々と問題行動が多かったけど、振り返ってみれば楽しかった。

　自分の思いに正直な神様達だなぁと思う。

　……まぁ、創造神からしてアレだし。

　そうして、奥さん達の方へと視線を向けると、皆仕方ないなぁみたいな笑みを浮かべて一つ頷く。

「ワズ様の今の思いはわかりました。では、後は私達の思いですが、正直言ってわかりません。それは、私達はまだワズ様程に女神様達と接していませんから。なので、今はお互いにこれからの事で時間が取れませんし、邪神の事が片付いたら、一度私達を女神様達に会わせて頂けませんか？　そこで色々お話しして互いの事を知ってから答えを出したいと思います。何せ、私達は既にワズ様の奥さんなのですから。……どうでしょうか？」

「あっ、うん。わかった。俺の力を使って顕現させるよ」

　確かに、女神様達全員と直接会っているのは俺だけである。

　そういう場を設けるのも、俺の役目だろう。

　でも、女神様達を嫁にするというのはどうなのだろう？

　正直なところ、嫁であろうがなかろうが、今と変わらないような気がしないでもない。

　女神様達との関係は、邪神の件が片付いた後に訪れる時間が解決するだろう。

　一緒に居て楽しいと思うのは間違いないのだし、奥さん達とも仲良くなれると思うけど、もし奥さん達が嫌がるというのであれば、この話に続きは無いと思う。

　どちらが大切かと問われれば、今の俺にとっては間違いなく目の前の奥さん達だから。

　でも、そんなことを問われることは万が一にもないだろうし、多分、奥さん達と女神様達は仲良くやれると思っている。

　俺もそのために出来る限りの事はしよう。

　やっぱり、知っている人達同士の仲が悪いのは嫌だしね。

　ただ気になるのは、俺が了承した後、奥さん達全員の目が何やらやる気に満ち溢れ、いきなり円陣を組んで「負けは許されません。油断せずいきましょう。『オー！』」と、気合を漲みなぎらせた事である。

　その姿は、まるでこれから戦いに赴く戦士のようで……。

　一体俺の奥さん達は、女神様達と会った時、どうするつもりなのか……。

　何となく、脳裏を一抹の不安が過よぎる。

　その光景が狙い通りであると、楽しそうに見ているフロイドが視界に入り、俺はいつかこいつを殴ろうと心に固く誓った。





２






　一通り撫でられて揉みくちゃにされた俺は、許しを貰って立ち上がるのと同時に、同じく奥さん達によって身み嗜だしなみを整えられ、それからこの場に居る人達へと挨拶に向かう。




「えっと……確か、エルフの里の長でしたよね？」

　俺の前に居る年配のエルフが、間違っていないと頷く。

「ワズ殿が里へと来た時は、それ程話はしなかったし、初めましてという感じだの。覚えていてくれて嬉しく思う」

　そう言って、里の長が頭を下げてきたので、俺もそれに合わせて頭を下げる。

「それにしても、サローナは見違えましたな」

「そうなんですか？」

　う～ん。出会った時から変わらないと思うけど。

「サローナが変わった時を正確に言うのであれば、それはワズ殿と出会ってから。それまでは、両親の死を引き摺ずり、里を守るためだけに全てを捧げておった。だが、ワズ殿と関わるようになって、サローナは笑顔を見せるようになった。……本当にありがとう。里の長として、本当に感謝しておる」

「えっと……まぁ、はい。ありがとうございます」

　そうだったの？　と、サローナへと視線を向けると、顔を真っ赤にしてプイッと逸らされた。

　その仕草は、肯定しているのと同じだと思うんだけど。

「それにしても、あの時のワズ殿の告白には驚きましたな。今思い出しても心が躍るというか、若い頃の自分を思い出しました。後の事を考えず、無鉄砲に進んでいた自分を」

　すみません。それを本人の前で言うのは勘弁して下さい。

　里の長は楽しそうに笑っているが、俺は恥ずかしさで顔が熱い。

　サローナもあの時の事を思い出したのか、顔が更に赤くなっている。

「これはこれは、もしや余計な事を言ってしまいましたかな？」

　まるで悪戯いたずらが成功したような茶目っ気たっぷりの笑みを浮かべた後、里の長は真面目な表情へと変わる。

「……さて、老人の楽しみを満たした後は、真面目な話をしようか。これから起こるであろう事は、サローナから聞いた。私達エルフは、この世界に生きる者として喜んで協力しよう」

「ありがとうございます」

　未だ顔の熱は下がらないが、俺はその言葉を受けて頭を下げる。

　ただ、それをどうして俺に言うのだろう？

「それでは、後は忠告を一つ」

「忠告ですか？」

「うむ。サローナを嫁にしているワズ殿には伝えておかねばならん。エルフの女性ばかりを狙う者の存在を」

　……おっと、何やら知り合いの一人が脳裏に浮かぶのだが。

「その存在の名は『ハイ・エロフ』。エルフ内では有名な厄介な男性である。……エルフの恥ではありますが、今後ワズ殿の前に現れるやもしれません。その時は気を付けなされ。……並大抵の強さではないからの」

「……ご忠告ありがとうございます」

　もう既に会っているとはさすがに言えなかった。

　ルトと次に会った時、少しは自重しろと言っておこう。

　その後、互いに会釈を交わして、俺は次へと向かった。




　俺の目の前では、感動の親子の再会が行われていた。
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「うおおおぉぉぉ～！　ルーラ～！　会いたかったぞ～！」

「ちょっと強く抱き締め過ぎだよ、お父さん」

　……何か暑苦しいので、もう一人の方へ行こう。

「お久し振りです。ギャレットさん」

「あぁ、本当に久し振りだな、ワズ」

　ギャレットさんと挨拶を交わす。

　すると、突然ギャレットさんに肩を叩かれる。

「良くやった！」

　片目をつぶって言うその表情は、正にナイスミドルである。

　というか、何が？

「えっと……」

「良くわかってないって顔だな。もちろん、タタの事だよ。幸せそうなタタの表情が見られて、俺もタタの両親も喜んでいるんだ。だから、良くやったな。……そうそう、タタの両親がワズに会いたがっているぞ。今回の件が片付いたら、是非とも会ってくれ」

「あっ、はい。そうですね。俺もタタの両親にはきちんとご挨拶したいです」

　タタへと視線を向けると、嬉しそうに微笑んでいた。

　だが、ふと思う事がある。

「ところで、ギャレットさんとレーガンさんもこの場に居るとは思いませんでした。ルーラと会うのなら、このような場ではなくても出来ると思っていましたし」

「ん？　あぁ、なんだ。ワズは知らなかったのか？」

　そう言って、ギャレットさんはタタへと視線を向ける。

　タタは「あっ！」という感じで何かを思い出していた。

　……どゆ事？

「なら俺から教えておこう。レーガンはリニックのギルドマスターだが、今は領主代行でもあるんだ。だから、今この場に居るんだよ」

「………………ええええええええええっ！」

　いや、ええええええええええっ！

「あのハ──レーガンさんが、リニックの領主代行～？」

「おい、今ハゲと言おうとしたな？　……ったく。相変わらずだな、お前は」

　いつの間にかレーガンさんが俺の隣に立っていた。

　ちっ。あのままルーラと感動の再会をしていれば良かったものを。

　目ざといというか、耳ざといというか。

「お久し振りです、レーガンさん。領主代行就任、おめでとうございます」

「おぅ、久し振りだな。元気そうで何よりだ。それと、祝いの言葉は止めろ。こそばゆいから。それに、ルーラの事も含めてお前には感謝しかねぇよ」

　そう言ってレーガンさんが照れ臭そうな笑みを浮かべる。

　……どうしてこう、ギャレットさんの笑みとは違うのだろう。

「……はぁ」

「お前！　どうしてそこで溜息を吐く！」

「まぁまぁ、そこはほら、俺とレーガンさんとの気安い関係という事で一つ」

　今度はレーガンさんが溜息を吐いた。

「まぁ良いか。大変なのはこれからなんだしな。……俺達も邪神戦に協力するつもりだから、宜しくな」

「ありがとうございます」

「あぁ、それとな、ケーラもお前に会いたがっている。宿を空ける訳にはいかないから今回は来ていないが、ルーラの事もあるし、顔を見せろとさ」

「わかりました。俺も会える時を楽しみにしていますと伝えて下さい」

「それと、姉のレライヤが、さっさとギルドカードの更新に来いだとさ。いつまでＣランクに居るつもりだと」

「あぁ～……。まぁ、気が向いたらで」

「……怒らせると怖いから気を付けろよ？」

「……前向きに善処します」

　俺は苦笑いを浮かべながら答え、次へと向かう前にルーラへと視線を向ける。

「ルーラも元気そうだね」

「うん！　私も頑張ってるから、ワズお兄ちゃんも頑張ってね！」

「ありがとう」

　そして、ルーラの頭を一撫でしてから、次へと向かう。




　俺は目の前の人達へと声をかける。

「お久し振りです。ギヴィリオ王様、ミレリナ王妃様」

「「……」」

　しかし、二人共が俺の言葉に答えない。

　え？　あれ？　なんで？　俺、何かしましたっけ？

　無視？　無視ですか？　……正直言って、無視されると傷付くんだけど。

　すると、ナミニッサが苦笑を浮かべながら、こそっと耳打ちしてきたので、俺はそのまま言う。

「お久し振りです。……義父とうさん、義母かあさん」

「おぉ！　ワズ君じゃないか！　元気にしているようで何よりだ！」

「えぇ、本当に。またお顔を見る事が出来て嬉しいわ」

　満面の笑みで二人が答える。

　くっ！　だって、こう呼ばないと反応しないってナミニッサが言うから。

　正直、まだまだ言い慣れない言葉なので少々恥ずかしい。

「……俺もこうしてお二人に会えて嬉しいです。元気な姿を見る事が出来て、ほっとしました」

「硬い！　言葉使いが硬いぞ！　ナミニッサとナレリナを迎えた以上、私達の関係は親子なのだから、もっと砕けた口調でも問題無いのだからな」

「そうですよ。寧ろ、こんな立派な人を捕まえたナレリナとナミニッサを褒めているんですから」

　ギヴィリオ王とミレリナ妃が軽い口調でそう言ってくる。

　そういえば、こんな感じの人達だったな。

　まぁ、実際に親子関係な訳だし、本人もそう言っているから別に良いか。

「わかりました。けど、この場にこうして居てくれているという事は？」

「うむ。もちろん、我がマーンボンド王国も、邪神戦に協力するつもりだ」

「当然ですね。しかも、義理の息子が最前線で戦うのですから、国を挙げて協力します」

　何だろう。

　有難い話ではあるんだけど、ちょっと期待され過ぎな気がする。

「……まぁ、アイツと協力するというのは、少々思うところがあるがな」

　そう言って、ギヴィリオ王──ギヴィリオさんがある方向へと視線を向ける。

　その方向に居たのは、イスコア王国のルソナ国王様だ。

　ルソナ国王様も視線に気付き、互いに不快感を表情に浮かべながらメンチを切り合う。

「どうなっているんですか？　これ？」

「ふふ。夫とルソナさんは、自分達的には仲が悪いと思っているけど、端はたから見れば、只の喧けん嘩か友達よ。本気で憎み合っている訳じゃないから、気にしない方が良いわよ」

　ミレリナ妃──ミレリナさんが簡単に説明してくれたので、俺は「はぁ」と頷いておく。

　まぁ、そういう事なら放っておいても良いかな。

　そう思っていると、突然割って入る存在が来た。

「大丈夫です！　お義母様！　ナヴィリオ様に一目惚れした私が嫁げば良いのです！　そう思うわよね、義弟おとうと！」

　やたらと興奮してそう言ってくる人物は、ルソナ国王様の一人娘、エリス姫様だった。

　……というか、義弟って、もしかして俺の事？

「えっと、エリス姫様？」

「そんな他人行儀は止めて！　私の事はお義姉ねえさんと呼んで！　義弟の奥さん達も、私の事はそう呼んでね」

　……苦笑しか浮かばない。それは、奥さん達もそうだった。

　中でも、ナミニッサとナレリナの二人は、困ったように曖昧な笑みを浮かべている。

　ふと、エリス姫様から視線を外せば、ルソナ国王様が泣きそうな表情をしている。

　まずは父親との関係をどうにかしてから言って欲しい。

　すると、エリス姫様の後方から、当事者であるナヴィリオが姿を現したので声をかける。

「久し振り、ナヴィリオ」

「……」

　し～ん。無視。

「お前もか！　お前もなのか！　義兄にいさんと呼ばないと反応しないつもりかっ！」

「ははは。悪い悪い。少々父様達の真似をしてみただけだ。元気そうで良かったよ、ワズ」

　ナヴィリオが手を差し出してきたので、握手を交わす。

「ワズの活躍は、妹達から聞いた。いやはや、想像の上をいくな、ワズは。義あ兄にとして負けていられないと思ったよ」

「まぁ、色々あったしね。……それを言うなら、ナヴィリオだって俺の想像の上をいっているぞ」

　そう言って俺は、エリス姫様へと視線を向ける。

　エリス姫様は、まずは外堀を埋めようとしているのか、ギヴィリオさんとミレリナさんに自分を必死に売り込んでいた。

　……最初に出会った時の雰囲気が一切無い。

　……もしかしたら、あの人が義姉になる可能性があるのか。

「……まぁ、今後どうなるかは私にもわからないよ。まだ、出会ったばっかりだし」

　ナヴィリオがエリス姫様へと視線向けて、苦笑を浮かべる。

　ただ、その雰囲気は柔らかく、どうやらナヴィリオはエリス姫様の事を、多少なりとも好ましく思っているように見えた。

　まぁ、これは二人の事だし、外野が余計な口出ししない方が良いかな。

　……でも、エリス姫様から協力を頼まれればどうしよう。

　後で、ナミニッサとナレリナに相談確実だな。

「だが、その前に邪神をどうにかしなければならない。邪神をワズだけに任せてしまうのは心苦しいが、私達も魔物に負けないようにするつもりだ。共に無事終わる事を願っている」

　再び俺へと視線を向けたナヴィリオの表情は真剣そのものだった。

　だから俺も、その言葉に力強く頷く。

「あぁ。邪神如ごときに負けるつもりはないよ」

　互いに不敵な笑みを浮かべた後、ナヴィリオが思い出したかのように「あっ！」と声を上げた。

「そうそう。こちらの方達を紹介しておくよ。ワズは挨拶しておかないといけない人も居るし」

　そして、ナヴィリオの案内で移動する。




　案内された先に居たのは、二人の男性。

　二人共背が低く、非常にムキムキとした筋肉質な体付きで、顔には立派な髭ひげ付きだ。

　その内の一人は、俺を見て楽しそうな笑みを浮かべているのだが、もう一人の方は、何故か俺を見て泣いていた。

　いやいや……え？　何で俺を見ながら泣いているの？

　俺の記憶の中に、この二人と出会ったモノは無い。

　という事は、完全に初対面である。

　なのに泣かれて、どうすれば良いの？　これ？

「もう！　お父さん！　泣かないでって言ったでしょ！」

「だって、嬉しくて！　本当に嬉しくて！　お前が幸せそうな表情で結婚するなんて思わなかったからぁ～！」

　泣いている人をお父さんと呼んだのは、キャシーだった。

　……そういえば、何となく体形が似てい……ん？

　つまり、この二人はドワーフという事か！

　そして、泣いている人はキャシーの父親……挨拶しないと！

　俺が挨拶しようとする前に、キャシーのお父さんが抱き着いてきた。

「ありがとう！　本当にありがとう！　ワズ君！　キャシーを嫁に貰ってくれてありがとう！」

「い、いえ」

　強い強い！　抱き締める力が強い！

　それだけ感謝しているという気持ちは伝わってくるが、強過ぎる！

　俺じゃなければ、骨が折れているんじゃないのか？

「お父さんっ！」

　キャシーが大声を出し、顔を真っ赤にしながら、俺から父親を力ずくで引き離す。

「もうっ！　恥ずかしいから止めて下さい！」

「だってさ～、キャシーを嫁に貰ってくれたワズ君に、少しでも感謝を伝えたくて……」

「問答無用です」

　キャシーが黒いオーラを立ち上らせながら、父親に説教を始める。

　その光景に、何となくほっこりした。

　キャシーの家族の日常を垣かい間ま見みたような気がしたからだ。

　楽しそうな家族である。

「では、ワシも挨拶をしておこうかの」

　そう言って話しかけてきたのは、もう一人のドワーフさんだ。

「初めましてじゃの。ワシの名前は『バルガー』。ドワーフ国の王じゃ」

　……もうやだ。

　なんでこんな簡単に王様が俺の目の前に現れるの？

　至って普通の平民だよ？　俺は。

「あぁ、堅苦しい挨拶は止めてくれよ？　苦手なんじゃ。普段通りで良いからの」

　わかってた。わかってたよ、そう言うのは。

　だって、皆そう言うもの。

　はいはい。普通に話しかければ良いんでしょ。

「初めまして、バルガー国王様。ワズと申します」

　心でそう思っていても、中々そう接する事が出来ないのが人なのだ。

「そう畏まらなくても良いだけどの。……まぁ、初対面でいきなりそうするのは難しいか。なら、これから親睦を深めれば良いだけじゃしの。ワズ殿は、我がドワーフ国を訪れた事はあるのか？」

　ドワーフ国？　……えぇと。どこにあるのだろう。

　俺が困惑していると、フロイドがそっと教えてくれた。

　何でも、マーンボンド王国からメアルを追って旅立った時の三つの分かれ道で、最も時間がかかって安全な道を進んでいれば、ドワーフ国に辿り着いていたそうだ。

　そんな事もあったな。

　なので、俺は素直に頭を下げて答える。

「申し訳ございません。未だ訪れた事は無いです」

「そうか。我等ドワーフも今回の件に最大限協力するつもりじゃ。それが終われば、是非とも我が国に訪れてくれ。ワズ殿が奥さん達に渡した武器を見せて貰った。あれだけの武器を造る事が出来るのなら、国の者達にも良い刺激になるだろう」

　……あれ？　俺の耳がおかしいのかな？

　何やら、バルガー国王様から問題を起こしに来いと言われた気がする。

　けどまぁ、キャシーの両親にも挨拶に行かないといけないし、結局は行くんだけど。

「そうですね。今回の事が終わって時間が出来れば、訪れたいと思います」

「うむ。約束だからの！　国を挙げて歓待しよう」

　それはやり過ぎです。




　何やら俺が訪れていた場所の順に会っていたので、次は温泉街の領主でグレイブさんの奥さんの一人であるセレナさんかと思ったのだが、当の本人はグレイブさんの下でミレアさんと楽しく話していたので、また後にしておこう。

　なので、次へと向かう。




「お久し振りです、ワズ殿。お元気そうで何より」

「おぉ！　婿殿。マオに一体どんな修練を課したのだ？　明らかに強くなっていて驚いたぞ！」

　獣人国のギオ王様と、マオの父親であるデイズから、揃って挨拶をされた。

「お久し振りです。ギオ王様も元気そうで良かったです。デイズもな。マオが強くなったのは、本人のやる気だよ」

　笑みを浮かべて答える。

　二人も笑みを浮かべるが、その表情は直ぐに真剣なモノへと変わった。

「……しかし、此こ度たびの件は驚きました。まさか、邪神が復活しようとは」

「うむ。マオから色々と話を聞いて、私も少なからずその事に関わっていたとはな」

　そうか。デイズも元は赤玉を発動させた者。

　言葉通り、邪神復活の件に少なからず責任を感じているのだろう。

　けど、それは偶々だと思っている。

　シロなら、たとえデイズが赤玉を発動させなかったとしても気にせず、次へと向かっていたと思う。

「まぁ、そんなに気にしなくても良いと思うけど」

「しかし、こうしてまた、ワズ殿に任せてしまうのは心苦しいというか」

　ギオ王様が申し訳なさそうな表情を浮かべるが、それこそ気にしなくても良い。

「邪神と戦うのは自分で決めた事ですから、大丈夫ですよ。女神様達も協力してくれますし。……それよりも、獣人国の方は大丈夫なんですか？　未だ立て直しの最中でしょうし、魔物の群れが間違いなく襲いかかってきますよ？」

「ご心配ありがとうございます。我が国の立て直しに関しては、ほぼ終わっているので大丈夫です。そうそう、ワズ殿の奥方達と共に現れたネニャ殿、ユユナ殿、ルルナ殿にも精一杯手伝って頂き、随分と助けられました」

　そっか。頑張っているんだな。

「獣人国にも猛も者さは大勢居る。魔物の群れなど簡単に蹴散らしてくれるわ！　婿殿も、邪神に負けるなよ」

　デイズもやる気を漲らせていたので、俺も頷く事で答える。

　もちろん、俺だって邪神に負けるつもりは一切無い。

　その後、少しだけ会話を交わし、次へと向かう前に、デイズが真剣な表情を向けてくる。

「では、婿殿に言っておきたい事があるのだが」

「何ですか？」

「うむ。出来ればで良いのだが、邪神の件が片付いたら、早く孫を見せてくれ。この手に抱きたい」

　ぶふぅ～！

　口の中に飲み物が入っていれば、間違いなく吹いていた。

　瞬時に顔が真っ赤になるが、それはマオも同じである。

「パパっ！」

　マオが恥ずかしさを紛らわすように大声を上げる。

「ん？　どうした、マオ？」

　だが、肝心のデイズには効果が無かったというか、通じなかったようである。

　キョトンとしていた。

「……パパ。私は成長したの。それは体だけじゃなく、心も。……今は、そういう事を言う場面じゃないでしょ？」

「いやしかし、パパはマオとワズの子供を早く見たくて」

「パパ。……ちょっと向こうで話そうか」

　そして、マオに引き摺られていくデイズ。

　残った俺達は、苦笑いしか浮かばない。

「う、うぅん。……それではワズ殿。互いに頑張りましょうぞ」

「は、はい」

　共に苦笑いを浮かべながら、俺とギオ王様は握手を交わす。

　そして、マオとデイズの話し合いは長引きそうだったので、次へと向かう事にした。




「おぉ、ワズ！」

　近付く俺の姿を捉えたグレイブさんが、喜びを表すように抱き着いてきて、背中をバンバンと叩いた。

「ありがとうな、ミレアを連れて来てくれて。連絡が取れなくて、本当に困っていたんだ。ワズが約束を守ってくれて嬉しいよ」

「俺も、グレイブさんとの約束が守れて良かったです。それにしても、この場に居て大丈夫ですか？　国の方が大変なんじゃ？」

「奥さん達より大事なモノなんてねぇよ。それに、国の方も来てくれた奥さん達が頑張ってくれているから、少しくらい俺が居なくても問題ねぇよ」

　そう言って、グレイブさんがニカッと笑う。

「そうね、グレイブは国王としてはまだまだ頼りないし、私達がしっかり支えないと」

「あぁ。私達でグレイブと国を支えるから、ワズはこちらの事など心配せず、存分に暴れてこい！」

　セレナさんとミレアさんが、微笑みを浮かべながら、こちらへと来る。

　二人の言葉に、グレイブさんは苦笑いだ。

「おいおい、俺にとってはワズは弟分みたいなモノなんだ。少しは格好つけさせてくれよ！」

「ふふ。グレイブがそう思っているのはわかっているけど、グレイブが兄なら、私達はワズの姉みたいなモノよね？　少しは私達にも話をさせてくれても良いんじゃない？」

「セレナの言う通りだぞ！　それに、私にとっちゃ、ワズは命の恩人でもあるんだしな」

「はいはい、わかりましたよ」

　グレイブさんが降参だと両手を上げ、場所を空ける。

　俺の前の空いた場所に、セレナさんとミレアさんがすっと入って一礼してきた。

「お久し振りですね、ワズ。ハオスイの事もそうですが、こうしてミレアを助けて連れて来てくれた事、本当にありがとう」

「ありがとう、ワズ。こうしてグレイブとセレナに会えたのも、お前が助けてくれたおかげだ。感謝している。それと、さっきセレナが言ったが、グレイブが兄貴分なら私達は姉貴分だ。いつでも頼ってくれて良いからな！」

「ありがとうございます。もちろん、頼りにさせて頂きますよ」

　セレナさんとミレアさんの二人が、俺に向けて優し気に微笑むので、同じように笑みを浮かべて返す。

　その後、二人は俺の奥さん達と談笑を始めたので、俺は再びグレイブさんと話し合う。

「……それでグレイブさん。これから約一か月後、魔物の群れが襲いかかってくるのは間違いありません。国の守りの方は大丈夫そうですか？」

　何しろ、グレイブさんの国は出来たばかりなのだ。

　色々と手が足りないのは間違いないだろう。

「ん？　あぁ、その話は聞いた。けど、大丈夫だろう。獣人国は戦士を送ると言ってくれたし、マーンボンド国からも応援の兵士がこの後着く予定だ。そうそう、ルソナ国王も俺の国を友好国と認め、それなりの人員を手配してくれると約束してくれた。これで何とかしのげるとは思うが、後は俺の頑張り次第だな」

　そう言うグレイブさんは、言葉の後に心配そうな目を俺へと向けてくる。

「……寧ろ、お前の方が心配だ。相手は邪神。まさしく神だ。これまでワズが相手にしてきたような者達とは、根本的にその存在が違う」

　そこで一度切り、グレイブさんは約束させるように言葉を続けた。

「だから……死ぬなよ？」

　どうやら、グレイブさんは邪神と戦う俺の身を案じているのだろう。

　だから俺は、グレイブさんを安心させるように胸を張って、自信満々に答える。

「グレイブさん。俺を誰だと思っているんですか？」

　邪神と戦ってどうなるかなんて今はわからないし、それならいっそ、その不安は笑って吹き飛ばしてしまえば良いと、俺は自分を指差してニッと笑う。

　グレイブさんも俺の笑みに応えるようにしてニッと笑い、腕を伸ばして俺の頭をグシャグシャと力強く搔き乱した。

「生意気なんだよ！　弟分のくせに」

　そして、俺とグレイブさんは、大きく笑い合う。

　笑い終わった後、明るい話題の提供として、海賊達を潰して得た褒賞金の一部を、グレイブさんからミレアさんの後任の海賊団達へ、こそっと渡して欲しいとお願いしてみると、それは面白そうだなと、グレイブさんも乗ってくる。

　何なら、グレイブさんの国で全員雇って、世界をまたにかける大海賊団にでもなって貰うか？　などと盛り上がり、これで何とか渡せそうであると、俺は内心でほっとした。




　グレイブさんとの話を一旦終え、次へと移動した俺の前には、ルソナ国王様が居る。

　けれど、ルソナ国王様は俺を見ながら何度も頷くだけ。

　その姿を端から見れば、どことなく感心しているように見えなくもないが、一体どうしたのだろうか？

　……まぁ、このままという訳にもいかないので、俺は恐る恐る声をかける。

「……え、えっと、ルソナ国王様？」

「おぉ、すまんな。いや、しかし……うむ。うむ。余は大変喜ばしく思っておる。未み曽ぞ有うの危機に対し、このように大陸中の有志が一堂に集まり……まぁ、若干一名は余計なおまけだが……それでも、これは歴史に名を残す出来事だろう。それを可能にしたワズの奥方達の力は凄まじいな。だが、余が最も喜んでいるのは、邪神へと挑むワズがこの国出身であるという事だ！」

　……あぁ、なるほど。

　また、イスコア王国の名が世に知れ渡るのが嬉しいのだろう。

　何せ、ギルドカード偽造だったり、勇者が実際は勇者じゃなかっただの、色々と世に出ては不ま味ずい事が立て続けに起こったのだ。

　そのせいで色々疲れているのかもしれない。

　だから、俺がこの国出身であると知り、いつも以上に喜んでいる……と、思ったんだけど、実際は違った。

　ルソナ国王様は、言葉の後である方向へと視線を向け、フフンッ！　と鼻で笑う。

　要するに、自慢したかった訳だ。

　その表情を見せられた人物──ギヴィリオさんが黒いオーラを立ち上らせ、顔は笑っているのに青筋を立て、ゆっくりと近付いてきた。

「……ルソナよ。確かにワズはお前の国の出身で間違いはない。非常に残念ではあるが、それは事実だ」

「うむ。そうであろう、そうであろう。どうだ？　余の国の者は凄いだろう？」

「だがな、ルソナよ。ワズは我の娘であるナレリナとナミニッサの夫なのだ。つまり、我とワズは家族なのだよっ！　どうだっ！　我の方が、ワズとより親密なのだっ！」

「ぐぬぬ……」

　ルソナ国王様が悔しそうに拳を握る。

　一体、この二人は何の勝負をしているのだろう。

　それに巻き込まないで欲しい。

　しかし、この状況は一見するとギヴィリオさんの優勢に見えるが、どんな時でも助けは現れるもので、当然のように、ルソナ国王様にも味方が現れた。

　……それを望んでいたとは思えないが。

「お待ち下さいっ！」

　現れたのは、エリス姫様だ。

　その腕はナヴィリオの腕と組まれていて、その表情はどこか幸せそうに見える。

　ただ、ナヴィリオは困ったように苦笑を浮かべていた。

「エリスっ！」

「もう大丈夫です、父様！　その問題を解決する妙案を、私は思い付きました！」

「……それは……いや、何となく聞きたくないような」

　ルソナ国王様が、まさか？　という感じでナヴィリオへと視線を向け、エリス姫様が満面の笑みで告げる。

「ナヴィリオ様と私が結婚すれば、皆家族ですっ！」

「「それは嫌だっ！」」

　ギヴィリオさんとルソナ国王様の声が綺麗にハモる。

　その後、急きゆう遽きよ始まった家族会議に付いていけず、こそっと抜け出した俺はある人物の所へと向かう事にした。

　俺が向かう先に居るのは、よく知っている人物。

　といっても、本来の姿でだけど。

　ちなみに、俺の奥さん達は、ナヴィリオとエリス姫様の今後の関係をどうするかという会議に参加している。

　流れはエリス姫様の方に傾いていると思う。

　何故なら、断固反対を唱えているのは、ギヴィリオさんとルソナ国王様の父親二人だけ。

　俺の奥さん達は様子見である。

　ただ、ミレリナさんは急遽発生した、ナヴィリオの恋話に興味津々なのか、凄く楽しそうだ。

　……自分の子供の将来の事なのに、助けないのだろうか？

　……いや、きっとナヴィリオの事を信じているのだろう。

　それに、両国の関係が良くなるのは間違いない。

　だからこそ、ナヴィリオもどうするべきか悩んでいるから、今は何も言わないのだと思う。

　きっとそうだ。……そう思っておこう。

　だから、頑張れ！　ナヴィリオ！

　……もし助けが欲しいなら、俺も義弟として義兄のために一肌脱ぐからさ。




「……で、どうしてお前がここに居るんだ？」

「お前の奥さん達が丁度良く迎えに来たからに決まっておろう」

　そう答えたのは、人の姿をしているラグニールだ。

「そ、それに、相手は邪神なのだろう？　なら、我の力も必要かと思い、こうして参上した訳である！」

「……」

　ラグニール本人なのは間違いないのだが、どうにも言っている事が噓臭い。

　丁度良くとか言っていたし、きっと何か隠している。

　なので、俺は黙ってジッと見ていると、ラグニールが額に汗を搔いて慌て出す。

「ま、まぁ、数百年前の邪神戦にも参加していたのだ。きっと我は頼りになるぞ！」

「……」

「う、うむ。邪神や魔物の群れなど、我とワズが力を合わせれば、恐れるに足らず。た、大陸全土も救えるわ！」

「……」

「そ、そうだ！　各都市間の輸送や補充戦力に、龍達を貸してやろうではないか！　あ、安心しろ！　龍達は前の戦いでも創造神側に付いて戦った、邪神の敵である。龍王である我が一声かければ問題無い。今後の人族達との交流の練習にもなるしな。……う、うむ。さすが龍王たる我。先を見据えた良案だ！　ワズもそう思わんか？」

「……で？　本当は何があったんだ？　ほら、隠さず言ってみろよ。俺とお前は親友だろ？」

　優しく語りかけると、ラグニールが両手で顔を覆い、小刻みに震え出した。

　その様子に、嫌な予感がする。

「聞いてくれるか、ワズよ。さすが親友である。そうだな。親友なのだから、罪も共に背負ってくれるのだな」

「……いや、そんな不穏な事を言われると聞きたくない。やっぱ、言わなくて」

「お義母はは上の大切にしていた壺を割ってしまったのだ」

「何で言うかなっ！」

　あれ？　おかしいよね？

　俺はやっぱり聞きたくないと言ったのに、どうしてラグニールは簡単に言うかな？

　巻き込む気満々という事か。

　……だが、その内容がヤバい。かなり危険である。

　ラグニールの義母という事は、メルさんのお母さんで、メアルの祖母でもあるメギルさんの事だ。

　龍王の上に立つ龍。

　決して逆らってはいけないし、機嫌を損ねる訳にはいかない。

　それを、このラグニールは……。

「はぁ……。聞いてしまったのは仕方ない。……で、どういう経緯でそうなった？」

「う、うむ。実はな、土下座から解放されたのは良いのだが、変わらずお義母上の態度は冷たい。なので、我は少しでも関係性を向上させるために喜びそうな事をしようと考え、まずはお義母上の部屋を自主的に掃除しようと思ったのだ」

　……それが、全ての間違いだったという訳か。

「そして、いざ掃除を始めたのだが……最初は順調だったのだ。……だが、それで調子に乗ってしまった我は、はたきで壺を強く叩はたき過ぎてしまい、そのまま落ちて割れてしまったのだ」

　割れてしまったのだ、じゃねぇよ！

　それ、完全にお前が悪いじゃねぇか！

　というか、なんで逃げてきたんだよ！　素直に謝れよ！

　余計に悪い状況へとなっているじゃないか！

　そして、俺がラグニールにさっさと帰って謝ってこい！　と、言おうとした瞬間、この部屋の扉が勢い良く開かれる。

　何事かと全員の視線が扉へと向くと、そこに居たのは、白いローブを身に纏ってどす黒いオーラを立ち上らせる銀髪の女性だった。

　あの人見た事ある～！

　具体的には、人化したラグニール達をリニックへと連れて行った時に居たよ。

　俺は確認するようにラグニールへと視線を向けると、当の本人は俺を盾にして隠れていた。

　おい、俺を前に出すなよ。

　メギルさんは、この部屋の中に居る全員を一通り確認した後、俺に向かって真っ直ぐ歩いてくる。

　やだ、怖い。

　メギルさんが発するどす黒いオーラに怯えて、誰もその歩みを止めようとしない。

　誰か助けて下さい！　誰か助けて下さ～い！

　決して俺が悪い訳ではないのに、自然と謝ってしまいそうだ。

　メギルさんが俺の前で止まったので、確認するように尋ねる。

「えっと……メギルさん。ここには一体どのようなご用件で？」

「理由は言わなくてもわかっていると思うけどねぇ。そこの馬鹿龍に聞いているんだろ？」

「はい。つい今しがた……」

「なら、用件はわかっているね？」

「はい」

　俺は、背中に隠れているラグニールを即座に摑み、メギルさんへと差し出す。

「ちょっ！　ワズ！　我等は親友だろ？　親友を死地へと送るのか！」

「……忘れない。俺はお前の事を決して忘れないからな」

　そして、ラグニールがメギルさんに確保された。

　大切にしていた壺を割った犯人確保の瞬間である。

　メギルさんは、そのままラグニールを引き摺るようにして連れて行く。

　そのまま部屋から出て行くかと思ったが、メギルさんが突然振り返り、俺へと視線を向けてきた。

「そうそう。邪神との戦いに関しては、私の権限で龍達も参加させるから、来たら好きなように使ってやってくれ。もし、文句を言う奴が居たら……連れてきな」

「はい。ありがとうございます」

　メギルさん……現龍王より力があるよ。間違いなく。

　というか、ラグニールの龍王って肩書き……既に形だけだな。

　とりあえず、ラグニールが無事に戻ってくる事だけを祈っておいた。








第八章　お呼ばれしました
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　その後、場所を変えて、邪神戦に向けての話し合いが行われた。

　全員から押し切られるような形で、何故か俺も参加させられたのだが、特にする事も無く、終始話を聞いているだけである。

　伝えるべき事は全て伝えてあるし、追加の情報も無い。

　……なんで俺、この場に居るのだろうと、何度思った事か。

　そうして行われた会議の内容は、邪神に関しては既に俺に任せる事が決まっているため、後は各国の状況を伝え合い、各都市・町にどれだけの戦力を結集させるのが必要かや、籠ろう城じよう戦せんへと移行した場合のために、食糧確保などが明確な期日が無い残り時間でどれだけ出来るかなどを、相談し合うのが主目的に置かれていた。

　そして、数時間の後に決まった事は、各自戻り次第、通達を出して、身を守るのが難しいであろう小さな村は、大きな町や城へと避難する事。その際の費用は王家持ちである。

　大きな町や城は各ギルドと協力して、避難民の受け入れをスムーズに行い、魔物の群れの襲撃に備えて防衛力向上と、冒険者に協力を仰いで戦力増強を目的とした、兵士達との合同訓練を行う事となった。

　また、邪神を倒しても魔物が消えるとは限らないため、食糧の備蓄には余裕を持たせるようにとの事である。

　それと、小さな村などは特にだろうが、邪神戦後の復興に関しては、国内外問わず、この大陸で生きる者として全力を尽くすという事に、誰からも異論は出なかった。

　後は、事前にこの場から退場となったラグニール達、龍達なのだが、メギルさんが言っていたように、色々協力して貰う事になりそうだ。

　といっても、酷使して反感を買えば、その矛先はこちらへと向くというのを、全員きちんと理解しているため、物資の輸送と足りない戦力補充の遊撃隊として動いて貰う方向で話が進む。

　龍達への交渉の窓口は、何故か俺である。

　多分、ここに居る全員、メギルさんの迫力に負けたな。

　なので、了解しておいた。

　……後で伝えに行こうと思うんだけど……ラグニール、生き残っているかなぁ……。

　ちょっと、親友の屍しかばねは見たくないなぁ……。

　そんな事を考えている間に会議が終わり、俺は奥さん達から、自分達で決めた事を告げられる。

　それは、魔物の群れを迎え撃つ場所に各自配置して戦うという事だった。

　奥さん達がそう考えた最大の理由は、邪神と戦う俺の邪魔になりたくないからだと。

　自分の達の今の力では、足手纏いにしかならないと結論付けたそうだ。

　けれど、正直な話、それは間違っていない。

　未だ、奥さん達の中で最強のハオスイですら、俺の神格化状態とはまともに戦う事が出来ないのだ。

　そして、邪神はそんな俺よりも強い可能性が大いにある。

　だからこそ、奥さん達は自分達に出来る事を選択したのだ。

　きっと、ここに居る皆を集めている時に色々考えたのだろう。

　俺が邪神戦に集中出来るように。

　確かに、邪神戦では力不足だろうが、魔物の群れが相手ならば、今の奥さん達なら充分対応可能だし、俺も奥さん達を邪神の前に連れて行くよりかは、そちらの方がまだ安心出来る。

　邪神がどれだけの力を持っているかわからない以上、奥さん達を守れるかどうか断言出来ない事を心苦しく思う。

　奥さん達にそんな決断をさせてしまったが、今はその言葉に甘える事にした。

　けれど、俺は心の中だけで誓う。

　もっと力を求めると。

　これ以上強くなってもなぁと思っていたが、どんな奴が相手でも、絶対に奥さん達を守れるだけの力を得ようと固く誓った。




　その後、会議が終わると同時に、カガネの魔法で各自を帰し、その間に俺は決まった事を伝えるためにメギルさんの下へと向かう。

　……ラグニールは、辛かろうじて生き残っていた。

　奥さん達には見せられないくらいボロボロだったが、どうにかこうにか生き残っている。

　よくぞ生き残った。親友として、その生命力に賛辞を送る。

　まぁ、多分だけど、メギルさんがギリギリ生き残る程度で加減したのだろう。

　そんなラグニールの横を華麗に素通りして、俺はメギルさんに決まった事を伝えた後、王都イスコアへと戻った。

　ちなみに、約一か月後には、ラグニールも完全復活するそうだ。

　そして、各国が約一か月後に向けて準備を行っていく中、俺は奥さん達の力を少しでも上げるため、戻って来るのと同時に、鍛錬を再開させる。

　ただ、王都の中で鍛錬をするには狭すぎるため、結局はラグニールの居城近くまで『転移』で飛んでからだったが。

　朝起きて準備が出来次第、山へと飛び、鍛錬が終われば実家へと飛んで休むという日々を過ごしていく。

『転移』に関しては、毎回門兵さんに証明するのも手間だし、今は緊急時という事で、山と実家の行き来だけという許可を、ルソナ国王様から貰った。

　その時に、ついでとばかりに海賊達を潰した褒賞金も貰っておいたので、グレイブさんの所へと飛んで、約束通り一部渡しておく。

　立派な船が出来ると良いね。

　そうして奥さん達を鍛える日々を過ごしていたある日、俺達の下に一通の招待状が届く。
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　本日の鍛錬が終わり、実家へと帰って来た俺達は、リビングで寛くつろいでいたのだが、母さんが俺に一通の封筒を手渡してきた。

「何これ？」

　俺は届いた封筒を手に取る。

「さぁ？　宛名はあなたになっているし、友達の誰かじゃないの？」

　母さんがそう答えるが、正直ピンとこない。

　確かに宛名は俺になっているが、送り主の名前が書かれていないのだ。

　まぁ、中を確認すれば良いかと思い、俺は封筒を開き、中に入っていた紙を確認する。

「…………………………」

　…………………………えっと……誰だっけ？　これ？

「誰からなの？」

　アリアが尋ねてくるが、それは俺も聞きたい。

　全然ピンとこないので、俺は中に入っていた紙を奥さん達に見せる。

　中に入っていた紙は、招待状だった。

　それも結婚式の。





　お手紙で失礼させて頂きます。

　私の名前はエネネと申しまして、この度、私とレオールは、めでたく結婚する事となり、式を挙げる事となりました。

　ワズ様のお名前は、レオールから聞き及んでおり、色々とご助力頂いたと伺っております。

　それで、御都合が宜しければですが、是非私達の結婚式にご参列頂けないでしょうか？

　開催予定日は〇〇月××日で、場所はイスコア王国の南東部にある古い居城です。

　こちらの招待状をお持ち頂ければ、私達が招いたお客様であると係の者もわかります。歓待の席もご用意しておりますし、お連れになる人数に制限もございませんので、是非お越し下さい。

　それでは、結婚式にてお目にかかれる事を、心より期待しております。






　……うん。さっぱりわからない。

　レオールとエネネって誰だ？

　しかし、この文面を信じるのであれば、この招待状を書いたエネネって人は俺と会った事が無いようだが、レオールという人には会った事があるようである。

　ただ、全然思い出せない。

　一体誰だったっけ？

　奥さん達もピンときていないのか、首を傾げている。

　このまま誰かわからないという状態が続くかと思われたが、ナレリナが声を上げた。

「あっ！　思い出した！」

　その言葉に、全員がナレリナへと視線を向ける。

「姉様、一体どなたですか？」

　ナミニッサが尋ねると、あれ？　と、ナレリナが困惑顔になった。

「いやいや、ナミニッサも会っているぞ。もちろん、ワズも」

　え？　と、今度は俺とナミニッサが困惑顔だ。

「ほら、父上と母上を目覚めさせるために、ニールに頼まれて吸血鬼の牙を取りに行ったじゃないか。その時の吸血鬼の名前が、確かレオールだ」

　…………………………あぁ！　あった、あった。そんな事あったな。

　そうだ。確かに、あの時の吸血鬼の名前がレオールだ。

　俺が思い出したように、ナミニッサも思い出し、両手をパンと叩く。

　ただ、他の奥さん達は知らない出来事なので、俺達三人でその時の事を教える。

　いや～、確かに結婚式には呼べと言ったけれど、まさか本当に呼ばれるとは思っていなかった。

　何せ、レオールの蝙蝠こうもり恐怖症は、俺へと上書きされたのだから、あの時の返答も口約束だとおも……いや、待てよ。

　俺は、ふと思う事があったので、もう一度招待状を確認する。

　そして、思った。

　これ……レオール知らないんじゃね？

　何となくだけど、奥さんになったエネネさんの独断だと思う。

　でなければ、レオールが俺に招待状を送ってくる訳がない。

　………………よし、行くか。

　幸い、結婚式の日までには、まだ日数がある。

　これからゆっくり準備しても間に合うだろう。

　なので、俺としては行く気満々なのだが、最終確認として奥さん達へと尋ねた。

「どうする？　行く？」

　俺の問いに、奥さん達は二つ返事で答えた。




　という訳で、レオール達の結婚式へと行く事になったので、俺達は早速準備を整えて向かう。

　まぁ、鍛錬ばかりでは気が滅め入いるかもしれないし、今回の事は良い息抜きになるだろうという思惑もある。

　それに、結婚式に参加と聞いて、奥さん達は色めき立っていた。

　奥さん達の楽しそうな、幸せそうな表情を見る事が出来て、俺も嬉しい。

　一応、ルソナ国王様には数日留守にすると伝えて、ついでとばかりに南東部にあるという居城の事を聞いてみると、吸血鬼が住んでいると有名な場所らしく、そこまでの地図も借りる事が出来たので、これで道に迷う事は無いだろう。

　そして、俺達は結婚式が行われる城に向けて旅立った。




「へっへっへっ、こんな場所で出会うなんて、お前達ついてねぇなぁ」

　例によってフロイドが簡単お茶会セットを広げ、森の中で休んでいた時、突然現れた男がそう声をかけてきた。

　まぁ、何か来るなぁというのは気配察知でわかっていたし、どうせ盗賊だろうと思っていたのだが、本当に盗賊である。

　奥さん達も何となくわかっていたのか、溜息を吐き、即座に武器を構えた。

　休息を邪魔されて怒っているのかもしれない。

　でも、とりあえずとばかりに、俺は奥さん達の一歩前に出て盗賊と相対する。

「……状況見えてないの？　一対多数のこの状況をどうにか出来ると思ってんの？」

　そもそも、俺だけでも過剰戦力なのだ。

　どう足あ搔がいても、盗賊に勝ち目は無いのだが、盗賊は不敵な笑みを浮かべる。

「はっ！　そんなの見りゃわかんだよ。だがなぁ、こっちにはオーク殺しの兄貴が付いている！　いくら人数が多かろうが、オーク殺しの兄貴の敵じゃねぇ！　兄貴～！　兄貴～！」

　…………………………しかし、兄貴は現れない。

　ちょっと待ってみたけど、一向に現れる気配が無い。

「…………………………来ないね？」

「………………ちょ、ちょっと待ってろ！　兄貴呼んでくるから！」

　そう言って、盗賊がどこかに行こうとしたので、それに付いていく。

「ちょっ！　何で付いてくるんだよ！」

「……」

「何か喋しやべれよ！」

　盗賊が速度を上げるが、こちらもその速度に合わせて上げる。

　付いていく理由としては、ここで放っておいても良いけど、後でまた出てこられても面倒なので、先に潰してしまおうかと思ったからだ。

　そのまま付いていくと、少し開けた場所に出て、盗賊は真っ直ぐにある場所へと向かう。

　盗賊が向かった先に居たのは、木にもたれかかって寝ている一人の男性。

　きっと、あれが兄貴なのだろう。

「兄貴！　兄貴！　ほら、獲物がこんなに居ますよ！　それに、連れている女性は皆上玉だし、男共は弱そうだ！　それに、小さいながらも龍も居る！　これは金になりますよ！　こいつらに、兄貴の力を見せてやって下さい！」

　兄貴と呼ばれた盗賊が、チラッとこちらを見た気がした。

「…………………………グー」

　おっとぉ……あれあれ？

　俺、初めて聞きましたよ？　グーって。

　言葉に出しては駄目なヤツだよね？　それ。

　いや、確かに兄貴の方の体勢としては、寝ているようにも見える。

　弟分の盗賊がガクガク揺らしているけど、決して目を開けない。

　だからまぁ、寝ていると判断しても良いんだけど、「グー」って言っちゃ駄目だよね。

　それ、寝てない事の証明になるよ？

「ちょっ！　兄貴！　何で起きないんすか？」

　そう言って、弟分が兄貴の頰をペチペチと叩く。

　しかし、兄貴の目が開く事は無い。

「……グ、グー」

　あっ！　また言った。

　多分だけど、兄貴が、そこそこ腕が立つというのは間違っていないのだろう。

　けれど、そこそこ腕が立つ分、俺達の強さを少し感じ取ってしまったのか、決して勝てない相手であると気付き、ここは寝た振りでやり過ごそうとしているのだ。

　しかし、それを許さない者が一人居た。

「兄貴！　起きて下さい！　兄貴！」

　弟分の方が、フルスイングで兄貴の頰を何度もぶつ。

　兄貴が起きなければ間違いなくやられるのだから、必死なのだろう。

　しかし、兄貴は耐えた。

　決して目を開かず、ただひたすら弟分にぶたれ続けたのだ。

　もうこれ以上見ていても結果は変わらないと思う。

　なので、俺は告げる。

「フロイド」

「ははっ！」

「あれ、どうにかして」

「ははっ！」

　フロイドが了解した瞬間、その姿は瞬時に弟分の真後ろへと現れ、首をとんっ！　とやって意識を刈り取った。

　そして、兄貴分の方はぐるぐる巻きで縛り上げた後、目蓋の上に目を書く。

　……それは必要なのだろうか？

「ワズ様、処置しました。後はお願いします」

「はいはい」

　俺は「こいつら盗賊なので、宜しくお願いします。　ワズ」と紙に書いて貼り付け、神格化してから『転移』の応用で王都イスコアの王城前に『転送』した。
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　その後の旅路は順調に進み、今俺達の視界には古城とその周囲にある小さな町が見える。

　あれが、吸血鬼が住んでいる城で、結婚式が挙げられる場なのだろう。

　結婚式の予定日は明日なので、何とか間に合う事が出来た。

　そのまま近付いていくと、町の門を守るようにして、完全武装した門兵が二人居た。

　完全武装なのは、きっと陽の光を遮さえぎるためだと思う。

「そこで止まれ！　ここは私達吸血鬼の住む城である！」

「ここに居る吸血鬼達は、人族と敵対していない事を証明されている。一体どんな用件でここへと来た！」

　中々警戒心が強い。

　まぁ、こんな場所に来るという事は何か用件があるという事だし、特に今は結婚式が控えているのだ。

　警備の方もピリピリしているのかもしれない。

　なので俺は、手早く用件を伝えるために、招待状を投げ渡す。

「それを読んでくれればわかる。俺達は、エネネさんという方に呼ばれてここまで来たんだ」

　俺の言葉を確かめるために、門兵の一人が招待状を確認して、慌てたようにもう一人へと見せる。

「おい！　これ！」

「………………本物か確認して来い。すまないが、少しの間、そこで待っていて貰えないだろうか？」

「あっ、大丈夫ですよ。ちゃんと待っていますから」

　そして、招待状を持った門兵が町の中へと入って行く。

　さて、どれぐらい時間がかかるかわからないため、俺達はフロイドが用意した簡単お茶会セットを広げて、のんびり寛いだ。

「あっ！　門兵さんもどうですか？」

「……それじゃあ、お言葉に甘えて」

　門兵さんも席に着き、感謝の言葉を述べて紅茶を飲む。

　……あれ？　門兵さんは鉄仮面を被っているのに、一体どうするのだろう？

　そう思って確認すると、口元の部分だけが取れるようになっていた。

　なるほど。そうなっていたのか。

　俺がジッと見ている事に気付き、門兵さんが尋ねてくる。

「どうかされましたか？」

「いや、鉄仮面を被っているのに、どうするのかな？　と思って。そんな風に取れるんですね。やっぱり、完全武装しているのは、陽の光を防ぐためですか？」

「はい。その通りです。まだまだ私の筋肉では、陽の光に耐える事が出来なくて……」

　……ん？　何か今、変な単語が聞こえたんだけど。

　まぁ、俺の聞き間違いだな、きっと。

　奥さん達も普通に聞き流しているし、そうに違いない。

　それよりも、町の中に入っていった門兵さんはまだ戻らなそうなので、色々聞いておく。

　何しろ、吸血鬼なんてレオールとしか会った事ないし、アレを基準に考えてはいけないと思い、色々知っておいた方が良いかなと考えたからである。

　奥さん達もそれぞれ談笑しているのだが、聞き耳は立てていた。

　そして、門兵さんに色々と聞いてみてわかった事は、吸血鬼は過去に人族と戦って敗れ、それ以来ここに留まっているとの事。

　戦いを起こした理由は血を求めたからなのだが、敗北を機に血を求めるのを止めて、ひっそりとここで暮らしているそうだ。

　今では、まだまだ人数としては少ないけれど、人族ともここで共存していて、その人達から偶に血を貰っているのだが、直接嚙み付いたりするのは国として禁止されていた。

　嚙み付かなければ吸血鬼化はしないので、専用の器具を使って安全に血を抜き取っているそうだ。

　それでも、中にはハァハァと息を荒くしながら、直接嚙み付いて下さいと言ってくる人族の猛者も偶に来るそうで、吸血鬼達は逆にどう対応すれば良いのか困っているらしい。

　余程の理由が無い限りは、もう眷けん属ぞくを増やす気は無いそうで、これも国として定められていた。

　そこまで聞いて思うのは、血を求めなくても良いのかという事。

　やはり、俺の中には吸血鬼＝血を求めるというイメージがある。

　思い切って聞いてみると、血は嗜好品で、飲んでも飲まなくても特に影響はないらしい。

　何とも、イメージとかけ離れている存在みたいだ。

　これで聞きたい事は大体聞いたかなと思い、次に何を聞こうかなと考えていると、門兵さんの方から言葉をかけられる。

「それにしても、皆さん凄いですね」

「え？　どういう事ですか？」

「いや、だって、エネネ様の結婚式に招待されるなんて、私達吸血鬼にとってみれば、大変光栄な事ですよ」

　……おっと……これは……。

　門兵さんの言葉に、何やら不穏なモノを感じる。

　……エネネ……様？　……光栄？

　俺は、気分を落ち着かせるように深呼吸をしてから尋ねた。

「……えっと、すみません。エネネさんは、この国の中でどのような立場の方でしょうか？」

「知らずに来たのですか？　エネネ様は、この国の王の一人娘──つまり、姫様です」

　…………………………『様』付けした方が良いかな？

　今更な気もするけど。

「ちなみに、レオール殿は、この国の宰相であるクオル殿の一人息子です」

　…………………………帰って良いかな？

　奥さん達も驚いているようなので、一旦出直すという事で……。

　しかし、既に逃げ時は絶たれた。

　俺が何かを言う前に町の門が開き、そこから門兵さんを伴って、女性が姿を現す。

　長い黒髪に血のような赤い瞳を持ち、人形のような非常に整った顔立ちをしている女性で、シンプルな黒のドレスを身に纏い、肘まで続く黒の手袋をつけ、頭と顔を黒のベールで覆っていた。

　その女性がゆっくりとこちらへと近付き、門兵さん二人は控えるようにして跪ひざまずく。

　門兵さんの行動で、その女性が誰か理解出来る。

　俺達が立ち上がるのと同時に、その女性がゆっくりと一礼した。

「初めまして、エネネと申します。ワズ様とその御一行の方達ですね？」

「は、はい」

「突然の事だったと思いますので来られないかと諦めておりましたが、こうしてここまで足を運んで頂き、本当にありがとうございます」

　そう言って、その女性──エネネさんがもう一度一礼する。

「いえ、えっと……ど、どうも？」

「ふふ。そう畏まらなくても良いですよ。普段通りで構いません。父様も私もそういうのは気にしていませんので」

「そうですか？　それはまぁ、助かります。……えっと、それで、レオールとの結婚式は明日という事で良いんですよね？」

「はい。明日、執り行われます」

　どうやら、ちゃんと間に合ったようでほっとする。

　あっ！　そうだ。こういうのはちゃんと言っておかないと。

「えっと、この度は、ご結婚おめでとうございます」

　そう言って頭を下げる。

　俺の動きに合わせて、奥さん達も口々にお祝いの言葉を述べて一礼した。

　エネネさんは、俺達の言葉と行動を受け、心から嬉しそうに微笑む。

「ありがとうございます。こうして祝福されるのも嬉しいですね。それでは、ここで立ち話も何ですし、皆様の歓待の用意もしていますので町の中へと入りましょう。今はレオールも父も城に居ますので、まずはそちらへと向かい、その後、皆様をお泊めする屋敷へと向かいます」

　そして、お茶会セットを仕舞い、エネネさんの案内の下、町の中へと入って城へと向かう。

　城へと向かうまでの間に、簡単にこちらの自己紹介も済ませたのだが、エネネさんは女性陣が全員俺の奥さんだという事に驚く。

　そこで、ふと思う事があったので聞いてみた。

「そういえば、よく俺の名前がわかりましたね？　確か名乗っていなかったと思うのですが」

「ワズ様のお名前は、レオールが聞いて覚えていたのです。そちらのナレリナ様、ナミニッサ様がそう呼んでいたと。そして、ワズ様のお名前を頼りに、眷属がマーンボンド王国で探してみると、直ぐに尋ね当たりましたので、そのままワズ様の後を追って貰い、イスコア王国へ辿り着いたのです」

　なるほど。

　ここにも俺を追っていた人達が居たという訳か。

「そうだったんですね。それは何か……色々手間をかけたようで、申し訳ないです」

「いえいえ。レオールがお世話になった方ですし、是非ともお会いしたかったのです」

　お世話？　……したかなぁ。

　精々覚えているのは、レオールの恐怖対象が俺に変わった事……って……おや？

　普通に考えれば、俺が呼ばれるはずがない。

　俺に恐怖を抱いているレオールが、わざわざ呼ぶとは思えなかった。

「……という事は……えっと、エネネさん。俺が来た事、レオールは知っているんですよね？」

「ふふ。招待状を送った事すら知りません」

　おっと、確信犯だよ、この人。

　恐らく、レオールから全てを聞いて、秘密裏に俺を呼んだと。

　一体何がしたいのだろうか？

　俺が訝し気な視線を向けると、エネネさんは恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「私……レオールの困った表情というか……怯える表情が大好きなんですよね。以前は蝙蝠でしたが、それを克服したと聞いた時は、随分と落ち込みました。……けれど、その克服が、実際には恐怖の上書きをしただけと、あらゆる手を使って聞いて、私は神に感謝しました。これでまた、あの表情が見る事が出来ると。もちろん、レオールを最も愛している事は変わりません。ですが、これはそう、性へ──嗜好の問題ですので、誤解無きように。こうしてワズ様が来てくれた事、本当に心から感謝致します」

　俺を見るエネネさんの目が、凄くキラキラしていた。

　……どうしよう。来ちゃいけなかったかもしれない。

　本気でレオールに同情してしまう。

　ただ、二人が本当に愛し合っているというのだけが、救いだろう。

　しかし、神に祈ったのか……。

　俺はそっとフロイドへと視線を向け、大きく溜息を吐いた。

　……まぁ、神の存在自体が元々おかしいのだから、仕方ないと言えば仕方ないのか。

　これ以上この話を続ける訳にもいかないので、話題を変える。

「そういえば、町の中に入ったのに、誰も居ないんですね」

「……こほん」

　エネネさんが気持ちを切り替えるように、小さく咳払いする。

「今は明日の結婚式の準備で、多くの者が城へと入っていますから、そのためでしょう。働いている者も居ますが、今は丁度休憩時間ですから」

　なるほど。それで誰も居ないのか。

　ただ、気になる事はもう一つある。

　それは、町の中なのに、いやに畑が多い事だった。

　元々吸血鬼の数自体が少ないのかもしれないが、家の数に比べて畑が多いというか、広大というか。

　そんな事を考えている内に、俺達は城へと着いた。
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「ど、どうしてここにワズが居るのだ？」

「そう！　その表情！　恐怖に歪むその表情！　はぁ……はぁ……。堪たまりません！　さぁ、ワズ様！　もっと近付いて！　さぁ！　さぁ！」

　歪んでいるのは、エネネさんの方だと思う。

　そう思うのも仕方ない。

　何せ、城へと着き、まず案内されると思っていた場所は、謁見の間か客室……もしくは、明日の舞台となる結婚式場かと思っていたのだが、エネネさんが案内したのは、レオールが居る部屋だった。

　まずはエネネさんが中へと入り、エネネさんの合図と共に俺が入る。

　久し振りの見たレオールは、相変わらず黒髪のツンツン頭だったのだが、出会った頃よりは体格が良くなっていた。それなりに鍛えているようである。

　そして、レオールが引き攣つった笑みを浮かべて、どうして俺がこの場に居るかを聞いてきたのだ。

　なので、俺はエネネさんへと視線を向けたのだが、それだけでレオールは全て察したようである。

「……そうか」

　そう呟いて、レオールは天井を仰ぎ、すっと涙を流す。

　大丈夫か？　と声をかけるために一歩前に出る。

　レオールが一歩下がった。

　……どうやら、体は正直なようだ。

　俺への恐怖は健在のようである。

　とりあえず、レオールが落ち着くまで待つ事になった。




　レオールが落ち着いたので、このままこの部屋で話を交わす。

　待っている間に部屋の中を見ていたのだが、どうやらこの部屋は執務室のようである。

　そういえば、レオールの父親はこの国の宰相だったっけ。

「久し振りだな、ワズ」

「え？　あぁ、確かに久し振りだな」

　近付くとレオールがその分下がるので、相変わらず一定の距離がある。

　そのため、少々声を張り上げる必要があった。

　でも、まずはこれを言っておかないと。

「結婚おめでとう、レオール。無事、エネネさんと結ばれたようで良かったよ」

「う、うむ。ありがとう」

　レオールが嬉しそうに頷き、隣に居るエネネさんへと視線を向ける。

　エネネさんもにっこり微笑み、幸せそうだ。

　俺達もその様子を見て、ほっこりした。

　そして、奥さん達がエネネさんと談笑を始めたので、俺もレオールに話しかける。

「明日結婚式か。本当におめでとう。こうして話しているけど、準備の方は良いのか？」

「あぁ。もう終わっているので、後は明日を待つばかりだ」

「そっか」

　そして、他愛もない話で盛り上がるが、俺は伝えなければならない事があるのを思い出す。

　それは、これから起こる邪神戦の事。

　俺は真剣な表情を浮かべ、邪神の復活と、大陸中に魔物の群れが溢れる事を伝えた。

　すると、レオールは少しの間考え込む。

「……この国の外では、そんな事が起こるのか。やはり、ここは辺境だけあって、情報伝達の遅さが顕著だな。……ともかく、大陸中という事は、ここも例外ではないという事だな？」

「あぁ、間違いなくここにも魔物の群れが現れるだろう」

「やはり。……となると、我輩達だけ引き籠こもるというのも、どこか違うな。……ワズ、これから時間はあるか？」

「まぁ、ここに来た目的は、レオールの結婚式に参加するためだし、時間はあるけど？」

「なら、父と国王様にも、邪神と魔物の群れの事を伝えて貰えないか？　事態は国を挙げて動くべきだと判断する」

「ん？　まぁ、別に良いけど」

　どれだけの魔物の群れが溢れかえるかわからないのだ。

　戦力は多いに越した事はない。

　ここに来た目的は、結婚式に参列するだけだったけど、どうやら戦力増強が出来そうである。

「ただなぁ……」

　そう呟いて、レオールが観察するように俺を見てくる。

「もちろん、我輩はワズの力を知っているから信じるが、国王様がワズの言葉を信じるには、筋肉が足りんかもしれん。……まぁ、その時は我輩も口添えしよう」

　……何だろう。この、そこはかとない嫌な予感は。

　ここに来てから二回目である。……『筋肉』という言葉を聞くのは。

　何となく……そう、何となくだけど、危機感知がこれ以上行ってはいけないと言っている気がした。

　そして、俺達はレオールとエネネさんの案内で、吸血鬼の王へと会いに行く。

　吸血鬼の王が居る場所は、謁見の間だった。

　しかし、今はその場所で、明日の結婚式を祝って宴会が行われている。

　レオールは宰相の息子で、エネネさんは王の娘であるため、明日の結婚式は国を挙げてという事もあり、宴会にもこの国の中枢を担っている人達がこぞって参加しているそうだ。

　そんな説明を俺達へと聞かせながら、レオールが謁見の間の扉を開く。




　……謁見の間の中は、地獄だった。




　俺はレオールの事など気にせず、一気に扉を閉める。

「……はぁ……はぁ……。何てものを見せるんだ」

　振り返ると、奥さん達は全員固まっていた。

　自分の見た光景を信じたくないのだろう。

　……俺も信じたくない。

「……だ、大丈夫？」

『……』

　奥さん達へと声をかけるが、皆からの返答が無い。

　どうやら、立ち直るまでに時間がかかりそうだ。

「あっ！」

　思い出したようにレオールへと視線を向けると、頭を抱えて蹲うずくまっていた。

　エネネさんは恍惚とした表情を浮かべ、レオールをただ眺めているだけ。

　こっちはこっちで、色々病んでいるなと思う。

　そして、奥さん達が気を持ち直して覚悟を決めるのと、レオールが落ち着くまで待ってから、俺達は再び謁見の間の扉を開く。

　広がる光景は先程と変わらない。

　無礼講なのか床に高価そうな絨じゆう毯たんを敷いて、その上に数多くの料理や酒が用意され、参加者は絨毯の上に座って飲めや食えやの宴会が行われている。

　それはまだ良い。普通の事だ。

　だが、俺が即座に扉を閉めた理由は別にある。

　それは、女性陣は結婚式を祝ってか煌きらびやかなドレスを身に纏っているのだが、男性陣の方は……上半身裸というか……黒パン一丁に黒いマントを身に纏っているだけ。

　しかも、男性陣の肌はこんがり小麦色で、筋肉モリモリである。

　……これが現実の光景だと認めたくない。

　服をきちんと着ている男性陣も中には居るのだが、見つける方が困難だ。

「どうした？　ワズ。早く国王様へと進言しに行くぞ」

　レオールがそう言うが、体がこの中へ入る事を拒否している。

　エネネさんも、俺達の様子を見て小首を傾げていた。

　吸血鬼達にとってみれば普通の事なのだろう。

　けれど、もう少し初見の俺達を気遣って欲しい。

　俺は大きく深呼吸をしてから、レオールとエネネさんに続いて謁見の間へと入る。

　奥さん達も覚悟を決めたのか、周囲を警戒しながら付いてきた。

　レオールとエネネさんは、周囲の人達に軽く挨拶しながら進んでいく。

　周囲の人達も「おめでとう」とか、祝福の言葉を述べるが、次には俺達へと興味深そうな視線を向けてくる。

　品定めをしているようにも見える視線だが、何故かその視線は俺に集中していた。

　……正確には、俺の体格に。

　時折、「筋肉が……」とか、「……細いな」とか、「圧倒的に足りない」とかの言葉が耳に届く。

　もう耐えられないので帰って良いですか？

　明日結婚式ですね。それまで我慢ですか？　……そうですか。

　自問自答しながら、レオールとエネネさんに付いていく。

　そして、二人に案内された場所に居たのは、顔はナイスミドルなのだが、この中で一番肌が小麦色に焼け、一番筋肉がモリモリしている人物。

　当然、黒パン一丁に黒いマントだけの姿である。

「おぉ！　明日の主役である花嫁エネネと花婿レオールではないか！　一体どうしたのだ？　明日のために休むと言っておらなんだか？」

「早急に伝えねばならない件が出来ましたので、お伝えに来ました」

「何やら大変な事が起こりそうなのです。父様」

　……認めたくない。

　……認めたくないけど、レオールが臣下の礼をしているし、エネネさんも「父様」と言っている。

　つまり、この筋肉モリモリさんが、この国の……吸血鬼の王という事か。

　レオールとエネネさんが、吸血鬼の王へと俺達の事を紹介している間、俺は何も考えないようにしていた。多分、考えたら負けだ。

　そして、紹介が終わったので、俺は一礼して挨拶をする。

「初めまして、吸血鬼の王。ワズと申します」

「うむ。筋肉が足りない者よ。我が吸血鬼の王である『ベネド』である！　好きなように呼ぶと良い！」

　そう言って、吸血鬼の王──ベネド国王様は、何やら筋肉を見せつけるようなポーズを取る。

　ポーズを取る事にも突っ込みたいけど、まずは俺の呼び方がおかしい。

「……ワズです。それで、お伝えしたい事があります」

「うむ。筋肉が足りない者よ。申してみよ」

「……ワズです」

「うむ。だから、筋肉が足りない者よ。早く申せ」

　怒っちゃいけない。怒っちゃいけない。怒っちゃいけない。

　俺が内に燻くすぶる怒りを外へと吐き出すように息を吐いた瞬間、エネネさんがすっと俺の前に立ち、そのまま流れるような動きでベネド国王様の頰を引っ叩いた。

「父様。私がお招きしたお客様なのに、失礼を働かないで下さい」

　エネネさんはそう一言付け加え、さも当然であるかのように、もう片方の手に持っていたグラスを前に突き出し、中に入っている水をベネド国王様の顔にぶっかけた。

　ええええええええええっ！

「申し訳ございません、ワズ様。どうやら、父様は少し酔っているようでして、失礼な物言いをした事、私が謝りますので、どうかお許し下さい。父様は良くも悪くも筋肉の人でして……」

　エネネさんが俺に向かって頭を下げる。

　しかし、謝っているのはわかるのだが、言っている意味がわからない。

　というか、理解出来ない。

　そのエネネさんの父親であるベネド国王様はというと、少しの間ぼうっとこちらを見ていたかと思うと、カッ！　と目を開いて、俺に向かって頭を下げた。

「酔っていたとはいえ、先程の呼び方は失礼であった。誠に申し訳ない。改めて名乗ろう。この国の王であるベネドである」

　先程までとは違い、真しん摯しな態度へと変わったように思える。

　多分、先程までは明日の結婚式に浮かれて、悪酔いしていただけなのだろう。

　……ただ、ポーズを取る意味はわからないし、俺の筋肉が足らない発言も本音のように感じた。

　だって、その言葉、ここに来てから良く聞くし。

　けれど、ベネド国王様が正気に戻った以上、こちらもそれ相応に対応しなくてはならない。

　苦笑いを浮かべて奥さん達へと視線を向けると、奥さん達も困ったように笑みを浮かべていた。

　俺に任せるという事かな？

　……はぁ。

　失礼な呼び方だったのは間違いないけど、まぁそこまで怒るような事でもないと思う。

　そもそも、呼び方も馬鹿にしているというよりは、もう少し筋肉を付けた方が良いんじゃないかという思いやりも感じていたし。

　なので、俺は大きく深呼吸してから、改めて名乗る。

「……わかりました。娘さんに殴られて水もかけられていましたし、先程の事は無かったという事で。……こちらも改めて。ワズです。宜しくお願いします」

　そのまま続けて、俺が奥さん達を順に紹介していく。

　紹介を聞き終わったベネド国王様は、一つ頷いた。

「うむ。娘が結婚式に招いた客だ。自分の家のように寛いでいかれるが良い。それで、何やら我に伝えたい早急の件があるとか？」

「はい。ベネド国王様。実は」

「あぁ、待ってくれ。元々我は気にしないというのもあるが、無礼を働いてしまった相手に様付けされるのは居心地が悪い。言葉遣いもそうだが気軽に呼んでくれた方が助かる」

「それじゃあ、ベネドで」

　いや～良かった。

　何か、ベネドを様付けにするのは、別に勝負をしている訳じゃないのに負けた気分になるというか、少しばかり抵抗があったんだよね。

　本人が助かるというし、呼び捨てでも問題ないだろう。

　実際、ベネドは呼び捨てを気にしている様子は見えないし。

　そして俺は一呼吸置き、これから起こる邪神復活と大陸中に魔物が溢れかえる事を伝えた。

「……う～む。これからそう遠くない日に、邪神の復活と魔物の氾はん濫らんか。俄にわかには信じ難い話ではあるが……」

　ベネドは考え込むように顎へと手を当て、少しの間そうしていると、レオールへと視線を向けた。

「レオールは、ワズの言葉を信じているのだな？」

「はい。ワズがこのような噓を吐くような者とは思っていません。それに、ワズの奥様方の中には、マーンボンド王国の王女、勇者、獣人国の王族、聖女と、公的に発した言葉に責任を持つ方々が居ます。まず、間違いないかと、我輩は思っております」

　おぉ、レオールよ。俺をそんな風に思っていたんだな。

　何やら、ちょっとした感動を覚えた。

　……でも、そこは変わらずというか、俺が近付こうとすればビクッと反応する。

　そして、それに反応するのがもう一人加わった。

　エネネさんである。

　俺がレオールに近付こうとする度に、目を輝かせるのだ。

　正直言って、レオールの幸せを本気で祈った。

　そんな風に心の中だけで祈っていると、レオールの言葉を受けたベネドが返答する。

「……そうか。わかった。なら、我等吸血鬼も協力しよう」

　え？　即決ですか？

「……えっと、協力してくれるのは嬉しいんだけど、本当に良いんですか？」

「うむ。構わん。我等も偶には戦わんと、戦いのカンが鈍るしな。それに、どの町の戦力も、打って出るにしても籠城するにしても食糧は必要だろうし、それらを用意する場所も必要だろう？」

「えぇ……ん？　食糧？　用意？」

「うむ。我が国の備蓄食糧が必要なのだろう？」

「え？　何ですか、それ？」

「ん？」

「ん？」

　……何だろう。

　どうにも話が嚙み合っていないような気がする。

　ただ、その原因がわからない。

　なので、俺とベネドは互いに首を傾げる。

　少しの間そうしていると、レオールが声をかけてきた。

「……ワズ。一つ聞きたいのだが、ここへと来たのは、我輩等吸血鬼の協力を取り付けるのが目的ではないのか？」

「え？　何言ってんの？　レオール。お前とエネネさんの結婚式に参列するのが目的だけど。吸血鬼達の協力の方はついでというか、ここに来て一応警告しておいた方が良いなと思ったから、それで伝えただけだけど？」

　全く、失礼な！　ここにはお前の結婚式を祝いに来ただけだいっ！

　俺の言葉を受け、レオールが確認するようにもう一度聞いてきた。

「……つまり、本当に、ここには我輩達の結婚を祝いに来ただけだと？」

　俺は黙って頷く。

　レオールが、一体何を確認したかったのか、さっぱりわからない。

　俺はそう言っているのに、信じないのかよ。

　ただ、レオールの表情はどことなく嬉しそうだ。

　すると、ベネドが豪快な笑い声を上げる。

「ぐわはははははっ！　そうかそうか！　レオールは良き者との親交を得ていたようだな！」

「ふふ。そうですね。レオールの蝙蝠恐怖症を治したのもワズ様ですし、本当に、私達にとって良き縁となりました」

　エネネさんも続けて言った事で、レオールは恥ずかしそうに頭を搔いた。

　俺もそう言ってくれるのは嬉しいので、レオールと同じように頭を搔く。

　奥さん達も微笑ましそうに俺を見ていた。

「なるほど、そうであったか！　うむ。気に入った！　では、念のために地下食糧庫も開放しておこうではないか！」

　ベネドが面白そうなモノを見つけたとばかりに笑みを浮かべるが、俺は気になる事を尋ねる。

「地下食糧庫？」

　俺の問いに答える前に、ベネドはレオールへと何かしらの指示を飛ばし、それから俺の方へと視線を向けた。

「地下食糧庫というのは、その言葉通り、この国の地下にある食糧を保存している倉庫の事である。……まぁ、見てわかる通り、我等吸血鬼は、現在農業に生き甲斐を感じている」

　……うん。見てもわからないし、言っている事もわから……待てよ。

　………………いや…………でもさ。

　う～む。どうしよう。

　……何となくわかった部分があるというか……理解してしまったようで嫌だけど。

「……えっと、つまり……。吸血鬼の男性の多くの肌が焼けているのはぁ……」

「うむ。常日頃、太陽の下で農作業を行っているからである！」

　ベネドがムンッ！　と、何やら筋肉を膨張させるポーズを取る。

　……だと思ったよ！　認めたくないけど！

「それはつまり、こんがり焼けている肌を持つ吸血鬼達は……陽の光を克服しているという事ですか？」

「……？」

　何当然の事を聞いているんだ？　こいつ？　みたいな視線を向けられた。

　その視線を受けながら、俺は次を尋ねる。

「吸血鬼達の体格が良く……健康そうな……筋肉を付けているのも？」

「うむ。日頃の農作業のおかげだな。皆、毎日すくすくと育つ作物達がたまらなく可愛いのだ！　血を求める以外で、初めて生き甲斐を感じたと言っても良いだろう。それと、筋肉を付けているのは趣味である！　どうだ？　美しいだろう？」

　そう言って、ベネドは何度もポーズを決める。

　俺の心の中の何かが、ガリガリと削られていく感覚がした。

　こんなモノ……奥さん達に見せる訳にはいかないと思ったのだが、奥さん達は既にエネネさんを筆頭に吸血鬼の奥様達と会話を交わしている。

　あの……俺だけでベネドの相手をしないといけないのですか？

　何よりも、奥さん達が奥様達と固まる事によって、余った筋肉モリモリの吸血鬼男性陣が、チラチラと俺の方に交ざりたそうな視線を向けている。

　……これ以上の苦行を味わえというのか、神よ。

　……というか、その神であるフロイドはというと……奥さん達と共に行動し、紅茶を淹れていた。

　完全に逃げたな。

　俺がこっちに来いよと視線を向けると、一礼するだけである。

　……俺もそっちに行きたい。

　けれど、現実は逃げる事も出来ず、俺は溜息を吐いてベネドへと視線を向ける。

「……筋肉の事はもうわかりましたから、それで……その地下食糧庫を開放するというのは？」

　再び声をかけた事で、ベネドはポーズを決めるのを止めた。

「それはな、地下食糧庫には沢山の食糧があるのだ！」

「……で？」

「ん？」

「ん？」

　もう少しわかりやすく言えよ！

　さっぱり意味がわからないんだけど！

　もう嫌だ！　何なんだよ！　吸血鬼らしく行動してくれた方がわかりやすいわ！

　いや、そもそも、こんな吸血鬼らしくない人達に、吸血鬼らしい行動を期待する方が間違っているのか？

　本当にもう、何で陽の光の下で平気なんだよ！

　それで農業に目覚めるって何？

　もうわけわかんねぇよ！

　誰かちゃんと説明してくれる吸血鬼は居ないのかよ！

　そんな俺の願いが届いたのか、説明してくれる人が現れた。

「こんにちは。そして、初めまして、ワズ殿」

　背後からそう声をかけられたので振り向くと、そこにはレオールとやせ細っている一人の男性が居た。

　顔立ちは、どことなくレオールに似ている事から父親だと思うのだが、目の下のクマが凄い。

　何日寝ていないんだと問いたい。

　ともかく、挨拶をされたのだし、挨拶を返さないと。

「初めまして……えっと」

「あぁ、失礼。自己紹介がまだでしたね。本当に失礼……どうも寝不足で頭が働かないようで」

　どうしよう。挨拶は良いから、もう寝て下さいと言いたい。

　それぐらい、この人の目のクマは凄かった。

「……どうも、初めまして、私の名は『クオル』と言います。まぁ、顔がよく似ていると言われるのでわかっていると思いますが、レオールの父です」

　そう言って一礼するのだが、クオルさんの頭が上がってこない。

「…………………………Ｚｚｚ」

　寝ているっ！

　立ったまま寝ているよ、この人！

「ちょっ！　父さん！」

　レオールが焦ったように揺り動かす事で、クオルさんの口が開く。

「……だから言っているじゃないですか。この書類にはベネド様の印が必要だと。……何？　ベネド様が見つからない？　……全く、いつもいつも全ての仕事を私に押し付けて。……どうせ、いつものようにトレーニングしているのでしょう。あの筋肉馬鹿が。……その度に私が不眠不休でやっているというのに、本当に何度もいい加減にしろと言ってもわからないのだから。……頭まで筋肉で出来ているのではないか。……あぁ、その書類は私が預かります。後で、私が筋肉馬鹿から印を貰って処理しておきましょう。……Ｚｚｚ」

　起きてなかったぁ！

　それに、何やらベネドへの文句が垂れ流しである。

　だが、聞いていたベネドは楽しそうに笑っているだけであった。

　……何度もと言っていたし、多分、これがいつも通りの日常なんだろうな。

　クオルさんに同情してしまう。

　後で、仕事しろとベネドに言ってみるか。

「ぐわはははははっ！　クオルは相変わらずだな。ほれ、ワズが待っているぞ！　さっさと起きんか！」

　そう言って、ベネドがクオルさんの背中を叩く。

「けほっ！」

　背中を叩かれた衝撃で、クオルさんは目を覚ましたようだ。

　周囲の状況を確認し、自分がどうなっていたかを思い出し、俺に頭を下げる。

「これは失礼しました。この数日、自分の娘の結婚式だというのに何もせず、準備の全てを私に丸投げした筋肉馬鹿が居たせいで眠る時間を取る事が出来ず、恥ずかしい所をお見せしました」

　……口調が寝言と一緒になっているけど、ちゃんと起きているよね？

　起きている事を証明するように、クオルさんは頭を上げ、その目をしっかりと開いている。

　良かった。起きていたか。

　そして、筋肉馬鹿呼ばわりされていたベネドは、相変わらず笑っているだけである。

　本当に、これが吸血鬼達の日常なのだろう。

「それで、私はどうしてここに呼ばれたのでしょうか？　息子の友への紹介と、明日の結婚式に参列するというのは聞きました。なので、その席をどこにするかという事でしょうか？」

「うむ。それもあるが、実は地下食糧庫を開放しようと思ってな！」

　ベネドが快活に答えるが、クオルさんは何言ってんだ、こいつ？　みたいな目線を向けていた。

「……一体、どうしてそのような事に？」

「それなのだが…………………………ワズ。説明を頼む」

　てめぇ！　もう忘れてんのかよ！　さっき説明しただろうがっ！

　クオルさんの言う通り、脳まで筋肉で出来ているんじゃないだろうか。

　俺は溜息を吐き、今度はクオルさんに邪神関連の説明を行う。

　聞き終わったクオルさんは、目を閉じてうんうんと頷いていた。

　……寝てないよね？

「……なるほど。外ではそのような事態が起ころうとしているのですか。確かに、それならば、地下食糧庫を開放しようとしているのも頷けますな」

「えっと、だから、その地下食糧庫を開放するという意味がわからないのですが？」

　俺は、困ったようにクオルさんへと尋ねる。

　ベネドに説明は無理なので、期待しない事にした。

　なので、クオルさん説明求む。

「あぁ、その説明のために、私が呼ばれたのですか。地下食糧庫というのは、この国の地下にある保管庫で、そこにはここで育てた作物の全てが、状態保存魔法をかけた状態で収められているのです」

「……はぁ」

　クオルさんは自信満々に告げるが、俺には良くわからない。

　そんな俺の表情を読み取ったのか、クオルさんが簡潔に教えてくれる。

「要は、ベネド様は地下食糧庫を開放して、その中にある食糧を大陸中に配って、戦中の支援と戦後の復興に当てようと言っているのです」

「……はぁ。それは助かりますが、大陸中ですか？」

　助かる事は間違いないのだが、大陸中というのは、一国が用意しようとした場合大き過ぎると思うのだが。

「あぁ、何を心配しているのかはわかります。ですが、大陸中でも問題無いでしょう。何せ、地下食糧庫の広さは、この国の領地と同等で、そこにたんまりと保存されていますから」

「……ちょっと待って下さい。この国の領地ってどれだけなんですか？」

「そうですね。……う～む。手頃な比較対象で言えば、王都イスコアより少し広い程度でしょうか？」

　その言葉に、俺はポカンとしてしまう。

　王都イスコアは、端から端までを普通に歩いていけば、一日の大半を使うくらい広い。

　マーンボンド王国の王都と並んで、この大陸の中で最も大きな町だ。

　それよりの少し広い程度といっても、かなり広大であるのは間違いない。

　そこにたんまりなんて……いや、確かに町の中に入った時、いやに畑が多いなとは思ったが……。

「……ん？　ちょっと待って下さい。その地下食糧庫に保存されている作物を作ったのは、この国の吸血鬼達ですよね？」

「そうですよ」

「それなら、吸血鬼達の数は少ないし、それだけの数を用意するなんて、一体どれだけの時間がかかっているのですか？」

「えっと、建国当時から農業はやっていましたが、地下食糧庫を造り、そこに保存し出したのは、ここ数十年の話ですね。いやはや見てわかる通り、ベネド様を始め、ここの吸血鬼達は良く食べるのですが、それでも消費出来ない分が出てくるようになりまして、それを保存しておくようになったのです」

「……ま、まぁ、それは良いとして、それだと、保存状態の方はどうなんですか？　そんなに前からとなると、鮮度というか、状態保存魔法が切れている可能性もありますよね？」

　そう尋ねると、クオルさんは俺を安心させるように、にっこりと笑みを浮かべる。

「それも問題ありません。……本当にこの見た目でというか……残念というか……何でなんだよと、色々納得出来ない部分が多々ありますが、ベネド様は魔法の天才でもあるのです。地下食糧庫を造ったのも、状態保存魔法をかけたのもベネド様なのです。それに、月一で保存状態も調べていますが、問題無く魔法がかかっているのを、この目で確認していますので問題ありません。作物は瑞みず々みずしいままですよ。……本当、こんな筋肉馬鹿なのに」

　褒められていると思ったのか、ベネドはクオルさんの発言中、筋肉を見せつけるポーズを何度も取っていた。

　……暑苦しいので止めて下さい。それに、褒めてないからな。

「なるほど、わかりました。そういう事なら、協力を感謝します。それと、クオルさんの言葉を疑っている訳ではないのですが、念のための確認で地下食糧庫を見せて貰っても良いですか？」

「えぇ、構いませんよ。そういうのも必要でしょうし。ただ、かなり広大ですよ？」

「大丈夫です。そういうのを得意としている執事が居ますので」

　フロイドを勝手に巻き込む。

　視界の端で、フロイドの動きが固まったのが見えた。

　ふっ。ここから逃げ出した罰である。

　俺がにんまりと笑みを浮かべていると、クオルさんは考えるように顎へと手を当てた。

「……ただ、問題はあります。移送手段をどうするかですね。私達吸血鬼が飛んで運んでも良いのですが、やはり数が少ない上に、持っていける数にも限度がありますからね」

「あぁ、そうですね。けど、それに関してはアテがあるので大丈夫ですよ」

「アテですか？　お伺いしても？」

「別に隠してはいませんよ。龍達にお願いしようかと思っています。後で伝えておきますよ」

「おぉ！　龍ですか！　いやはや、ワズ殿の交友関係には驚かされますな」

　クオルさんが驚きと共に、これで問題はありませんなと頷く。

　まぁ、龍王よりも権力を持っている龍が味方ですからね。

　さて、これで話は大体終わりかな。

　後は、明日の結婚式に向けての話だけかと思ったのだが、そうはならないようだ。

「良し！　話は終わったな！　では、ワズよ！　龍の事も面白いが、まずは我と一戦交えようではないか！」

　暑苦しい笑みを浮かべるベネドが、突然そんな事を言い出した。

　……やっぱり、もう帰ろうかなぁ。
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　結局、ベネドと模擬戦のような一戦をする事になった。

　どれだけ言い訳の言葉を並べても、筋肉馬鹿には通用しないようである。

　ベネドの言い分としては、戦いのカンを取り戻すためと、邪神と戦う俺の力を確認したいという事らしい。

　まぁ、そういう事なら仕方ないと、俺が折れる形である。

　模擬戦をする場所は、城の中庭だったのだが、かなり広いので問題ないだろう。

　ただ、所々に鍬くわ等の農業道具が見えるのが、この国の今を表していると思った。

　その中庭の中央に俺とベネドが相対するように立ち、周囲には観戦する奥さん達と、レオールとエネネさんを含む吸血鬼達が居る。

　ちなみに、クオルさんはフロイドと共に、保存されている食糧の状態を確認するため、地下食糧庫へと向かった。

　クオルさんと共に行く際、フロイドがどこか悲しそうな感じで俺を見ていたのを思い出すが、多分それは噓だろう。

　俺が気にすると思って、そういう態度を取ったのだとわかっている。

　全く……その程度で俺が騙だまされると思っているとは。

　…………………………まぁ、勝手に頼んだ訳だし、後で労ねぎらっておこうかな。

「準備は良いか？　ワズ！」

　思考を遮るように、対たい峙じするベネドが確認してきたので、俺は問題無いと答える。

「いつでも良いぞ。……ただ、本気で来いよ？　でないと、直ぐ終わるからな。噓でも冗談でもなく」

「言ってくれる！　ぐわはははっ！　良いだろう。なら、お望み通り、本気でいかせて貰う！」

　そして、俺とベネドの模擬戦が始まった。

　ベネドは、言葉通り最初から本気を出しているのだろうが、まずは様子見と次々と魔法を放ってくる。

　クオルさんが言っていたように、魔法が得意なようだ。

　……本当。何から何まで見た目と違い過ぎるな。

　というか、今更ながら黒パン一丁にマント姿の筋肉モリモリと戦うのに、抵抗を覚える。

　服を着ろ！　服を！

　しかし、本当に、炎、水、土、風、雷と、多彩な魔法を使ってくる。

　ただ、気になるのは、魔法を使う度に、様々な筋肉を見せつけるポーズを取る事だ。

　普通に魔法を放てないのかと問いたい。

　けれど、残念ながら俺に魔法は通じないのだ。

　ベネドは、どれだけ魔法を放とうが無傷である俺の姿を確認すると、その場から飛び出し、一気に俺へと迫った。
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「おぉ！　魔法が効かないとは、一体何者なのだ？　ワズは」

「そう尋ねる割には、随分と楽しそうな笑みを浮かべているな」

　悪役のような笑みを浮かべ、ベネドが拳を振るってきたので、俺はその拳を受け止める。

「それと、一体何者なのかという問いだが、邪神と戦おうとする奴が普通な訳ないだろう？」

「ぐわはははっ！　確かに！　それはそうだなっ！　……では、もう少し我に付き合って貰おうか！」

　そして、俺とベネドの演武のような肉弾戦が続く。

　基本的に俺は受け手に回り、ベネドの攻撃をかわしていった。

　ベネドは、見た目通りと言うべきか、それとも予想外と言うべきか悩むところだが、実際かなり強い部類である。

　その強さは、山の上位者であるニール、ルト、ガイン、ゼアルの四人に匹敵するかもしれない。

　ベネドの攻撃を捌さばきながら、俺は声をかける。

「思ったよりも強いんだな、ベネド」

「ぐわはははっ！　そうであろう、そうであろう！　しかし、農業に精を出し過ぎたせいか、やはり戦いのカンが鈍っておるな」

「そうなのか？　まぁ、今でも充分強いとは思うけど？」

「いやいや、大陸中央の山に身を寄せていた時は、もっと動きが機敏であったわ」

　動きが機敏じゃないのは、筋肉が付き過ぎた影響だと思うのだが。

　まぁ、それは別に良いとして、気になるのは山に居たという事である。

「山に居た？　……それじゃあもしかして、ラグニールやニール達の事も知っているのか？」

「おぉ？　その名が出るという事は、ワズはもしや、山の上位者である者達を知っているという事か？」

「あぁ、知っているとも。ラグニールは一応親友だし、ニール、ルト、ガイン、ゼアルも友達だ」

「懐かしい名ばかりだな。そうか、あの者達は元気でやっているのか」

　ベネドは昔を懐かしむように目を細める。

　ただ、俺としては、ベネドがラグニール達を知っているとわかっても、妙に納得出来てしまった。

　変態は……変態を知るという事か……。

　山の上位者という立派な肩書きを名乗ってはいるが、俺にとっては馬鹿な友人ばっかりである。

　そこに今日、新たな一人が増えただけだ。

　俺は溜息を吐きつつも、自然と笑みが浮かぶ。

　楽しく、気の良い奴等だしな。

　けれど、今は目の前に新たな一人──ベネドに集中しなければならないし、いつまでもこうして模擬戦を繰り広げている訳にはいかない。

　俺は迫るベネドの拳を受け止め、その反動で後方へと飛び、距離を取る。

「それじゃあ、そろそろ終わらせようか。そうそう、俺に負けたからといっても気落ちしなくても良い。何せ、ニール達四人がかりでも俺に勝てなかったんだからな」

「ほほぅ。それは面白い。……ふんぬうううぅぅぅ」

　俺は真正面から打ち込むと意思表示するように構え、ベネドもその身に力を込める。

　そして、今度は俺から飛び出し、ベネドへと一直線に向かうと、その動きに合わせるようにして、渾こん身しんの拳が振るわれる。

　俺は、それは片手で受け止め、もう片方の拳をベネドに向かって放つ。

　しかし、その拳がベネドに当たる事は無く、丁度ベネドの顔の前で止めている。

「……俺の勝ちで良いかな？」

「ぐわはははっ！　もちろんだとも！　まさか手も足も出ないとは、我もまだまだだな！」

　ベネドは豪快な笑い声を上げ、俺は拳をすっと引く。

　模擬戦が終わったので、奥さん達の方へと視線を向けると、皆俺の勝利を祝うように微笑んでいた。

　そして、その近くに居たレオールの姿を視界の端に捉えると、ガタガタと小刻みに震え出す。

　多分、俺にぶっ飛ばされた事を思い出しているのだろう。

　そんなレオールを、恍惚とした表情で見るエネネさんも居た。

　どっちもぶれないなぁ。

　俺はその光景に苦笑しつつ、ベネドへと視線を向ける。

　ベネドは暑苦しい笑みを浮かべていた。

「ワズの強さは理解出来た！　底が見えんというか、全てを知る事が出来ない程に強いという事がな！　これならば、安心して邪神を任せる事が出来る！　大陸中に溢れる魔物の事は任せておけ！　我等吸血鬼も協力しよう！」

　改めて言われ、俺とベネドは協力を約束するように握手を交わす。

　すると、ベネドは遠くを見るように視線を動かした。

　その先にあるのは、大陸中央にある山である。

「……魔物が溢れるまで時間はまだありそうだし、久々に懐かしい面々に会いに行くか。……だが、今はそれよりも、新たな友を歓迎せねばならない！」

　そして、明日の結婚式の祝いと共に、今度は俺達の歓迎会が開かれた。

　奥さん達と共に存分に飲み食いをし、その最中にクオルさんと一緒に戻ってきたフロイドから、地下食糧庫に問題は無かったと報告を受ける。

　ありがとうと、素直に感謝の言葉を送ったのだが、それがいけなかった。

　やたらと上機嫌となったフロイドがうざかったとだけ言っておく。

　それと、ベネドに対し、クオルさんをちゃんと寝させろと意見したのだが、その事でクオルさんにもの凄く感謝された。

　自分の権限で、邪神戦にはこの国の全戦力を投入するとまで言い出す。

　苦笑を浮かべつつ、無理はしないようにと言っておいた。

　多分、クオルさんが倒れると、国王が国王なので、この国は駄目になるような気がしたからだ。

　その後は、クオルさんも加わって談笑をしながら飲み食いをし、夜が更ける。

　俺達が泊まる場所は、エネネさんが用意したと言っていたが、その場所はやはりと言うべきか、レオールが前に言っていた蝙蝠屋敷であった。

　着いた時は凄い数の蝙蝠が飛び交っていたのだが、きちんと教育されているのか、エネネさんの一言でどこかへと飛び去っていく。

　そのまま俺達は、それぞれ宛てがわれた部屋で休んだ。




　翌日行われた結婚式は、見事だった。

　きちんと整えられた衣装を身に纏うレオールに、純白の花嫁衣裳を身に纏ったエネネさんの二人は、とても恰好かつこ良よく、綺麗としか言えない。

　俺もそう遠くない日に、奥さん達に花嫁衣裳を着せ、結婚式を挙げたいと誓う。

　全ては邪神を倒してからだ。

　ベネドの奥さんと、クオルさんの奥さんも、その時初めて紹介されたが、二人共とても綺麗な人だった。

　昨日は、この結婚式の準備で忙しかったそうなので、顔合わせが出来なかったのである。

　結婚式が終わり、その後は、今日の主役であるレオールとエネネさんを中心に、大いに盛り上がり、奥さん達はエネネさんの花嫁衣裳に興味津々なのか、楽しそうに談笑している。

　その光景を微笑ましく見ていると、フロイドがスッと近付いてきた。

「良い休日となりましたね、ワズ様」

「……お前でも、そんな風に思うんだな」

「やはり、平和が一番です」

「それについては、同意見だ」

　そして、俺とフロイドも主役の二人を祝う場へと交ざり、その翌日、町の入り口でベネド達に見送られながら、俺達は王都へと戻った。
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　王都イスコアへと戻った俺達は、来る日に向けて鍛錬を始める。

　休日を挟んだ事で、皆の精神状態も良い。

　また、偶たまに王城へと出向き、各国の状況も確認する。

　何でも、非常時にのみ使用するよう義務付けされている、連絡用の魔導具があるそうで、遠く離れた場所でもそれで会話が出来るそうだ。

　ただ、数が絶対的に少ないので、各国の中心となる場所にしか設置出来ていないらしい。

　……多分、神格化した俺なら作ろうと思えば作れそうだけど、カガネ曰いわく、絶対的に足りていないという訳ではないので、作らない方が良いと説教された。

　対抗策も無いままに、数を増やすべきではないとか何とか言っていたが、良くわからない。

　でも、カガネの言う事なら間違いはないだろうと思ったので、言う通りにしておく。

　そして、各国の状況だが、準備の方はある程度までは順調に進んでいるそうだ。

　食糧問題に関しては、吸血鬼の国が協力してくれた事で余裕が生まれたそうなのだが、今一番の問題になっているのは、戦力面である。

　要は、どれだけの戦力を集めれば良いのか？

　または、集めた戦力をどのように割り振るかが問題らしい。

　まぁ、その辺りは俺がどうこう出来る部分ではないので、王様達にお任せである。

　そうして報告を聞く事以外の時間は、鍛錬したり休んだり、奥さん達と町へ繰り出して楽しんだりと、思うように過ごした。

　……そして、その日が来る。




　朝一番で起きた俺の枕元に、一枚の紙が置かれていた。

　その紙には、『三日後に復活するよ～。　シロ』と書かれている。

　何か軽い文面だが、噓ではないと思うので、俺はこの報しらせを奥さん達に伝え、王城へと出向いて報告した。

　俺の報告を聞いたルソナ国王様は、早速各国へとこの報告を飛ばす事にし、ここから大急ぎで各準備を済ませていくようだ。

　そして、俺は奥さん達と、残り時間をのんびり過ごす。

　鍛錬に関しては、今出来る事は全てやったので、後は奥さん達の無事を信じるだけだ。

　奥さん達も俺の無事を信じて待つと言ってくれているので、必ず帰って来ると約束を交わした。

　翌日、枕元には『後二日だよ？　準備出来てるかな～？　お～！　シロ』と書かれた紙があり、イラッとしたので、即座に丸めて捨てる。

　その日は、奥さん達と一緒にだらだら過ごした。

　次の日、枕元に置かれていた紙には、『いよいよ明日だね。復活した邪神が現れるのは、大陸中央の山の頂上付近だよ～。僕は、そこへと向かう途中で待っているから～！　覚悟してきてね～！　シロ』だ。

　そして今日は、奥さん達がそれぞれ向かう場所へと移動する日でもあり、ゆっくりと朝食を済ませ、俺は家の中庭で奥さん達を見送る。

「……それじゃ、言いたい事は今日までに全部言ったと思うけど、気を付けてね」

　大丈夫だと安心させるため、俺は笑顔でそう言い、奥さん達も笑みを浮かべていた。

「どちらが大変かといえば、それはワズさんの方なんだぞ？　そこのところを良く考えるべきだな。……私達の下もとへ帰ってこなかったら許さない。また追いかけるから、覚悟しておくんだな」

「ふふふ。そうですね。私達はこうしてワズ様の下へと辿たどり着いたのです。また追いかけるくらい、どうって事はありませんね。……でも、次はワズ様が私達の下へと来て欲しいです」

「それは良いですね。私達の動きは魔物の群れの影響で制限されるかもしれないし、邪神を倒したワズ様に迎えに来て貰うのは、大変素晴らしいと思います」

「ワズが私達を迎えにかぁ……。出来れば白馬に乗って来てくれると……いや、何でもない。待っているからな、ワズ。ちゃんと私達を迎えに来いよ！」

「安心して下さい、ワズさん。私もそうですが、皆もワズさんが迎えに来てくれると思うからこそ、その場で待つ事が出来るのです。それでも、なるべく早く迎えに来て下さいね」

「……待ってる」「キュイ！　キュイ！」

「まぁ、それでも、私達はもの凄く強くなったからね。お兄ちゃんは安心して、邪神に全力を注いで大丈夫だから。それに、お兄ちゃんが邪神を倒す前に私達の方が魔物の群れを全部倒しちゃうかもよ？」

「なら、競争だな。夫殿が邪神を倒すのが先か、私達が魔物の群れを駆逐するのが先か。私達は負けるつもりはないから、覚悟する事だな」

「ふふ。これは大変ね、ワズ。これで私達が勝ったなら、上がらない頭がますます上がらなくなるという事だから……さっさと邪神を倒してこい！」

　やれやれ……確かに、これ以上頭が上がらないのは勘弁だな。

「あぁ。わかっているよ。ちゃんと迎えに行くから、待っていてね」

『はい』「……おー」「キュイッ！」

　そして、俺から『転送』の魔法を教わったカガネの魔法で、皆をそれぞれの場所に送っていく。

　順番に送っていく際、俺は奥さん達と互いの無事と再会を誓い、口付けを交わした。

　最後にカガネが『転移』した後、この場に残ったのは俺とアリアだけである。

　アリアは、王都イスコアを守るため、この場に残った。

「それじゃ、行ってくる」

「……気を付けてね」

　アリアと口付けを交わし、俺は実家の門をくぐる。

　そこには、フロイドが待ち構えていた。

「もうよろしいのですか？」

「あぁ。じゃ、行くぞ」

「かしこまりました。……ところで、私とは互いの無事を誓い合わないのですか？」

「……お前は死んだと見せかけて生きているような奴だ。誓い合うだけ無駄だ」

「なるほど。私はそれだけの信頼を勝ち得たという事ですね。このフロイド、ワズ様の信頼を損なわないため、生き残ってみせましょう」

　いや、お前はなんだかんだ言って死なないだろう？　というだけなのだが、これも信頼といえば信頼……か？　う～ん……まぁ、良いか。

　俺は大きく溜息を吐ついてから、フロイドを伴って山へと向かった。
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　山の中腹辺り──森が途切れる付近で一泊する。

　これ以上進めば、後は激しい気象変化が待つだけなので、その前に休む事にしたのだ。

　けれど、山に入ってから、おかしな事が一つある。

　それは、魔物の姿を見ないという事だ。

　軽く周囲を気配察知しても、魔物の反応は無い。

　まるで、何かを恐れるように消えていた。

　それとも、邪神の復活を待っているのかもしれない。

　ただ、居ない事には変わらないとはいえ、念のため結界は張って、しっかりと体を休める。

　そして翌日、激しい気象変化を抜けた辺りで、俺とフロイドを待ち構えるようにシロと闇女神が居た。

「よう」

「やあ」

　軽く挨拶を交わし、俺はシロと対たい峙じした。

「やっと来たね！　もっと早くに来るかと思ったけど、それでも早い方かな？　だって、邪神はまだ復活していないし」

「あぁ、やっぱりそうなのか？　それ程大きく変化が無いから、おかしいなとは思っていたんだ」

「そうだねぇ～。う～ん……後、もう少しって感じかな。だからさ、その前に僕と遊ぼうか」

「シロは随分と余裕なんだな。……そもそも、俺に勝てると思っているのか？」

「う～ん、どうかなぁ？　やってみないとわからないし、負けるつもりで、ここに立ってはいないよ」

「それは俺だって同じだな」

　そう言って、俺とシロは互いに笑みを浮かべる。

　一方、神同士の方はというと。

「これはどうも、闇女神さん」

「……ちっ」

「舌打ちとは穏やかではありませんね。その行為は、自身の品位を下げてしまいますよ。それは良くありませんね。闇女神さんも女性なのですから、自らを落とすような真似は控えた方がよろしいかと。それに、私達は同じく神ではないですか？　どうです？　これを機にお互い歩み寄るというのは？」

「……相変わらず、良く喋る口だな、創造神」

「力を失いましたからね。喋る事ぐらいでしか、自分を表現出来ないのですよ」

「……もう少し自分の行動を振り返ったらどうだ？」

「ふむ。私の行動を振り返ったらですか………………誇れる事しかしていませんね」

　それは噓だな。

　ここに一人、確実に迷惑をかけられた者が居るのだが。

　その事を察した闇女神が、俺に向かって同情するような視線を向けてきた。

　あれ？　何だろう……急に、闇女神とは仲良くなれそうな気がする。

　そう思った瞬間、俺の懐ふところから輝く光が漏れ、そこから光女神様が顕現したのだが、何故か俺に向かって殴りかかるように拳を突き出していた。

「うぉっ！　危なっ！」

「よりにもよって、闇女神さんになびくなんて、許しませんよ！　ワズさんにはこの私、愛する可愛い光女神が永遠に付いているのです！　他の神になびくなんて許しませんよ！」

　……永遠かぁ。

　というか、別になびいてないし！

　いや、確かに仲良くなれそうな気はしたが、それは同志というか、同じくフロイドに被害を受けた仲間というべきか、そんな感じの連帯感を抱いただけである。

「いいえ、きっとそれがきっかけとなり、仲が急速に深まっていくのです！　そんなの許しません！　だから、滅します！　そうなる前に闇女神さんを！」

　光女神様が、闇女神へと怒りに溢あふれた視線を向ける。

「という訳で、自害して下さい」

「なんで私が自害しなきゃなんないんだよ！　……相変わらず、この創造神と光女神は」

　闇女神がイライラしだした。

　うんうん。何かわかる。

　特にこの二柱は厄介だよね。

「あははっ！　闇女神様が対応に困っているよ！　そんな姿を見るのは新鮮だなぁ。でも良いの？　こうして時間を潰してさ？　邪神様の復活はもうそこまで来てるよ！」
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　確かにシロの言う通りである。

　なので、俺は闇女神と対峙しているフロイドは放っておいて、光女神様を呼ぶ。

「……どうして出てきたんですか？　邪神との戦いまで、力を溜めるとかじゃなかったんですか？」

「それはまぁ、仕方ないというか、ワズさんを援護するためです」

「俺の援護？」

「はい。ワズさんが、シロなる者と集中して戦うためには、闇女神さんが邪魔になります。ですが、今の創造神様では闇女神さんを押さえつける事が出来ません。なので、女神を代表して私が来たという訳です」

「なるほど。それは確かに」

「本当に大変だったのですよ。闇女神さんをぶち殺すって、海女神さんが暴れ出すし、押さえつけるのに苦労しました。その隙を突いて大地母神さんが出ようとするし、現状では戦えない戦女神さんがいじけたりと、ちょっとしたカオスだったのです。まぁ、結局は、うるさくしたせいで、眠っていた空女神さんがブチ切れましたけどね。その隙を突いて、私が代表して出てきました！　えへへ。どうです？　私が出てきて嬉しいでしょ？」

　……いや、女神様達よ。

　力を溜めているんじゃなかったのか？

　何でこの女神様達は、いつも通り過ぎるのだろう。

　闇女神が、再び同情的な視線を俺に向けてくる。

　理解してくれるのが敵だったというのは、一体どんな皮肉だというのか。

「「……はぁ」」

　俺と闇女神が同時に溜息を吐いた。

「……ほら。ちょっと遊んでやるから、さっさとこっちに来な。光女神」

「ほほぅ、上等です！　闇は光に勝てないという事を、きっちりと教えてあげますよ！」

　そう言って、光女神様は殺やる気満々の笑みを浮かべ、闇女神と対峙する。

　まぁ、かなり不安だけど、任せる事にしよう。

　そう判断して、俺がシロへと視線を向けると、楽しそうに笑っていた。

「あはは。本当に、ワズ達は面白いね」

「そうか？　意外と苦労しているんだけど？」

「でも、面白いよ。……あ～、笑った笑った。それじゃあ、そろそろこっちもやろうか」

　そう言って、シロがフードを取る。

　その顔は、まだまだ幼さが残るあどけないモノだった。

　見た目だけで言えば、正に少年そのものだ。

「そういえば、シロの顔を見るのは初めてだな」

「あれ？　そうだっけ？　……まぁ、こんな顔してます」

　えへっ！　と、笑ったシロが構えを取るので、それに合わせて俺も構える。

「まぁ、それは別に良いけど、武器は使わないのか？」

「武器？　そんなの使わないよ。生半可な武器じゃ、ワズを傷付ける事は出来ない事くらいわかっているさ。それぐらいは理解しているよ。……それに、昔から良く言うでしょ？　男と男の戦いは、拳と拳のぶつかり合いだって！」

　そう言い切るのと同時に、シロが俺へと一気に迫る。

　思ったよりも速い。

　けれど、対応出来ないという訳ではないので、シロが放ってきた拳を避け、逆に俺が拳を放ったのだが、シロはその拳を受け止めた勢いを利用して後方へと飛ぶ。

　いつもなら、これで決まっていたのだが。

「……どうやら、思った以上にステータスが高いみたいだな」

「もちろん！　僕だって、神の加護を得ているんだからさ、当然でしょ？」

　そういえば、そうだったな。

　シロには闇女神が付いているのだ。

　当然、その加護を得ているか。

「それを言うなら、ワズだって凄いよ！　こんな見た目の僕に油断して、そのままやられちゃう人も多いのに。流石さすがだね！」

「そりゃどう……も！」

　次はこちらから攻める。

　一気に加速して拳を振るうが、シロは俺の攻撃をきちんと見てかわした。

　これまで、この速度に反応出来た者は居ない。

　それだけの速度に、シロは反応したという事だ。

「あはは！　少しはやる気になったかな？」

　シロが軽口と共に蹴りを放ってくるが、俺もそれにきちんと反応してかわす。

　そして、少しの間攻防を繰り返し、互いの拳をぶつけて合って一旦離れたが、未だ互いに無傷である。

　シロから一撃も食らっていないが、俺の攻撃もシロに当たってはいない。

　だが、俺とシロの姿には、明確な違いがあった。

「……苦しそうだが、大丈夫か？」

　俺は普通通りというか、特に変化は無いが、シロの呼吸は大きく乱れ、肩を大きく動かしていた。

　まだまだ俺には余裕があるが、シロは全力に近い状態でやっとのようである。

「……はぁ……はぁ……はぁ。……いやいや、ほんと、ワズって本当に人族なの？　どう考えてもおかしいでしょ？」

「いきなり失礼な奴だな。まだ、人族だよ」

「……そっか。……まだ、ね」

　少し呼吸を落ち着けたシロの口角が上がり、歪いびつな笑みを浮かべて俺を見る。

「それじゃあ！　僕には勝てないなぁ！」

　シロが大きな声を上げて宣言するが、俺としては不可解でしかない。

　そもそも、今の状態の俺とまともに戦えない時点で、シロに勝利は無いのだ。

　俺にはまだ、神格化が残っているのだから。

　だから、もう諦あきらめろと告げようとした時、シロは俺から視線を外し、自分の後方を振り返った。

「……ちぇ。折角、これから良いところなのに」

　シロの呟つぶやきが聞こえた時、ズンッ！　と、空気が重くなったような感覚を抱く。

　そして、地震が起こり、その揺れは大陸全体へと届いているような気がした。

　シロが向けている視線の先を確認すると、そこは山頂付近で、そこから黒い光が立ち上る。

「……邪神が復活したのか」

「そうだよ～。全く、空気読んで欲しいよね～。僕とワズの戦いが決するまで待てないのかな？　せっかちだよね～」

　視線を俺へと戻していたシロが答える。

　そうだな、これでもう時間的な猶予は無い。

　恐らく、大陸中に魔物が溢れている。

　だから、俺もそろそろシロとの戦いを終わらせよう。

　そう判断して、俺は神格化した。

「……気配が変わった。人ではなくなったね。神格化したのかな？」

「そうだ。これでもう、お前に勝ち目は無い」

「あはははははっ！　それはどうかなぁ？　僕だって、この一か月間、ただ遊んでいた訳じゃないんだよ？」

　そう言ったシロが自分の体に力を込めた瞬間、感じる雰囲気が変わる。

　その雰囲気は、俺も良く知っていた。

「……神格化か」

「あはは！　そうだよ～。……でも、これだけじゃあ、ワズには勝てない」

　それは俺も感じていた。

　シロが神格化しようとも、俺との力の差は埋められていない気がする。

「まぁ、当然ワズにはわかるよね。最近得た神格化をしても、僕はワズには勝てない。根本的な力が違う上に、神格化を得てからの日数も違う。それに、ワズの神格化状態は戦闘特化だ。僕のは戦闘特化という訳じゃないからね」

「それだけわかっていて、まだ続けるのか？」

「もっちろん！　だって、そんな事は戦いを始める前からわかっていたし！　だから僕は、もう一つの最大の切り札を切る！」

　そう言って、俺から視線を外したシロが見たのは、少し離れた所で小競り合いをしているフロイド、光女神様、闇女神の三柱だった。

　一体何を──。

「闇女神様！　『神・混合』しようか！」

「……はぁ。やれやれ、やっぱりそうなるのか」

　溜息を吐いた闇女神が、シロの直すぐ傍そばへと現れる。

　フロイドと光女神様もその後を追い、俺の直ぐ近くまで来た。

「何をするつもりだ？」

「そう焦じらないでよ、ワズ。これからするのは、神格化状態の僕が使える力の一つで、『神・混合』という力さ。これは、何でも混ぜ合わせる事が出来て、新たな形を創り出す力。まぁ、そこに居る創造神が元々持っていたと思う力の劣化版さ」

　そこまで言われて、俺はシロがこれから何をするのかを察する。

「まさか！」

「そう、神と神を混ぜ合わせるのさ！『神・混合』！」

　シロの叫びが辺り一面に響く。

　そして、シロと闇女神の体が光り輝き、その光がどんどん大きくなる。

　自身の体を覆い尽くすまでに光が大きくなると、その二つの光は空へと舞い上がり、くるくると捻ねじ混ざるような軌跡を描いて、一つの巨大な光の球体へと変わった。

　その光の球体がゆっくりと地面へと降り立ち、光が消え去るのと共にそこに立っていたのは、先程までと同じシロの姿。

　けれど、明確にその存在感が違う。

　先程までのシロと同じと思っていては、敗れるのは俺だろうと思える程に。

　闇女神と混ざり合い、一つの存在になったという事か。

『さぁ……楽しい続きをしようか？　ワズ』








別章　大陸全土防衛戦・前編










サローナ・タタ






　時は、ワズがシロと戦闘を始め、邪神が復活する前まで遡さかのぼる。

　城塞都市リニック。

　現在ここは、この近辺にある全ての村、そしてエルフの里の避難地となっていた。

　それでも町の備蓄に余裕がある辺り、領主代行であるレーガンが、ギャレットの助けを借りながらも、きちんと町を機能させていた証明でもあるだろう。

　この町を守る者の大半は、冒険者達である。

　マーンボンド王国やイスコア王国からも騎士が送られ、避難してきたエルフの中でも戦える者は参加しているが、冒険者の数の方が圧倒的に多い。

　もちろん、まだギルドマスターでもあるレーガンの指示で、ある一定以上の戦力を有する者しか参加していないが、主力は間違いなく冒険者達だった。

　邪神復活が本日であるという報せを受け、町を守るために周囲を固めさせて、その時を待つ。

　その冒険者達の中に、ワズの奥さんでもある、サローナとタタの姿があった。

　冒険者達の中には、己の力を過信し、粗暴になっていく者が少なからず居るのは間違いない。

　そして、サローナとタタは、間違いなく美女である。

　ならば、粗暴な者達がちょっかいをかけない訳がない。

　その結末は、二人から少し離れた所に出来た小さな山であった。

　時と場所を考えず、相手の力を見誤った者が、これから起こる事にこの状態で巻き込まれた時、どうなるかは言うまでもないだろう。

　けれど、それは既に終わった事と、サローナとタタの頭の中に、彼等の存在は一欠けらも無い。

　二人の頭の中を占めているのは、いつだって夫の事である。

「……大丈夫でしょうか？」

　タタが不安そうな表情を浮かべて、今自分達の夫であるワズが居るであろう山へと視線を向ける。

「心配するなと言うのは不可能だな。それは、私達の誰もがそうだろう。だから、私達はこう言う他ない……信じている、と」

　そう言って、サローナも山へと視線を向ける。

　その顔に不安なモノは表れていないが、良く見れば、拳を固く握り締めていた。

　まるで、今直ぐにでも飛び出していきたい自分を抑えるように。

「そうですね。信じて待つしかありません。今の私達の力では、足手纏まといにしかなりませんし……」

「けど、それは『今』だから。いつか必ず……」

「えぇ。必ず」

　二人の目に決意が宿る。

　いつか必ず、私達は戦いの場でもワズの隣に立ってみせると。

「……けど、今は私達が出来る事は」

「生きて、ワズ様の迎えを待つ事ですね？」

　二人は顔を向け合って笑みを浮かべた。

　──その瞬間、空気が重くなり、地震が起こる。

　それだけで、二人は何が起こったかを察し、地震が直ぐに治まると同時に、周囲は一体何事だと慌て出す。

　どこか遠くから、レーガンの落ち着けという声が聞こえる中、二人は冷静に武器を構える。

　サローナは細剣を腰に提げて弓を構え、タタは杖を持つ。

　そして、どこか遠くの方から、いくつもの魔物の咆ほう哮こうが耳に届いた。

　咆哮が静まると同時に、周囲の冒険者、騎士、エルフ達も武器を構え終わり、一時の静けさが場を支配した事で、レーガンの声が響く。

「良いか、てめぇら！　決して死ぬな！　死ぬくらいなら、町に戻って手当てを受けろ！　この戦いは、いつまで続くか、わかんねぇんだ！　傷を手当てして戻ってこい！　周りを見ろ！　それぐらいの時間なら、てめぇの隣の奴が頑張ってくれる！　だから、命を粗末にすんじゃねぇぞ！　生き残れば、俺達はやってやったぞと旨うまい酒が飲めるから、それを楽しみにしとけ！」

　レーガンがそう言い切ると同時に、周囲からは溜息や小さな笑い声が上がり、他にも楽しみはあるぞ！　と、騒ぎ出した。

　どうやら、レーガンの言葉を聞き、戦う者達は余計な力を上う手まく抜けたようである。

　そして、彼等の視界の先を埋め尽くすような数の魔物が、その姿を現す。

「来たぞっ！　全員、構えろ～！」

　この場に居る全員が武器を一斉に構える。

　それは、サローナとタタも例外ではない。

　サローナは弓を引き、タタは魔法を放つための魔力を練る。

「生きて、ワズさんに会うぞ！　タタ」

「えぇ。そちらも気を付けて。サローナ」

　この場の戦いの始まりは、サローナの弓から放たれた矢が、一番手前に居る魔物の眉み間けんを貫いた時だった。





ナミニッサ・ナレリナ






　邪神が復活し、その影響で大陸中に溢れる程の魔物が現れる中、マーンボンド王国の王都もまた、付近の村の住民を迎え入れ、万全の態勢を整えて迎え撃った。

　王都の守りは、リニックとは逆に冒険者の数は少なく、その代わりに精鋭と呼べるレベルの騎士が数多く配置されている。

　その指揮を執るのは、マーンボンド王国の次期国王であるナヴィリオだ。

「稀き代だいの天才」と呼ばれている力をいかんなく発揮し、騎士達を上手く導いて、魔物を王都へと近付けさせるような事はしなかった。

　そんなナヴィリオを支えるのは、正式に直属の騎士となり、急激に力を付けたオーランドである。

　ナヴィリオの指揮の下もと、数多くの魔物を屠ほふっていく。

　最近、メイドのクミアと良い感じと噂も立っているので、オーランドは絶好調なのだった。

　また、この場所での主力は間違いなく騎士達なのだが、もちろん、それ以外の勢力も存在している。

　数少ない冒険者達だ。

　冒険者達は遊撃として王都周辺の様々な場所に姿を現し、騎士達の補助を行っていく。

　その指揮を直接参加して執っているのは、冒険者ギルド東方王都本部のギルドマスターであるレライヤである。

　その動きは正に、蝶のように舞い、蜂のように刺すといった具合に魔物達を翻ほん弄ろうして、その場の騎士達を何度も助けた。

　そして、この国では知らぬ者が居ない程有名な双子の王女はというと──。

「結界魔法士隊、西側の結界を解いて魔力回復に努めて下さい。その間は、私が請け負います」

　そう言うと、騎士達を守るように展開されていた結界が解かれるのと同時に、ナミニッサが杖を構えて結界魔法を発動させる。

　そこには、先程までとは変わらず……いや、見た目は同じだが、強度がまるで違う結界の壁が出現した。

　どれだけ叩こうが、ぶつかっていこうが、ビクともしないし、傷付きもしない。

　魔物達が、結界の内側へと力ずくで入る事は、決して出来なかった。

　戦える力を持つナミニッサが、後方支援へと回ったのには理由がある。

　本来であれば、結界で魔物達を纏めて圧おし潰したりという事も出来るのだが、それをしない選択を決めたのは、この戦いの終わりがいつになるかわからないからだ。

　終わりが見えない以上、自分達だけではなく、この場で戦う者全ての力を結集しなければ、生き残る事は出来ないと判断したからである。

　前線での戦いには、信頼出来る兄と姉が居るため、自分の役割は後方支援を行う者達を纏め上げ、可能な限り死者を出さない事だと考えていた。

　そのために、ナミニッサは力を振るう。

　命を救い、守るために。

　そしてもう一人の王女、ナレリナは最前線で大剣と長剣を振るう。

　その剣速は鋭く速く、まるで一つの台風のように見え、魔物を次々と切り伏せていく。

　端はたから見れば、全力を出しているように見えるが、ナレリナ自身はまだまだ余裕だった。

「良いか！　救援は必ず来る！　それまでの間持ちこたえれば、私達の勝ちだ！　だから、決して死に急ぐような真ま似ねはするな！　持ちこたえるだけで良い！」

　ナレリナの言葉は、周囲の騎士達全てに届く。

　その事で、焦って攻勢に出ようとしていた騎士達は自身を落ち着かせ、守勢主体へと切り替えた。

　それでも、騎士達が押される時は必ず訪れるのだが、ナレリナはその時を敏感に察知し、即座に救援へと向かう。

　騎士達の目の前で、あっという間にやられていく魔物達。

　それを起こすのは、たった一人の赤い髪の王女。

　その手には、炎を宿す大剣が握られており、その炎は、見る者全ての心に勇気を灯ともした。





キャシー






　ワズの奥さんの一人であるキャシーは、本来はマーンボンド王国の騎士である。

　だが、今居る場所は、マーンボンド王国ではなく、ドワーフ国の王都だった。

　マーンボンド王国から騎士達の救援を出す際に、キャシーも同行したのだ。

　故郷も大切だろうと、マーンボンド王国のギヴィリオ王が、送り出したのである。

　まぁ、マーンボンド王国には、ナヴィリオ、ナレリナ、ナミニッサという抜きん出た強者つわものが居るので、まだ余力があったという事も関係しているだろう。

　しかし、もしかしたら、救援は必要なかったかな？　と、キャシーは思った。

　何故なら──。

「オラオラオラオラ！　その程度か！　最近の魔物というのは軟弱だのう！」

「何だこの軟やわこい皮膚は。その程度で、ワシ等の武器を受け止められると思っておったのか？」

「おい！　あっちを見ろ！　叩き甲が斐いがありそうな、全身鉱石の魔物が居おるぞ！」

「「「よっしゃ～！　叩いて叩いて、武器に変えたるわ～！」」」

　ドワーフの屈強な戦士達が、嬉々とした声を上げて、魔物達を蹂じゆう躙りんしていく。

　その手に持つ武器に、槌つちが多いのはご愛嬌だろう。

　彼等は、文字通り、力で全てを粉砕していった。

　その様子を見て、キャシーは困ったような笑みを浮かべる。

「……私、ここに来る必要あったのかな？」

「もちろん、あったぞ！」

　そう告げるのは、キャシーの隣に立つ、この国の王であるバルガーだ。

　バルガー王は、笑みを浮かべてある一点を指差す。

「ほれ、キャシーがここに居るから、張りきっておるわ！」

　バルガー王が指差す方へと視線を向けると、そこにはキャシーの父親の姿があった。

「娘が見てるんじゃ～い！　おどれ等、さっさと逝かんか～！」

　魔物を相手に大暴れするキャシーの父親。

　その様子を見て、キャシーはしょうがないかなと思った。

「キャシーが見ておるから、随分と張りきっておるのぅ。あんなに元気な姿を見るのは久々じゃ」

　楽しそうに笑うバルガー王。

　キャシーもそう言われると、反応に困った。

　けれど、キャシーとバルガー王が見ている中、キャシーの父親へと襲いかかる魔物の姿が目に映る。

　キャシーの父親から死角であったがために、まだ気付いていない。

　バルガー王がその魔物の事を声に出す前に、キャシーは駆け出す。

　その速度は速く、一気に魔物へと接敵すると、キャシーはその手に持つ大槌を構えて、渾こん身しんの力で振り下ろし、魔物の頭部を砕いて、そのまま地面に大きな衝撃を与える。

　その衝撃の大きさを示すように、地面には大きなひび割れが起こっていた。

「大丈夫？　お父さん」

「あ、あぁ……」

　呆ほうける父親だが、直ぐに男臭い笑みを浮かべる。

「……へっ。男親が居なくても、娘は成長するって事か。立派になって、父は嬉しいぞ」

　少し涙ぐんでいる父親は、娘の成長が嬉しいようだ。

　周囲のドワーフ達からも、キャシーの一撃の大きさを褒め称えるように拍手が送られる。

　バルガー王も拍手を送っていた。

「もぅ！　真面目にやって下さい！」

　恥ずかしがるキャシーを見て、ほっこりしたドワーフ達は、先程よりも気合を入れて魔物達を屠っていった。





メアル・ハオスイ






　ワズの奥さん達の内、メアルとハオスイは、温泉街オーセンの守護へと付く。

　ハオスイがこの場に居るのは、ただ単純にワズに出会うまでここでお世話になっていたので、ある程度愛着があったからであり、メアルは奥さん達の中で最もなついているハオスイに付いてきただけである。

　元々、この温泉街で魔物を迎え撃つ予定は無かったのだが、この場所に愛着を持つ数多くの者達や残っていた者達が自主的に守る事を決意したのだ。

　温泉で得る癒いやしの効果は、絶大であるという事だろう。

　その多くは元々ここに居た冒険者達や働いていた者達で、その事を聞いたレライヤの指示で、多くの冒険者がここに増援として送られていた。

　マーンボンド王国の王都に冒険者が少ないのは、そのためである。

　今はまだここの領主であり、グレイブの妻の一人であるセレナもまた、この場に残っていた。

　けれど、ここの守りは基本的に薄い。

　景観を大事にしているために高い壁など存在せず、せいぜい温泉街を覆う結界魔法があるだけだ。

　急ごしらえの柵は作ったが、一度乗り越えられてしまえば、危機的状況へと陥るのは容易である。

　けれど、そんな事をさせない存在が、メアルとハオスイだ。

　ワズが作った長剣を振るうハオスイは、そのステータスの高さ、スキルの強さをいかんなく発揮し、温泉街の周囲をぐるっと回りながら、魔物を次々と屠っていく。

「……絶対抜かせない」

　そう呟くハオスイは、その言葉通りに魔物を温泉街に近付けさせない。

　そんなハオスイを補佐しているのは、メアルである。

　常にハオスイの周囲を飛翔し、自身が行える最大の攻撃『ファイアブレス』で、魔物達を焼き尽くしていく。

　空中を飛ぶ魔物も居るのだが、その全てはハオスイが放つ雷魔法で焼き焦げ落ちていった。

　温泉街を守る冒険者達も、そんなハオスイとメアルの姿を見て気合を入れる。

　特に、元々ここに居た冒険者達にとって、ハオスイは最強の象徴なのだ。

　ワズに敗れはしたが、それはきっと、何かイレギュラーな事があったからだというのが、冒険者達の総意であり、ハオスイがワズを追って温泉街を出た時は、あぁ、俺達の天使が行ってしまったと、涙を流す冒険者の多いこと多いこと。

　しかし、彼等の天使は今目の前に居る。

　少しでも良いところを見せようと、張りきるのは仕方ないだろう。

　ただ、ハオスイの目に、その姿が映っていないのも仕方ないと思って欲しい。

　結局、ハオスイにはワズと、自分の新しい家族であるワズの奥さん達しか映っていないのである。

「キュイ！　キュイ！」

「……ん。わかった」

　空を飛んでいる事で、メアルは温泉街の周囲を全て見渡す事が出来るため、危険な場所を直ぐに察知してハオスイへと伝えていた。

　メアルの言葉を受け、ハオスイは即座に移動する。

　その際に、周囲の魔物を一瞬で斬きり捨てていくのも忘れない。

　メアルが伝えた場所は、温泉街を挟んで丁度反対側だった。

　しかし、そんなもの、今のハオスイにとっては大した事ではない。

　足に力を込め、一気に跳躍したかと思えば、ハオスイは温泉街を飛び越えて反対側へと着地し、戦う冒険者達を守るために、即座に魔物達を屠っていく。

　この程度の事は、ハオスイにとって無茶でも何でもなかった。

　ハオスイが恐れているのは、失う事。

　温泉街も命も、全てを守るために、彼女は戦う。

　何かを守る時にこそ、ハオスイは本領を発揮するのだ。





マオ






　獣人国もまた、精鋭が多い。

　魔物が相手でも、獣の本能を全開にして戦っていた。

「こうして共に戦うのは何い時つ振りかな？　デイズ」

「さて？　随分と前のような気がするな、ギオ兄」

「ふははっ！　そう呼ばれるのも久し振りだな。昔に戻ったように感じる」

「では、その感覚のままに暴れるか！」

　魔物に取り囲まれようが、余裕の笑みを浮かべるギオ王とデイズ。

　その笑みは、獰どう猛もうな獣そのままだ。

　二人は抱く感覚のままにその力を振るい、魔物を蹂躙していく。

　少し離れた場所では、この一時だけだが近衛兵長へと返り咲いたバーロが指揮を執っている一軍が魔物の相手をしていた。

　その中には、この国の王女であるマーラオの姿もある。

　グレイブの奥さんでもある獣人、イウラ、プティ、リットの三人も、後方支援として獣人国へと戻っていた。

　そして、ワズの奥さんの一人であるマオは、その手に双剣を握り、戦場を疾走しながら、次々と魔物を屠っていく。

「これ以上先には行かせない！」

「マオリーン様！　そちらの方は、もう自分達が対応しますので、あちらの方をお願いします！」

「承った！」

　バーロの指示で、マオは方向転換を行い、窮地に追いやられそうな獣人達を助けに向かう。

　その姿を見て、デイズは満面の笑みを浮かべた。

「……強くなったな、マオ」

「……私も、ワズ殿にマーラオを鍛えて貰おうかな」

　マオの強くなった姿を見て、ギオ王はボソッと呟く。

　冗談のようにも聞こえるが、彼は本気である。

　それでも、今はこの事態を乗り越えるのが先だと思考を切り替え、デイズと共に魔物を蹂躙していく。

　父親と伯父がそんな事を言っていた事など知らないマオは戦場を疾駆し、同胞の救援へと向かう。

　瞬またたく間に目的の場所へと辿り着いたマオは、双剣を煌きらめかせて、その場に居る魔物を次々と屠っていくのだが、その胸の内にある思いは、今度こそ同胞を助けてみせるという決意である。

　少し前にあった、自分の父親が起こした獣人国の内乱時には既に囚とらわれの身であり、その場で共に生きた亜人達を救う事も出来ず、自らの力の無さを内心で嘆いた。

　そんな自分を……獣人国を……亜人達を救ったのは、今は夫となったワズである。

　だからこそ、そんなワズに憧あこがれ、強さを求めた。

　そして、今はワズに鍛えられ、あの頃の自分とは隔絶した強さを身に付けたと確信している。

　今なら、この状況でも自分は同胞を守る事が出来ると、マオは双剣を振るう。

「さぁ、かかってこい、魔物共！　この双剣の餌食にしてくれるわっ！」

　襲いかかってくる魔物をある程度屠ったマオは、これでここは大丈夫だと、次の場所へと向かって疾駆する。





カガネ






　この国にまだ名前は無い。

　なので、ここでは新たな国王として認められている者の名を使って、グレイブ国と呼称しておく。

　そのグレイブ国にもまた、魔物が氾はん濫らんしている。

　未だ国の立て直しの最中ではあったが、迎え撃つ準備はギリギリ間に合っていた。

　間に合った理由としては、この国に住む事を決めた亜人達の積極的な協力もあるが、数多く居る国王の奥さん達の尽力による部分も大きい。

「良いか、無理をするな！　死ぬ事は許さないぞ！　この国はまだ始まったばかりなんだ！　悲しみで始まる国なんて、俺は決して認めないからな！」

　国王であるグレイブが、声を張り上げる。

　その言葉を自らの中へと取り込んで刻むように、周囲に居る亜人達は頷く。

　グレイブが立っている場所は、王都を守る守護隊の最前線だ。

　Ｓランク冒険者でもある自分の力を最大限に見せつけ、その姿は亜人達の心の中に、これが自分達の王であると強く印象付け、自分達の誇りであると思われていた。

　グレイブが持つ双剣が次々と魔物を切り裂いていく中、僅わずかな隙を突くように魔物が襲いかかる。

　だが、その魔物が攻撃を繰り出そうとした瞬間、縦真っ二つに裂けた。

　それを行ったのは、大きな斧を持つ女性。

　グレイブの奥さんの一人、女帝海賊と呼ばれていたミレアである。

「全く、こんな隙を見せるなんて、腕が鈍ったのかい？」

「ははは。相変わらず手厳しいな、ミレア」

「まっ、旦那が旦那だけに、締めるところは締めとかないとね！」

「あぁ、充分助かっているよ！」

　そう会話をしながらも、グレイブとミレアの踊るような乱舞が繰り広げられ、魔物を次々と屠っていった。

　グレイブの他の奥さん達もそこかしこに居り、魔物を相手に一歩も引いていない。

　また、魔物を迎え撃っている部隊の中には、元勇者パーティーの男戦士と少女魔法使いの姿も見える事から、どうやら、完全にこの国に根を下ろすようで、かなり張りきって戦っていた。

　しかし、それでもこの国に居る者の中で、戦える者は圧倒的に少ない。

　マーンボンド王国、獣人国、イスコア王国からの救援も得ているが、元々の数が少ないのだ。

　その事は、状況的に不利なのは間違いないのだが、その不利を覆す存在が、今この国に居た。

「ふんぬぅ～！　可愛い亜人ちゃん達を害する奴は、全て私の敵だぁ～！」

　ワズが作ったロッドを空高くへと届くように掲げるカガネ。

　その瞬間、ロッドの先が光り輝き、魔法が放たれる。

「『収束熱線・拡散』」

　ロッドの先からレーザー光線のような熱線が飛び出し、空中でいくつにも分かれ、弧を描くように魔物達へと降り注ぐ。

　その熱線に貫かれた魔物は、全て焼けただれていった。

　正確に魔物だけを狙い撃っている辺り、カガネが魔法に対してどれだけ精通しているのかがわかるだろう。

　少女魔法使いが尊敬の目でカガネを見ているが、カガネの魔法は止まらない。

「『我が敵を砕け　氷の鉄槌』！　『電磁砲撃』！　『神風』！」

　様々な属性の、様々な魔法を次々と放ち、魔物達はあっという間にその数を減らしていくが、それは一時しのぎでしかなく、魔物は次々と現れる。

　しかし、その時は同時に、息を吐ける時間でもあった。

　そうなると、カガネはグレイブの指示で休息を取り、魔法力の回復を優先する。

　少女魔法使いが、時折目を輝かせて自分を見ている事に気付いていないカガネは、休息を取りながらも、次に何の魔法を使おうかなと考えていた。

　カガネの魔法無双は、まだまだ続く……。





アリア






　イスコア王国は、現状最も安全な場所と言えた。

　騎士、冒険者共に、その数が一番充実しているからである。

　けれど、だからといって油断をしてはいけない。

　戦える者は多いが、それだけで大丈夫だとルソナ国王は思っておらず、ルドレン侯爵や光教会本部の力も借りて、万全の態勢を整えた。

　その際、教皇不在の光教会を纏め上げたのは、ワズが教会に突入した時に出会ったシスター・ユナである。

　シスター・ユナが教皇へと就いた理由は、その人徳であった。

　数多くの信者が、自然と彼女の下に集まったのだ。

　そして、教会の代表者としてルソナ国王とも正式に和解し、今回の戦いでも教会の私兵を全投入しており、彼女自身もまた、教会のシスター達と共に後方支援に参加していた。

　ただ、この国にもう勇者は居ない。

　勇者に関しては、ルソナ国王の勅命で、どこか遠くへと旅立ってもう二度と戻ってこないと情報統制されている。

　この国の住民達はその情報を聞いて、聖女様に振られたから傷心の旅に出たと、勝手に判断していた。

　そして、その聖女はというと──。

「……全く、数だけは多いんだから！」

　ナックルを装備し、次々と魔物を叩き潰していくのだが、数の多さに嫌気が差し、アリアは苛いら立だちの表情を浮かべている。

　しかし、アリアの周囲で戦っている者達にその表情は見えていないのか、どこか崇拝するような視線を送られていた。

　聖女様がこれだけ頑張っているのだから、俺達も頑張ろうと心に発破をかける。

　アリアの手が魔物の返り血で染まっていようとも、それは視界に入っていなかった。

　そのような状況になるのも仕方ないのかもしれない。

　アリアの周囲で戦っている者達は、傷付こうが即座にアリアが回復魔法を飛ばして治してしまうからである。

　周囲の者達からしてみれば、アリアは正しく「聖女」なのだ。

「ふふふ。さすがは『聖女』ですね」

　そんなアリアの様子を隣で見ている女性が居る。

　ルソナ国王の一人娘、エリス姫様だ。

　ただ、その身に纏うのは普段のドレスではなく、兜かぶとや鎧よろいで武装した姿であり、手に持つ長剣で魔物を斬っていく。

　戦い慣れている様子に、アリアは少し驚いた。

「まさか、エリス姫様が武芸を学んでいるとは思いませんでした」

「あら？　戦える姫なんて、別に珍しくもないでしょう？　ある程度、身を守る術すべは必要なのですし！」

　そう言う割には、エリス姫の剣筋は見事なモノだった。

「……身を守る術の技量とは思えないのですが？」

「性に合っていたので、少々のめり込みました。けれど、無謀な真似をするつもりは、もちろんありません。これは、生き残って恋を摑つかむための戦いですからね。なので、私の事は『お義姉ねえさん』と呼んで下さい」

「……それは気が早いのでは？」

「いいえ！　この戦いが終わり、無事に生き残れば、私はナヴィリオ様に猛アタックして結ばれてみせます！　そのためにも、私はここで死ぬ訳にはいかないのです！」

　高らかにそう宣言するエリス姫。

　この瞬間、ナヴィリオに悪寒が走ったとか走っていないとか。

　自分の気持ちに真っ直ぐに進むエリス姫を見て、自分もワズを捜して大陸中を駆け回ったなと、アリアは自然と微笑んだ。

（そして、今度はワズが私達を迎えに来るのか。……私達は絶対に生き残ってみせる。……だから、ちゃんと迎えに来ないと許さないからね、ワズ）

　自分の夫が迎えに来る事を信じて、アリアはエリス姫と共に戦場を駆ける。








第十章　対シロ戦・後編










１






「ねぇねぇ、ワズさんワズさん！　私達もアレをやりましょうよ！　そうしましょうよ！　今すぐしましょうよ！」

　光女神様が煩うるさい。

　俺の服を何度も引っ張りながら、ずっと催促してくる。

　光女神様が指し示しているアレとは、シロと闇女神が一体化した事だ。

　どこの琴線に触れたのかわからないが、一体化したシロを見た途端に、光女神様は俺にアレと同じ事をしようと言ってくる。

「……光女神様、無理です」

　不可能な事を不可能と言っただけなのに、光女神様はショックを受けたような表情を浮かべる。

「ど、どうしてそんな事を言うんですか！　アレですか？　私と一つになるのはそんなに嫌ですか！　大地母神さんですか！　あの胸にかどわかされたのですか！　それとも、戦女神さんですか！　スレンダーな体形が好みなんですか！　はたまた、海女神さんですか！　顔ですか！　見た目に落ちたんですか！　……まさか、空女神さんですか！　幼女ですか！　幼女趣味なんですか！」

　光女神様がガーッと捲まくし立ててくるが、俺としては酷ひどい誤解である。

「……い、いや、そういう事ではなく、誰とでも無理なんですって」

「ふふふ……。ワズさん。一つになる事を怖がってはいけません。大丈夫、優しくしてあげますから」

　……駄目だ。聞いていない。

「ちょっと待っててくれ、シロ。直ぐ終わらせて、その後戦うから」

『う、うん。……大変だね、ワズ』

　シロにまで同情されてしまった。

　全く……。今はこんな事をしている場合じゃないのに。

　俺は溜息を吐いて、光女神様に説明する。

「ですから、アレはシロだけの力なんですって。神格化している俺でも、同じ事は出来ません。なので、光女神様とも……というか、誰とでも一体化は出来ないんです」

　再度、光女神様がショックを受けたような表情を浮かべる。

　まるで、希望から絶望へと落とされたかのように、表情がコロコロ変わっていた。

　だが、光女神様は諦めない。

　不可能を可能にしてこそ神である！　と、何やらやる気を示すように、両手を胸の前で握る。

「わかりました！　では、私がその術を創り出してみせます！　そして、一つになりましょう！　さぁ、実験実験！　まずは、直接接触による一体化を目指しましょう！　さぁ、脱いで下さい！」

　その実験は成功しないと思う。

　はぁはぁと、光女神様が息を荒くして俺の服を脱がそうとしてくる。

　目的が変わっている気がした。

　危機感知が危険をお知らせしてくる。

　なので、俺は高らかに告げた。

「フ」

「イエス、マイロード」

　ロイド、光女神様をどうにかしてくれと、言おうとしたのだが、その前にフロイドが勝手に動く。

　どこから出したのかわからない縄を使って、光女神様をぐるぐる巻きに縛り、口に布を当てた。

「フガー！　フガー！」

「……ふぅ。良い仕事をしました。あぁ、安心して下さい、光女神。その布は、きちんと洗っておいた物なので」

　フロイドが清々しいまでに良い笑みを浮かべる。

　光女神様は、どったんばったんとその場で飛び跳ね、猛抗議していた。

　というか、フロイドの行動が速過ぎる。

　その内、俺が何かを言う前に勝手に行動して、その全てを俺の責任として押し付けられそうで怖い。

　やはり、コイツは目に見える範囲に置いておくべきだとは思うのだが、そうなると周囲の人達は俺がフロイドの主人であるという認識を持ってしまう。

　何という板挟み。

　……とりあえず、俺はその考えを後回しにして、シロへと視線を向ける。

「よぉ、待たせたな」

『あれ？　もう良いの？　光女神様を縛って大丈夫なの？』

　……ふっ。そんな事……。

「どこにも問題は無い」

『ま、まぁ、ワズがそれで良いなら良いけど……。それにしても、神様を縛り上げて放置するなんて、ワズって意外と鬼畜なんだね』

　やめろ！　客観的な意見を言うんじゃない！

　これには……そう、色々とアレやコレやの事情があるのだ。

　そうに違いない。

　……最悪、縛ったのはフロイドなんだし、責任はフロイドに取って貰おう。

　俺は口に出した訳じゃないし。

　そう結論付け、うんうんと頷いてから、俺はシロと対峙して構えを取る。

「それじゃ、再開といこうか」

『良いよ～。いつでもどうぞ～』

　シロが軽い口調で答える。

　見た目は先程と変わってはいないが、感じる雰囲気は全然違う。

　直感でしかないが……多分、今の俺より強いかもしれない。

　それを確かめるためにも、俺は真っ直ぐ突き進む。

　一直線にシロへと向かい、拳を握り締めて殴りかかる。

　その瞬間、シロが笑ったように見えたかと思えば、俺は逆に殴り返されて吹き飛ばされた。

　地面をゴロゴロと転がりながら、どうにか体勢を整えて立ち上がる。

　殴られた頰には痛みが走り、口の中を少し切っているようだ。

　口の中に溜まった血を集めて、ぺっと吐き出しつつ、俺は久し振りに感じる痛みに内心驚いていた。

　文字ばっかりのデタラメなステータスになってからは、これ程強い痛みなんて感じた覚えは無い。

　過去を振り返っている隙に、再びシロが俺の眼前へと現れる。

『呆けてる暇なんてあるのかなぁ？』

　ギリギリ見えたシロの拳は、俺の顎を撃ち抜き、その威力で体が少し浮くと、そのまま俺を蹴り上げる。

　痛みを堪こらえて空中で体勢を整えようとしたが、後を付いてきたシロが、俺の服を摑んで地面へと叩きつけた。

「ぐっ！」

『ほらほら？　本気を出さないと、あっという間にやられちゃうよ？』

「てめぇ……」

　体中に走る痛みを無理矢理抑え込んで、俺は立ち上がった。

「そのつもりなら、やってやんよ！」

　痛む体に力を込め、俺は即座にシロへと殴りかかる。

　シロは笑みを浮かべたまま俺の拳を受け止め、カウンターのように拳を放ってくるが、何とかその拳を受け止めると、拮きつ抗こう状態となった。

「ぐぎぎぎ……」

『あははは』

　確かに拮抗状態ではあるのだが、俺とシロの状況は違う。

　俺は目一杯力を振り絞っているのだが、シロはどことなく余裕そうだ。

　だけど、ここで負ける訳にはいかない。

　いい加減、シロの余裕の笑みがムカつくんだよ！

　俺はシロをぐいっ！　と引き寄せて頭突きを食らわし、その衝撃で出来た僅かな隙を突いて蹴り飛ばす。だが、そのまま追撃する前に、シロは空中で体勢を立て直して着地した。

『あはははっ！　さすがワズ！　強い強い！　でも……僕の方がもっと強いみたいだね！』

　シロのその言葉に、俺も内心で同意する。

　僅かな時間しか相対していないが、確実にシロの方が強いと言わざるをえない。

　俺が苦々しそうに唇を嚙むと、シロが笑みを浮かべて声をかけてくる。

『そんなに僕に勝ちたいの？』

「……当たり前だろ。というか、別に勝たなくても良いんだけどな。俺としては邪神を倒したいだけなんだし、それを邪魔してんのはお前じゃないか？」

『あははは。それもそっか。でも、今の僕にすら勝てないのに、更に強い邪神様を倒せるなんて本当に思ってるの？』

「……やってみないとわからないだろ？」

『やらなくてもわかるよ。今のワズが邪神様の目の前に立てば、一瞬で終わりだね。……でも、そうならない方法ももちろんあるよ。知りたい？』

　聞く気は無いと、俺は瞬時に動いたのだが、シロには俺の動きが見えているのか、再び俺は殴り飛ばされた。

『そう急ぐものでもないよ、ワズ。それより、本当にわからないの？　馬鹿なの？』

　カッチーン！

「そこまで言うなら、聞いてやろうじゃないか！　ほら、さっさと言えよ！」

『あはは。そう怒らないでよ。答えは簡単なんだからさ。ワズが僕に勝てない理由は、完全に神格化していない事なんだよ。今のワズは、人が神の力を借りて真似しているようなモノ。そして僕は、闇女神様と一つになる事で、疑似的に完全な神格を得ている状態なんだ。だから、不完全なままのワズは、僕に勝てないんだよ。人を捨てるという覚悟が足りないんじゃない？　そんなに人という殻を突き破るのが怖いの？　何をそんなにこだわってるのか知らないけど、もっと誇って良いんだよ！　だって、僕達は神に選ばれた存在なんだからさ！』

　……あぁ、なるほど。

　……うんうん。知ってた知ってた。

　完全に神格を得ていないのが理由だった訳か。

　いやいや、俺だってそうじゃないかなぁと思っていたよ。

　………………本当に。

　まぁ、確かに人じゃなくなるっていうのを、少し怖がっていたのは間違いない。

　誰だって、根本的な何かが変わるのは恐ろしいモノだ。

　けれど、今はそれを躊躇ためらっていられるような状況ではない。

　俺には、邪神を倒すという目的と、俺の迎えを待っている奥さん達が居るんだから！

　だから俺は、決意する。

　シロを倒すため……邪神を滅ぼすために、人を超える事を。

　気合を込めるように叫びながら、最大限のモノを引き出すように体に力を込めた瞬間──。

　体の造りが人ではないモノへと変わるのを感じる。

　本当の意味で、俺は神格を得たという事がわかった。





２






　完全なる神格を得た俺は、ゆっくりとシロへと視線を向ける。

「一つ聞いても良いか？」

『……何だい？』

「俺が勝てるようにわざわざ教えて……。シロ。お前は、もしかして負けたいのか？　自分を止めて欲しいのか？」

『……』

　俺の問いに、シロは沈黙で答える。

　ただ、その表情は確かに笑みなのだが、どこか悲愴なモノだった。

　そして、シロがゆっくりと言葉を紡ぐ。

『……そうだね。いや、どうなんだろう？　……僕自身も良くわからないや。でも、ワズが知りたいっていうなら、きっと僕が死ぬ瞬間にはわかるんじゃないかな？』

「……そっか。なら」

　俺がゆっくりと構えを取ると、シロも相対するように構える。

「力ずくで聞き出してやる！」

『やれるものなら、やってみてよ！』

　互いに駆け出し、俺とシロの拳がぶつかり合う。

　その後は、互いに殴ったり、蹴ったり、摑んだり、投げたりと、およそ素手で出来る事は全て駆使して戦った。

　体感的にはもの凄く長い濃密な時間を過ごしたのだが、それを実際の時間に置き換えると、一瞬だったのか、一分だったのか、それとも一時間だったのかはわからない。

　だが、そう長い時間ではなかったのは、間違いないと思う。

　それ程傷付いていない俺の前には、息が大きく乱れて、体の至る所が傷付き寝そべっているシロが居て、口から大量の血を吐き出しながら、ゆっくりと視線を向けてきた。

『……あ、あはは。……やっぱ強いね、ワズは。……僕の負け。……もう死んじゃうね、これは』

「二つ聞きたい」

『良いよ～……。何でも聞いて。……といっても、こんな状態じゃ、そう長くは話せないと思うけど』

「まず一つは、このままお前が死ねば、闇女神はどうなる？」

『今は一つになっているから、一緒に死んじゃうね。『神・混合』を解除すれば元に戻るけど、安心して良いよ。闇女神様は僕と共に逝くってさ。これでも、僕達は恋人同士だからね』

　…………………………え？　ええええええええええ？　お前、何で今更そんな事を言うかな。

　ちょっとその辺り、色々聞きたくなるじゃないか。

　……でもまぁ、その辺りは後で良いか。

「そっか。……それで、もう一つは」

『僕がワズを助けるような事を言った理由でしょ？　でも、そんな大した事じゃないよ』

　その言葉と同時に、シロは自分の過去を思い出すように目を閉じた。

『……本当に、そう大した事じゃない。……こんな世界じゃ、ありふれた話だよ。

　……普通の家庭に生まれ……普通に過ごし。

　……普通に襲われ……普通に生き残り。

　……普通に世界を、理不尽を恨み……普通にやり返そうとし。

　……普通に生きた……たった、それだけ。

　……ただ、手段が……他の……同じような目に遭った人達とは……違っただけ。……ワズならどうする？　……自分の近しい人達が、理不尽に晒さらされたら……誰を恨む？　直接やった者？　……それとも、こんな世界かい？』

　俺はシロの問いに答えない。

　もし、奥さん達に何かあったら……そう考えるだけで気が狂いそうだ。

　もしかしたら、シロと同じように世界を恨み、この手で破壊していたかもしれない。

『……でも、ワズはそんな事しないと思うな。……だって、僕達は「似て非なる者」だから。……互いに神に見初められ、人を超えた力を得た。……でも……見初められた神が違う。……僕は邪神様で、ワズは光女神様。……きっと、それが答えなんだよ。……僕は結局……世界を恨む事しか出来なかった』

「似て非なる者か……。確かに、俺達は互いに神に見初められた。それで、シロは世界を恨んでいたから邪神側に付いたというのはわかったよ。……でも、最近はそうでもなかったんじゃないのか？　でなければ、俺にわざわざ助言なんかしないだろ？」

　そう言うと、シロは楽しそうな笑みを浮かべる。

『あはは……。やっぱわかっちゃう？　……だって、仕方ないじゃないか。誰だって、友達を失いたくないしね』

「そっか。……シロの中で、俺は『友達』のままなんだな？」

『そうだよ。僕の……たった一人の友達。ワズが友達になってくれてからは楽しかったなぁ……。だから、邪神に負けないでね。……ワズが……理不尽の権化のような邪神を倒すところ……見たかったなぁ』

　その言葉で、俺の決意は固まった。

「なら、見れば良いじゃないか。というか、俺だけで勝てるかわからないし、協力してくれよ」

　俺は『固有魔法：神』を使い、シロの傷を癒して全快させる。

『え？　……え？　……あれ？　どうして？』

「だって俺達、『友達』だろ？」

　そう言って、俺はシロに向けてニカッと笑った。








第十一章　対邪神戦・前編









「「どうも、すみませんでした」」

　シロと闇女神さんが正座して、頭を下げる。

　その前に立つのは、仁王立ちしている俺だ。

「……うむ」

　大物感たっぷりで頷く。

　シロの傷を治した後、俺はシロに、邪神を倒すための協力をお願いした。

　邪神がどれだけ強いかはわからないが、俺と同等の力を持つシロが一緒に戦ってくれるなら、より勝利に近付くと思ったからだ。

　どうなるかわからない以上、取れる手は取っておいた方が良いだろう。

　もちろん、友達を失いたくないという気持ちも働いた故での判断である。

　ただ、シロが大陸中に混乱を招いたのは間違いない。

　なので、その点を反省させ、これからは償っていく事を約束させた。

「うん。良いよ～」

　……何とも軽い返事だけど……きっと大丈夫だろう。……大丈夫だよな？

　まぁ、もし次に同じような事をしたなら、その時情けはかけない。

　友達として……俺がきちんと止める。

　そういう覚悟を持って、俺はシロを許す事にした。

　もちろん、後で奥さん達に……特にメアルに謝る事も約束させた上で。

　全てを納得して、俺はシロと笑みを向け合う。

　闇女神さんにも同様の事を約束させた。

　まぁ、闇女神さんとしては、恋人であるシロと共に居られるなら、それで満足なのだそうだ。

　ただ……。

「ふふふ。頭が高いですよ、闇女神さん。誰が頭を上げて良いと言いましたか？　あなたは負けたのです。そう、私のワズさんと戦い、惨めに負けたのです。負けた闇女神さんは、もっと反省すべきだと、私は思いますよ。そうですね、『惨めな敗者である私をお許し下さい！　偉大で崇高、見目麗しく慈悲深い光女神様！』と、心の中で百回は唱えるべきだと思います」

　光女神様が、完全に調子に乗っていた。

　あの……別に光女神様が勝った訳じゃないと思うんですけど。

　闇女神さんも同じ事を思ったのか、露骨に嫌な表情を浮かべて舌打ちした。

「……ちっ。何を勘違いしているのか……。これだから光女神は食欲しかないと、他の奴等に言われているんだ」

「ちょっ！　食欲だけって何ですか！　他にも色々考えています～！」

「何を考えているっていうんだ？」

「………………それは……えっと」

「ほら～」

　闇女神さんがどや顔をし、対する光女神様は怒りで頰を赤くする。

　完全にやり込められていた。

「ワズも大変だね」

　シロから向けられる同情の視線が辛つらい。

「いやいや、これから俺と共に居るって事は、自然とこういうのが日常になるって事だぞ。だって、闇女神さんは、お前と一緒に居るんだからな」

「あぁ、それもそっか。でも、そういう日常も楽しいよね！」

　シロは楽観的にそう言うが、まだ甘い。

　こちらには、フロイドという存在が常に居るのだ。

　そのフロイドはというと、楽しそうにこちらを見ているだけである。

　らしくないと思ったが、これから向かう先に居る邪神に対して、色々思う事があるのだろう。

　そして俺達は、邪神が居る場所へと向かう。

　その際に、約束通り俺は、自分の力で残る女神様達──大地母神様、戦女神様、海女神様、空女神様の四柱を顕現させる。

　大地母神様達は、俺への感謝の言葉を述べた後、速攻で闇女神さんと口くち喧げん嘩かし出した。

　いや、そのために顕現させた訳じゃないんだけど。

　……これから邪神と戦うんだから、時と場合を考えて欲しい。

　俺が溜息を吐く中、シロは楽しそうに笑い、フロイドはただ眺めるだけで、空女神様は眠っているだけだった。いや、止めろよ。

　ただまぁ、言い合いだけに止とどめ、互いに手を出さないようにしているだけ、少しはこの後の事を考えているようではある。

　その様子は、喧嘩友達のようにも見えて、何となく仲が良いようにも見えた。

　きっと、何でも言い合える関係なのだ……と、そう思っておこう。

　一通り言い合ってすっきりしたのか、光女神様達と闇女神さんは、どこか晴れやかな表情を浮かべて、さぁ行きましょうと言ってくる。

　……いや、君達待ちだっただけで、俺達はいつでも行けたんだけど。

　余計な時間を取ったと思いつつ、俺達は先を急ぐ。

　移動しながら話し合い、邪神との戦いは俺とシロに任せる事となった。

　フロイドと光女神様達は、邪神の力を弱めるために結界を張る事に集中するそうだ。

　その時に、フロイドから、闇女神さんは邪神の力と性質が似ているため、もしかしたら取り込まれる可能性がある事を示唆されたのだが、当の闇女神さんが言うには、シロと『神・混合』している状態であれば問題無いらしい。

　何でも、シロと一体化する事で、自身の性質もシロに引っ張られて変化するとか何とか、良くわからない事を教えられたが、大丈夫というのであれば、俺としても気にしない事にした。

　ただ、実際に邪神を目の当たりにしているフロイドや女神様達には、俺とシロが共に戦っても、勝てるかどうかはわからないらしい。

　今の邪神が、どこまで強さを増しているのか、予想が付かないそうである。

　シロと闇女神さんも、邪神の力の奥底は見えなかったと言って、フロイド達に同意した。

　まぁ、どうなるかは相対してみないとわからないし、今は相手のわからない強さを考えていても仕方ないだろう。

　心の中に一抹の不安を覚えつつも、俺達は邪神の下に向かって急ぐ。




　山頂付近へと近付けば近づく程感じる気配に、何と言えば良いか、胸がムカムカするというか、嫌な気分が強くなっていく。きっと、そこに邪神が居るのだ。

　心の底から、コイツとは相あい容いれないと思った。

　そして俺達は山頂付近に辿り着く。

　そこには、少し大きな岩に腰掛ける男が居た。

　黒い長髪を悠然とたなびかせながら腕を組み、その目は全てを吞のみ込むように黒い。

　身に纏っているのは、礼装のような黒い服だ。

　高身長な上に、非常に整った顔立ちをしているため、映る視界は絵画のようにも見えた。

　そいつは、不敵な笑みを浮かべて俺達を順に見ていき、最後にフロイドへと視線を固定する。

『……随分と待たせるのだな、創造神』

「これは不思議な事を言いますね。あなたと待ち合わせを約束した覚えはありませんよ」

『ふっ。相変わらずの物言いだな』

　……こいつ。創造神の時からこんな口調だったのか。

『それで、役立たずの女神達まで来るとは……前回の事で理解していないのか？　どう足あ搔がいても私には勝てないという事を。大人しく破滅を待つ事が出来ないとは……哀れだな』

「随分な物言いはそちらも変わりませんね。封印されていた事実を、もう忘れてしまったのですか？」

「それは仕方ありませんよ、光女神。邪神としては、忘れたい過去なのでしょうから」

「大地母神の言う通りだな。力で劣っている私達に封印されたんだ。恥だよ、恥」

「そうね。もし私が邪神の立場なら、恥ずかしくて生きていけないし、顔を合わせたくもないわ」

「……なら、恥ずかしさを感じないように滅ぼすだけ」

　光女神様達は好き勝手言って、邪神を取り囲むようにして距離を取り、結界を発動させる。

　フロイドは俺の近くでそのまま結界を発動させ、後は任せましたよと、俺に視線を向けた。

　邪神は、結界によって自分の体にかかる影響を確認するように手を何度も握るが、問題無いと判断したように笑みを浮かべる。

『……なるほど。何をするかと思えば結界か。それで私の力を弱めようとしているようだが、残念ながら、既にこの程度の事で弱められるような力ではない。精々、結界外の地帯を守る程度でしかないぞ。……無駄な事に力を使うべきではなかったな』

　そして、邪神が次に視線を向けたのは、シロと闇女神さんだ。

『それにしても、まさか闇女神共々私に歯向かうとはな。現実が見えていないのか？　シロ、お前は世界を憎んでいただろう？』

「そうだね。確かに僕は世界を憎んでいた。……でもそれは、お前に会った時の僕だ。今は、こんな世界も悪くないと思っているよ。そして、その世界にお前は要らない。だから、ここで滅ぼす！」

「私はシロに付いていくだけ。あんたにはわかんないだろうね。私がこの選択をした理由が」

『まっ、どちらでも良いがな。結果、お前達が死ぬ事に変わりはない。それで……』

　最後に、邪神が視線を向けたのは俺である。

『哀れな新しい神よ』

「別に神になったつもりはねぇよ」

『だが、神格を得て、創造神側に居るという事は、私の敵である事に間違いはない。哀れだな、新神。神の仲間入りをしたと思えば、もう消滅する事になるのだから』

「それはどうだろうな？　やってみなけりゃ、わからないだろう？　……それで、お前は世界を壊して一体何がしたいんだ？」

　俺が問うと、邪神は考え込むように遠くを見る。

『ふむ。……何がしたいか。……正直考えた事は無いな。だが、あえて言葉にするのであれば、光と闇は表裏一体。世界を創造する神が居るのなら、、世界を破壊する神も存在するというだけ。ただそれだけだ。私という存在は、その身に宿る破壊衝動に身を任せているだけに過ぎないし、抗あらがうつもりも無い。そもそも、神に理由を問うても無意味だ。ただそのように存在するだけでしかないのだから』

「そうかな？」

　少なくとも、この世界の創造神様と光女神様達……それに闇女神さんは、自分の思う通りに生きていると思う。

　そういう存在とかじゃなく、自分で考えて行動している。

　だから俺も、神だからとかじゃなく、この世界に生きる一人として邪神を滅ぼすだけだ。

「……まっ、お前に言ってもわからないだろうし、もう良いよ。俺達とお前が戦う理由なんて一つしかない。答えは単純に……俺達とお前は、決して相容れない敵同士だって事だけだ！」

　言い切ると同時に、俺は全ての力を体に込める。

　その隣では、シロが『神・混合』を使用して、闇女神さんと一体化した。

　そして、そんな俺とシロに対抗するように、邪神が体に力を込めていき、その身に真っ黒なオーラを纏っていく。

　上昇していく邪神の力に、光女神様達は苦く悶もんの表情を浮かべるが、今まで力を溜めていたというだけあって、まだ結界は存在している。

　俺とシロは視線を合わせて頷き合うと、一気に飛び出す。

　最初から決めるつもりで、俺は全力全開の力を拳に込める。

「はあああああ……」

『やあああああ……』

　それはシロも同じで、既に決めるつもりのようだ。

　俺とシロは左右に分かれ、邪神を挟み込むようにして拳を放った。

　しかし、俺とシロの拳は、それぞれ邪神の手で軽々と受け止められてしまう。

『……これが全開か？　それだと少し拍子抜けだな』

　邪神がそのまま手を摑んできた事で、言いようのない危険を察知した俺とシロは、即座に追撃をかけようとしたが、その前に投げ飛ばされる。

『なるほど。良くわかった。シロと闇女神の融合体の方は、全盛期の創造神の力に少し及ばない程度。新神の方は、戦闘能力はそれを超えるが私には遠く及ばない。……無駄な時間だな。大人しくするというのであれば、楽に滅ぼしてやろう』

　それで、はい、お願いしますと言う奴は居ねぇよ！

　着地した俺とシロは視線を一瞬交差させ、魔法を唱える。

「『極地的爆発』」

「『大火炎竜巻』」

　邪神が居る場所を中心に、大爆発と炎で出来た竜巻が起こる。

　けれど、これで倒せるとは思えない。

　やはり、一撃の威力だけで言えば、俺の拳の方が強いのだ。

　だからこれは、目くらましでしかなく、魔法の影響で大地が大きく崩壊していく中、俺とシロは再度邪神に向けて突っ込む。

　魔法が消え去ると同時に、俺とシロが邪神を視界に捉え、勢いそのままに殴りかかる。

　魔法による目くらましの効果があったのか、邪神が俺達に反応したような気配はない。

　だが、俺とシロの拳が邪神に当たろうとした瞬間、その場に邪神の姿は無かった。

『力の差を理解出来ないとは、利口ではないな』

　直ぐ傍でその声が聞こえたと思った瞬間、俺は邪神の肘打ちを食らって地面に倒れ、声が聞こえた方に視線を向ければ、シロが蹴り飛ばされていた。

『ぐっ！』

『シロ。お前の最も愚かな事は、脆ぜい弱じやくな新神と共に挑めば、私に勝てると思った事だ』

　邪神がそのままシロに向かって魔法を放とうとしていたため、俺は即座に立ち上がって摑みかかって止めると同時に、邪神が動けないように目一杯締め上げる。

「シロっ！」

　俺の呼び声に反応して、シロが突っ込んできた。

『……ふっ』

　締め上げる手が外れないようにしていたにもかかわらず、邪神は何て事は無いとでもいうように、俺の拘束を軽く剝はがし、シロに向かって俺を投げた。

　シロは突っ込むのを止やめ、俺を受け止める。

『大丈夫かい？　ワズ』

「あぁ。特に傷を負っている訳じゃないしな。それにしても、邪神のヤツ、完全に遊んでいるな」

『そうだね。もう少しどうにか相手が出来ると思っていたけど……その考えは甘かったみたいだね。……でも』

「わかっている。俺達が諦める訳にはいかない」

　周囲へと視線を向ければ、相変わらず苦しそうな表情を浮かべて結界を維持しているフロイドと光女神様達が居る。

　普段はアレでも、今は全員真剣なのだ。

　邪神をここから解き放ってはいけないと。

　そして、俺とシロが出来る事は、その邪神を滅ぼす事だけ。

　俺達が負けるという事は、そのまま世界の破滅に繫つながる。

　それは、俺が大切に思っている人達が死んでしまうという事であり、そんな事許せない。

　俺は再び気合を入れ、邪神へと向かう。

　そんな俺に、シロも追従してくる。

　しかし、どんな攻撃を繰り出そうとも邪神に傷一つ付ける事は出来ず、逆に俺達は疲労が積み重なって、肩を揺らして大きく呼吸をしていた。

　邪神は、そんな俺達を見て不敵な笑みを浮かべる。

『気が済んだか？　なら、もう良いだろう？　それに、もうお前達の相手をするのは飽きた』

　そう言うのと同時に、今度は邪神から攻めてきた。

　繰り出される攻撃は苛か烈れつなものだったが、何とか対抗していく。

　だが、邪神の表情を見る限り、それはただ遊んでいるようにしか思えなかった。

　その証拠に、邪神の攻撃は少しずつ速くなっていき、どこまで俺達が対応出来るかを確かめているように思える。

　俺とシロを同時に相手取っているにもかかわらず、余裕があるのは邪神の方だ。

　少しずつ上がる邪神の攻撃速度に、対応していく事が出来なくなっていき、俺とシロはその身に傷を負っていく。

『ほらほら、どうしたどうした？　私はまだまだ余裕だぞ』

「くっ！」

『うっ！』

　邪神の拳が俺の頰を殴り、邪神の蹴りがシロを悶絶させる。

　それでも諦めずに、こちらも攻撃を繰り出すが、邪神はそれを軽く受けたりかわしたりして、一撃もまともなモノが当たらない。

　邪神の攻撃を受けていく中、シロと視線がぶつかる。

　その視線から覚悟を感じた俺は、頷いて答えた。

『やあああああっ！』

　シロが叫びながら突撃する。

　邪神の攻撃に対して防御や反撃を一切行わず、シロはそのまま身に受けながら突き進み、邪神を羽交い締めにした。

『ワズっ！』

　それに合わせて俺も一気に迫り、力を込めて拳を固く握り締める。

「これでどうだぁ～！」

　俺の全力全開の拳が邪神の頰を殴る。

　その結果は、邪神の頰を少し赤くしただけで、ダメージらしいダメージは与えていない事がわかった。

「なっ！」

『もう良いだろう、新神。私を滅ぼせる存在は居ない』

　そして、邪神はシロの拘束を軽く解いて投げ飛ばしたので、その行動の合間を突くように俺がもう一撃放つが、そこに邪神の姿は無かった。

『創造神に乗せられて、私に挑んだ事を後悔するが良い。非常にガッカリだよ、新神』

　後方から聞こえた邪神の声に振り返ろうとしたが、その前に俺の腹部が何かに貫かれ、体中に痛みが走った。

「ぐふっ」

　口から血が飛び出す。

　自分の腹部を見れば、そこからは血ち塗まみれの手刀が飛び出していた。

　それを認識した瞬間、俺は更に吐血する。

　俺の腹部を貫いていた手刀は、その姿を隠すように引き抜かれ、体中に更に激痛が走った。

「がはっ！」

　感じる痛みの大きさに耐え切れず、苦悶の声が飛び出した。

　俺はそのまま地面に片膝をつき、後方に居る邪神を強く睨にらむ。

『痛かったか？　たとえ神の身であろうとも、私の攻撃を防ぐ事は出来ない』

　不敵な笑みを浮かべて告げる邪神は、その手に付いた俺の血を、煩わしそうに払う。

　それを見ながら、俺は腹部に魔法をかけて治そうとするが、空いた穴が塞がる兆候が起きない。

　一体どうしてと考えている間も、俺の口と腹部から血が流れ続け、次第に体に力が入らなくなっていき、俺はそのまま地面へと倒れる。

『無駄だ。脆ぜい弱じやくな新神の力で、私の攻撃を癒す事は出来ない』

　あっそ……そういう事……。

　くっそぉ……。だが、これで終わる訳にはいかない。

　俺には、勝利を信じて待っていてくれる人達が居るんだから。

　諦めず、何とか立ち上がろうとして失敗している俺を見て、邪神が歪いびつな笑みを浮かべる。

『まだ諦めないか。……ふむ。その様子から推測すれば、居るな？　この大陸に、大切に思っている者が』

　あぁ、居るよ。俺の奥さん達が。

『だが、いくら思おうが無駄だ。今頃、未だ生まれ続けている魔物達によって蹂躙されているだろう』

　その言葉に対し、地面を這っている俺は、口角を上げて答える。

「……はっ！　俺の奥さん達をなめんな！　……それに、友達達もな！」








別章　大陸全土防衛戦・後編










サローナ・タタ






「……ふっ」

　サローナは、細剣で魔物を斬り刻みながら突き進む。

　その際に、自身が最も得意とする風魔法を、時に身を包んで守るために、時に魔物を切り裂くために、時に周囲の人達を守るために使用していた。

　正に、持てる力の全てを使い、全力全開を維持したまま戦う。

　……そうしなければならない状況だから。

　城塞都市リニックを守る者は数多く居るが、だからといって、その者達がずっと戦い続ける訳ではない。

　特に、視界を埋め尽くす程の魔物の群れが相手なのだ。

　いつ死んでもおかしくない状況で感じる緊張に晒され続ければ、普段よりも体力の消費は大きいのである。

　人員を入れ替えて休憩も取ってはいるが、そんな状態でしっかり休める訳も無く、体力も意志も擦すり切れていく一方なのが……今の状況だ。

　しかし、彼等の負けは、そのまま守っている人達の死に繫がっている。

　それがわかっているからこそ、未だこの場で諦める者は居ない。

　けれど、それが時間の問題である事をこの時点でわかっているのは、サローナとタタ、レーガンとギャレットだけである。

　他の者達は、目の前の魔物への対処で一杯一杯だった。

　このままでは、いずれ心が折れる者が現れ、それが伝染して一部でも崩壊すれば……魔物の群れに一気に吞のまれるだろう。

　だから、まだ余裕がある自分が頑張らないといけないと思い、サローナは駆ける。

　その細い体のどこに、それだけの力が宿っているのか、サローナは透き通るような銀の髪をたなびかせ、舞うように魔物を斬り伏せていく。

　その姿を見た者達は、サローナの美しさに心を魅了され、共に戦える事を誇りに思い、勢いを盛り返していった。

「傷付いた方は無理をせず、後方に下がって下さい！　交代要員にはまだ余裕があるため、今は生き残る事を優先して下さい！　回復魔法の使い手の方々がきちんと癒してくれますので！　私の結界魔法で壁を作り、安全な道を作り出します！　そちらを通って下さい！」
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　タタの大きな声が響く。

　その声は周囲一帯に届き、反応した者が交代要員と代わって下がる。

　自分一人では下がれない程の傷を負った者は、周囲の人達が助けて下がらせた。

　そしてタタは、負傷者を下がらせるために、結界魔法を使用して小さな壁を出現させて道を作る。

　結界の道は負傷者が下がるまで維持し、負傷者が下がれば、そのまま倒して魔物を圧し潰した。

　タタの中には、未だ戦いに対する恐怖心が残っている。

　けれど、それ以上に人々を守りたいという強い思いを抱いて、タタは戦う。

　そして、自分には夫に鍛えて貰い、戦女神に指南して頂いた力が確かにあると、タタは自分に出来る精一杯の事をこなしていく。

　実際、タタの結界魔法によって多くの者は救われ、救われた者達はタタの事を女神のように神聖視するようになっていった。

　恐らく、タタの容姿の美しさも、それに関係しているのだろう。

　レーガンとギャレットも、状況を正しく認識しているため、いつも以上に奮闘している。

　だが、それでも、たった四人では全てをフォローする事は出来ない。

　そう遠くない時に、必ずどこかが破は綻たんするだろう。

　魔物の数は、未だ減るどころか増えているのだから。

　しかし、それでもサローナ達は諦めない。

　孤軍奮闘に近い状態で全力を出し続けるのだが、それが長く続く訳もなく、次第に追い詰められていった。

　そして、危機が訪れる。

　激しい運動量によって搔いた汗を拭う事も出来ず、魔物の固い皮膚に当たった衝撃で、サローナの手から細剣が滑り落ち、その隙を突くように、大量の魔物が一斉にサローナへと襲いかかった。

「サローナ！」

　近くに居たタタが状況に気付き、大きな声を上げる。

　この時、サローナは覚悟した。

　たとえ死ぬ事になっても、多くの魔物を道連れにしてみせると。

　しかし、それが間違いであると直ぐに思い直す。

　必ず生き残ってみせると！

　サローナが魔力を体内に溜め、魔物達の手足が届きそうになった瞬間──。




　そいつは現れた。




「この獣畜生共が！　私の輝かしい未来を潰すつもりか！　そんなもの、看過出来るものかぁ！」

　周囲一帯に響く声に反応して、サローナを中心として半径五十メートル以内に居た魔物の全てが、空から飛来する風の剣で貫かれて絶命した。

　そして、サローナの傍へと舞い降りたのは、ハイ・エロフ──ルトだ。

「大丈夫だったか？　ワズの嫁の一人よ」

「え？　……あっ、はい」

　突然の事に、サローナが呆けた返事をする。

　その間に、タタがサローナの傍へとやってきた。

「大丈夫？　サローナ」

「あぁ、問題無い。どこにも傷は負っていない」

　そして二人は、ルトへと視線を向ける。

「えっと……確かルト様でしたか。どうしてこの場へ？」

「私達を助けてくれるのですか？」

　二人の問いに、ルトは真剣な表情を浮かべて答える。

「うむ。ここにはエルフが多いからな」

　ルトの答えに、サローナとタタは冷たい目を向けた。

　助けてくれた事への感謝の心が、一気に瓦解する。

　しかし、そんな事は関係無いとばかりに、ルトは熱弁を振るう。

「これは絶好の機会なのだ！　ここで良い活躍をすれば、私になびくエルフが向こうから現れるかもしれない！　そう、ルト様素敵！　と！　何と素晴らしい未来だ……人生設計だ」

　感慨深そうに、ルトが両腕を広げて告げているが、サローナとタタの目は更に冷え切っていく。

「うむ……うむ……。それに、ここでの活躍が広まれば、私の所へと来るエルフの数は更に倍！　いや、もっといくかもしれない！　あぁ……見える。私には見える。……こっちへおいで。私の可愛いエルフ達」

　目を閉じたルトが、見えないエルフ達を相手に、こっちへ来いよと手招きをする。

　サローナとタタは完全にどん引き、若干距離を取った。

　ルトの目がくわっと開かれる。

「そのためにも！　魔物にはここで私の糧かてとなって貰う！　上位者の力、見せてくれるわ！　『風の精霊よ　我に力を貸せ！　斬風嵐』」

　ルトの魔法が発動した瞬間、周囲一帯、目に見える範囲の全ての魔物が、鋭利な風の刃で斬ざん殺さつされた。

　その光景に、サローナとタタ、そして周囲に居た者達は驚きで目を見開く。

　圧倒的……そう、圧倒的な力を持つ者がこの場に現れ、戦局が一変する。

「さぁ！　次の戦場はどこだ！　案内しろ。……出来れば、エルフの多い所で頼む」

　ルトの言葉に、サローナとタタは頷き合う。

　これでこの場は持ち直す事が出来ると。

　そして、サローナとタタはルトと共に、次の場所へと向かって移動する。

　……エルフが少ない方を優先して。





ナミニッサ・ナレリナ






「交代要員が来ました。今戦っている方は下がって下さい！」

　ナミニッサの声が周囲に響く。

　その言葉に反応して、魔物を相手にしていた騎士達は、ナミニッサが作り出した結界の中へと戻り、逆に結界内で待機していた騎士達が戦場へと向かうのだが、結界が消える事は無い。

　ナミニッサは常に結界魔法を発動し続けていた。

　それは、王都と戦う者達を必ず守ってみせるという決意の表れだろう。

　ただ、それでも余裕がまだ見える辺り、かなり鍛えられているのがわかる。

　けれど、ナミニッサと共に下がる騎士達は、口々に無理をされないようにと懇願するが、ナミニッサはまだ大丈夫ですよと答えていた。

　それでも、騎士達は心配なのである。

　別にナミニッサの力を疑っている訳ではなく、無理して倒れないかどうかを心配しているのだ。

　その返答に、これは自分達では頑として譲らないだろうなと察した騎士達は、ナミニッサを休ませるためにも、自分達が頑張らなければと気合を入れる。

　ナミニッサは、本人が思っている以上に、この国の騎士達に慕われているのであった。

「はあああっ！」

　ナレリナが、炎の大剣で魔物を一いつ閃せんする。

　そんなナレリナの後ろには、負傷した騎士達が居た。

「全員、無理をするな！　大切なのは、生き残る事だ！　無駄に命を散らす事は、私が許さんぞ！」

　周囲で戦っている騎士達に向け、ナレリナが宣言する。

　その言葉に対して、騎士達は頷き合い、互いが互いをフォローするように動き出す。

　騎士達の動きが変わった事に安心し、ナレリナは、ワズが作った腕輪から盾を出現させ、負傷した騎士達を守りながら下がる。

　負傷した騎士達を結界内まで導けば、ナレリナは再び最前線へと戻った。

　自らが先頭に立ち、誰よりも多く魔物を屠っていく。

　その姿は周囲で戦う騎士達の鼓舞にも繫がり、ナレリナが居る場所は非常に大きく勢い付く。

　しかし、それでも魔物の数が減る気配は見えず、マーンボンド王国の王都での戦いは、膠こう着ちやく状態へと陥っていた。

　しかし、それでは駄目なのだ。

　膠着状態では先が無い。

　今は対抗出来ていたとしても、疲労が溜まればマーンボンド王国側が不利なのである。

　何故なら、魔物は次から次へと現れ続けているのだから。

　今この場には、決定打が欠けていた。

　戦場に用意された天幕の中で、ナヴィリオは必死に打開策を考える。

　そしてこの天幕の中には、一時休憩を取っているナミニッサとナレリナ、そしてレライヤも居た。

「兄上。やはり、私が単独で一点突破するしかないのでは？」

「いや、それでは駄目だ。戦場が王都の周辺全域である以上、魔物が現れ続ける状況が打開されない限り、一時しのぎでしかない。それに、ナレリナは動き過ぎだ。今は少し休め」

　ナヴィリオの言葉は正しく、最前線と後方を何度も往復したりと、最初から全力で飛ばしていたナレリナは、現在肩を揺らして大きく呼吸を繰り返し、顔には玉のような汗がいくつも浮かんでいる。

「そうですよ、姉様。姉様は今後のためにも休んでいて下さい。ですから兄様、大きく広げた私の結界魔法で、魔物を圧殺する事を提案します」

「……それも無理だ。騎士達を撤退させている隙に、そのまま魔物が王都に侵入してしまう。それとも、ナミニッサの結界魔法は、人と魔物を区別して、人だけを傷付けないようにする事が出来るのか？」

「……すみません。まだ、そこまでの操作は出来ません」

　ナミニッサは意気消沈するが、諦めた訳ではない。

　他に策はないかと、必死に思考を巡らせる。

「……だが、このままでは、いずれ押し切られてしまうだろうな」

　レライヤもまた、どうにか出来ないかと考えていたが、中々案は浮かばない。

　そもそも、特出した戦力として、ナミニッサとナレリナが居るのは間違いないが、二人の攻撃手段が今の状況に向いていないのである。

　ナミニッサの結界魔法で圧し潰せば、確かに広範囲の魔物を一度に屠る事は出来るが、先程ナヴィリオが言ったように、人と魔物の区別が出来ない以上、その効果はその場で戦っている騎士達も影響を受けてしまう。

　ナレリナの戦闘力は、確かにこの場において一番だ。

　だが、その戦闘力は対個人戦に特化しており、集団戦には向いておらず、広範囲を一度に攻撃する術が無いのだ。

　その事を理解しているナヴィリオが、どうすれば良いかと考えを巡らせる。

　だが、中々良案が思い浮かばない事に苛立ち、歯を食いしばった瞬間──。




　王都周辺の戦場に、いくつもの雷が舞い落ちる。




　天幕の外から聞こえた大きな音に、一体何事だとナヴィリオ達は一斉飛び出す。

　そして、その視界に映るのは、空に浮かぶ複数の骸骨。

　ほぼ全ての骸骨は、女性用の服装を身に纏っているが、その中で唯一、王が羽織るようなマントをたなびかせる存在が居た。

　魔導王・ニールである。

「……ふむ。まだ湧いて出てくるか。鬱うつ陶とうしいのぅ。『我が願いは　全ての敵に天罰を　魔雷流』」

　ニールの魔法により、再び空からいくつもの雷が飛来し、付近に居る魔物の約三分の一を焼き焦がす。

「これが……伝説の魔導王ニール様の御力」

　驚きで目を見開くレライヤが呟く。

　しかし、その言葉には誰しもが納得するしかないだろう。

　それ程の成果を、ニールは示したのだから。

「助けに来てくれたという事でしょうか？」

「……ワズが居なければ、人と関わるような御方とは思えなかったが、今こうして助けてくれている以上、そういう事なのだろう」

　ナミニッサとナレリナがそう言葉を交わしている間、ナヴィリオもニールが助けに来てくれたと判断した。

　ニールの広範囲を一度に攻撃出来る魔法は、この場において充分な決定打と言える。

　これで先は見えたと、ナヴィリオは不敵な笑みを浮かべた。

　しかし、ニール達から聞こえてきた会話によって、少し見方は変わる。

「きゃ～！　ニール様、すご～い！」

「こんな魔法も使えるなんて、格好良いです！」

「惚れ直しちゃった！」

　女性服を着た骸骨達が、口々にニールを褒める。

　そして、女性骸骨達から褒められたニールはというと……。

「でへへへ。そ、そうかのぅ？　ま、まぁ、わしにかかれば、このような畜生共などいくら居ようとも物の数ではないしの！　ほれ、もう一回。『魔雷流』」

『きゃ～！　素敵～』

　……再び雷が戦場に飛来する。

　完全にデレていた。

　骸骨なので表情は変わらないが、確実に鼻の下が伸びきっているだろう。

　ニールは完全に調子に乗って、空の上から何度も魔法を放つ。

　その間、ナヴィリオ達は冷めた目でニールを見ていた。

「完全に……女性と思われる骸骨達に骨抜きにされているな。……まぁ、骸骨だけに、骨抜きにされるという表現が正しいかはわかないが」

「……そうですね。まぁ、どうでも良いですけど」

「確かに、どうでも良いな」

「あぁ！　私の中の『魔導王』のイメージが崩れていく！」

　レライヤが頭を抱えながら叫ぶ。

　しかし、そんな四人へと向けて、女性骸骨の中の一体が、今の内だと手を動かす。

　その動きは、ニールに見えないように隠されていた。

　どうやら、ニールを上手く誘導してここに連れて来たのは、女性骸骨達だという事を、ナヴィリオ達は察する。

　そして、これは間違いなく好機なのだ。

　攻めに転じ、一気にこちらの有利な状況へと戦局を傾ける事が出来る。

　その事を瞬時に理解したナヴィリオが、号令を下す。

「全員、ここが攻め時だ！　一気に魔物の数を減らすぞ！」

『オオオオオォォォォォッ！』

　一気に活気付くマーンボンド王国の騎士達。

　その中には、冒険者達の姿もあった。

　ナミニッサとナレリナも互いに視線を交えて頷き合う。

「行きましょう、姉様！」

「あぁ！　背中は任せるぞ、ナミニッサ」

　そして、二人は戦場へと向けて、一気に駆け出す。

「ああああ……」

　未だ現実を直視出来ていないレライヤを置いて……。





キャシー






「はあああああっ！」

　キャシーのかけ声が響くと同時に、大きな衝撃が大地に走る。

　それは、キャシーが持つ大槌による攻撃によって起こった事だ。

　その大槌をまともに食らった魔物が絶命し、キャシーは少し息を吐く。

　けれど、それはほんの一瞬の事で、直ぐにでも次の魔物に向けて動き出す。

　現在、キャシーはドワーフ達のフォローへと回っていた。

　キャシーの力は、この場において間違いなく一番である。

　それがわかっているからこそ、自分がフォローに回らなければ、ドワーフ国が一気に蹂躙されてしまうと思ったからだ。

　何故なら、ドワーフ国の戦士達はどこかおかしかった。

「ちっ。武器が駄目になったか。おい！　次の武器を持ってこい！」

「お～い、こっちは槍の穂先が駄目になったぞ～。これはもう少し強度を上げた方が良いな」

「ふ～む。矢が通らんか。鏃やじりの問題だろう。貫通力を上げるために少し捻ねじった方が使えそうだな」

「この盾は小さいが強度が抜群だな。おい、これを作った奴は誰だ？　ウチで抱えたい」

「普通の武器はもう大体試したか。良し、次は魔剣の類たぐいを試していくか」

　魔物を相手に、自分達が製作した武器の性能を試していたのである。

　ドワーフ達にとってみれば、魔物達は格好の餌食にしか見えておらず、丁度良い機会だとばかりに様々な武器の性能を確認していた。

「……えっと」

　その光景を目の当たりにしているキャシーが、困ったような笑みを浮かべる。

　この場で一番まともなのは自分しか居ないと思うのと同時に、キャシーは少しだけ……ほんの少しだけハーフで良かったと思った。

　そして、一息吐くキャシーは、隣に立つ父親へと声をかける。

「お父さん。もう少し真面目に戦った方が……」

「キャシーよ。お父さん達はもちろん大真面目だ！　折角こんなに魔物が居るんだ。ここで試しておきたい事が山のようにある！」

「で、でも、国の存続がかかっているんだよ？　もう少し戦いに集中した方が？」

「大丈夫、大丈夫！　国が無くなろうとも、私達ドワーフは鍛か冶じ場ばがあればそれで満足だ！　それに、無ければ作る！　ドワーフは、創造の種族と言っても良いし！　おっ、お父さん良い事言ったかな？　お～い、倉庫に仕舞ってある危険な武器も持ってこい！　これを機に、全部試し斬りするぞ～！　とりあえず、三十番台から持ってこい！」

『オオオォォォッ！』

　キャシーの父親の言葉に、周囲のドワーフ達が景気良く返事をする。

　その言葉に、キャシーは本当に困った。

　現状は、どこか勢いがあるドワーフ達が押しているのは間違いない。

　だが、魔物は際限なく現れているのだ。

　この状況がいつまでも続くとは思えないため、キャシーは今の内に出来る事を考えるのだが、それは杞き憂ゆうに終わる。

　この場所にもまた、上位者が現れたのだ。




「ふむ。相変わらず物を作る事しか考えていない馬鹿ばっかりだね、ここは」

「ドワーフとは、皆こうなのですか？　お母様」

「まぁ、そう思っていて間違いはないね」




　空から舞い降りてきたのは、二頭の白龍──メギルとメルである。

　二頭は、そのままキャシーの傍へと着地した。

　周囲のドワーフ達からどよめきが起こるが、襲ってこない事で敵意は無いと判断し、再び武器の性能実験へと戻る。

「お久し振りです。メギル様。メル様」

　キャシーが一礼するのを見て、メギルは溜息を吐いた。

「ここでまともなのは、アンタと普通の人族だけだね。それだけが救いだよ」

「お久し振りね、キャシーさん」

　メギルが溜息を吐く中、メルはキャシーに向けて嬉しそうに前足を振る。

「それで、メギル様とメル様はどうしてここへ？」

　助けに来てくれたという事はわかっているのだが、一応念のためにとキャシーが尋ねる。

「もちろん、ドワーフ国の救援として、ここに来たのさ。邪神に関しては、私達では対抗出来ないだろうしね。だから、昔の顔馴染みが居るこの国へと来たのさ。……あぁ、安心しな。他の所には、暇そうにしていた馬鹿な奴等が向かっているから」

　キャシーが尋ねたい事を先に答えるメギル。

　その言葉に、キャシーは内心でほっと安堵した。

「そうなのですね。ご助力ありがとうございます」

「あぁ、礼は良いよ。アンタ達の旦那のワズが邪神をどうにか出来ないと、どのみち世界は終わりなんだ。それなら、どこに居ようと同じだろうしね。……それで、バルガーはどこに居るんだい？」

「国王様ですか？　……でしたら、先程向こうの方で見ましたが？」

「わかったよ。なら、ちょっと説教でもしてこようかね。こんな状況なんだ。少しは真面目に戦えと……。メル。私が説教している間、キャシーと協力して、魔物の数を減らしておきな」

「わかりました」

　メルの返事を聞き届けると、メギルはバルガー国王が居るという方向に向けて歩き出す。

　そして、この場に残ったキャシーとメルは、顔を見合わせ、へにゃっと笑みを浮かべ合う。

「それじゃ、行きましょうか、キャシーさん」

「はい。宜しくお願いします」

「ふふ。安心して下さい。こう見えても私、強いんですよ？」

　そして、キャシーとメルは、共に戦場へと向かう。





メアル・ハオスイ






　温泉街での戦いは、魔物側が押していた。

　ハオスイとメアルも善戦しているが、やはり全体的に戦える人数が少ないのが原因だろう。

　その少ない人数を守るためにも動いているため、ハオスイとメアルの行動は、自然と防御へと回る事が多く、攻めに転じる事が中々出来ずにいた。

　そうなってくると、討伐される魔物の数は減っていき、逆に魔物の総数は増えていく一方だ。

　次第に傷付く者が増え、戦える者の数が減っていくという悪循環へと陥っていた。

　けれど、それでもハオスイは諦めない。

「……もっと速く……もっと強く」

　全てを守ってみせると、その力を増していく。

　ハオスイの脳裏には、はっきりとした強さのイメージが映っていた。

　それは、自分が求める力を持っている者──ワズである。

　彼のように速く動ければ……。

　彼のように強い力を持っていれば……。

　自分は全てを守る事ができ……愛する夫の隣に立って戦えると強く願う。

　その思いはハオスイに力を与え、無意識の内にスキル『龍化』を発動した。

　ハオスイの頭から角が生え、手足が緑色の鱗うろこで覆われていくが、外見的な変化はそこで止まる。

　恐らく、ハオスイは人の姿のままで強くなる事を願っていたからで、それは、『龍化』によって上昇する力だけを手にしたようなモノだった。

　更に力を増したハオスイによって、魔物達への蹂躙劇が開始される。

　慣れていない力に振り回されそうにはなっているが、その力は間違いなく圧倒的だった。

　ものの数分で、戦局がこちらへと傾く程に。

　けれど、大きな力には、それだけの代償も存在する。

『龍化』を発動して暴れた事で、ハオスイの体力がごっそり持っていかれてしまった。

　角と鱗が散るようにして消え、元の姿へと戻ったハオスイは、その場で片膝をつき、乱れた呼吸と失った体力を必死に戻そうとする。

　しかし、そんな隙を魔物達が与える訳もなく、ハオスイを一気に取り囲んで襲いかかってくるが、その行動は空からの炎によって阻止された。

「キュイイ！　キュイィィ！」

　メアルがハオスイを守るため、必死に『ファイアブレス』を何度も放つ。

　魔物達を近付けさせまいと、円を描くように放たれる『ファイアブレス』だが、やはりまだ子供の龍であるが故に、その炎で焼け焦げる数よりも、迫る数の方が次第に多くなっていく。

　この行動はメアルの体力も大幅に削り、飛ぶ事すら困難になったメアルは、ハオスイの近くにフラフラしながら着地した。

　そして、メアルの『ファイアブレス』が止む瞬間を待ってましたと言わんばかりに、魔物達が一斉に押し寄せる。

　ハオスイは、即座にメアルを抱き抱えた。

「……メアルは必ず守る」

　そう決意して、ハオスイが剣の柄を握り締めた瞬間、視界に影が差す──。




　空から、太陽の光すら通さぬ漆黒の鱗を持つ龍が現れた。




「おどれら！　魔物如ごときの分際で、我の可愛い可愛い娘を傷付けようとしおったな！　その行い、万死に値する！」

　そう言葉を発するのと同時に、漆黒の龍──ラグニールがすぅっと息を吸い、ハオスイとメアルの周囲に居る魔物に向けて、一気に息を吐くようにして大きく口を開く。

　そこから飛び出したのは、『ファイアブレス』ではなかった。

　いや、正確には『ファイアブレス』なのだが、その密度が大きく違う。

　ラグニールが吐き出したモノは、高密度に圧縮され、それは一筋の燃える光……まるで光線のようになっていた。

　もしこれに名を付けるのであれば、『ファイアレーザー』。

　カガネであればそう名付けていただろうが、生憎あいにくこの場には居ないため、ラグニールは単純に『圧縮ファイアブレス』と心の中で呼んでいる。

　これは、対ワズ用にラグニールが作った技。

　……まぁ、実際にワズが食らったとしても、服が燃える程度で終わるだろうが。

　そして、ラグニールが放った『ファイアレーザー』によって、周囲一帯全ての魔物が一掃されていく。

　その威力は、大地の形を容易に変える程だった。

「……ぶはぁっ！　もう無理！　熱い！」

　ラグニールが『ファイアレーザー』を放つのを突然止め、言葉通りに熱かったのか、自身の口をパタパタと扇ぎながら、ハオスイとメアルの傍へと降り立った。

　そして、メアルに向けて満面の笑みを向ける。

「メアル～、お父さんが助けに来たよ～。これでもう安心だね。ほら、怖かっただろう？　我の胸に飛び込んでおいで！」

「キュイ！　キュイイイ！」

　メアルはラグニールの傍まで飛んでいくが、胸に飛び込む事はしなかった。

　そして、その鳴き声はどこか責めているというか、抗議しているように聞こえる。

「キュイ！　キュイ！　キュキュイイ！」

「私達はこの地を守っているのに、その地形を変える程の攻撃をしてどうするんだって言われても、お父さんはメアルを守ろうと必死だったんだよ！　それだけは信じて！　ねっ！」

「キュイ！」

「お父さんなんか知らないなんて言わないで！　お父さん泣いちゃうよ？　本当の本当に泣いちゃうよ？」

「キュ～イ……キュイ！　キュイ！」

「あ～あ、ワズに来て欲しかったなんて、お父さんの前で言わないで！　あぁ～！」

　ラグニールが頭を抱えて崩れ落ちた。

　メアルは、まるで勝利したように誇らしげだ。

　そして、その頃にはハオスイの体力がある程度回復していた。

「……もう動ける。次の場所へ向かう」

「キュイ！」

　ここはもう大丈夫だと判断したハオスイはメアルと共に別の戦場へと向けて移動を開始した。

「待って！　お父さんを置いていかないで！　頑張るから！　お父さん、頑張るから！　もう地形を変えるような攻撃はしないから！　肉弾戦で魔物を蹂躙するから！　だから、置いていかないで！」

　ハオスイとメアルの後を、ラグニールが急いで追いかける。

　これにより、温泉街の戦局は、一気にこちらへと傾く。





マオ






　魔物の爪が獣人達へと迫ろうとしたその時、疾風のような風が舞い、魔物が細切れにされた。

「隊列が乱れているぞ！　功を焦ろうとするな！　生き残る事を優先し、周囲の仲間を頼れ！　死ぬ事は許さんぞ！」

　疾風のように動き、獣人達を救ったのは、マオである。

　マオの言葉で獣人達は態勢を立て直し、魔物に対して迎撃を行っていく。

　その様子を眺め、マオは満足そうに頷いて戦場を駆ける。

　現在、マオは完全にフォローへと回っていた。

　元々獣人は仲間意識が強いというのもあるが、自分がそこまで無理しなくても大丈夫だという確信を持っているためである。

　確かに、マオの力は非常に強くなってはいるが、他にも強い者が数多く居るからだ。

　その代表格が、マオの父親であるデイズだろう。

　デイズは、檻おりから解き放たれた獣のように、魔物達を蹂躙している。

　そんなデイズをフォローしているのは、この国の王で、デイズの兄であるギオだ。

　二人の息の合ったコンビネーションは、それぞれの力を掛け算する程に強く、他にも一騎当千の強者が多く居るため、マオは仲間を助けるために動き回っていた。

　獣人国での戦いは、こちら側が優勢であるのは間違いない。

　だが、それでも危機は訪れる。

　近くで見れば、山のように思える程大きな魔物が、獣人達を囲むように何体も現れた。

「大きいのが来るぞ！　構えぇ！」

　ギオ王の号令で、獣人達は隊列を成して武器を構え直す。

　もちろん、他にも魔物は居るため、隊列を成したのはこの場における強者達だけで、他の獣人達は強者達に近付けさせまいと、迫る魔物を屠っていく。

　強者達の中にはマオも居おり、同じように双剣を握り直す。

　そして、頭の中で何度もシミュレーションを行い、いざ大型の魔物に向けて挑もうとした瞬間──。




　金色に輝く獣人が高笑いと共に現れ、高く飛び上がっていく。




「ははははははははははっ！　面白そうな魔物が居るな！　これは来た甲斐があった！　このような状況なら、存分に力を振るう事が出来るわ！」

　その言葉と同時に、金色の獣人──ガインが大型の魔物の一体に向けて腕を振るう。

　それは、単純に殴っただけ。

　ただそれだけで、殴られた大型の魔物は意識を失い、下に居る魔物達を巻き込んで倒れた。

　地に降りたガインが、つまらなそうな表情を浮かべてボソッと呟く。

「……何じゃ、見かけ倒しだのぅ」

　その光景を見ていた獣人達は、ポカンと口を開けていた。

　突然の出来事に、どう対処すれば良いのか、わからなかったのだろう。

　恐らく、ガインが前国王である事も関係していた。

　一早く反応したのは、マオである。

「祖父上殿！」

「……」

　ガインは反応しない。

「……おじいちゃん」

「ん？　何じゃ？　マオ」

　ガインが満面の笑みで答える。

　マオは、溜息を吐きたいのをぐっと堪こらえた。

「どうしてここへ？」

「そんなもん決まっておるだろ？　もちろん、獣人国を救うためじゃ」

「……」

「……本当じゃよ」

　マオの疑うような視線に負け、ガインはふいっと目を逸そらす。

　今度こそ、マオは大きく溜息を吐いた。

「はぁ～……」

「な、何か、我への態度がワズに似てきておらんか？」

「夫殿に似てきているというのは嬉しいが、それよりも前に、おじいちゃんは助けに来てくれたって事で良いんだよね？」

「う、うむ。勿もち論ろんじゃ！　前王として、故国を助けに来たのである！」

「なら、まずはあの大きな魔物を全部倒してきて」

「えぇ～、だってあいつら、見かけ倒しなんだもん。戦っても面白くない」

「………………」

「……よぉ～し！　おじいちゃん、頑張っちゃうぞ！」

　片手を挙げて、やる気を示すガイン。

　けれど、マオはどこか冷めた目を向けていた。

　この場の空気に耐えられなくなったのか、ガインは即座に大型魔物に向けて駆け出していく。

　その様子を見ていたマオは、ガインに対して色々と文句は言いたくなったが、それは後の話だと思考を切り替えるために、軽く溜息を吐いた。

　けれど、ガインの力は本物であるという事も理解しているため、これで獣人国は大丈夫だろうと、心の中で安堵する。

　ただ、それが少し表面に出てしまい、口角が少し上がっている事には気付いていない。

　そして、武器を構え直したマオも、戦場に向けて駆け出した。

　今の自分に出来る全てをやり遂げるために。





カガネ






　カガネが放った魔法によって、周囲一帯の魔物が一掃された。

「ふはははははっ！　見たかっ！　これが私の力だ！　……はぁはぁ。ちょっと飛ばし過ぎてしまいました」

　高笑いの後、カガネは杖を支えにして体勢を維持する。

　その言葉が示すように、カガネの顔には玉のような汗がいくつも浮かんでいた。

　けれど、カガネの魔法に頼るしかないのが、グレイブ国の現状である。

　戦える者はそれなりに居るが、目立った戦力に乏しく、優秀な隊長格がまだ育っていなかった事も要因だろう。

　グレイブとミレアも奮闘しているが、その手が届いていない場所があるのは間違いない。

　だからこそ、それを補うために、カガネは最初から全力全開である。

「……はぁ……はぁ。……『氷嵐舞』！　『炎陣昇』！　『多重光線』！」

　少しでも多くの者を救うため、状況に合わせた様々な魔法を連続で放ち続けていた。

　しかし、いくら膨大な魔力を持つカガネであっても、長時間の魔力行使は余力を奪っていく。

　カガネの残り魔力は、もう残り僅かであった。

「『風神斬』！　『聖光浄』！　『暗闇黒』！」

　それぞれ発動地点に向けて杖を前に出すが、最後の魔法だけは発動せず、その場所で戦っている者達が魔物達に追い詰められていく。

　それを見たカガネは、唇を嚙んで気合を入れる。

「くっ！　『暗闇黒』！」

　それでも魔法は発動しない。

「なら！　『火炎玉』！」

　杖の先からいくつもの火の玉が飛び出し、着弾点の魔物を燃やし尽くす。

　火の玉の援護によって、戦っている者達は救われた。

　その光景を視界に捉えていたカガネは、ふっと笑みを浮かべ、そのまま片膝をつく。

　杖で支えていなければ、倒れていただろう。

「……まだ……まだぁ」

　気力を振り絞って立ち上がるが、限界が近いのは間違いない。

　危険な場所はまだ至る所に存在しているのだ。

　ここで倒れる訳にはいかないと、カガネは再度杖を構える。

　けれど、魔法はもう発動しない。

　カガネの魔力は空っぽだった。

　それでも、出来る事はあるはずだと、カガネが一歩前へと踏み出そうとした瞬間──。




　戦場の向こう側から、真っ赤な毛並みを持つ獣人が現れる。




「この勝負、貰ったぁ～！」

　意味のわからない事を叫びながら現れ、その手にある爪で魔物達を次々と屠っていく獣人──ゼアル。

　その勢いは衰える事はなく、寧むしろ加速して戦場を駆け巡る。

　ゼアルの通った後には魔物の死体しかなく、その動きは戦っている者達のフォローもきちんと行っていた。

「あれは確か……お兄ちゃんの友達の……」

　圧倒的な強者が味方として現れた事に、カガネはそう呟いて安堵する。

　それなら自分は失った魔力を早く回復させないと、と考えた時に、カガネの視界に映ったのは、銀色のトレイの上に載せられている、何やら不思議な色をした液体が入っている瓶が差し出されるところだった。

「こちらをどうぞ、お嬢様」

「……え？　あれ？」

　それを差し出している人物は、とある執事の天敵メイド──デオラーデである。

　さすがにデオラーデの登場は想定外だったのか、カガネが一瞬フリーズした。

「………………えっと、これは？」

「はい。お嬢様は、どうやら魔力切れを起こしているようですので、直ただちに回復させる必要性を感じました。こちらは、魔力回復薬でございます」

「あ、ど、どうも……」

　受け取って良いのかなぁ？　と思いつつも、カガネは魔力回復薬を受け取って、それに口を付ける。

「きゃ～！　ゼアル様～！　素敵～！」

　デオラーデの後ろで、ルドレン侯爵家のお嬢様──ソシエルが、黄色い声を上げて、ゼアルを応援していた。

　その事に、カガネは口に含んだ魔力回復薬を吹き出しそうになる。

　ごくんっ！　と流し込み、少しせき込む。

「ごほっ！　ごほっ！　……えっと、どうしてここにソシエルちゃんが？　危険じゃないですか？」

「問題ありません。私がお守りしていますから」

　デオラーデの眼鏡がきらりと光る。

　その言葉のどこを信用すれば良いのか、カガネはわからない。

　そもそも、デオラーデの力を知らないのだから。

　大丈夫なのかなぁ？　と、カガネが考えながら魔力回復薬を飲んでいると、戦場を駆けるゼアルから声がかかった。

「お～い！　デオラーデ……様！　本当に、ワズが来るまでの間に、私の方が多く魔物を倒したら、勉強時間を大幅に短縮してくれるんだな？」

「えぇ、確かにそうお約束しました。間違いはありません」

「よぉ～し！　この勝負、貰ったあああぁぁぁ！」

　ゼアルは、更に張りきって魔物を屠っていく。

　そんな中、状況に付いていけていないカガネが、デオラーデに尋ねた。

「えっと、どういう事ですか？」

「簡単な話でございます。ゼアル様の勉強に対する意欲を刺激するため、勝負をする事にしたのです。勝負内容は、ゼアル様と私、どちらがより多くの魔物を屠る事が出来るか。その一点のみ。期限はワズ様がカガネ様をお迎えに来られるまで。ゼアル様が勝てば、先程申していたように勉強時間を大幅に削減し、私が勝てば、私の言う事に絶対服従の勉強時間になるという、他愛も無い勝負を行う事になったのでございます」

　その言葉を聞き、カガネは何故か、ゼアルが負ける未来しか見えなかった。

　けれど、ゼアルが上位者なのは間違いない。

　もしかしたら、ゼアルが勝つのではないかと、カガネは思う。

　そもそも、デオラーデはソシエルを守るために、この場に居るのだ。

　魔物を倒しに行く素振りも見せていない。

　そうなると、ゼアルに勝ちを譲るつもりなのでは？　と、カガネがデオラーデへと視線を向けると、デオラーデの眼鏡が怪しく光る。

「心配は無用でございます。確かに、ゼアル様の力が上位者の部類に入っているのは間違いありません。ですが、私は『超越者』でございます。『メイド流戦闘術・極限』も習得しておりますから」

　カガネは、再び言われている言葉の意味がわからなくなった。

　何となく、フロイドと接している時のワズは、いつもこんな気持ちを抱いていたのかな？　と思ってしまう。

　そして、デオラーデが戦場へと視線を向けた。

「『超越者』の私であれば、魔物などいくら居ようとも関係ありません。……メイド流戦闘術・極限の一つ、『愚かな貴族を射殺す眼光』」

　そう言った瞬間、デオラーデの目から、魔力が圧縮された光線が放たれ、戦場を焼け野原へと変える。

　きちんと威力が絞られているのか、その場で戦っていた者達に影響は無い。

「ぎゃあああああぁぁぁぁぁっ！」

　ただ、光線によって起きた爆発に、ゼアルが巻き込まれて飛んでいく。

　そこに他意は無い。……と思っておこう。

　きっと、不幸な偶然というだけである。

（……眼光じゃなくて、ただの光線だよね？）

　そう思ったカガネだが、その事を決して口には出さない。

　余計な事を言ったら、その被害を受けるのは自分だという事を、ワズを見ていて理解していた。

「これでここは暫しばらく大丈夫でしょう。では、次の戦場へと向かいましょうか。行きましょう、ソシエル様、カガネ様」

「は～い！　ゼアル様、頑張って下さい！」

「……負けない……私は決して負けないぞぉ～！」

　ここからの移動を開始するソシエルとデオラーデ。

　ゼアルもふらふらと立ち上がって移動を開始した。

　カガネも、溜息を吐いて、魔力回復薬を飲みながら後を付いていく。

　グレイブ国は、カガネの魔法だけでなく、上位者と超越者の参加によって、その勢いを急速に増していった。





アリア






　アリアの拳で、魔物が爆散する。

　その力は、ワズが作ったナックルの威力だけでなく、アリア自身が体内で練った聖なる魔力を拳に乗せている事も関係していた。

　アリアの聖なる拳は、邪悪な力を宿す魔物にとって、正に天敵と言える効果を発揮していたのである。

　けれど、アリアの本領はそれだけではない。

　周囲の者達にとって、アリアは「聖女」なのである。

「『願い叶え給たまえ　全ての者に癒しを　天地回復陣』」

　アリアの魔法によって、空と大地に大きな魔方陣が展開され、その魔方陣内に居る全ての騎士達の傷が癒されていく。

　魔方陣内の魔物は、聖なる気に当てられて苦しそうにしていた。

　そして、傷が癒えた騎士達によって、魔物達が倒されていくが、これは広い戦場において、ごく一部で起こっている事でしかない。

　傷付き、劣勢に立たされている騎士達は、戦場の至る所に居るのだ。

　だからこそ、アリアは魔物を拳で倒しながら戦場を駆け、何度も回復魔法を唱える。

「……はぁ……はぁ。……次は、向こうか」

　額に浮かんでいる汗を強引に拭い、アリアは次の場所に向けて移動を開始した。

　王都イスコアでの戦いは、均衡状態が続いている。

　傷付いた者は、アリアの範囲回復魔法や、その他の回復魔法を使える者によって戦線へと復帰する事が出来るが、王都イスコアは巨大な町なので、その分、人の数が必要であった。

　確かに人的被害は少ないが、魔物もまた、倒した側そばから次々現れ、一進一退の攻防が続いている。

　そのような状況になっている理由としては、やはり、ここでも特出した戦力の欠如が一番に挙げられるだろう。

　アリアの戦闘能力は純粋に高いが、一度回復する側になってしまえば、そちらの方に気を取られてしまい、満足に魔物を倒す事が出来なくなっていく。

　しかし、回復魔法の方を怠れば、その分死者が出てしまう。

　それが、今のアリアの状況だった。

　このままでは、緩やかに消耗していき、最後は魔物の数に押し切られて蹂躙されるだろう。

　それがわかっているからこそ、アリアは内心焦っていた。

　だが、打開策も浮かばず、必死に思考を巡らせながら戦っていた──その時。




　空から、変態が舞い降りる。




　黒パン一丁に黒マントをたなびかせ、分厚い筋肉を持つその男──ベネドが、地上に居る魔物達に向けて……ボディプレスをかました。

　その衝撃は凄まじく、まるで隕いん石せきが降ってきたかのようなクレーターを作り上げる。

　もうもうと立ち上る土煙が晴れたクレーターの中には、どこも傷付いていない肉体を誇るようなポーズを取っているベネドが居た。

「ぐわはははははっ！　我、ここに参上！」

　笑い声を上げながら、ベネドは何度もポーズを変える。

　その光景を見たアリアは、知り合いと思われたくないと思い、こそっとこの場から移動しようとしたのだが、ベネドがその姿を捉えた。

　ベネドは、視力も大変良いようだ。

「うむ？　おぉ！　そこに居るのは、ワズの奥方の一人で、確か……アリアと申すものだったな！」

　名指しされ、もう逃げられないと、アリアは観念した。

　ベネドの下へと向かい、一礼する。

「これは、吸血鬼の王様。お久し振りでございます」

「うむ。娘の結婚式以来だな」

「はい。……それで、どうしてここへ？」

「なぁに、助すけ太だ刀ちに来たのだよ。我が国も、一応イスコア王国領土内にある訳だしな」

「それは……正直に言えば助かりますが、そちらの国の方はよろしいのですか？」

「問題無い。既に周囲一帯の魔物は滅ぼしてきたし、魔物が侵入出来ないように、強力な結界を張ってきたからな！」

　むんっ！　と、ベネドが筋肉を更に膨張させてポーズを取る。

　アリアは、自分にベネドの相手は出来ないと、心の中でワズに助けを求めた。

「ん？　どうした？」

「……いえ、何でもありません」

　けれど、今この場でベネドの相手を出来るのは、自分しか居ないと心を強く持つ。

　周囲に居る騎士達は、ベネドの姿を見て関わってはいけないと、魔物を相手に集中していた。

　目を合わせたら、ベネドと関わる事になるとわかっているのだ。

「それにしても、中々精強な騎士であるな。これだけの数の魔物を相手に、全く臆しておらん」

「そう言って頂けると、騎士達も喜びましょう。……そうです！　ベネド国王様に直接激励されれば、騎士達も大きな励みになるのではないでしょうか？」

　アリアは、騎士達を巻き込もうとした。

　騎士達は、アリアのその提案に背筋が凍る。

　魔物を相手にしつつ、嫌な汗を搔きながら全力で頭を振った。

「ふむ。……それは後でも問題あるまい。まずは、魔物の方をどうにかせんといかんな」

　そう言って、ベネドがポーズを決める。

「『我が筋肉は　万物を超える　光輝』」

　ベネドの体に後光が差し、その後光が意思を持ったかのようにうねうねと動きながら、周囲一帯の魔物へと襲いかかる。

　その光に触れた魔物は、もの凄く嫌そうというか、納得いかない表情を浮かべながら消えていく。

　どうやら、その光には強力な浄化の力が備わっているようだ。

　ただ、それに納得いかないのは、アリアも同じだった。

　その光に内包されている浄化の力は、確実に自分の力よりも上であり、今の自分に、それ程の浄化の力を発現させる事は出来ないという事も同時に理解出来てしまったからである。

　けれど、今はそれだけの力を持つベネドが助けに来てくれた事がありがたいと、アリアは気持ちを切り替えた。

　それでも、いつかこの高みへ……いや、それよりも上に辿り着いてみせると、心に固く誓う。

「ご助力感謝致します、ベネド国王様」

「そう畏かしこまらなくても良い。堅苦しいのは好かんしな。では、ここはあらかた片付けたし、次の戦場へと向かおうか」

「え？　……えっと、ルソナ国王様にお会いしなくてよろしいのですか？」

「……この国の王か？　……その者の筋肉はどうなっておる？」

「どう？　と言われましても、普通だと思いますけど……」

「なら、興味無い！　今の状況を切り抜けてからでも、問題無いだろう。そもそも、そこまで余裕がある状況ではないだろうしな」

　確かに、ベネドの言う通りであるとアリアは思った。

　ルソナとの事は、後で自分が取りなせば問題無いだろうと考え、アリアはベネドと共に行動する事にする。

　それならまずは、危なそうな所から向かうべきだろうと、アリアはその場所に向けて指を指す。

「それでは、まずはあちらへ向かいましょう」

「うむ。全て我の筋肉に任せておけば良い！」

　むんっ！　とポーズを取るベネドを冷めた目で見るアリア。

　そして、ベネドの加入により、王都イスコアの戦いは、こちら側へと大きく傾いていく。








第十二章　対邪神戦・後編









　邪神の蹴り足が飛んでくるが、地面に寝そべり、腹部に受けた傷によって満足に動けない俺は、そのまま受ける事しか出来ない。

「うぐっ！」

　蹴り飛ばされた俺は、何度も地面に体を打ち付けてから、漸ようやくその動きを止めた。

「がはっ！」

　口から血を吐き出す。

『どうした？　新神。先程までの威勢が消えているようだが？』

「……はっ！　そう焦るなよ。ここから大逆転してやるからさ」

　だが、そう言ったものの、これ以上のダメージはさすがに不ま味ずい。

　何とか血だけでも止めないと、まともに動く事が出来そうもなかった。

　そう考えた瞬間、俺の体を温かいモノが包み込む。

　一体何事かと思えば、光女神様達が結界に回すのとは別の、僅かではあるが癒しの力を俺に流しているようである。

「しっかりして下さい、ワズさん」

「私達の希望は、ワズ様しか居りません」

「こんな事しか出来ないが」

「私達の力を使って下さい」

「……頑張れ」

　光女神様達から応援の声が飛ぶ。

　俺は、その言葉と力をありがたく受け取り、体の修復に力を回す。

　それで邪神から受けた力を上回ったのか、少しずつ癒え始めるが、それを見逃す邪神ではない。

『やれやれ、余計な手出しをしてくれる。……なんと言ったかな……そうそう、無粋だぞ』

　そう言って、邪神が俺に向かって来た。

　腹部の傷が癒える前に、俺を仕留めるつもりなのかもしれない。

　だが、邪神の前に立ちはだかる存在が居た。

「少しばかりですが、私も手伝いましょう」

「フロイド！　お前にそんな力は無いんだろう！　そもそも、結界の方に集中していろよ！」

「大丈夫ですよ、ワズ様。少しばかりの時間であれば女神様達が支えてくれます。それに、ワズ様が回復するまでの時間稼ぎが必要でしょう？」

　フロイドが俺を守るようにして身構える。

　対する邪神は、歪な笑みを浮かべた。

『はははははっ！　愚かだな、創造神！　私にとってみれば、今のお前の力は塵ちり芥あくたに等しい！』

「そうそう簡単に、私をやれるとは思わない事ですね」

『言葉だけなら、何とでも言えるな！　創造神！』

「良い加減、私の事を創造神と呼ぶのは止めて頂きましょうか。今の私は一介の執事であるフロイドです」

　そして、フロイドと邪神がぶつかり合う。

　邪神は無造作に攻撃を繰り出すが、対するフロイドは技術を以て対応していた。

　言うなれば、邪神は剛拳で、フロイドは柔拳である。

　最初はある程度戦いになるかと思っていたが、邪神が攻撃速度を増していく。

　すると、次第にフロイドが邪神の拳を捌さばききれなくなっていった。

『ほれほれ、どうした？　前回の時のように、もっと楽しませてくれよ！』

「……では、ご希望に沿いましょう」

　フロイドが邪神の力を利用するようにして掌底を打ち出す。

　掌底は邪神の顎を捉えるが、ただ当たっただけで終わり、邪神にダメージは見られない。

『……残念だよ、創造神。随分と弱くなったな……いや、こちらが強くなり過ぎたのか』

「そう大きく出るのは、前回から変わりませんね。……油断を招きますよ」

　その言葉が証明するように、邪神の後ろから迫る者が居た。

　シロである。

　そのまま邪神に向けて突進し、シロが殴りかかろうとするのに合わせて、フロイドも攻めに転じ、二人の拳が同時に邪神へと放たれる。

『大きく出ているのではないよ、創造神。これが現実というだけだ』

　フロイドとシロの動きを読んでいた邪神は、放たれた拳をかわし、シロを摑んでフロイドへとぶつけ、その勢いのまま地面へと叩き付けた。

『お前ももう諦めたらどうだ？　シロ』

『ははは！　諦める意味が無いね。だって、勝つのは僕達なんだし！』

　シロの言葉を受けて、邪神が醜悪な笑みを浮かべた。

　邪神は、シロを持ち上げて、再度フロイドへとぶつける。

　そのまま何度も同じ事を繰り返し、その衝撃に耐えられなくなった地面へ徐々にその身を沈ませていく。

『あははははははははははっ！』

　そして、邪神は高笑いと共に思いっ切りシロをフロイドへとぶつけ、その威力によって地面が大きく凹んでひび割れる。

　だが、それでもフロイドとシロが諦めていないという事が見てわかった。

　互いに大きく傷付いているのに、フロイドとシロは互いの視線を合わせて頷く。

　その姿は何か覚悟を決めたかのようにも見え、俺は瞬時にやろうとしている事が何か理解する。

　シロが邪神の手を無理矢理払いのけ、そのまま邪神の体を摑み、フロイドもそれに続く。

「止め──」

　俺がそう声を出した瞬間、フロイドとシロ、そして邪神が居た場所が爆発を起こした。

　恐らく、フロイドとシロは、邪神が近くに居る状況を好機と捉え、自爆したのだ。

　それが、邪神に対して最も有効な手であると判断して。

　だが、爆発の中をゆらりと動く影が一つ見えた。

『無駄ですよ。いくら自爆をしようとも、私の力の前では無意味であると知れ』

　爆発が治まり、もうもうと煙が立ち上る中、邪神はその身を摑んでいたフロイドとシロを無造作に放り投げ、フロイドとシロへと向かって掌てのひらを向ける。

　邪神はその身に真っ黒なオーラを纏い、その真っ黒なオーラが掌へと集中していく。

『さよならです。創造神、シロ』

　その瞬間、傷が治る前であろうとも、俺は体に力を入れる。

「やら、せ、るかよぉ～！」

　体中に走る痛みを我慢するために歯を食いしばって立ち上がり、一気に邪神へと向かう。

　すると、邪神の掌が俺の方を向いた。

『そう焦るなよ、新神』

　掌から、衝撃波が放たれる。

　かわして前へと進んでいくが、邪神は次々と衝撃波を放ってきた。

『ほらほら、きちんとよけないと終わってしまうぞ？』

　衝撃波の数と速度が増していく。

　完全に遊ばれているが、止まる訳にはいかない。

　ギリギリで衝撃波をかわし続け、俺の拳が邪神に届こうとした瞬間、邪神がもう片方の手から衝撃波を放ち、もろに受けた俺は吹き飛ばされる。

　俺が吹き飛ばされた場所にはフロイドとシロが居たため、痛みで失いそうになる意識を何とか保ち、二人の様子を確認した。

　かなり体中が傷付いているようだが、まだ生きている。

　その事にほっと安堵するが、二人共気を失っているようなので、このままだと邪神に対抗する事が出来ない。

　だが、それは俺も同じだった。

　衝撃波をもろに受けた事で、全身に痛みを感じて動けない。

　癒した分よりもダメージを受けてしまっていた。

　それに、意識も途切れようとしている。

　朦もう朧ろうとする意識の中、視界に映るのは、ゆっくりとした足取りでこちらへと向かって来る邪神の姿。

「ぐ、ぐぷっ……」

　ぼたぼたと、口から血を吐き出す。

　……光女神様達が、何か言っているような気もするのだが、もう良く聞こえない。

　……体中から感覚が消えていく。




　けれど、俺は立ち上がる。




　……あぁ、くそ。……何で俺は立ち上がってんだろうな。

　……体中は、もう眠れと言っているのに、それに反発して。

　…………………………諦めたくないんだろうな。

　……でも、現実は……ちくしょう。

　…………………………約束……守れなかったな。

　……メアル。抱き締めながら寝たいなぁ。

　……サローナ。もう一度笑顔が見たいよ。

　……タタ。俺が幸せにしてあげたかったな。

　……ナミニッサ。もっと触れ合いたかった。

　……ナレリナ。ぎゅっと抱き締めてあげたい。

　……キャシー。一緒にのんびり過ごしたかったな。

　……ハオスイ。心も守ってあげたかった。

　……カガネ。凄く甘やかせば良かったな。

　……マオ。もっと色々と話したかった。

　……アリア。誤解も解けて、これからだったのに。

　…………………………皆を迎えに行きたかった。

　……あぁ……ちくしょう………………これで終わりなのかよ。

　……皆との思い出が俺の中を駆け巡っていく。

　………………くそ……俺に向けている邪神の笑みがムカつく。

　……何か……どうにか出来ないだろうか。

　…………………………せめて、一いつ矢し報いたい。

　………………思考を巡らせていると、そういえば一つだけ試していない事があると思い出す。

　……それは、ある意味俺の力の源。

　……今の力を得る事が出来た……スキル。

　……どうせなら、それを試してやろうと思った。

　……目標は、邪神が纏っているオーラ。

　……邪神が俺の傍へと近付いてきた瞬間、俺は力を失ったかのように倒れ込みながら、スキル『真・極食人』を発動させ、邪神が纏っている真っ黒なオーラを思いっ切り食べられるだけ食べた。








最終章　神しん邪じや人びと









　……邪神の真っ黒なオーラを思いっ切り食べた瞬間、俺の体の中を駆け巡るモノがあった。

　それは、負の感情とでも言えば良いのか、どす黒い何かの塊のようなモノ。

　その塊が体の中で暴れ、俺の体を蝕むしばんでいく。

　体が拒否反応を起こして異物を吐き出そうとするが、俺は喉を押さえて無理矢理堪えた。

「ぐっ！　ぐうううぅぅぅ……ぐがっ！」

　地面に倒れた俺は、呻うめき声を上げながら体を丸め、必死に耐える。

　不味いモノ程美お味いしく感じるという『真・極食人』だけに、味は確かに良いのだが、体が起こす拒否反応が凄まじい。

　混ぜてはいけないモノが、無理矢理混ざろうとしているようで、直ぐにでも吐き出したくなる。

　それでも俺は、決して出してはいけないと思い、その衝動を抑え込む。

『……何がしたかったのか、理解に苦しむな』

『ワズ（さん）（様）』

　邪神の声と、光女神様達の声が聞こえる。

　けれど、それに返す余力が無い。

　今度は体が凍えるように寒くなり、カチカチと重なる歯が鳴って煩うるさく感じる。

　俺は少しでも寒さを紛らわすように、ぎゅっと自分を抱き締めた。

　……。

　一瞬、意識が飛ぶ。

『やれやれ、意味のわからぬ事を。そもそも、何をしようが結果は変わらんよ』

　邪神が俺の存在を抹消しようと、手刀を振り下ろしてきた。




　──その手刀を難なく受け止める。




『何っ！』

　邪神が驚きの表情を浮かべると同時に、俺から距離を取った。

　それを視界に捉えながら、俺はゆっくりと立ち上がる。
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「げほっ……げほっ……。あ～、味は良いけど、拒否反応が凄まじかった。もう二度と食べたくない」

　俺は体の調子を確認するように、首を回したり、手を閉じたり開いたりを繰り返す。

　腹部に空いていた穴も無くなっていて、完全回復しているようだ。

「……ワ、ワズ様」

『……ワズ』

　フロイドとシロが目を覚ましたようで、俺に声をかけてくる、

　けれど、邪神の姿を視界に捉えて現状を思い出したのか、起き上がろうとしてきた。

「あぁ～、もうそのまま寝てて良いぞ。後は俺がやっとくから」

「……そうですか？　……では、お言葉に甘えておきます。いや～、助かりました。もう体中が悲鳴を上げておりまして、いつワズ様がどうにかするのかと、待ちくたびれておりました」

「りょうか～い！　後はお任せしま～す！　いや～、疲れた疲れた」

　何か返事が軽い。

　それに、俺が任せろって言っただけで、フロイドとシロはその場で寛くつろぎ出した。

　シロに至っては、『神・混合』を解き、元に戻ってである。

　闇女神さんもシロの横でぐーすか寝ていた。

　……気、抜き過ぎじゃね？

　俺がフロイド達に呆あきれた目を向けていると、邪神が再び衝撃波をいくつも放ってきた。

「ぶぉんぶぉん、ぶぉんぶぉん、煩いなぁ」

　こちらに迫る全ての衝撃波を、腕の一振りで吹き飛ばす。

　その事に驚いた邪神は、警戒するような目を俺に向けてくる。

『……明らかに先程までと違う。……新神。……一体何をした？』

　邪神からの問いかけに、俺はう～んと首を傾かしげて考える。

「何をしたと言われてもなぁ。……ただ、食べただけだし」

『……食べただけだと？』

「そっ！　お前が纏うオーラを食べただけ。ただ、その結果が今の俺だ。今の俺は、神であって神ではなく、邪神であって邪神ではなく、人であって人ではない……その全てであって、その全てではない。とまぁ、今はそんな感じの俺だ！　もし、今の状態に名を付けるなら、『神邪人』ってところかな」

　そう言いながら、俺はうんうんと頷く。

　……そのままだけど、別に良いだろう。

　ただ、言っておいて何だが、ちょっと恥ずかしくなってきた。

　自分がどんな顔して言ったのかが気になる。

　自慢するように言っていないだろうか？

　もしそうなら、両手で顔を覆って蹲うずくまりたい気分だ。

　……誰も何も反応しないって事は大丈夫だったって事だよね？

　いや、反応が無いのも困るけど、こういう事に一番反応しそうなフロイドが、何も言ってこないという事に少し安堵した。

『……ふ、ふざけるなっ！　貴様は私に滅ぼされる存在でしかないのだ！　新神！』

　邪神が叫びながら俺へと迫り、拳を放ってくる。

　前までの俺や、端から見れば、その拳は何十何百の拳が一気に迫っているように見える程の速度で放たれていた。

　だが、今の俺には通用しない。

　普通に拳一つにしか見えなかった。

「ほいっ」

『何っ！』

　俺は邪神の拳を難なく受け止める。

　そして、邪神が驚きよう愕がくの表情を浮かべたので、俺はそれに対して笑みを浮かべた。

「おいおい、そう焦るなよ。まだ言い終わってないぜ？」

『……言い終わってないだと？　一体何をだ？』

「あぁ、簡単さ。もうお前は俺に勝てないって事だ」

『戯たわ言ごとを』

「まだわかんないか？　力の差に。今の俺は、神の部分が『知識』を、邪神の部分が『力』を、そして人の部分が『可能性』を与えてくれている」

『……可能性？』

「そう、可能性だ。良く言わないか？　人には無限の可能性があるってさ。それってつまり、普通ではありえない……そう、神すら超える可能性も含まれていると思わないか？」

　そう言うのと同時に、邪神は俺の手を振り払って後方へと飛び、目に殺意を宿して強く睨んできた。

　まぁ、先程までと違い、いくら睨まれても特に何も感じない。

　それに、神邪人になってからずっと、体の内から力が溢れ続けている。

　多分だけど、俺の中の神の部分、邪神の部分、人の部分がぐるぐると綺麗に混ざり合い、そこから力が湧き上がり続けているように感じた。

　俺の力は、既に邪神を超え、未だ上昇していっているのだ。

『……つまり、最早お前は、新たな神ではなく、神を超えた存在だとでも妄言を吐くつもりか？』

「妄言じゃないんだけどなぁ……」

　疑り深い邪神である。

　俺は正直に教えているのだから、素直に信じれば良いのに。

『……良いでしょう。なら、私も本気を出して、それが妄言であると教えてあげましょう！』

　その言葉と同時に、邪神から感じる圧力がどんどん強くなる。

　言葉通り、本気を出すようだ。

　そして、強くなっていく邪神の圧力に、光女神様達が張っている結界が耐えきれなくなり、パリンという音を立てて消え去った。

　どうやら、結界にかなりの力を費やしていたようで、光女神様達がその場に崩れ落ちたため、俺は即座に光女神様達を守る結界を張る。

　多分、これで大丈夫だろう。

　後は、俺が邪神を倒せば良いだけだ。

　邪神へと視線を戻すと、その姿が変貌していた。

　体が大きく膨れ上がり、顔が歪に歪んで、まるで物語に出てくるような化け物へと変わり、体表全体が真っ黒になっている。

『さぁ、滅ぼしてやろう！』

　その言葉と同時に、邪神が向かってきた。

　けれど、俺は全然脅威と感じない。

　確かに、力も速度も各段に上がっているようだが、俺は余裕でよけていく。

　邪神の攻撃はかすりもさせなかった。

　すると、攻撃が当たらない事に焦じれたのか、邪神が両手を前に突き出し、俺を摑もうとしてきたので、その両手を軽く弾はじく。

　だが、邪神はそのままの勢いで俺に突っ込んで体当たりをかましてきたので、邪神の頭を片手で押さえて止める。

　邪神は勢いのまま突っ込もうとしているが、俺はびくともしない。

「……無駄だってわからないかな」

　俺の言葉に、邪神はニヤリと口角を上げる。

『それはどうかな？』

　邪神が余裕の発言をした理由は直ぐにわかった。

　触れている手から、何かが流れ込んでくる。

　どうやら、邪神が俺を取り込もうと侵食しているようだ。

　しっかりと根を張るようにして侵食している影響で、邪神の頭部から手を離す事が出来ない。

『気付いたようだな。だが、もう遅い。お前が私以上の力を持っていようとも関係無い。その力を存在ごと食らってやろう』

「……はぁ。何をするかと思えば……まだわかっていないようだな」

『何？』

　俺は、逆に邪神の力と存在を食らっていく。

　そもそも、もう力はこちらが上なのだし、存在の格も上なのだ。

　それに、邪神の力の一部は既に食らっているため、拒否反応も感じない。

　スキル『真・極食人』を触れている手に発動させて、繫がっている部分から食らっていった。

　これに慌てたのは邪神の方である。

　自分の方が食われている事に気付き、繫がっている部分を無理矢理切り離して、俺から距離を取った。

「あれ？　もう良いのか？　……このまま食らい尽くしてやろうかと思ったのに」

『……馬鹿な。……馬鹿な。……馬鹿なぁ！』

　邪神が苛立ったように、何度も地団駄を踏む。

『………………もう良い。こんな世界、さっさと終わらせてやるわ！』

　そう叫んだ邪神が、空に向けて手を上げ、真っ黒なオーラをその身に纏って立ち上らせる。

　立ち上っていく真っ黒なオーラは、空中に溜まっていき、黒い光を放つ巨大な一つの玉を形成していく。

『あはははははははははっ！　これで終わりだ！　私の力を込めに込めたこの玉を落とし、世界を破壊してやる！』

　邪神が高笑いを上げると共に、上げた手を振り下ろす。

　その動きに合わせて、空中の巨大な玉が地上に向けて動き出した。

　けれど、俺は呆れた目でその玉を見つめ、溜息を吐く。

「……めんどくさ」

　そう呟いた俺は拳を握り、空中の玉に向けて一気に跳躍した。

　拳に力を込めて、そのまま玉を殴る。

　その衝撃と威力によって、玉は破裂し、空中に霧散して綺麗さっぱり消えた。

　そして俺は、見事な着地を決める。

『……ば、馬鹿な。……私のほぼ全ての力を注ぎ込んだのに。……そ、それがたった一発で』

　消えた玉を捜すように、邪神が空中を見ている。

　その目は、信じられないとでもいうように見開かれていた。

　暫く呆けた後、邪神が怒りに染まった目を俺に向けてくる。

『……認めぬ。……認めぬぞ！』

　邪神が俺の事を認めないと呟き、纏う真っ黒なオーラを右手に全て集めて襲いかかってくる。

　俺は、邪神のその行動を悠然と眺めていた。

　未だ上昇している俺の力からしてみれば、その動きはもの凄く遅く、酷く脆もろい。

　そして俺は、ゆっくりと構えを取る。

　体の隅々にまで力が行き届くように。

『貴様の存在は危険だ！　神以上、邪神以上の存在など、決して許されない！』

「……別に誰かの許しなんて必要としてねぇよ。俺はただ、大切に思っている人達が暮らす世界を守りたいだけだ」

　迫る邪神の拳を片手で受け止め、その力を霧散させる。

　そして、もう片方の手を思いっ切り握り締め、そのまま放たれた俺の拳が、邪神を貫く。

　そして、俺の力は邪神の存在を許さない。

　貫いた部分から、俺の力を受けた邪神の体が崩壊していった。

『やめろ！　ふざけるな！　私の存在を許さない力など、認めない！』

　そう叫びながら、邪神が再度殴りかかろうとしてきたため、俺は腕を引き抜いてもう一度殴り、邪神の体ごと地面に叩き付けた。

「往生際が悪いんだよ。認めたくないなら、ちゃんと言ってやる」

　そして俺は、崩壊していく邪神に告げる。




「お前の負けだ！」




『あぁ……あああああぁぁぁぁぁ………………』

　そう叫びながら、邪神の体が粒子状になって空中へと霧散していき、俺の力によって、その存在自体が完全に消え去った。

　そして俺は、息を吐く。

　俺の……俺達の勝利だと。




　あぁ～、早く奥さん達に会いたい。








エピローグ









「ふぅ～……」

　邪神を滅ぼした俺は、もう一度、今度は体の力を抜くように息を吐く。

　そして、体が抱く感覚のままに、神邪人の状態を解いた。

　今の俺の状態は、「人」に戻っている。

　どうやら、今の俺は人の状態を基準として、「完全神格化」、「邪神化」、「神邪人化」と、三つの力を使い分ける事が出来るようになっているのが、感覚的に理解出来た。

　というか、今更だが、「完全神格化」した事で、「人」の部分が無くなったはずなんだけど、と考える。

　……。

　……多分だけど、完全神格化した状態で、邪神の力と体の中で混じり合うために、人の持つ可能性が必要だったのかもしれない。

　だから、俺の中に消えたはずの「人」の部分が復活したと。

　……まぁ、完全に憶測だし、確証も無いけど、今そうなっているんだから、これ以上考えていても仕方ないか。

　俺は思考を切り替えるように頭を搔いて、フロイドとシロの所へと向かう。

　その場には、光女神様達も揃そろっていた。

「よっ！　お疲れ！」

　俺はフロイド達に向けて、気軽に挨拶をする。

「お疲れ様でございます。ワズ様」

「お疲れ～！」

　フロイドは、いつもの執事スタイルで恭しく頭を下げるのだが、シロの返答は軽い。

　まぁ、シロらしいなとは思うし、友達なんだから、これぐらい気安い方がこっちとしても楽だ。

「ありがとうございます、ワズさん。……これで、世界は救われました。本来であれば、私達だけでどうにかすべき事でしたのに。……これはもう、私の一生をかけて、ワズさんに尽くしていくしかありませんね！　そう、隣に寄り添って！」

「あぁ！　神の神々しさに加え、邪神としてのワイルドさと、人としての脆さも兼ね備えたワズ様の新しいお姿！　どうにかして下さい！　私の体を好きにして下さい！」

「本当にありがとう、ワズ。心より感謝する。完全に、戦女神としての私の力を超えたな。これからは、私の目標とさせてくれ。いつか必ず、私もその高みへと上ってみせよう。けれど、それは後だ。今は、共に勝利を祝おうか」

「勝った！　私達が勝ったぁ～！　どうだ！　ざまぁみろ、邪神め！　……こほんっ。おめでとう、ワズ。見事な戦いでした。心が海のように広い私は、邪神が安らかに眠れるように祈っておきましょう」

「…………………………Ｚｚｚ」

　光女神様達は、相変わらずのようである。

　ただまぁ、いつも通りで安心はするかな。

　そして、闇女神さんはシロの隣でまだ眠っていた。

　ここで起きていたら、光女神様達と色々言い合っていたんだろうと思うと、少し笑える。

　それでも、助けてくれた事は間違いないのだし、その助けがなければ、邪神にやられていただろう。

「こちらこそ、ありがとうございます。光女神様達の助けがなければ、やられていたと思います。こうしてこの場に居られるのは、あの時、光女神様達が癒しの力を送ってくれたから。だから、感謝しかありません」

　俺は、光女神様達へ素直に感謝を伝えた。

　光女神様達も、嬉しそうに微笑む。

　ただ、結界に癒しの力をかなり使っていたためか、その存在が希薄になっていたので、そこで一旦光女神様達は、俺のギルドカード内へと戻っていく。

　その光景を見たシロが、楽しそうな声を上げた。

「え？　何それ！　ギルドカードにそんな機能があるの？」

　俺としてはもう普通の事だが、初見のシロにとっては面白いらしい。

　なので、俺が簡単に説明すると、シロも試しにやってみると言い出し、自分の懐からギルドカードを取り出した。

　何でも、一応商人ギルドに登録していたそうだ。

「ねぇねぇ、闇女神様。こんな地面の上で寝るより、こっちで寝てみれば？」

　シロの声に反応して、闇女神さんが薄うつすらと目を開ける。

　そして、その言葉のままに、闇女神さんがシロのギルドカードへと吸い込まれるようにして消えた。

　その際にチラッと見えたのだが、シロのギルドカードには、「Ｂ」と表記されている。

　商人ギルドとしてのシロのランクは「Ｂ」である事がわかり、何やら悔しい。

　きっと、闇女神さんが寝ている場所は、俺の所より環境が良いのだろう。

「……負けましたな」

　フロイドがいつもの笑みを浮かべてボソッと呟く。

　……イラッとした。

「それでワズ様。これからどうするのですか？」

「どうするって、そんなの決まっているだろ。奥さん達を迎えに……」

　言い切る前に、俺はその場に倒れて気を失った。




　……。

　…………。

　………………はっ！

　目を覚ました俺は、周囲を確認する。

　どうやら、気を失った場所から変わっていない。

「……おや？　お目覚めになられましたか？　ワズ様」

「起きたんだ。おはよ～！」

「あ、あぁ……」

　とりあえず、体を起こす。

「ワズ。フロイドって面白いね！　ワズが気を失ってから、色々話していたけど、こんなのが創造神だなんて言われても信じられないよ」

　シロが楽しそうに言うが、それに関しては俺も同意である。

　……って、そうじゃない。

「俺、気を失っていたようだな」

「はい。恐らく、急激な変化を体に馴染ませるためでしょう」

「あぁ。俺もそう思う。……ところで、俺はどれぐらい気を失っていたんだ？」

「そうですね。大体半日程でしょうか？　既に翌日の朝を迎えております」

「ふ～ん……」

　う～む。奥さん達を迎えに行かないといけないのに、完全に出遅れてしまった。

　そこで、気付く。

「……って、翌日の朝？　今？　……確かに太陽が昇っている。……という事は、大陸中はどうなってんの？　邪神は滅ぼしたけど、魔物とかどうなってんの？」

「もちろん、創造神としての力を使い、万事抜かりなく調べております」

　フロイドが恭しく一礼するが、今は有難い。

「まず、魔物の方ですが、邪神が滅んだ事で少しずつ出現する数が減っていっております。今では、微々たる数ですので、もう少しすれば普段の状況へと戻るでしょう。また、その事によって、こちら側の方も勢いを増して優勢です。ただ、元々の出現数が多かったため、まだまだ駆逐には時間がかかりそうですが」

「奥さん達は？」

「無事を確認しております」

「そっか。……良かった。ありがとう」

　俺は、奥さん達の無事を知り、ほっと安堵する。

　全く……こういう時のフロイドは役に立つんだよなぁ。

　普段からこうして居てくれれば良いのに。

　それにしても、まだ魔物は居るようだし、俺も急いだ方が良いかもしれない。

　奥さん達が魔物にやられるとは思えないが、それでも心配なのだ。

「それじゃ、俺は奥さん達を迎えに行くけど、フロイドとシロはどうする？」

「……ふむ。出来れば、まだ体が本調子ではないため、もう少し休みたいのが本音ですね」

「僕もフロイドに賛成～！　ちょっとまだ、まともに動けなさそう」

　二人は、ここで休んでいる事を告げる。

　まぁ、それも仕方ないだろう。

　俺は神邪人になった時に体の傷は癒えたし、体力も気を失ったとはいえ休めた事に変わりはない。

　完全回復している状態である。

　だが、フロイドとシロは、まだ邪神と戦った時の傷が癒えていないので、俺も二人をこのまま休ませておいた方が良いだろうと思う。

「わかった。なら、俺は奥さん達を迎えに行ってくるよ。シロ、約束は忘れてないよな？」

「もっちろん！　ちゃんと謝らせて貰います」

　わかっているなら良い。

　ただ、ここは邪神と戦った場所だし、とてもではないが気を落ち着かせて休めるような所ではないので、俺は休憩場所を教える。

「それじゃ、あっちの方に城があるから、そこで休んでいろ。俺も奥さん達を迎え終わったら、そこに向かうから」

「龍王の城ですね。かしこまりました」

「へぇ、そんな場所があるんだ。……でも、そんな所で勝手に休んじゃって大丈夫？　怒られない？」

「大丈夫だろ？　そもそも、龍王は俺の親友だし、そこのフロイドは、その城に居る最高権力を持つ龍と知り合いみたいだしな」

「えぇ。私だけでも問題ありませんが、ワズ様のご指示と言えば、どこからも文句は言われないでしょう」

「そっか。なら、安心だね」

　完全に俺に押し付ける気満々である。

　まぁ、良いけど。

　そして、フロイドとシロは、互いを支えるようにして肩を組む。

「じゃ、お前等なら大丈夫だと思うけど、気を付けてな」

「はいは～い！　また後でね～！」

　シロは返事をするが、フロイドは何も言わない。

　どこか調子が悪いのだろうかと思ったが、そうではなかった。

　フロイドが思い出したかのように言う。

「そうそう、ワズ様。ワズ様が気を失っている間に、女神様達では無理だったので、私がギルドカードのステータスを現在のものに更新しておきましたから、後で確認をお願いします。それでは」

「ん、わかった」

　……。

　………………ん？　今、何つった？

　ステータスの更新をしたって言った？

　誰が？　フロイドが？

　一体どういう事だと、フロイドへと視線を向けるが、既にその姿が無い。

　どうやら、魔法を使ってシロと共に移動した後のようである。

　奥さん達を迎え終わった後、たっぷりと文句を言ってやろう。

　……いや、もしかしたら、まとな表示になっているかもしれない。

　俺は、若干の期待を込めて、ギルドカードを確認する。





名前：ワズ　　　種族：人族　　　　　年齢：十七歳

ＨＰ：誰も踏破出来ない高き山　　　　ＭＰ：訪れない春を待つ芽

ＳＴＲ：理ことわりから外れし力　　　　　　ＶＩＴ：侵されぬ神域

ＩＮＴ：届かぬからこそ高嶺の花　　　ＭＮＤ：その全てが無為

ＡＧＩ：捉えられぬ夢幻　　　　　　　ＤＥＸ：金に変わる泥







スキル

「剣術」Ｌｖ：２　　　　　　　　「格闘術」Ｌｖ：Ｍａｘ

「気配察知」Ｌｖ：Ｍａｘ　　　　「危機感知」Ｌｖ：Ｍａｘ

「極食神」（固有）　　　　　　　　「状態異常ほぼ無効」

「完全神格化」（固有）　　　　　　「固有魔法：神」（固有）現在使用不可

「邪神化」（固有）　　　　　　　　「神邪人化」（固有）

『女神様達はすやすやと眠っている』（固有）







ｂｙ　永久の執事・フロイド






　……わかってた。……わかっていたよ。

　フロイドの書いたモノが、まともなはずがないって事くらいは。

　……でもさ、ちょっとくらい期待しても良いじゃないか。

　………………はぁ。

　俺は、もう一度ギルドカードを確認する。

　どれだけ見ようとも、さっぱり意味がわからない。

　これは、後で文句を言うのが確定だ。

　ただまぁ、スキルに関しては剣術以外が「Ｍａｘ」になっているのは嬉しかった。

　でも、状態異常はやっぱり「ほぼ無効」のままである。

　……これはいつ完全になるのだろう。

　俺は溜息を吐きつつ、ついでとばかりに、他の変更と追加されたスキルの詳細も確認してみる。





「極食神」（固有）

　全てを食らう神。毒だろうが、魔力だろうが、神だろうが、何でも美味しく食す事が出来るので、飢えには困らないと思われる。

　従来の能力は、そのまま保有されている。






　まぁ、特に変わったようには思えない。

　神すら食すという文面は気になるが……。

　もう良い、次だ次。

　完全神格化はそのままの意味だから良いとして……。





「邪神化」（固有）

　これは、邪神になるというよりかは、自身の力の属性が邪神になると解釈するのが正しい。

　ただ、邪神化を使い過ぎると……女神様達の好感度が下が……あれ？

　どうやら、下がらないようです。






　おっと……おいおいおいおいおい。

　いきなり文章が素に戻ってますぜ。

　ただ、言いたい事はわかった。

　……光女神様達の好感度に関しては、特に何も言わないけど。





「神邪人化」（固有）

　神、邪神、人の全てを兼ね備え、超越した存在。






　…………………………だけっ！

　いや、多分だけど、フロイドでも良くわからないんだろうな。

　後は、光女神様達の部分だけど、すやすや眠っているだろうし、今はゆっくり休ませておく方が良いだろう。

　何か、寝顔を見るようで、いけない気分になるし。

　全てを見終わった俺は、深く溜息を吐いた。

「はぁ～……。…………もう行くか」

　そして、完全神格化した俺は、『転移』の魔法で飛ぶ。





サローナとタタを迎えに行く






　奥さん達それぞれが向かった場所は、事前に教えて貰っている。

　ただ、誰から迎えに行くかについて、かなり話し合ったのだが、結果、ある程度安全が確保されているようなら、俺が巡った場所順に迎えに行く事が決まった。

　なので、俺は城塞都市リニックの近辺に飛んだ。

　いきなり町中に現れるのは論外だし、魔物をついでに潰していこうと思ったからである。

　俺が突然現れた事で、周囲に居る魔物が襲いかかってきた。

　もちろん、返り討ちだ。

　そして、魔物を屠りながら進み、城塞都市リニックへと辿り着きそうになった頃、魔物と戦っている人達の中に、知り合いを見つけたので挨拶をする。

「おぉ、ちゃんと生き残っているとは、さすがギルドマスターなだけあるな、レーガン」

「あぁ？　……って、なんだ。ワズか。……は？　おまっ！　何でここに居るんだよ！」

「何で居るって言われても、もちろん、邪神を滅ぼしたからに決まっているだろ」

　困惑顔をするレーガンに向けて、俺は簡潔に答える。

　え？　あ？　ん？　と、レーガンの表情がころころと変わり、俺に向けてその手に持つ剣を向けてきた。

　……何で？

「なるほど。さては、幻惑魔法か何かで、ワズの姿をしているんだな？」

「そんな訳あるか、ハゲ」

「だからてめぇ、これは剃っとるだけだと言っただろうが！　………………なるほど。本物か」

　どんな納得の仕方だと問いたいが、まぁ良いか。

　俺が本物であるとわかったレーガンは、剣を鞘さやへと納め、ニヤッと不敵な笑みを浮かべる。

「つまり、ここに居るって事は、倒したんだな？　邪神を」

「だから、そう言っただろ」

「はははははっ！　そうかそうか！　倒したか！　いや、さすがワズだな！」

　レーガンが、楽しそうに俺の背をばんばんと何度も叩く。

　その様子を見て、俺も笑みを浮かべた。

「で？　ここにはどうして……って、聞くまでもないか。サローナとタタを迎えに来たんだな」

「あぁ。それと、ついでに魔物の数を減らすためにな」

　そう言って、完全神格化したままの俺は、『固有魔法：神』を使用して魔法を発動。

　城塞都市リニックの周辺に居る魔物をある程度一掃する。

「ほぉ～、さすがと言うべきだな。これが、邪神を倒した力の一端か。これでかなり楽になった」

　レーガンが感心したような声を上げるが、俺としては違うと否定したい。

　これでは勝てなかったのだから。

　けどまぁ、奥さん達以外にわざわざ教える事でもないし、このままで良いだろう。

「……それで、サローナとタタはどこに居るんだ？　この辺りには見当たらないようだけど」

「あぁ、二人なら、丁度反対側にある門を守っているぞ。多分今頃は休憩時間のはずだ」

「そっか、ありがと。じゃ、またな」

「おぅ。そん時はゆっくりしていけよ」

　俺は了承するように頷いて歩を進めるが、ふと足を止めてレーガンに視線を向ける。

「……そう言えば、ルーラは無事なのか？」

「ちゃんと守りきったさ。当たり前だろ。今は、ギャレットとケーラが一緒に付いている」

　そっか。

　ルーラが無事で嬉しいし、ギャレットさんとケーラさんも無事だったのに、ほっと安堵する。

　そして、俺は今度こそこの場を後にし、サローナとタタが居る場所へと向かう。




「なぁ、良いではないか？　私の活躍は見ただろう？　ちょっと……そう、ちょっとだけ。ちょっとだけ私と付き合って頂ければ、それはそれは気持ちの良い事を」

「成敗」

「おぎゃああああああ～！」

　怯えているエルフの女性達へと向けて、怪しげな事を言っているルトを蹴り飛ばす。

　悪は去った。

　そして俺は、怯えているエルフの女性達を守るように立っていた二人に向けて、最高の笑みを浮かべる。

「ただいま。迎えに来たよ、サローナ、タタ」

「ワズさん！」

「ワズ様！」

　俺の姿を確認したサローナとタタが、嬉しそうに駆けてきて抱き着いてくる。

　だから俺も、二人の存在を確認するように、ぎゅっと抱き締め返す。

「遅くなってごめんね」

　そう言うと、サローナとタタは、目に涙を浮かべながら嬉しそうに微笑む。

「このぐらいの時間を待つぐらい、何でもないさ。こうして迎えに来てくれたのだから、それだけで充分だ。良く無事に帰ってきてくれた」

　サローナがぎゅっと強く抱き着く。

「ここにこうして居るという事は、邪神を無事に倒されたのですね。……でも、その事を喜ぶのは後。今はこうして、ワズ様を感じさせて下さい」

　タタがぎゅっと強く抱き着く。

　だから、ちゃんとここに居るよと告げるように、二人をもう一度強く抱き締める。

　そして、二人の涙をそっと拭い、軽く口付けした。

　周りに人は居るのだが、今は恥ずかしさよりも、こうしたい気分なのだ。

　二人も恥ずかしそうに頰を染めるが、それでも嬉しさが勝っているのか、俺に向かって微笑みを向けてくれた。

　ただ、雑音が一つ。

「……ぐぬぬ。どうしてワズにはエルフの嫁が居るのに、私には居ないのだ」

　ルトの怨えん嗟さの声が聞こえる。

　俺は溜息を吐き、二人を抱き締めたまま、視線をルトへと向けた。

「……で？　どうしてここにルトが居るんだ？」

「もちろん！　私もこの大陸に住む者の一人として、出来る事をしに来たのである！」

　ルトが偉そうに胸を張るが……どうも怪しい。

　そんな殊勝な事をするような奴ではない気がするのだが、確かめようが無いのも事実だし、実際助かったのは間違いないのだろう。

　力だけは、本物だしな。

　俺がルトを怪しんでいると、サローナとタタが声をかけてきた。

「ワズさん。実際、ルト様がここに来た事で、随分と助かったのだ。……それだけは事実で間違いはない」

「そうですね。エルフの女性が見ているか否かで、随分と張りきりようは違いましたが、助けられたのは事実です」

　二人の言葉に、ルトはうんうんと何度も頷く。

　……う～む。

　ただ、わかっているのは、女性エルフ達が怯えているという事である。

「そっか。なら、もう魔物は俺がほとんど屠ったし、ルトが居る必要はもう無さそうだ。帰って良いぞ」

「…………………………え？　いやいやいや、それは困る。まだ、エルフの嫁を貰っていない」

「『転送』」

　俺は、問答無用でルトを飛ばす。

　行き先は、ラグニールの城だ。

　フロイドがきっと何とかするだろう。

「あああああっ！　帰って来る！　私は必ず帰って──」

　ルトが何やら不穏な言葉を残して、その場から消えた。

「……良かったのか？」

「まぁ、問題無いだろ。それに、エルフの女性達にとってみれば、難敵のようだし」

　サローナの問いに、軽く答える。

　視界の隅で、怯えていたエルフの女性達がほっと安堵している様子が見えた。

　サローナも、ルトに助けて貰った手前、どうすれば良いのか対処に困っていたのだろう。

　エルフの女性達へと視線を向けて、ほっと息を吐いていた。

「ワズ様が言ったように、リニックの周辺に居る魔物は、随分と減ったようです。これならもう、後はここに居る人達にお任せしても問題無さそうですね」

　タタがそう判断したように、魔物の姿はもうほとんど見えない。

　だから俺は、サローナとタタに尋ねる。

「それじゃ、次に行こうと思うんだけど、大丈夫？　疲れていない？」

「あぁ、問題無い。ワズさんが来る前に、きちんと休んでいたからな」

「えぇ、私も大丈夫です。皆、ワズ様に早く会いたいでしょうし、行きましょうか」

　サローナとタタの言葉に頷き、俺達は次の場所に向けて『転移』する。





ナミニッサとナレリナを迎えに行く






　王都マーンボンド近くに『転移』した俺達は、周辺に居る魔物を屠りながら、王都マーンボンドへと向かう。

　ただ、城塞都市リニックの時と違うのは、それ程魔物が残っていないという事だろう。

　どうやら、マーンボンドの騎士達は、かなり頑張っているようである。

　と思ったのだが、実際は違うようだ。

「ほれっ！　これなんてどうじゃ？　『雷光乱舞』」

『きゃ～、すご～い！』

　空の上から、いくつもの雷が舞うように降り注ぎ、魔物を焼き焦がしていく。

　空中を漂うように骸骨達が居た。

　その中に、見知った奴が一人──ニールである。

　という事は、一緒に居る骸骨さん達は、ニールのハーレムメンバーなのだろう。

　いや、もしかしたら、誰か居るんじゃないかなぁ？　と思っていた。

　ルトが単独で動く訳はないし。

　けれど、ニールにとっては俺がここに居るのは想定外だったのだろう。

「あっ！」

「あっ！」

　俺とニールが、同時にそれに気付く。

　空から降り注ぐ雷の一つが俺の頭上へと迫ったので、咄とつ嗟さに払い退のけ、そして俺はにっこりと笑みを浮かべて、ニールへと視線を向ける。

　ニールは固まっていた。

「よぅ。随分な挨拶じゃないか、ニール」

「…………………………緊急離脱！」

　ニールがそう叫ぶと同時に、女性骸骨さん達を連れて、空を飛びながら逃げる。

　その行き先は、王都マーンボンドだった。

　俺がこれから行く場所に逃げてどうするつもりなのだろう。

　……全く、何をそんなに恐れているのやら。

　別に、雷が直撃していようとも、俺に傷は一切付かない。……そう、俺には。

　ただ、これがサローナかタタに向かっていたのなら、そのまま迎撃していただろうが、幸いにしてそんな事はなかった。

　だから、特に思う事は無いのだが、こうも怯えられると期待に応えたくなる。

　ちょっとぐらいなら、脅かしても良いだろう。

　ナミニッサとナレリナの迎えの他に用件も出来たので、俺達も王都マーンボンドへと向けて歩を進める。

　向かう途中に居る魔物もついでに屠っていく中、魔物相手に戦っている騎士達が俺に気付くと、軽い会釈を送ってくれた。

　多分、あの時あの場に居た人達なのだろう。

　なので、俺も軽く会釈して返す。

　すると、戦っている騎士達の中に友達が居たので、方向を変えてそちらへと向かい、戦っていた魔物を一撃で沈める。

「よっ！　久し振りだな、オーランド」

「ワズか？　本当に久し振りだな」

　笑みを浮かべて挨拶をすると、オーランドも剣を納めて笑みを返してくれる。

「知り合いか？　ワズさん」

「確か、リニックで門兵を務めていた方ですよね？」

「そうそう。俺の友達でオーランド」

　サローナとタタへ簡単に紹介をして、俺はオーランドに話しかける。

「それにしても、立派な鎧を身に付けているって事は、もしかして？」

「あぁ。ナヴィリオ様直属の正式な騎士となったんだ」

「おぉ！　それはおめでとう！」

「ありがとう。ワズのおかげだな」

　よせやい。照れるじゃないか。

　それに、決めたのはナヴィリオだ。

　感謝はナヴィリオにするべきだろう。

　俺が返す言葉に迷って頰を搔いていると、オーランドが話しかけてくる。

「ナヴィリオ様から、ワズは何やら危険な者の相手をしていると聞いていたが、ここに居るって事は、それが終わったんだな。まぁ、ワズの強さなら当然か。……それより、どうしてここへ……って、聞くのは野暮か」

「あぁ。ナミニッサとナレリナを迎えに来たんだ」

「やっぱりか。お二方なら、王都の近くにある一番大きな天幕の中で休んでいるはずだ。ここはもう良いから、早く迎えに行くと良い」

「そっか。ありがと。また今度来るから、その時はゆっくり話そうぜ！」

「その時を楽しみにしておくか。……あぁ、そうそう。ワズには言っておかないとな。実は、俺にも恋人が出来たんだ」

　おっと。オーランドにも恋人が出来たのか。

　それは素直に喜ばしい。

「それはおめでとう」

「ありがとう。でな、その相手なんだが……実は、クミアだ」

「ふ～ん………………んん？　クミアって……」

　それって確か、あの二重人格のメイドさん？

「今、ワズの頭の中に浮かんでいる女性で間違いないぞ。それで、結婚式を挙げる時が来たら、ワズにも参列して欲しい」

「あ、あぁ！　もちろん！　喜んで参列させて貰うよ！」

　そっかぁ～。随分と楽しい話題が出来たな。

　これは、次に会う時に、色々と聞かなければ。

　主に、クミアさんとの馴れ初めとかな。

　その時は、ナヴィリオにも一緒に居て貰おうっと。

　そして、オーランドと二言三言話した後、俺達は教えられた場所へと向かう。




「来る！　奴が来るのじゃ！　は、早く迎撃態勢を！」

「ですから、何が来るというのですか？」

　天幕の外にまで聞こえるニールの声と、それに答えるナヴィリオ。

　ナヴィリオの声は、若干呆れているようにも聞こえた。

　女性骸骨さん達は、天幕の外で待っているようなのだが、声が聞こえている時点で待たせる意味が無いような気がする。

　そして俺は、ゆっくりと天幕の中へと入った。

「こぉ～こぉ～かぁ～」

「ひえええええぇぇぇぇぇっ！」

　悲鳴を上げるニールが、ナヴィリオを盾にした。

　それは、上位者としてどうなんだと問いたい。

「そんなに怖がるなよ。別に怒ってないからさ」

　ニールを落ち着かせるために告げる。

　そもそも、本当に怒っている訳ではないし、ここへと来た目的は別にあるのだから。

　まぁ、ニールとは会おうと思えばいつでも会えるしな。

　なので、俺は目的の二人へと視線を向ける。

「迎えに来たよ、ナミニッサ、ナレリナ」

「ワズ様！」

「ワズ！」

　ナミニッサとナレリナが、俺の姿を確認すると飛び込んできたので、ちゃんと受け止めて抱き締める。

　二人も抱き締め返してくれて、感じる存在感で嬉しくなった。

　そして、俺は感じるままに二人と口付けを交わす。

　ただ、ここには他にも人が──具体的にはナミニッサとナレリナの兄が居るので、二人共それに気付くと、顔を真っ赤に染める。

「ワ、ワズ様！　兄様が居るこのような場所で……その……」

「はうぅ……。あうぅ……」

　ナミニッサとナレリナは、これまで見た事が無いくらいに動揺し、頭の上からは湯気が立ち上っていた。

　ただ、このままでは話も出来ないので、サローナとタタの二人が落ち着かせるように話しかけ、その間に俺はナヴィリオへと話しかける。

「無事なようで良かったよ、ナヴィリオ」

「そちらもな、ワズ。……それに妹達の泣き顔を見なくて、ほっとしたよ。ただ、さすがに私の前で先程のような事は控えて欲しいかな。どう反応を返せば良いのか困る」

　ナヴィリオが苦笑を浮かべる。

「悪い悪い。邪神を相手にちょっと色々あってな。今だけだから、流してくれると助かるよ」

　そして、俺とナヴィリオは自然と握手を交わした。

　互いの無事と勝利を祝うように。

「それで、ナミニッサとナレリナの二人は、もう連れて行っても問題無いか？」

「あぁ、もう大丈夫だ。後は、騎士達に任せても問題無いだろう」

「そっか。……だとさ、ニール」

　ナヴィリオの陰に隠れているニールへと声をかけると、ビクッと反応し、そろ～っと窺うかがうように俺を見てくる。

「お、怒っておらんのか？」

「別に怒ってねぇよ。何かあった訳じゃないしな。それに、ニールがここに居るって事は、色々手伝ってくれたんだろ？　なら、感謝しかないな」

「………………う、うむ！　何の！　わしにかかれば、魔物など相手ではないわ！」

　俺が怒っていないという事がわかると、ニールが図に乗った。

　やっぱ、一発くらいは殴っておこうかな。

「あ、あの、ワズ様」

　そんな事を考えていると、少し落ち着いたと思われるナミニッサが声をかけてきた。

　まだ顔が赤いのには、触れてはいけない。

「サローナとタタから話は聞きました。邪神を倒した事も喜ばしいですが、こうして無事な姿を見られて嬉しい限りです」

「あ、あぁ、そうだな。こうして無事に私達の所へと帰ってきたのだ。それだけで、私達は満足だ」

　ナミニッサとナレリナの言葉に、サローナとタタも頷いている。

　ただ、実際に無事で済んだのは結果でしかないし、邪神に色々やられたのは間違いない。

　まぁ、その辺りは、奥さん達全員を迎え終わった後に全て話すつもりなので、ここでは何も言わないでおく。

「それじゃ、もう次に行こうと思うんだけど、大丈夫？」

「はい。問題ありません」

「構わんぞ。他の皆も、早くワズに会いたいと思っているだろうしな」

　ナミニッサとナレリナから了承の返事を貰ったので、ナヴィリオへと視線を向ける。

「それじゃ、行くわ」

「あぁ、また来いよ。その時は、きちんと歓待しよう。父上と母上もワズに会いたがっているしな。……あぁ、それと、レライヤさんもだな」

「あぁ、ギルドランクの更新か。……まっ、それは気が向いたらだな。奥さん達を迎え終わった後、少ししたらまた来るから、歓待はその時にでも受けるよ」

　そう告げて、俺と奥さん達は一ヶ所に集まる。

　最後に、俺はニールへと視線を向けた。

「そうそう、ニール。ルトは俺がラグニールの城に強制的に帰したから、お前も早く帰れよ」

「……うむ。確かにもうここは大丈夫だろう。どれ、わしも帰るとするか」

　ニールの返答を聞き終えた後、俺達は次の場所に向けて飛んだ。





キャシーを迎えに行く






　次はキャシーを迎えに行くのだが、実際困った。

　ドワーフ国に行った事が無いので、近くまで飛ぶという事が出来ないのだ。

　なので、前にフロイドが言っていた分かれ道まで飛び、そこからは見える範囲で次から次へと飛んでいく。

　ナミニッサが場所を知っているので、道を間違える事は無かった。

　もちろん、その辺りに居る魔物も屠っていき、ドワーフ国が見えた所で、一気に飛ぶ。

　これまでと同じようにドワーフ国の近辺に飛んだ俺達が見た光景は、ドワーフ達全員が正座している姿だった。

　この辺りに魔物の姿は見えず、既に全て屠ったようである。

　そして、この結果を導き出した存在が誰なのかは、目に見えてわかった。

　ドワーフ達の頭が向いている先に居るのは、二頭の白龍。

　その傍に、キャシーの姿も見える。

「……良いかい、あんた達。確かに、あんた達は物作りが好きなのは知っている。それに、その性能を試したいという気持ちも、理解しようと思えば、出来なくもない。けどね、それは時と場合によるだろう？　先程までの戦いは、それを優先するような時と場合なのかい？」

　……ドワーフ達を相手に説教しているよ、メギルさん。

　その横で、キャシーはメルさんと楽しくお話をしている。

　余りにも両極端な光景に、俺達はどう踏み込んで良いのかわからない。

「ですが、メギル様。それでもワシ等は数多くの魔物を相手に勝ちました。それは誇っても良いのでは？」

　メギルさんにそう進言したのは、ドワーフ達の一番前で正座しているバルガー国王様である。

　だが、メギルさんはバルガー国王様へと視線を向けて、溜息を吐く。

「勝利を得たのは、私とメル……それに、キャシーが頑張ったからだろう？　あんた達は、作った武器の性能を試していただけじゃないか？　何か、間違っている事を言ったかい？」

「……いえ。間違っておりません」

　メギルさんの醸し出している迫力が怖い。

　バルガー国王様も申し訳なさそうに俯うつむいてしまった。

　どうしよう……。

　これ、俺達が踏み込んでも良いのだろうか？

　けれど、その心配は杞憂に終わった。

　メギルさんが俺達へと視線を向け、不敵な笑みを浮かべる。

「どうやら、ちゃんと無事に勝ったようだね。キャシー、お迎えが来たよ」

　その言葉を受けて、キャシーがこちらへと視線を向けた。

　俺の姿を確認すると、キャシーが嬉しそうに微笑み、こちらに向けて駆けて来たので、俺も迎えるために駆ける。

　そして、キャシーを優しく抱きとめた。

「お待たせ、キャシー」

「ふふ。そんなに待っていませんよ」

　互いの存在を感じ取って、口付けを交わす。

　すると、キャシーは嬉しそうに微笑み、ほんのり頰を染めた。

　そのまま俺達は、メギルさんとメルさんの下へと向かい、キャシーは奥さん達と互いの無事を喜ぶ。

　その様子を見届けた後、俺はメギルさんへと話しかける。

「ここには、メギルさんとメルさんが来ていたんだな」

「まぁ、私達もこの大陸に住む者として、当然の事をしたまでさね」

「ワズは私にとって義理の息子なのだし、お手伝いするのは当然でしょ？」

　メギルさんは不敵な笑みを浮かべ、メルさんは楽しそうに微笑みながら告げる。

　俺も笑みを浮かべて返した。

「それで、ラグニールは……って、メアルの所か？」

「まっ、あの馬鹿が向かう所なんて、そこしかないのは間違いないね」

　となると、メアルはハオスイと一緒に居るから、次に向かう所にラグニールは居るという訳か。

　……余計な騒動を起こしていないかが気になる。

　ラグニールが取った行動に不安を覚えていると、ふと思い出す事があったので、メギルさんの了承を取るために声をかけた。

「あ～……っと、実はメギルさんの了承を取っておきたい事があるんだけど」

「何だい？」

　そして俺は、簡潔に伝える。

　今、ラグニールの城にフロイドとシロが居る事情を。

　ただ、メギルさんにとっては特に気にする事でもないようだった。

「わざわざ私に許可を取らなくても良いさ。ワズなら勝手に使ってくれて構わないよ」

「え？　良いの？」

「当たり前じゃないか。ワズは可愛い孫の婿なんだから、あの城も好きに使って良いんだよ。馬鹿の事を気にする必要はないね」

「そっか。でも、ありがとう。一応、シロも改心しているから、いきなり襲わないでくれると助かるかな」

「わかっているさね。説教で止めておくよ」

　あっ、やっぱり説教はするんだ。

　まぁ、シロのやってきた事を考えれば、それぐらいは甘んじて受けるべきだろう。

　ついでにフロイドも同席させようかな、と考えるが、多分不可能だろうから諦めた。

「それじゃ、そろそろ行くよ」

「あぁ、要らぬ気遣いだろうが、気を付けてな」

「お気を付けて」

「ありがと。……それでえっと……ここはどうすんの？」

　先程から、俺に助けを求める視線がそこら中から向けられているのだ。

　その視線を向けているのは、バルガー国王様を筆頭にしたドワーフ達である。

　多分、俺がメギルさんと仲良く話しているから、どうにか取りなしてくれと懇願しているのだろう。

　……けどなぁ、先程していた説教の内容を考えると、完全に自業自得だしなぁ。

　良く生き残ったと言いたいけど、頑張ったのはキャシーと、メギルさんとメルさんだけのようだし、助ける気は起きない。

　こってりと絞られて欲しいと思う。

　これも、今後のドワーフ達のためだと、心を鬼にして去ろうかな。

　…………………………まぁ、一言くらいなら。

　俺はドワーフ達をちらっと見て、メギルさんに一言告げる。

「……程々にね」

「それは、こいつら次第だね」

　意志は固いようだ。

　これはもう、俺にはどうする事も出来ない。

　俺はドワーフ達に向けて一礼する。

　精一杯やりましたと。

　そして、奥さん達の所へと戻った。

「それじゃ、次に行こうか。キャシーも大丈夫？　お父さんに挨拶する時間くらいならあるけど」

「問題無いですよ～。それに、メギル様にこってり絞られて、少しはまともになれば良いと思っていますし」

　おぉう。キャシーが笑みを浮かべながら毒を吐いたよ。

　初めて見た気がする。

　普段怒らない人が怒ると怖いと聞くが、実際にキャシーから感じる圧力は有無を言わさないモノがある。

　その言葉が届いたのだろうか、ドワーフ達の中から「はぅっ！」と呻くような声が聞こえた。

　多分、キャシーのお父さんだろう。

　俺は心の中だけで、頑張れ！　と応援し、奥さん達を集めて次へと飛んだ。





メアルとハオスイを迎えに行く






　俺達が次に向かったのは、温泉街オーセンである。

　その近辺に飛んだのだが、そこは何故か周囲一帯が焼け野原になっていた。

　……何故に？

　魔物の姿も見えないが、どうしてこうなったのか原因がさっぱりわからない。

　奥さん達にも聞いてみたが、誰もわからないと言う。

　威力だけで考えれば、ラグニールの『ファイアブレス』以上でないと、こんな広範囲が焼け野原になるとは思えない。

　そうなると……ハオスイが新しい技を繰り出して、その結果というのが濃厚なのだが……ハオスイが周りの環境を配慮しない攻撃をするとは思えないだよなぁ。

　う～む……。まさか、メアルが覚醒したとか？

　…………………………ないな。

　まぁ、その辺りの事は、メアルとハオスイに会えばわかるだろう。

　そして、温泉街に辿り着きそうになった時、ちょっとありえないというか、見たくなかった光景が広がっていた。

「キュイ！　キュキュイ！　キュイ！」

「違うんだって！　本当に違うんだって！　わざとじゃないから、それだけは信じて！」

「……ふぁ～」

　ラグニールが正座していて、そんなラグニールに対して怒るような鳴き声を上げているメアル。

　メアルの横には、眠そうに目を擦こすりながら欠伸あくびをするハオスイが居た。

　何だろう……もうね、これだけでわかってしまった。理解してしまった。

　きっと周囲一帯を焼け野原にしたのは、ラグニールである。

　どんな攻撃をしたかは知らないが、まず間違いないと思った。

　だから、メアルが怒っているのだろう。

　というか、ラグニールはとうとう娘にまで正座させられたのか。

　説教が堂に入っているメアルの姿を見て、脈々と流れるメギルさんの血筋に俺は少し戦慄した。

　ただ、怒られているはずのラグニールは、どこか嬉しそうである。

　構って貰っているようなものだし、それが嬉しいんだろうな。

　……ここ、最後に回した方が良いかなと考えていると、メアルの鼻がぴくぴく動いたのが見える。

　すると、メアルが俺へと視線を向け、鳴きながら飛んできた。

「キュイイイィィィ～ッ！」

「わっぷ！」

　メアルは、いつものように俺の顔へと真正面からぶつかり、ぎゅっとしがみ付いてきた。

　俺に会えたのが嬉しいのか、鳴きながら離れようとしないので、ゆっくりと背を撫でて落ち着かせる。

　優しく撫でているとメアルが大人しくなったので、顔から引き剝がして、そっと口付けを交わす。

　メアルは嬉しそうに俺の周囲を飛び回り、奥さん達の方へと向かったので、視線を戻せば、そこには両腕を広げて待ちの体勢をしているハオスイが居た。

　俺はにこやかに微笑み、ハオスイに近付いて優しく抱き締める。

「……頑張った」

　そう言って、ハオスイも俺を優しく抱き締め返す。

「うん。お疲れ様。良く頑張ったね」

　ハオスイの頭を優しく撫で、口付けを交わす。

　嬉しそうに微笑んだハオスイは、奥さん達の所へと向かって互いの無事を喜ぶ。

　そして俺の次なる相手は──。

「パ～パ～！」

「止めんか、気色悪い！」

　俺が冗談でそう呼ぶと、嫌そうな表情を浮かべるラグニールである。

　おぇ～と、心底嫌そうな仕草付きだ。

「そこまで嫌がらなくても良いじゃないか。実際義理とはいえ、そうなんだし」

「止めろ。そこは考えないようにしているのだ」

　まぁ、俺もラグニールをそんな風には見ていない。

　メアルと結ばれる事を考えれば、ラグニールが義理の父親であるのは間違いないのだが、俺とラグニールはその前に親友同士なのだ。

　どうしても、友達感覚が先にきてしまう。

　まぁ、だからこそ、先程のような冗談が軽く言えるし、互いに笑みを浮かべていられるのだ。

「……まぁ、冗談は置いといて。それにしても、あの焼け野原はラグニールがやったんだな」

「うむ。今、我が出来る最大の攻撃を見舞ってやったわ！」

　なるほど。

　俺と戦った時は違うと言いたい訳か。

　でも、それは俺も同じであるが、今は別に言わなくても良いだろう。

「随分派手にやったんだな。……折角の景観が台無しだ」

「……うむ。メアルにも、その辺りの事をたっぷりと怒られた」

　しゅんとするラグニール。

　まぁ、メアルを守るためにかなり頑張ったのだろうと思うのだが、自業自得なので何とも言えない。

　というか、龍王なのに色々と怒られ過ぎだと思う。

「まぁ、確かに今回やり過ぎたのは間違いない。なので、我も景観を直すまでは城に帰らぬつもりだ」

「お、おぅ」

　おぉ！　ちゃんと成長したじゃないか、ラグニール！

「……そうすれば、お義母上に会わなくて済むしな。……その間に、我が花瓶を割った事を水に流さないだろうか」

　結局はそれか。

　心の中で抱いていた感動を返して欲しい。

　というか、まだ許されてなかったのか。

　まぁ、ラグニールらしいと言えば、らしいのだが……それは叶わぬ希望だと思う。

　メギルさんは絶対に忘れていないだろうな。

　帰ったら帰ったで、再び説教と正座が待っているのか……。

　心の中だけで応援しておこう。

　その後、一応ラグニールにも、フロイドとシロが城に居る事の了承を取り、俺達は次へと向かう事にした。

「この辺りはもう大丈夫そうだし、俺達は次に行くよ。また、城でな」

「うむ。ではな」

　ラグニールと挨拶を交わし、俺は奥さん達の所へと向かって声をかける。

「それじゃ、そろそろ次に行こうか」

　このまま行くかと思ったが、その前にハオスイが一通の手紙を俺に渡した。

「……セレナから。グレイブに渡してって」

「ん、わかった」

　手紙を受け取って懐に仕舞う。

　そして、俺達は次の場所へと飛んだ。





マオを迎えに行く






　獣人国の近辺に飛ぶ。

　周囲に魔物が少し存在していたので、それらを屠ってから獣人国へと向かった。

　さすが獣人国というべきか、それ程魔物は残っていないようだ。

　ただ、所々に大型の魔物が居たような形跡があり、それなりに苦戦したのかもしれない。

　少しだけ進む速度を上げて獣人国の王都近くまで辿り着くと、そこには、何かを見ながら歓声を上げている獣人達が居た。

　……一体何事だろう？

　獣人達の中に知り合いが居たので、声をかける。

「こんにちは、バーロさん」

「ん？　おぉ、救世主殿！　マオ様のお迎えですね？」

　その呼び方、止めてくれないかな。

「そうなんですが、これは一体何事ですか？」

「実は……いや、見て貰った方が早いですな」

　そう言って、バーロさんに連れられていくのだが、何故か俺が通ろうとすると、獣人達は英雄でも見るように目を輝かせて道を空けていく。

　う～む。こそばゆいから止めてくんないかな。

　そのまま連れられて先頭に立った時、眼前に広がったのは、ガインを相手に戦うギオ王様とデイズだった。

「ほれほれ、どうした？　もう息が上がっておるぞ？　軟弱じゃのぅ」

「父上が強過ぎるだけだと思いますがっ！」

「ギオ兄との共闘でも一本も取れんとは……。くっ！」

　俺は隣に立つバーロさんへと視線を向ける。

「……何やってんの？　これ？」

「魔物との戦いに一区切りが付いた後、ガイン様が戦い足りないと申してな。それで、稽古を付けてやるわと、私達を相手に乱取りを始めたのだ。既にこの場に居る者は、全員一回は相手取り終わり、次は人数を増やしていく事になったので、まずは自分達がするとギオ王様とデイズ様が名乗りを挙げたという訳だ」

　……何とも好戦的な事で。

　俺は半ば呆れながら視線を戻すと、俺を呼ぶ声が耳に届く。

「夫殿～！」

　俺を見つけたマオが駆けてきて、ぎゅっと抱き着いてきたので、俺も抱き締め返す。

　自分の匂いを俺に付けるようと、すりすりしてくるのが少しこそばゆい。

　そのまま俺はマオの顔を上に向けて、口付けを交わす。

　ぼひゅっ！　と、マオの頭の上から湯気が飛び出し、へにゃへにゃと倒れそうになったので、咄嗟にマオを支える。

「マオ、大丈夫か？」

「……だ、大丈夫だ。少し不意打ち気味だったので、少々気が抜けただけだ」

　そう言って、マオがしゃんと立つが、耳がピコピコ、尻尾しつぽがぶんぶんと揺れているので、内面が隠せていない。

　なので、マオを落ち着かせるためにも話題を変えた。

「そういえば、マオもガインと戦ったの？」

「あぁ。正直言って、自分の力が未熟であると実感させられてしまったよ」

　マオが悔しそうに拳を握る。

　すると、バーロさんが慰めるように声をかけた。

「そんな事はありませんよ。個人で言えば、私達の中で最も強いデイズ様の次に健闘されていたではないですか！」

「そう言ってくれるのは嬉しいが……まだまだだな。まずは、パパを超えないといけない」

　目標があるのは良い事だと思う。

　もちろん、マオがもっと強くなりたいと言うのであれば俺も協力するが、ガインに勝てるかどうかはマオ次第だ。

　けど、マオを鍛えるのは後である。

「それじゃマオ、後はカガネとアリアを迎えに行くだけなんだけど、そろそろ行こうか？」

「あぁ、問題無い。獣人国にもまだ魔物は残っているかもしれないが、後は任せても大丈夫だろう。それに、早く迎えに行かないと文句を言われそうだしな」

　まぁ、ガイン達への挨拶はまた次の機会でも良いだろう。

　俺達がマオを迎えに来た事は、バーロさんから伝えて貰う事にした。

　その間に、マオは奥さん達の所へと行き、互いの無事を喜ぶ。

　そして、いざ次へと行こうとした時、マオが「あっ！」と声を上げた。

「どうした？」

「次向かうのは、グレイブさんの国だよな？」

「そうだよ。カガネを迎えに行かないと」

「なら、イウラ、プティ、リットの三人も一緒で構わないか？」

「あぁ、そうだね。それは構わないけど、良いの？」

「獣人国の魔物はほぼ駆逐したし、問題無い。では、連れて来るので少し待っていてくれ」

　そう言って、マオがグレイブさんの奥さん三人を連れて来る間、俺達はガイン達の戦いを観戦しながら待つ。

　ガインは息子達との戦いが楽しいのか、常に笑みを浮かべていた。

　程々にしておけと、心の中だけで思う。

　観戦しながらバーロさんと色々話している内に、マオが三人と共に来たので、挨拶を交わして俺達は次へと向かって飛んだ。





カガネを迎えに行く






　グレイブさんの国の王都近辺まで飛んだ。

　そこから王都へと向かったのだが、予想に反して魔物が一切居ない。

　多少は残っていると思っていたのだが、カガネが張りきって魔法を連発し過ぎたとかだろうか。

　ただまぁ、こちらにはグレイブさんの奥さん達も居るので、安全に進む事が出来る事を喜んでおこう。

　少しの間王都に向けて進んでいくと、次第に亜人達とすれ違うようになっていった。

　全員生きている事を喜び合い、俺と奥さん達の姿を見かけると、感謝するように一礼してくる。

　多分、カガネが頑張った事と、この国を救った時のお礼を重ねているのだろう。

　俺達も一礼を返しながら進んでいくと、少し開けた場所に出る。

　そして、その場で起こっている事に、俺はまたかと溜息を吐いた。

「申し訳ございませんでした」

「わかって頂ければ良いのです」

　メイドのデオラーデさんに対して、ゼアルが正座をして頭を下げていた。

　そんな二人の様子を傍で見ているのは、カガネとソシエルちゃんである。

「ゼアル様も頑張ったけど、デオラーデは凄かったのです！　ワズ様が来る前に、ほとんどの魔物をデオラーデが片付けたのです！　カガネお姉ちゃん、メイドって凄いのですね！」

「……ソシエルちゃん。デオラーデさんをメイドの基準と考えてはいけないんだよ」

　何故だろう……ソシエルちゃんに話しかけるカガネの姿に、どことなく疲れた雰囲気を感じる。

　その雰囲気には覚えがあった。

　フロイドと相対した後の俺と、全く同じなのだ。

　……そうか。デオラーデさんと相対して、カガネも少し大人になったという事か。

　その成長に、ちょっと泣きそうになる。

　けれど、ここは大人しく引き下がろう。

　今は、邪魔してはいけない時だ。

　俺はフッと笑みを浮かべ、先にグレイブさんの所に向かおうと、そう奥さん達に提案するために後方を振り返った瞬間──背筋が凍り付く。

　いけない。今、振り返ってはいけない。

「……ワズ様。どちらへ行こうとしているのですか？　奥様の一人、カガネ様がお待ちですよ」

　デオラーデさんの声が直ぐ傍から聞こえるけど、これはきっと幻聴だ。

　だって先程まで、ゼアルの前に立っていたじゃないか。

　だから、大丈夫。きっとデオラーデさんはこちらに気付いていないはず。

　恐れるな。ちょっと振り返って確認すれば、それで終わりのはずだ。

　でも、怖くて振り向けない。

　呼吸が荒くなっているのも、きっと気のせいだと思う。

　はぁ……はぁ……。

　くっ。こんな時に限ってフロイドが居ない。

　いや、きっとこの状況もアイツは知っていて、静観しているのだろう。

　デオラーデさんに対抗出来るのは、フロイドしか居ないというのに。

　……まぁ、結果の良し悪しを問わなければだけど。

　しかし、今この場にフロイドが居ないのは間違いないのだし、俺が相対するしかないのだろう。

　本当に嫌だけど……ほん……とうに嫌だけど！

　俺は全てを諦めたような溜息を吐いて、デオラーデさんを振り返る。

「……ど、どうも、デオラーデさん。お久し振りです」

「先程の質問に答えておられませんが？　フロイドも居ないようですし、場合によっては教育が必要であると判断致しますが？」

　デオラーデさんが、眼鏡をくいっと上げる。

　それだけで、俺は心が折れそうになった。

「ん？　ワズじゃないか！　そうか、邪神を倒したんだな！」

　救世主・グレイブさんが俺達の後方から現れた。

　多分、周囲の見回りをやっていたのだろう。

　けれど、これで助かった。

　グレイブさんを生いけ贄にえにするようで心が少々痛むが、今は緊急事態である。

　しかし、この世界の神は……役に立たないのだ。

「「「グレイブッ！」」」

「おぉ！　イウラ！　プティ！　リット！　来てくれたのか！　獣人国はもう大丈夫なのか？」

　自分の奥さん達と、嬉しそうに合流するグレイブさん。

　あれ？　もしも～し？　ここに俺が居るよ～！

　少し手を振ってみるが、気付いてくれないので、俺は代わりにグレイブさん達の方を指差す。

「………………先に、奥さん達をグレイブさんに会わせたくて」

「なるほど。思慮深い配慮を先に行おうとしていたのですね。さすがでございます。ワズ様」

「……いえ」

　何とか難を逃れる事が出来た。

　俺が内心でほっとしていると、カガネが俺に向かって来るのが見える。

「お兄ちゃ～ん！」

　そのまま飛び込んできたので、優しく抱き締めた。

「待たせたな、カガネ」

「うぅん、全然待ってないよ」

　俺とカガネはそのまま口付けを交わす。

　すると、カガネは嬉しそうに笑みを浮かべる。

　その表情を見て、少し思う事があったので尋ねてみた。

「あれ？　もしかして、少し魔力が弱っている？」

「あはは、やっぱお兄ちゃんにはバレちゃうか。でも大丈夫だよ。ちょっと魔法を連発し過ぎただけで、問題はないから。……それにしても、可愛い妹の事を良く見ているんだね」

「お兄ちゃんでもあるからな」

　そう言うと、カガネがにへっと笑い、奥さん達の所へと向かった。

　……ちょっと待って。お兄ちゃんを置いていかないで。

「ワズゥ～……もう怖いよう。デオラーデ、私より強くて怖いよぅ」

　ゼアルが俺に話しかけてきた。

　ほらぁ～……やっぱりこうなるじゃないか。

「ゼアル様。私が怖いとは、一体どういう事でしょうか？」

　デオラーデさんの迫力が増し、ゼアルがかたかたと震え出して俺の後ろに隠れる。

　だから、俺を盾にするんじゃない！

　デオラーデさんが、ゆっくりとこちらへと近付いてくる。

　ひいいいいいぃぃぃぃぃ！

　俺は咄嗟にゼアルを摑み、デオラーデさんに向かって放り投げる。

　デオラーデさんは、放り投げられたゼアルをしっかりと受け止めた。

「ありがとうございます、ワズ様。……さぁ、楽しい楽しいお勉強の時間の始まりですよ。ゼアル様」

「いやあああああぁぁぁぁぁ～！」

　デオラーデさんにずるずると引き摺ずられながら去っていくゼアル。

　………………忘れない。

　ゼアル……君の事は忘れないからな。

　そして俺は、決して振り返らずに、奥さん達の所へと向かった。

「よぅ、ワズ！　奥さん達を連れて来てくれて、ありがとうな」

「いえいえ、お礼なんて良いですよ」

　グレイブさんと楽しい楽しい談笑を交わす。

　ゼアル達の参加で大いに助かったそうで、かなり感謝していた。

　……くっ。グレイブさんの助けになったという事は、俺もお礼を言いたいのだが、それはつまり、またデオラーデさんに会うという事である。

　……良し。次はフロイドを連れて来よう。

　その間に思い出したので、温泉街に居るセレナさんから預かった手紙を渡す。

　多分、恋文だな、アレ。

　それと、一緒に居るはずのミレアさんは、今周囲の様子を探っているそうで、また会えるのは次の機会だろう。

　俺もアリアを迎えに行かなければいけないため、この場での会話はそうそうに終わらせる。

　グレイブさん達と次の再会を約束し、見送られながら次へと飛ぶ。





アリアを迎えに行く






　王都イスコアの近辺に飛んだ。

　そして、周囲の様子を探るが、ここも既に魔物の姿は見えない。

　どうやら、全て駆逐したようなのだが、ちょっと驚いた。

　確かに、イスコア王国は大陸の中で最大戦力を保持していると言っても良いだろう。

　けれど、それは戦える人の数が最も多いというだけで、特出した戦力は保有していない。

　今回はアリアが居たが、それでもたった一人で魔物の全てを駆逐出来るとは思えないのだ。

　となると、ここにも上位者という特出した戦力が来たという事になるが、正直思い当たらない。

　俺が思い付く上位者達は、既に全員出てきている。

　う～む。

　………………まぁ、行けばわかるか。

　けれど、そんな吞のん気きな考えは、王都イスコアへと辿り着いた時、粉々に砕け散った。

「良いかっ！　我のように強くなりたければ、一に筋肉、二に筋肉、三も四も五もその後全てが筋肉だぁ～！」

『はいっ！　わかりましたっ！　一、二、三、四……』

　王都イスコア周辺に居る騎士達全員がそう叫び、筋肉を鍛え上げるように腕立て伏せを行い出す。

　その様子を満足そうに頷きながら見ているのは……筋肉馬鹿・ベネドだった。

　…………………………。

　……そうだった。こいつが居たわ。

　えぇ～……何でこいつが、ここに居んの？

　というか、何で騎士達がこいつに毒されんの？

　俺、嫌だよ。

　イスコア王国の騎士達が、こいつみたいに筋肉モリモリになるの。

　奥さん達も微妙な表情を浮かべている。

　俺もその光景を見たくはないのだが、アリアを捜さなければいけない。

　なので、遠くから見守るようにしてアリアを捜そうとしたのだが、その前に見つかってしまう。

「おぉ！　ワズではないか！　ここに居るという事は、邪神を倒したのだな！」

　凄く良い笑みを浮かべながら、ベネドがこちらへとやってくる。

　逃げたい。

　けれど、俺の後ろに居るのは、奥さん達なのである。

　逃げる訳にもいかず、俺はベネドと相対する事になった。

「あ、あぁ。倒したから、ここに居るんだ」

「うむ。さすが我が友である！　よくぞ、この世界に平穏をもたらした！」

　そう言いながら俺の肩をバシンバシンと何度も叩き、ベネドは自分の後方を指差す。

「どうだ！　見よ！　ここに居る騎士達は、我の筋肉に惹かれし者達である！　ここにも同士が存在している事に、我は感動している！」

　そんな同士は、吸血鬼だけで充分だ。

「っと、それで、どうしてここへ……っと、そうか奥方を迎えに来たのだな」

　俺の後ろに居る奥さん達を見て、ベネドがそう判断する。

　確かに間違ってはいないな。

「そう言うって事は、アリアがどこに居るのか知っているのか？」

「うむ？　アリア？　……あぁ、そうそう、そういう名だったな。確か、魔物も駆逐し終わったので、ワズの家で休むと言っていたが」

「そうか、ありがとう」

「うむ。それではまたな。エネネもレオールもワズ達にはまた会いたいと思っておるだろうし、出来れば、再び我が国を訪れてくれ。存分に歓待しよう」

「あぁ、落ち着いたらな」

　俺はそう返事して、奥さん達と共に自宅へと向かう。

　……まぁ、地下食糧庫というのも見てみたいし、また行ってみるか。

　そして、王都の中へと入り、自宅に辿り着くと、丁度アリアが扉を開けて出る所だった。

「アリア！」

「ん？　……ワズッ！」

　俺の姿を確認したアリアが駆けて来たので、優しく抱き止める。

　そのまま俺達は、口付けを交わして、顔を見合わせた。

「ただいま」

「うん。おかえり！」

　笑みを浮かべ、アリアが奥さん達へと視線を向ける。

「皆もおかえり！」

『ただいま！』「……いま」「キュイッ！」

　アリアが合流した事で、これで漸く奥さん達が全員揃った。

　俺は集まっている奥さん達を纏めて抱き締め、その事を嬉しく思う。

　奥さん達も、俺を抱き締め返し、嬉しそうな表情を浮かべた。

　皆がここに居る。

　邪神の事とか、これまで色々あったけど、その全てが報われた気がした。

　こうして奥さん達が居るだけで、俺は幸せだと思う。

　だから、この気持ちを奥さん達へと素直に伝える。

「大好きだよ、皆の事が」

『はい！　私達も大好きです！』「……大好き」「キュイッ！」

　想いを伝え合うように、互いの存在を確かめるように、俺達は抱き締め合った。





皆の呼ぶ声






「ふああぁ～」

　俺は大きく欠伸をした。

　ベッドから起き、服を着て、城の外へと出る。

　奥さん達を全員迎え終わってから三日程経たった。

　あの後、俺達はラグニールの城へと飛び、フロイドとシロに合流する。

　フロイドとシロは何やら意気投合しており、城の一室に様々な物を置いて、既に自分達のスペースとして改造し終わっていた。

　本当に、こいつらから目を離すと何をしでかすかわからない。

　ちょっと説教したい気分になる。

　今度、メギルさんに説教の仕方でも習おうかと、本気で考えたくらいだ。

　そして、奥さん達へ邪神戦終了までに起こった事を全て教え、シロと会わせる。

　開口一番、シロは正座して、心の底から謝った。

　それはそれは、見事だったと言える程だ。

　特に、メアルには印象が悪かったので、取りなすのに苦労した。

　それと、俺が「神邪人」という新たな種族へと変われる事なのだが、奥さん達はすんなりと受け入れる。

　何でも、それで何か変わる事があるのですか？　という問いに、特に無いと答えたのが良かったのだろう。

　うんうん。

　まぁ、本当に変化は無いしね。

　奥さん達からも、魔物の大群とどう戦い続けていたかを聞き、その話の最中に、まずは俺が送ったルトが参加し、その後ニールとその骸骨ハーレムが現れて参加する。

　それからは立て続けに、メギルさんとメルさん、ガイン、ゼアル、ベネドの順に現れた。

　ベネドに関しては、元上位者という話だし、俺と最初に出会った後、一度ここへと来ていたようだ。

　だが、ラグニールはまだ帰ってこない。

　焼け野原を直すのに手間取っているのか、メギルさんを恐れているのかわからないが、ここはラグニールの城なのだから、さっさと帰ってくれば良いものを。

　メギルさんが帰ってきた事で、シロが説教を受け始めたのだが、その時にラグニールが帰ってきて、そのまま説教に正座で参加する。

　その非常に慣れた動きに、少し悲しくなった。

　けれど、これで全員揃った事もあり、俺達はそのまま勝利の宴会を行う。

　それまでが、昨日の出来事だ。

　ここに来てから昨日までの事を振り返りながら歩を進め、俺は小高い丘の上に立つ。

　新鮮な空気を目一杯肺に取り込んでから、ふぅと息を吐く。

　天気は快晴。

　気持ちの良い朝に、俺の気持ちも高まった。

　ふと、後方に気配を感じて振り返ると、奥さん達がこちらへと向かって歩いてくるのが見える。




「キュイッ！」

「ワズさん」

「ワズ様」

「ワズ様」

「ワズ」

「ワズさん」

「旦那様」

「お兄ちゃん」

「夫殿」

「ワズ」




　笑みを浮かべる奥さん達からの呼ぶ声に、俺は心からの笑みを返した。


第一部　完










書き下ろし「その頃の彼等は……」










１






　駆ける。駆ける。

　森の中を駆けていく集団が居た。

　どれだけ呼吸を乱そうが、その集団は走る事を止めようとはせず、前へと進み続ける。

　この集団の人数は十数人程で、外見で判断すれば老若男女が集まっていた。

　そして、その集団を追う存在が居る。

　視界を埋め尽くす程の魔物の群れだ。

　腹を空すかせているのか、口から涎よだれを垂らす獰猛な魔物の群れが集団を追いかけていく。

　魔物の群れから逃げ続けている集団の目的は、一番近くの大きな町──王都イスコアである。

　大陸中に魔物が溢れかえるという報せは受け取っていたため、そこまで辿り着く事が出来れば、多くの騎士達が迎え撃ってくれるだろうという思惑があった。

　しかし、王都イスコアへと辿り着く前に限界が訪れる。

　集団の中で、最も年老いた男が足をもつれさせて倒れた。

「足を止めるな！　わしを置いていけっ！」

　けれど、誰もそれに従わない。

　倒れた老人を囲むようにして、円陣を組む。

　その周囲を、魔物の群れが包囲した。

　誰も見捨てないという判断に、老人は心の中で少し嬉しく思うが、それも直ぐに霧散する。

　自分のせいで、周囲に居る者達の命を奪ってしまうかもしれないからだ。

　助け起こされながら、老人は「この馬鹿者共が……」と、ついつい呟いてしまう。

　魔物の群れが集団に向けて値踏みするような視線を向けてくる中、集団の一人である男性が、腰に提げている鞘から長剣を抜きつつ、近くに居た女性二人組へと声をかける。

「……どれだけやれる？」

「ふえええぇぇ！　わ、私は無理です！」

「この子、戦闘はからっきしだから私が前に出る。……正直、多少腕に自信はあるけど、さすがにこの数じゃ」

　そう会話を交わす三人の特徴を挙げるのであれば、男性は青髪、女性二人は紫髪と金髪である。

　その他の人達は、全員青髪の親類縁者やその関係者だった。

　彼等は最近知り合い、とある人物の話題で意気投合し、その時に報せを受けたので、共に王都イスコアを目指していたところ、今の状況へと陥ったのだ。

　そして、青髪が長剣を構え、金髪が短剣を構えるのに合わせて、様子見とばかりに群れから飛び出した狼の魔物が襲いかかってきた。

　けれど、その魔物は青髪が振るった長剣で一刀両断される。

「へぇ、本当にやるんだな」

「当たり前だ。俺は長剣の腕前に自信があるからな。……ただ、応援されると……緊張してしまうだけだ」

「本番に弱いって事ですね！　わかります！　私もそうだし！　だから、頑張っていきましょう！　いつか、あの人と戦える時が来ますって！　私も、あの人からいつかお金を奪ってみせます！」

　むんっ！　と、両手を握ってやる気を見せる紫髪。

　その前に、自分達の命の心配をしようよと、青髪と金髪は思った。

　魔物の群れから、少しずつ魔物が飛び出して襲いかかってくる。

　その様子は、いたぶっているように、こちらを少しずつ追い詰めていっているように見えた。

　青髪と金髪も頑張ってはいるのだが、多勢に無勢である。

　奮闘する青髪と金髪の合間を縫って、魔物の牙が集団の中の一人へと迫ろうとした瞬間──。




　それらは現れた。




　別の魔物の集団が現れ、魔物の群れを蹂躙していく。

　規模としては十数体と小さいが、その戦力差は圧倒的だった。

　歯し牙がにもかけないレベルで、一方的に魔物の群れを屠っていく。

　そして、あっという間に周囲一帯の魔物の群れが全て居なくなった。

　だが、だからといって安全とは言えないと、青髪と金髪は武器を構える。

　かたかたと震えているのも仕方ないだろう。

　先程よりも、より大きな絶望を感じていた。

　魔物の集団が、青髪達へと視線を向ける。

　対峙するだけで、新たに現れた魔物の集団との力の差を実感してしまう。

　絶対に勝てないと。

　何も出来ぬまま、ここで命が終わるのかと思った時、新たな魔物が現れた。

　それは、魚の魔物と、その魔物に付き従うように控えている猫の魔物。

　魚の魔物が一歩前に出て、魔物の集団へと声をかける。

「ウオ！　ウウオ！　ウオウ！」

　そのまま、首を振る。

　その仕草は、手を出すなと告げているようにも見えた。

　魚の魔物と猫の魔物が森の中へと消えていくのと同時に、魔物の集団もその後を付いていく。

　残された青髪とその関係者集団は顔を見合わせて、目の前の事が信じられないと首を傾げる。

「……ど、どうして私達は見逃されたんだ？」

「さ、さぁ？　……狙いは俺達では無かったとか？」

　金髪の問いに青髪が答えるが、答えは見つからない。

「えっと、とりあえず助かった事ですし、早く移動した方が良くないですか？」

　紫髪の言葉に、全員がハッとする。

　確かに、全員無事に生き残り、周囲一帯に魔物の姿は見えない。

　このままここに残っていても、新たに現れる魔物の群れに襲われるだけなのは目に見えている。

　ならば答えは一つと、再び歩み出す。




　それから程なくして、彼等は全員無事に王都イスコアへと辿り着くのであった。





２






　大陸中央にそびえる高き山の上層部にある龍王の城の一室。

　そこは、中央に巨大な円卓が置かれ、会議をする場のような部屋。

　円卓を囲むようにして、この山に住まう上位者達が勢揃いしていた。

　ラグニールを筆頭に、ガイン、ニール、ルトが鎮座している。

「……全く、わし等を集めて一体どういうつもりなのじゃ？」

　ニールがそう呟いた時、この部屋の扉が開かれた。

　そこから現れたのは、ある意味ここの支配者であるメギルだ。

　メギルはそのまま用意されている玉座の一つに腰掛け、自分が呼び集めた面々へと視線を向ける。

「待たせたね、お前達」

「別に待ってはおらんが、我等を集めるなんて一体何事だ？」

　ガインの答えに、メギルは一度溜息を吐く。

「何を言うかと思えば、まだわからんのか？」

　メギルの問いに、ラグニール達はわかるか？　と顔を見合わせるが、誰もピンとこない。

　その様子に、メギルはもう一度溜息を吐いた。

「全く……揃いも揃って馬鹿ばっかりだね。良いかい？　今、この大陸は危機的状況なんだよ？　その理由は、もちろん邪神が復活するからだ。それに伴って大陸中に魔物が溢れかえる事だろう。アンタ達は、それをどうにかしようとは思わないのかい？」

「「「「全く」」」」

　ラグニール達の言葉は、正確にハモった。

　こいつ等は……と、メギルが拳を握る。

「そもそも、我等が出張らなくても、ワズがどうにかするであろう？」

「確かにな。我等がわざわざ出るまでもないな」

「魔物の相手をしても疲れるだけだしのぅ」

「そうだな。……全くやる気が起きないのは事実だ」

　ラグニール達は、揃って否定的な意見を述べた。

　実際、ラグニール達は胸の内で、別に自分達が出なくてもどうにかなるだろうと思っていたからだ。

　しかし、そうは思っていないのが、メギルである。

　邪神の危険性と、大陸の危機的状況を正しく認識していた。

　だからこそ、ラグニール達をどうにかこうにか戦いに参加させるべきだと考え、この場に集めたのだ。

　もちろん、可愛い孫のメアルの夫であるワズを援護するという意味もあるが、ここで出会ったワズの奥さん達も、言ってしまえば自分の義理の孫娘である。

　ワズの奥さん達を死なせないために、メギルは出来る手を打とうとしていた。

　メギルは、まずはとルトへ視線を向ける。

「そうかい、ルトよ。やる気が起きないかい？」

「上位者である私達が、俗世に関わっても碌ろくな事にはならないと思うが？」

「ふむ。……そういえば、ワズの奥さん達の内、サローナとタタが城塞都市リニックの守護に付くそうだね」

　ワズの奥さん達が居る場所は、事前に把握しているのであった。

「それが？　他人の女性エルフに手を出す程、落ちぶれてはいないつもりだが？」

「そんな事したら、私がお前を殺してやるよ！　……そうではなく。何でも、そこには近くにあるエルフの里の住人全てが避難しているそうだ」

　ルトがぴくっと反応する。

「もし、いきなり助けに現れたら、さぞかし格好良いだろうねぇ。見直す者や、お近付きになりたいと言い出す者も現れるかも。それに、サローナはその里出身らしいし、それなりの活躍をすれば、口利きしてくれるかもしれないねぇ」

　メギルがそう言い終わるのと同時に、ルトは席を立つ。

「……まぁ、なんだ。……山の上位者がどのような存在であるかを教えてやるのも務めではあるか」

　ルトはスキップをしながらこの部屋を出て行く。

　そして、メギル以外の残された面々は、全てを悟った。

　これは、色々押し付けられると。

　だが、既に逃げられない。

　メギルは、次にニールへと視線を向ける。

　けれど、何も言わずに見ているだけだったので、困惑するニールだった。

　そのまま、メギルがパチンと指を鳴らす。

　すると、部屋の扉が開かれ、そこからニールの骸骨ハーレムの面々が現れた。

「ど、どうしてここに！」

　ニールが狼狽うろたえるが、メギルに抜かりは無かった。

　メギルが骸骨ハーレムへと視線を向けて頷くと、応えるように骸骨ハーレムの面々も頷き、ニールへと侍る。

「ニール様。私達、魔物の群れが怖いです」

「いつ、こちらへと牙を向けるかと、ビクビクしています」

「ニール様なら、魔物の群れ如き、相手ではないですよね？」

「も、もちろんではないか。わしの魔法で木こっ端ぱ微み塵じんじゃ」

『キャー！　すごーい！』

「……でも、それでも怖いものは怖いので、出来ればニール様に魔物の群れを滅ぼして欲しいなぁ」

　そう言って、骸骨ハーレムメンバーの内の一人が、ニールの手を取って、自分の鎖骨部分をそっと撫でさせる。

「………………ふっ。良いじゃろう。わしの魔法で全て終わらしてくれるわ」

　ニールが席を立ち、骸骨ハーレムを率いて部屋を出て行く。

「ニール様。マーンボンド王国に群がる魔物を倒すところが見たいなぁ～」

「造作もない！」

　その様子を、メギルは満足そうに見ていた。

　骸骨ハーレムは、既にメギルの下に付いていたのである。

　メギルを、逆らってはいけない者として認識していた。

　ラグニール達のメンバーは、早くも半分になってしまう。

　次はどちらだと、ラグニールとガインは喉を鳴らす。

　メギルの向けた視線の先に居たのは、ガインである。

「ガインよ……」

「……ごくっ」

　名を呼んだ後、メギルはガインの姿を上から下へ、下から上へと視線を動かす。

「………………太ったの。獣のくせに、体がだるだるで動きにくそうだねぇ」

「なっ！　いくらメギル殿といえど、言って良い事と悪い事があるぞ！　どこがたるんでおる！　立派な肉食獣の体であろうが！」

　ガインの体形に変化は見られない。

　だが、一度指摘されてしまうと気になってしまうもの。

　もしかして本当に？　と、ガインは気にしてしまうが、自分の肉体に自信は持っていたし、判断材料はメギルの言葉だけ。

　先程までのやり取りで、自分達を戦わせようとしているのはわかっているため、焚き付けるための噓ではないかと疑ってしまう。

　しかし、それもメギルにとっては想定内。

　そのために、ラグニールを残していたのである。

　決して自分に逆らわない存在として。

　メギルが黙ってラグニールへと視線を向ける。

　それだけで、ラグニールは全てを悟り、ガインへと声をかけた。

「わ、我も、最近ガインの体が緩んできたなと思っていた。やはり、寄る年の波には勝てんのかと」

「上等じゃ！　良いじゃろう！　魔物相手に鍛え直してやるわ！」

「行くなら、獣人国へ向かうのをお勧めしておくねぇ」

「わかってるよ！　そのつもりじゃ！」

　友の言葉を信じ、ガインが憤慨しながら部屋を出て行く。

　ラグニールは、そんな友の背中を眺めながら、心の中でとりあえず謝っておいた。

　だが同時に、残された自分へ一体どんな事を言うつもりなのかと、戦々恐々とする。

　しかし、メギルにとって、ラグニールを動かす事は簡単だった。

「……メアルは、北の温泉街だよ。父親の威厳を取り戻してきな」

「かしこまりました、義母様。配慮に感謝致します」

　メギルに向かって一礼して、ラグニールが部屋を出て行く。

　その後ろ姿を見送った後、メギルは呟く。

「これで後は、ドワーフ国と南西の国だが……私とメルを分けるかねぇ。イスコア王国には、吸血鬼の馬鹿に頼んだし」

「それでしたら、南西の国には私とゼアル様が向かいましょう」

　部屋の扉を開けて入ってきた存在が、そう告げた。

　その身み形なりは、メイド服である。

「デオラーデかい。久し振りだね」

「えぇ、お久し振りでございます、メギル様」

　華麗に一礼するデオラーデ。

　その姿を見るメギルの目は、どこか安堵しているようにも見えた。

「ゼアルだけだと心配だったが、『超越者』であるアンタが共に向かってくれるなら安心だね。……任せて良いかい？」

「お任せ下さい、メギル様。幼少期に助けて頂いた恩を少しでも返せるよう、精一杯務めさせて頂きます」

「まだ気にしていたのかい？　別に忘れていても構わないのに。まぁ、無茶はするんじゃないよ」

「はい。それではまた」

「終わったら、アンタとお茶でも飲みたいねぇ」

「それは楽しみです」

　そう言って、部屋を出て行くデオラーデの表情は、どこか少女のような笑みを浮かべているように見えた。

「さて、これで大陸にある大きな町は大丈夫だろう。……後は、ワズが邪神を倒せるかどうかにかかっている。……負けるんじゃないよ、ワズ。アンタが邪神を倒さないと、世界の終わりだからね」

　そう呟いた後、メギルはメルを連れ立って、ドワーフ国へと向かうのであった。








アフター　日常









　邪神を滅ぼし、奥さん達を迎え終わり、ラグニールの城に居座ってから数日が経った。

　その間、のんびりと過ごしていたのだが、俺は今寝込んでいる。

　神邪人へと至った影響が未だ抜け切れていないというか、馴染んでいないためだ。

　なので、きちんと馴染むまでの間は、満足に体を動かす事が出来ないため、だらだらと過ごす事になったのだが、これを好機と捉えた奥さん達が順番で膝枕をする事になった。

　役得。役得。

　基本的に奥さん達は俺の周囲に全員居るので、色々と話しながら一日を終えていくけど、ゆっくりと眠る事は難しい。

　何故なら、周囲が騒がしいからだ。

　そして、今日も騒がしい一日が始まる。

　メアルが俺のお腹の上で眠ってアリアに膝枕されている時、部屋の扉が開かれて、いつもの奴等が入ってきた。

　使用している部屋はかなり広いので、大人数で押しかけられても問題無い。

　ただ、俺が寝込んでいるため、奥さん達が対応するのだが、相手によっては難航している。




　例えば、サローナとタタが今対応している相手は、ルトなのだが。

「頼むっ！　サローナ殿！　……いや、サローナ様！　どうか！　どうかぁ～！　私に女性エルフの誰か紹介してくれないか！　もう頼れるのは、サローナ様しか居ません！　出禁を食らった私では、エルフの里に近付く事は出来ず、誰かに呼んで貰う事しか出来ないのです！　私を助けると思って！　どうかぁ～！」

「……いや、それはさすがに不可能だ。そもそも、私に里の仲間を売れと言っているようなものではないか？」

「そうね。それは止めておいた方が良いと思うわ。ルト様も諦めた方が良いと思いますけど？　エルフ以外にも、魅力的な女性は居ますし」

　困惑顔をするサローナとタタ。

　ルトは、ここに来てから先程の事を毎度のように言ってきていた。

　もういい加減諦めれば良いのに。

「いいや、私にとって、エルフ以上に魅力的な女性など居ない！　だから頼む！　一緒に戦った仲ではないか？　少しぐらい……ね？　私は、土下座も辞さない覚悟を持っている！」

　ルトは本気である。

　ゆっくりと姿勢を倒そうするが、サローナとタタが慌てるように止めた。

「そもそも、そんな事をされても紹介出来ないからな！」

「全く……。ルト様には、上位者としての誇りは無いのですか？」

「そんなモノは一切無いっ！　女性エルフを娶めとれるのなら、土下座の一つや二つ！」

　ルトの言葉に、サローナとタタは少し引いていた。

　くっ！　体が動けば、奥さん達に迷惑かけんなと、ぶっ飛ばせるのに……。

　今は、動けない体が恨めしい。

　なので、体が動くようになったら、遠慮なくぶっ飛ばす予定だ。




　ナミニッサとナレリナは、魔物の群れとの戦いで親交が深まったのか、ニールの骸骨ハーレムメンバーと楽しく談笑をしていた。

　何でも、長く生きている？　だけに、色々知っているし、思いもよらない話が聞けて楽しいそうだ。

　ナミニッサとナレリナも、彼女達が知らない今の事を教えたりしている。

「へぇ～、今はこんな洗髪料があるのね。私達が人として生きていた時代には無かったわ。羨ましいわね～」

「シャンプーとリンスって言います。使うと、髪が艶々になるんですよ」

「これは何なのですか？」

「マヨネーズと言う。調味料の一つだな。野菜が美味しく食べられるぞ」

「うわ～、今はこんなのがあるんだ。いいなぁ～。……私の時は、無理矢理食べてたよ。だって美味しくないんだもん。まぁ、今は骸骨だから味覚なんてないけどね」

　絵的にはどうかなと思うけど、仲が良いのは喜ばしい事だと思う。

　ただ、気付いてあげて欲しい。

　ナミニッサ、ナレリナ、骸骨ハーレムメンバーが楽しく談笑している場所の近くで、膝を抱えて蹲っている者を。

　気付いて……気付いて……と、その背中が物語っている。

　その雰囲気を発しているのは言うまでもなく、骸骨ハーレムの主──ニールだ。

「……ぐすっ。わしのハーレムなのに……ハーレムなのに……」

　魔導王と呼ばれる存在感が一切無く、その姿は悲しい骸骨そのもので、見ているだけでちょっと泣きそうになる。

　けれど、誰もニールに触れようとしない。

　体の調子が戻ったら、ニールに対して少し優しくしてやろうかなと思った。




　キャシーは、人の姿になったメルさんと、仲良く一緒に編み物をしている。

　その姿は、まるで仲の良い姉妹のようだ。

「メルさん。ここはどうすれば良いのですか？」

「えっと……。ここをこうして、こうすれば良いのですよ」

「あっ！　なるほど～。助かります」

「いえいえ、やっぱり夫にあげる物は、きちんと作りたいですものね」

「……はい」

　キャシーが顔を真っ赤にしながら、編み物を進めていく。

　そっか。今作っているのは、俺にくれるのか。

　その時を想像すると、顔が緩んでしまう。

　キャシーとメルさんの間に流れる穏やかな空気を感じると、こういう光景を見られただけで頑張った甲斐があったなと思った。




　ハオスイは、魔物の群れを相手にした時に思う所があったのか、今よりも強くなるため、貪欲にメギルさんの指導を受けている。

　体の調子が戻れば俺がするのだが……今はこんな状態だから無理なので、今以上の強さを求めるハオスイの相手をするのは、メギルさん……ではなく、ラグニールだった。

「ぬおおおおおっ！　危ない！」

　ハオスイが放つ剣撃を、ラグニールが必死にかわす。

「……動いたら斬れない」

「無茶を言うな！　そこらに居る有う象ぞう無む象ぞうが放つ剣撃ならまだしも、お主の剣撃だと我の鱗を越えて、肉までスパッと斬れてしまうのだぞ！　そもそも、我はワズの見舞いに来ただけなのに、この仕打ちは余りにも酷くないか？」

「……問題無い。メギル様から請け負った特訓。……いつでも斬りかかって良いって」

「我を殺すつもりか！　あの義母ははは！　性根が腐っておる！」

　ラグニールがハオスイの剣を回避しながら悪態を吐くが、残念。

　悪態を吐いたのは、丁度部屋の前をメギルさんが横切っていた瞬間であり、当然のように耳に届いている。

　メギルさんは、ラグニールを一いち瞥べつした後、ハオスイへと視線を向けた。

「ハオスイ。やってしまっても構わないよ。どうやら反省が足らないようだ」

「……うん。わかった」

「わかったではないわぁ～！」

　ラグニールが必死にハオスイの繰り出す剣をかわす。

　頑張れ、ラグニール。

　でも、ハオスイに傷一つでも付けたら、今度は俺が許さないからな。




　マオは、ガインの相手をしているのだが、少々様子がおかしい。

　ガインが、マオに向かって自分の体を見せつけているのだ。

　一体、何やってんの？　あれ？

「どうだ？　マオ」

「どうだと問われても、別に何もないけど？」

「いやいやいや、前に比べて引き締まっておらんか？」

　その言葉を受けて、マオがガインをまじまじと見た後、首を傾げる。

「……えっと、寧ろたるんだ？」

　ガインがショックを受けたかのように固まった。

　今叩けば、ぼろぼろと崩れ落ちそうだ。

「ほら、ここ。脇腹の肉が摑めそうだけど……」

　それが止とどめとなる。

　ガインが膝から崩れ落ちた。

「お、おじいちゃん？　え、えっと、そんな気にする程じゃないから。同年代の人達と比べたら、引き締まっている方なんだし」

「…………………………ちょっとベネドに会ってくる」

「え？」

「吸血鬼の国に行って、体を鍛え直してくるわ」

「ちょ、ちょっと、おじいちゃん！　それはさすがにやり過ぎだと思うんだけど？」

　ガインが項うな垂だれながら部屋を出て行こうとしたので、マオが必死に止める。

　俺も、あの国に行くのは止めておいた方が良いと思う。

　体の調子が戻ったら、少しガインの相手をしてやろうかなと考えた。




　カガネは、ソシエルちゃんと楽しくお喋りしている。

「ここは凄いですね、カガネお姉ちゃん。名のある御方が大勢居ます」

「もう一回、お姉ちゃんって呼んで！」

「えっと、カガネお姉ちゃん」

　ソシエルが満面の笑みで答える。

「はあああああぁぁぁぁぁ～！　ソシエルたん可愛いぃ～！」

　カガネの様子がおかしい。

　まぁ、既にいつもの事なので別に良いのだが、自分の頰をソシエルちゃんの頰と合わせて、ぐりぐりしている。

「くすぐったいよ、カガネお姉ちゃん」

　そう言うソシエルちゃんではあるが、別に嫌がっている様子は見えない。

　二人の様子は、まるで仲の良い姉妹のようだ。

　どうしてここにソシエルちゃんが？　と、最初は思ったのだが、その理由は単純に、ゼアルがここに居るからだ。

　そして、この二人が居るという事は、必然的にあのメイドも居る訳で……。

「おやおや、この程度のしごきでもう音を上げるのですか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……はぁ……はぁ……。そ、そもそも、ここにはワズの見舞いに来ただけだったと思うのだが？」

「既にお見舞いは済ませたではありませんか。ソシエル様にも、広い世界を知って頂いたので、後はゼアル様を鍛え上げるだけでございます。ここは、鍛錬には丁度良い場所ですし、ゼアル様は私の主人でもあるのですから、私よりも強くなって頂かないと。……メイドよりも弱い主人など、お嫌でしょう？」

「ぐううぅぅ……」

　デオラーデさんの言葉にゼアルが唸うなる。

　ゼアル自身も上位者としての誇りがあるのだろうし、いつまでも負けたままでは嫌なのだろう。

　しかし、デオラーデさんには驚かされた。

　メギルさんの知り合いだというのも驚いたが、「超越者」って何？

　本人曰いわく、上位者よりも上の力を持つ存在らしいのだが、良くわからない。

　まぁ、ゼアルには頑張って貰わないとデオラーデさんの矛先がこちらに向かいそうなので、心の中では応援している。

　いつの日か、デオラーデさんを超えられる日が来る事を信じておこう。




　そして、この部屋の中で一番煩く騒いでいるのは言うまでもなく、フロイド、光女神様達、シロ、闇女神さんの神様集団だ。

　例によって、光女神様達は俺の力で、闇女神さんはシロの力で顕現している。

　光女神様達と闇女神さんは、事ある毎ごとに喧嘩を始めるので、直接戦うのは俺が禁じていた。

　フロイド曰く、直接戦闘は世界への影響が大きいらしい。

　なので、他の方法で勝敗を決する事にした。

　ギルドカード内で光女神様達がやっていた、ボードゲームである。

　俺もやり方とかルールなどの説明を受けはしたのだが、さっぱりわからない。

「おや？　これは……」

「へっへ～ん！　ざまぁみろですね、闇女神さん！」

「『ポンコツ魔王が誕生。全ての策が裏目に出て、その後始末に追われる。五回休み』ですか」

「気苦労が絶えないな、闇女神」

「普段の行いが悪いからですよ。ただまぁ、私は心が広いので、気を使わないよう先に行かせて頂きますけどね」

「……運が悪いね」

「くっ！　使えない魔王なんて、私が滅ぼしてやるぅ～！」

「まぁまぁ、これはゲームだから、楽しんでいこうよ。闇女神様」

　楽しそうな雰囲気で、俺も満足である。

　何やら、フロイド達の方が調子良さそうだが、それは今だけで、この後、光女神様達が同じような状況に陥った事で、結局はフロイドとシロの二人勝ちとなり、後は泥沼の戦いになるのだった。




　そんな部屋の様子を眺めながら、俺は大きく溜息を吐く。

「溜息？　どうかしたの？　ワズ」

　アリアの問いかけに、俺はもう一度部屋の様子を眺めた。

「……いや、これからこんな日々が続くかと思うだけで、何か疲れてしまって」

「まぁ、確かに騒がしいけど、こういうのは考え方次第じゃない？」

「考え方次第？」

「こういうのはね、賑にぎやかって思えば良いのよ。暇になるよりかはマシとかね」

「……う～ん。まぁ、そういう事にしておこうかな」

　もう一度部屋の様子を見て、自然と笑みを浮かべた俺は、そのままゆっくりと目ま蓋ぶたを閉じる。

　そのまま、心地好よい喧騒を聞きながら、俺は眠った──。
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伸ばした手の先に居るのは……









　ベッドで彼が眠っていた。

　気持ち良さそうな笑みを浮かべている。

　一体、どんな夢を見ているのだろう。

　私との夢を見ていると嬉しいな。

　……もし、他の人との夢なら……天罰執行しよう。

「うぅ～ん……空女神様」

　どうやら、私との夢を見ているようだ。

　これなら天罰執行はしないで。

「……ゲームのやり過ぎは良くありません。暫く禁止します。……むにゃ」

　……やっぱりしておく必要がありそうですね。

　私は抗議をするためにベッドの中へと潜り込み、彼にぴとっとくっ付きます。

　彼の体温を感じて、私の心の中には安らぎが満ちました。

　…………………………はっ！

　いけないいけない。

　安らぐままに寝てしまう所だった。

　私は彼の耳へと口を近づけ、そっと囁きます。

「……やっ」

「むにゃむにゃ……。嫌じゃないでしょ？」

「……嫌なモノは嫌」

　私は堪らず頰を膨らませる。

「……にゃむ。……頰を膨らませても考えは変わりませんからね」

　ドキッとした。

　一瞬、起きたのかと思ったけど、彼はやっぱり眠っている。

　という事は、夢の中の私も同じ反応を返したという事。

　彼の夢の中での再現率に、私は心の中で満足する。

　でも、それとこれとは別の話だと、私は再度抗議の言葉を発しようとしたが、その前に彼が寝返りを打ち、ごろんと体を反転させた。

　彼の腕が私の体を抱き締める。

　けれど、それを感じるよりも前に、彼の顔が私の目の前に現れ、唇と唇が触れそうな距離にある事に動揺し、顔に熱が入るのがわかった。

「ひゃっ！」

　突然の事で、思わず声が漏れてしまう。

　慌てて口を噤むが、彼を起こしてしまっただろうか？

　そ～っと様子を窺うと、彼はまだ眠ったままだったので、ほっと息を吐き、私は仕方ないなと諦めた。

　……これも惚れた弱みかな。

「……仕方ない。なら、少しだけゲームをする時間を減らす」

「むにゃむにゃ。……ありがと。なら、減らした分、俺が一緒に居るから」

「……うん」

　そして私は微笑みを浮かべ、彼の温もりと匂いに安らぎを感じながら眠りについた。




「……ちゃんちゃん」

　しつこく何度も尋ねてくる光女神達へと、私の妄想を告げ終わる。

　本当にしつこかった。

　皆話した事だからと言っていたが、私は誰の妄想も聞いていない事に、少し納得がいかない。

　けれど、それは向こうも同じだったようで、詰問するように声をかけてきた。

「ちょっと空女神さん！　いくら妄想とはいえ、ちょっと距離が近過ぎませんか？」

「そうそう！　ベッドの中で一緒に寝るのは私の役目です！　御主人様の体を包み込まないと！」

「えっと、これは妄想なんだし、そこまで気にしなくても良いんじゃないか？」

「いいえ、甘いわよ、戦女神。妄想とはいえ、一緒に寝るなんて問題です」

　私も戦女神と同意見で、妄想なんだから別に何でも良いんじゃないかと思う。

　しかし、その他の光女神達がしつこく絡んでくるので、私はもう一言付け加える。

「……だって、既に恋人状態という設定だから」

　その言葉を受けて、光女神達は天啓を受けたかのようにハッ！　とした。

「そ、それがあったかぁ！　ふふふ……今までよりも一歩進んだ関係。……妄想が爆発する！」

「こ、恋人っ！　……で、でも、私は御主人様の奴隷で……け、けど、何て甘美な響き」

「お、落ち着け！　ほら、光女神は涎を拭いて！　大地母神は鼻血が出てるぞ！」

「なるほど。そうだったのなら、先程の距離感も納得が出来るな。……後で私もそうしようっと」

　戦女神が光女神と大地母神の世話をせっせと焼き、海女神は含み笑いをしている。

　その様子を見ながら、私はもう良いかな？　と、近くにあるベッドへと潜り込み、ゆっくりと目を閉じていく。

「ふあぁ～……」

　意識がまどろんでいく中、私はそこに居る誰かを摑むように手を伸ばし、そのまま眠った。








あとがき









　どうも。既にお気付きでしょうが、ワズです。

　作者さんは、例によって攫さらわれました。

　しかも今回は、フロイドに連れて行かれるという……。

　なので、今ここにフロイドは居ませんが、モニターの設置など既に全ての準備を整えてからだったので、早速確認してみたいと思います。




　モニターに映し出されたのは、パーティー会場のように見える部屋の中で、たくさんあるテーブルの上には、様々な料理や飲み物が置かれていた。

　そして、確認出来る範囲だと、この部屋の中には居るのは作者さんの他に、フロイドと光女神様達に、闇女神さんも居る。

　この世界の神様が勢揃いしていた。

　………………碌な事にしかならない気がする。

　フロイド達は、作者さんを取り囲んで、拍手を送っていた。

「おめでとうございます」

「おめでとう」

「良く頑張りました」

「おめでと！　やったな！」

「まぁ、良くやったと褒めてあげるわ」

「……おつかれ」

「大変だったわね。お疲れさん」

　作者さんに向けて、口々に労ねぎらいの言葉をかけていた。

「……お、お前達。……いつもいつも勝手な行動ばっかり取っていたのに、こんな事をするなんて。……くっ、泣かせんなよ」

　そう言って、作者さんが目元を拭い、フロイドが花束を手渡す。

　いつもとは違う雰囲気に、俺もほっこりした。

「花束まで……ありがとう。ぐすっ」

「いえいえ、そうお気になさらず。ここまで頑張った作者様への、ささやかなお祝いですので」

「……フロイド君。……ありが」

「では、祝いの場はここまでにして。それでは作者様。続きの方をこれからもお願いします」

「………………」

　作者さんが固まった。

　俺も何の事かわからず固まった。

「え？　いやいや……え？　マジで？」

　動き出した作者さんが困惑しながら周囲を窺うが、そこに味方は居なかった。

『つ・づ・きっ！　つ・づ・きっ！　つ・づ・きっ！』

　合いの手を入れながら告げられる言葉。

　作者さんは、俯いて体をぷるぷると震わせた後、顔を上げてフロイド達へ視線を向ける。

「お断りしますっ！」

　反発する作者さん。

　しかし、フロイド達が、はいそうですかと、納得する訳もなく……。

「ふむ。まずは、その性根を叩き直しましょうか」

「そうですね。私とワズさんの、愛の物語を書かせなければいけませんし」

「私がワズ様に調教される前に、作者様を調教しなければいけないなんて」

「でも、作者さんも頑張っていたから、もう良いんじゃない？」

「甘いわね、戦女神。こいつは、働いていないと駄目になるタイプよ」

「……続きを書かないと、天罰執行」

「折角生き延びたんだから、続きを書いて欲しいわね」

　フロイド達の意思が変わる事は無い。

　そして、フロイドがパチンッ！　と、指を鳴らすと、部屋の四方の壁がバタンと倒れ、その先にはいつもの調教部屋があった。

「……またか。……またなのか。……結局コレなのか」

　作者さんが項垂れた後、グッと拳を握る。

「上等じゃあ～！　かかってこいやぁ～！　何でも受け止めてやるわぁ～！」

　威勢良く啖たん呵かを切る作者さんだが、フロイド達に連行される時は非常に大人しかった。

　少しは抵抗しようよ。

　何で、全部受けようとするかな？

　………………はぁ。

　結局、俺が助けに行かないと終わらないんでしょ？

　作者さんを助けに行く、俺の足取りは重かった。




　どうも、初めましての方もお久し振りの方もこんにちは、ナハァトです。

　例によって、ワズ君に助けられましたが、もう少し早く来て欲しかったと思う今この時。

　もう少しで、外を出歩けない体になるところでした。

　まぁ、それはさておき。

　この度は、『その者。のちに…』五巻を手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　お礼の言葉しかございません。

　ウェブ版を元に、書き直して書き直して、ここまで一気に駆け抜けましたが、如何いかがだったでしょうか？

　楽しんで頂けたのなら、幸いでございます。

　さて、ここで一つご報告がございます。

　アース・スターノベル様とも話し合って、続きを書く事になりました。

　フロイド達に負けた訳ではありませんよ。……本当に。

　今のところ、長いアフター的な話を書く予定で、今巻が発売されたこの日から、なろうの方の新しい枠で投稿を開始していますので、良ければそちらの方も読んでみて頂けると嬉しいです。

　もう少しだけお付き合いして頂けるよう、頑張っていきたいと思います。




　三弥カズトモ様。

　相変わらずの可愛い絵に癒されっぱなしですが、四巻最後のフロイドの絵は格好良すぎます。

　中身がアレなのに、出来る執事感が半端なかった。

　また、今回デオラーデ様が大活躍？　したのは、三弥カズトモ様の絵があってこそです。

　絵を見て、あっ！　この人は眼光だけで殺れるな……と思い、目からビームを発射出来るようになりました。

　この話が続く事になりましたので、これからも宜しくお願い致します。




　彩乃浦助様。

　コミカライズも楽しく読ませて頂いております。

　本当にこれ、自分の書いたモノが元になってんの？　と思うくらい面白いです。

　ワズの尻がつるんとしていたのもウケましたが、メアル登場時の絵には、ただただ可愛いという感想しか出てきませんでした。

　そして、やっぱりというべきか、ラグニールは登場時が一番龍王やってんなと……。

　このまま好きなように弄いじって、突っ走っちゃって下さい。




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　それと、コミックアース・スターでこの作品に関わっている皆様と、この本を手に取って頂いた読者の皆様には感謝の言葉しかございません。

　本当にありがとうございました。

　それではまた、次はいつになるかわかりませんが、こうしてこの場でお会い出来る時がございましたら、その時は宜しくお願い致します。
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